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支那 問題は 世界の 大 問題に して、 我が 日本に とりては. 之を 
隣邦 支那の 問題と して 我が 國に 重大の 關係 ある ものと 云 はん 
ょりは、 寧ろ 我が 日本 帝國 それ _ 身の 死活問題 t りと いふべ 
き ^ り。 即ち 支那 將來の 運命は 我が 國 前途の 隆替に 直接に 關 
係を 及ぼす もの、 啻に 唇齒輔 車の 關 係に 止まらざる なり ◦此 
の 事た る 近時 我が 國 識者の 漸く 認識す る 所と * り、 支那に S 
し 注意す る もの 多く、 支那に 關 する 論議 亦 盛なら ずと いふべ 
からず。 是れ洵 に 當然の 事に 屬 す。 

然るに 對 支の 意見は 頗る 區々 にして、 其の 將 來に關 する 大 
體論 すら 一致す るに 至らず、 若し 夫れ 具體的 詳細の 事項に 至 
り て は 十 人に 十 人の 意見 あり 百 人に 百 人の 意見 ありと いふ も 


可 ^ るの 狀 あり。 此の 如くん ば 何人 か對 支の 外交を 爲す も、 
國 民の 滿足 する 能は ざるは 論 ^ く、 前述 我が 國 前途の 隆替に 
關 する 大 問題の 解决 甚だ 覺束 t きを 感ぜざる を 得ず Q 

抑々 何が 故に 我が 識者の 對支 意見が 區々 にして 毫も 一致す 
る 所な きか ◦盖し 我が 國 民の 意見を 爲す や廣く 正確 念る 事實 
に 根據を 求めず して 槪ね 胸中の 想像を 基礎と ^ すに 由る。 其 
の 適 ま 事 實に據 ると 稱 する もの も 斷片的 智識を 金 科玉條 とせ 
ざるは ^ し、 故に 他の 等しく 淺薄 ^ る 局部 的 智識を 基礎と す 
る ものと 其の 結論を 異にする は怪む に 足らず。 若し 此の 如く 
群盲 探 象 的の 見解を 鬪は すに 止ら ば、 支那に 對 する 徹底せ る 
大局の 達觀を 得ず して 已 まん ◦是れ 支那 問題を 我が 國の •死活 
問題と ^ す 以上、 現下の 最大 缺陷と 云は ざるべからず ◦され 


ば 此の 緊急の 大 問題を 適當 に解决 する 爲に は、 一見 迀濶の 贫 
く ^ る も先ヴ 支那に 對し 正確の 事實を 根據 としたる 硏 究を爲 
すに 如くは t し 0 

山 本修平 君は 深く 支那 問題に 注意し、 其の 數年 支那に 滯留 
する 間、 刻苦 勵精歐 米 列 國の鐵 道利權 についての 事實 を m 集 
調査して 幾ん ど 遺憾な きを 致せり ◦本書は 即ち 君の 多年 勞苦 
の 結晶 ^ り。 支那に 於け る 列 國の鐵 道利權 はもと ょり 支那 問 
題の 一部に 過ぎず と雖 も、 亦 重要の 部分を なす もの、 S ふに 
列 國の對 支 政策は 專ら鐵 道 利權の 獲得を 主眼と する は 將來も 
亦 旣往と 異ならざる べし。 吾々 は 山 本 君の 勞に賴 りて 此の 重 
要 ^ る 事項に つき 完璧に 近き 調査 硏究を 得た るを 甚だ 喜んで 
提 かざる 听专 り。 余は 山 本 君の 勞 多き 此の 著作を 歡迎 して、 


之を 苟も 支那 問題を 考ふる 邦人の 机上に 獎むる もの ^ 、 
大正 六 年 八月 


澤柳 政太郞 


識 


〇 


鴉片 戰爭 の一擧 、支那の 鎖國 政策 破れて、 列強の 勢力 範 圍 
政策 漸く 行は れ 、日 淸戰 後に 及び、 列強 俄かに 其 利害 關係あ 
る 地域を 劃して 勢力 範圍 と號 し、 此間に 利權を 扶殖せ ん こと 
を 努めたり。 利 權の得 喪は、 勢力の 消長に 係る を 以て、 列强 
皆 全力を 竭 し' て 利權を 爭 ひ、 之が 爲め 干戈を 動す ことを 辭せ 
ざり き。 爾來 時に 依り 一 弛 一 張な きに あらざる も、 利 權の列 
强に歸 する もの 年に 多く、 內亂 外患 ある 每に 、益々 此 勢を 長 
じ、 遂に 支那の 利權 を擧げ 、列國 の 有たら しむべき 形を 生じ、 
支那の 前途 容易なら ざる もの あるに 至れり。 •試みに 利 權の代 
表た るべき 鐵道に .つき、 之を 論ぜん か。 列强 が租辦 又は 借款 
の權 利を 獲得せ る鐵 道、 一 萬 五 千 八百餘 哩を算 し、 其 出資 頟 


二十 二 億圓を 超へ、 支那を 東西に 撗斷 し、 南北に 縱貫 する 四 
條の大 幹線を 始め、 重要 念る 諸 線路は、 殆んど 列強の 手に 落 
ち、 其 所謂 勢力 範圍に は、 皆 適切なる 線路を 配置し、 復た他 
國 の鼾睡 を容 さず、 嘗て 空漠たり し 勢力 範圍も 亦、 漸く 明確 
念 る 性質を 具 ふるに 及べり ◦若し 歐洲戰 爭勃發 する こと 無く、 
列強が 依然として 支那の 內訌に 乘じ鐵 道 利 櫂を 獲得し、 其 勢 
力 發展に 努めん か、 領土 分割の 說 、必ずしも 架空に あら ざり 
しや も 亦 知るべからざる. 也 Q  : 

鐵道 利權の 分割ょり 生ずる 危險を 防止せ んが爲 め、 中外 政 
府に 依り 計晝せ られ たる 方法、 凡そ 三 あり、 利 權回收 、以夷 
制 夷、 及門戶 開放、 即ち 是れ 念り。 請 ふ 少しく 之を 述べん。 

利 權回收 政策は、 同 治の， 初年、 列 强の對 支 經營將 さに 緖に 


就かん とせる 頃、 旣 に李鴻 章、 張 之 洞 諸人に 依り 用ゐ られ しも 
のにして、 日露 戰爭 前後に 亘り 、熾ん に 行 はれたり 〇此 政策 
の實 行に 依り、 道淸 、新 奉の 雨 租辦鐵 道を、 日本 政府 及 福 公司 
より 買收 し、 京漢、 粵 漢の兩 借款 鐵道 を、 露 米よ •り 回收し 、廣、 
澳鐵 道の 允許を 取消し、 津 浦、 滬杭甬 其 他諸鐵 道の 借款 條件を 
支那 側に 有利に 改訂し、 多 數の鐵 道 建設 經營を 支那 官民の 手 
に 移す を 得たり。 而も、 列強の 意に 反し 利權 を回收 する には、 
過當の 賠償を 爲 すべき 必要 あり、 固より 支那に 何等の 準備 あ 
るに あら ざれば、 外資を 借りて 之に 充てざる を 得ず ◦道 淸夸 
漢、 京 漢 、諸鐵 道は、 一日 一之を 回收 したる も、 更ら に外國 借款を 
設定せ しが 如きの 類、 是れ なり 〇從ふ て、 利 權回收 は、 果し 
て 其 得る 所、 其 失 ふ 所を 償 ひた  る  や、 否、 疑 ^ くん ば あら ざ 


る ^ り。 旦つ 、支那 官民は、 鐵 道を 建設 經營 すべき 材 能と 資 
本と を 有せず、 又 公共心 缺如せ るに 依り、 列強ょり 回收せ し 
鐵道 、又は 列强 を抵 制せん が 爲め發 企せ る鐵 道を 抛擲して 顧 
みず、 偶々 地租 又は 釐 金の 附課稅 として 強制的に 徵收 せる 資 
金は、 當 局の もの 之を 濫費 私 鎖し、 徒らに 細民を 苦しむ るに 
過ぎ ざり き ◦是を 以て、 一時 猖獗を 極めた る 利 權回收 熱 漸次 
冷却し、 幹線を 國有に し、 支那に 有利 念る 條件 にて 外資を 借 
入れ、 之を 建設費に 供し、 利 權の外 溢を 防ぐべし との 說 、行 
はる、 に 至れり。 該說は 巧妙 ^ る もの ゞ 如く ^ . る も、 畢竟 空 
論た るに 過ぎず、 何と なれば、 勢力 範圍 政策の 行は る \ 支那 

にあり ては、 列強が 其 借款 權を 有する 鐵道に 對 し、 特殊の 權 
利を 主張す る、 殆んど 租辦鐵 道に 於け ると 選ぶ 所 t き や 疑 ひ 


念ければ 也。 

以夷制 夷は、 支那 外交 家の 常套手段に して、 鐵 道利權 に對 
し亦數 々濫用せられ たり ◦例 之、 英佛の 勢力 範圍た る 雲南廣 
西に 於て、 滇百鐵 道 利 權を獨 逸に 與へ .、獨 逸の 力を 以て 英佛 
を 制せん とし、 日露の 勢力 範圍 たる 滿 蒙に 於て、 錦 愛 鐵道利 
權を 米に 與へ 、米の 力を 以て 日露を 制せん とせし が 如き、 是 
れ なり。 此 政策は、. 一時 成功す る も、 非常 ^ る 危險を 伴 ふべ 
きものに して、 其 例 證殆ん ど枚擧 する に遑 あらず。 支那の 今 
日 あるは、 實に李 鴻章袁 世 凱 諸人が、 外 國を援 き 日本を 制せ 
んとせ しこと、 與りて 力 あるは、 復た 蝶々 する を 要せざる ベ 
し ◦加 之、 外交に 歷練せ る 列強が、 支那の 陳套念 る 術策に 陷 
るべき 答 * く、 互に 隔意 ^ き 商議を 遂げ、 協同して 支那に 當 


るべき 憂 あり 〇 氷炭 相容れ ざり し 日露が、 水 魚の 同盟た るに 
至りし は、 錦 愛鐵道 問題が 其 一原 因た る こと、 世人の 熟知せ 
る 所の 如し 0 

米國に 依り 唱道せられ、 日本に 依り 支持せられ たる、 門戶 
開放 主義に して 尊重せられ ん か、 一 國が其 所謂 勢力 範圍 に對 
し、 特殊の 權利を 主張す る も、 他國は 通商 航海に 關し 均一の 
待遇を 要求し、 一 國の獨 占を 許さざる ことを 得る に 依り、 勢 
力範圍 政策 * る もの 次第に 消滅し、 支那 政府は、 列强に 賦與 
したる 鐵 道利權 を、 條 約の 正文に 遵ひ、 一定 年限の 後、 又は 
一定 條 件の 下に、 回收 する ことを 得べ く、 如何に 巨額の 鐵道 
借款を 起す も、 經濟 線路 念らん には、'' 之が 敷設に 依り、 產業 
交易の 發達を 促が し、 其增殖 せる 國 富を 以て、 厝款の 元利を 


返 ^ する こと 容易に して、 米 國及濛 讲 が、 歐洲 資本を 用ゐ 
鐵 ii を 架した ると 同一 ^ るべき なり ◦我 邦は 支那 領土保全を 
以て 國 是と爲 し、 之が 爲め 日露 戰役を 始め、 大小 幾多の 犧牲 
を 供し、 永遠に 亘 りて 該 方針を 易 ふること 無く、 英米 兩國も 
亦門戶 開放を 主義と する もの ^ れば 、三國 にして 協同 一致の 
態度に 出 でん. には、 他國が 如何なる 手段を 弃する も、 鐵道利 
權 分割ょり 生ずる 危險を 防止す る ことを 得べ し。 然れ ども、 
支那に して 國 交を 誤 まり、 內訌を 起し、 絕へず 他 國に乘 ずべ 
き 機 會を與 ふる ^ らんには、 假令我 邦が 支那 領土保全に 眷々 
とし、 英米 二 國も亦 我に 賛助す る こと あらん も、 如何と もす 
ベから ず。 自ら 爲せ るの 禍は 避くべからざる 也 Q 
.支那 鐵道 利權の 、東亞 大局に 影響す る斯の 如く 大 なり。 然 


警 


るに 我 邦に 於 て 本 ^ 題を 硏究 する もの 極めて 乏しく、 偶々 
一二の 書籍な きに あら. ざる も、 唯 地理 的 技 « 的に 賀述 する こ 
止まり、 惜しむ らくは 未だ 本 問題の 琴線に 觸れざ るな り〇友 
人山 本 君、 頃日 一書を 著は し、 題して 『支那に 於け る 鐵道利 
權と 列强の 政策』 と 日 ひ、 序を 余に 求む、 余 受けて 之を 讀む 
に、 鐡 道範圍 政策の 由来、 列 强利權 の 角逐、 及び 之ょり 生ず 
る 將來の 形勢に 至る まで、 要を 摘み、 繁を 削り、 略 ぼ 遺す 無 
く、 從來 著書の 缺を補 ふて 餘り あるべく、 其 一た び 出ヴれ ば 
世人を 稗 益す る こと 决し て# 少にあ らざ るべ し〇余 固と 文字 
に 拙な りと 雖 ども、 欣然 一言を 題せ ざるを 得ざる 也 0 
大正 六 年 八月 六日 

根  岸  佶識 


從來 列強の 政策 甚だしく 錯綜し、 又 將來益 紛糾せ ん としつ 
ゝ ある 支那 鐵道 利權 問題に 就て は、 中外 共に その 研究に 腐心 
しつ、 あると ころで あるけれ ども、 その 見方 立場の 如何にょ 
つては、 まだ—- 一貫した る 研究の 不足せ るは 事實 である Q 
一髪 直ちに 馳せて 帝 國の 賢慮に 上るべき ものと 云 ふか、 事件 
そのものが 一 帝國の 問題 だ と 云 ふか、 そは 何れに する も 日 支の 
關係が 緊切 契 握の 狀 態に 置か. れた 今日、 所謂 支那 問題 中の 重 
鎭た るべき 鐵道 問題に 關 しては、 吾人は 國 人の 智識の 彌 々深 

大 念 らんを 祈つ て 止まぬ。  . 

一九 一四 年の 夏 八月は、 恰かも 曠古の 大戰の 歐洲に 於け る 
爆 發を紀 念した が、 偶然に も 同月の 始め 吾人は 支那に 於て 本 


論の 起稿に かゝ つたので ある 〇想 へば 當時 支那に 於け る 列强 
の利權 政策が、 再び 呼び返 さ れたる 新 領土 主義の 高潮に 坐し 
鐵道 問題の 一 上 一 下は 正しく 支那に 對する 活人綠 たらずして 
巩心 るべき 殺人 刀た らんと する の狀 態を 顯 現しつ、 あつたので 
あるが、 そは 寡聞 薄識な 吾人. に對 しても、 一面 極東の 不安に 
伴 ふ 國民的 奉公 心と、 他面 歷 史的 政策 的 研究の 興味と を 唆つ 
て餘り あつた。 爾來 星霜を 經る茲 に 數 載、 世界の 烟塵戰 渦は 
未だ 鎭靜 の樣子 もない が、 吾人は I 先ヴ 本稿を 終へ るの 時期 
，に 到達した 0 

然り 一先ヴ 脫 稿の 時. 期には 到達した けれども、 未だ 公刊に 
對 する 何等の 成算 あるで もな く、 唯 國家的 貢献の 萬 一に，. も當 
り 得る. 方面に 對し 、之れ が 提供を 想望す るに 過ぎな かつた、 


然るに 本年 初夏の 候、 一度 犬 塚 信太郞 氏の 任俠 にょつ て 拾は 
る、 所と ^ り、 そして 全々 同氏の 後援の 下に、 沉く 刊行の 一 
事が 决せ られた ので ある、 固と ょり 支那に 於け る鐵道 利權と 
列强 政策の 問題は 到底 一人 一個の 短日月 內 に舒述 し、 評論し、 
そして 又 その 將來 の豫 測 1r 云爲し 得る 程に 單純 簡明なら ぬ こ 
と 萬々 であるが、 若し 本書に して 多少と も 右 問題の 外輪を 傳 
へた もの ゞ一 つと して、 世上 識者の 叱正に も當 る * らば、 之 

れ 吾人 本懐の 至りで ある .0 ' 

尙 ! 3 本書の 公刊に 對 し、 後藤 男爵 澤柳 博士の 贊 同を 辱 ふし 
又 その 内容の 起稿に 際し、 東京 高 商 敎授根 岸 佶 氏の 懇篤なる 
敎示に 預 り、 在 天津 領事 舘吉田 東 作 氏の 有益 ^ る 指導に 接し 
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jK 鐵道 利權と 列強の 政策 


山 本 修平著 


緖  論 

六月の 牡丹の 豐麗な 姿と も 云 ふべき 善美を 極め 穴 北京の 宮殿に 康熙 乾隆二 
帝の 在した 十八 世紀は、 滿 朝の 威容の 四隣の 外まで 赫灼 した 時代て あつ / 2 力 
それが 十九 世紀に 入ぅ 歐洲 列强 との 關 係が 次第に 錯綜す ると、 支那は やがて 凄 
慘な悲 情に とざ、 れ 始めた、 近世 國家 主義て ふ 大風の 流れが、 世界の 秘密 國 六 
る 支那の 鍛綢 5: め 6  と 吹き 破つ て、 をして 背後の 舞臺に 暴れ狂 ふ 時代 力來 

たので ある 〇 

思へ ば ** 來の 支那に 於て、 その 國 民の 大部を なす ものは、 彼の 伏 武興文 主義 
の 漢族で あつたが、 彼等は 間斷な き 易 世 革命の 變を迎 へる 每 に、 一方に 於て は 


支那に 於け る鐵逍 利權と 列强の 政策  S 

政治的 k 倦怠し、 經濟 的に 自棄す る 底の 疲勞 したる 國民 とな. CV ながら も、 他？ 
に於ては_恒に蠻族に對する文化の卓越を自負して驕慢の民とな$つ、あつた、 

3 れ ば 此 等の 傾向が 時と -* に 愈增大 し、 やがて 後代 0 支那の 內 質 {C 向つ て、 極 
めて 厭 ふべき 國家的 疾患を 殘し 去つ たのは 偶然で なく、 その 民衆の 生活は 甚ど 
しく 國民的 意義ょ- CN 遠ざかつ て 孤立 的と なぅ、 天 與の富 源は 冷淡なる 彼等の 抛 
擲に 遇乂て 死藏の 儘と な. CN、 時代 1: 超越して 漢族. の 優秀を 暴 信した る 彼等の 智 
識は寸 毫も 進步 せず して 却つ て舊 套の內 に 萎縮した、 即ち 「大國 支那」 て ふ 錦 
繡の 袖に 隱れ てゐて も、 彼れ の 肉體の 過半は 旣 に不淨 であつ た、 十 /\ &紀の支 
那の 華麗は、 滿洲の 偉人の 光彩で あつて、 支那の 自體の 夫れ ではな かつ / 2 ので 
ある、 加 之 不幸なる 支那が 當初西 患の トー タルを 括つ て、 謂 ふと 乙ろ の 蠻夷亂 
華と 同一視した 乙と が、 旣に 根本的の 誤解で あつて、 彼 0 西 力の 本體な る もの 
はか、 る 支那 一流の 非 國家的 遊蕩の ラィフ JC 抱擁し 同化せられ る 如 & 低級な 
ものて はなく、 その ラィフの 澱みの 眞髓を 抉ぐ る k 足る 徹底 力と 强壓 力と を 具 
有して ゐた の、 て ある、 2  一口 すれば 支那の 天地に 撗 流せ Z とした 近世 國家 主義の 


內而 には、 彼の 政治を 靈 とし 經濟を 肉と する 勁 烈新銳 な 膨脹 熱を 藏 した 爲 に、 
その 支那 對列 强の關 係は、 遂に 支退歐 進の 局面を 打開せ ずには 置かな かつ 穴の 
である 〇 

一八 四 二 年の 南京 條約 が、 一度 世界に 對 する 支那の 公開を 闡 明して 後、 一 八 
九 五 年の 馬關條 約が 二度 彼れ の實 力を. 遺 慽 なき 曝露に 導き、 そして 恐るべき 外 
力の 侵入に 滔 天の 新 勢を 附與 す. べき 機會を 齎らす と、 玆に 列强は 多くの 低級 文 
明國 征服 上の 彼等の 慣用 手段と も 云 ふべき、 借款、 土地、 鐵道 、鑛山 等の 各種 利權の 
獲得 運動を 急進せ しめたが、 中に も鐵 道利權 問題は 彼の 勢力 範圍 ? ® GO usre  of 
Influence) 出現の 大勢と 因果し、 サリ ス ベリ I 卿の 所謂 利 權戰爭 ? e  Battle  of  Conces- 
Sion)： の 主題 目と して、 最も 激烈に 然も 大規模に 彼等の 政策の 驀展を 呼び 來つ た。 

然らば 所謂 鐵道 利權 とは そ も 如何なる ものを 指す か、 今 左に 之れ を 列 擧す f 
ば 

一、 利權の 大別 

(ご 承辧權 (鐵道 所有 櫂) 

緒論-  '  三 


支那に 於け る 鐵道 利權と 列强の 政策  ^ 

(二 j 借款 權並に 敷設 又は 經營の 代理 權  _ 

(三)  借款 權 

(四)  延長 線、 枝 線 又は 特殊 地方の 線路 k 對 する 借款 又は 敷設 優先 權 
二、 借款 權の 內容  . 

(一)  借款 利子 

(二)  借款 取扱 手數料  • 

(三)  技師、 會計官 、材料 等の 供給-. 

S) 擔保  ' 

三、 擔 保の 種類  • 

(一) 鐵 道、 附 屬財產 全部 並 ^ 鐵道收 入  、 

(二 j 鐵道以 外の 地方 收入を 以てせる 擔 ，呆' 
ai 一) 政府の 保證 

等は その 主要な ものであるが、 利 權を涉 織す る 列强の 立場ょ 6 見れば. 利權 0 . 
種類は 可成 的 重厚で あ. 〇； 利權の 內容は 能 ふ 限ぅ 廣汎な もので あらせ 2 いので 


ある Q 

固と よぅ 支那 鐵道 利權 問題 k 對 する 列强の 政策 も、 一は 日本 0 隆起に よら、 
他は 支那 側の 極端なる 自衛 策の 出現に. よ $、 その後 可也な 轉 化を 生じた のは 事 
實で ある、 卽ち 一九 〇四年 以前に 於け る 領土 主義は、 五 年よぅ 九 年の 間に 經濟 
主義に 〃一 〇 年よ $ 一一  年の 間に 國際 合同 主義に 推移した ので あるけれ ども、 
然も 一二 年 以後 支那 內 政の 大變化 に 伴 a 、 彼等の 政策が 再び 鮮明なる 領土 主義 
(新 領土 主義と 呼ぶ) R 復歸 した 乙 とを 知る 時には、 畢竟 か、 る 政策の 轉化な る も 
の も、 單に 時と 處とに 順應 して 彼等の 利權の 擁護 又は 新設を 完 からし めんが 爲 
の 「剛柔 の 手」 で、 彼の 政治的 經濟的 場面 獨占を 企圖 しつ、 ある 列 强本來 の 野 
心には、 何等 動搖 なきを 悟 {得る、 强大 なる 國 家の 後援の 下に、 ゾ或は 特殊 放資 
機關を 育成し、 。或は 數國 資本家の 提携を 助長して 爻で も大膽 なる 利權的 取引を 
敢行 せんとし、 借款 額を 增加 せん 爲に 殊更に 工事費の 追加を 餘儀な くし、 自國 
利權の 侵入 ある 鐵道 に對 しては、 恒に鐵道賃率の私 &? !かレ忠レをを强請する乙とを 

忘れず、 借欵に 對 する 債務不履行の 場合に 於け る高壓 手段の 準備に 多忙を 極め 
緒論  五 
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又 特に 政治的 乃至 軍事的 勢力の 布植を 計らん が爲に は 經營收 支を 超越しても、 
猶ほ缺 損 ある 利權の 確保を 敢て する 如き 實情 乙を は、 彼等の 利權 政策の 時代：^ 
色彩の 背部 5: 貫く 不斷の 脈 流で あるの みならず、 由來 支那に 於け る利權 問題は 
軍に 支那 對列强 の 縱の關 係 ばか $ でな く、 列强 相互の 競爭を も 含 ひ 橫の關 係が 
ある 爲に、 露 白の 後退は 英米の 前進と なぅ、 英米の 憂色は 獨佛の 雀躍と なる 如 
く、 よし 一方の 勢力が. 緊縮しても、 会は 忽ち 他方の それの 伸長に よつ て 補 はれ、 
支那に 對 する 列强 勢力の 總 計 ^ 至つ ては、 此 間つ いど 减退 しな い ので ある 〇 
今 支那を 圍る 列強の 七國 たると 將八國 たると を 問は ず、 分割 t 說 くと 保全を 
說く とを 論ぜず 『歐洲 の 便宜 即ち 之れ 權 利』 の 進行 曲は、 絕 へず 彼等の 本營內 
R ' 木魂し つ、 ある、 從つ て 支那が 列强に 依る は 危險で あ る、 とて 依らざる 
は尙更 不幸で ある、 假令鐵 道に よ 6 彼れ の 社稷が 受 入る V 利益よ $ も、 却つ て 
をの 負擔 する 危險の 方が、 恒に幾 倍 か 高速を 以て 展開せられ て來 るに もせよ、 
蒸汽 力 1: 離れて また 支那 5: 救 ふの 利器な しと すれば、 鐵道 問題の 高騰は 蓋し 當 
然の 運命 か。 
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第一 節 利權 活動 昂騰の 經路  • 

•一  , 

第、 一欵 支那 海上ょり 

一  • . •  '  - . 

佛 人を 一蹴して 印度を 奪つ た英 人は、 その 東印度 商社の 政權 並に. 財權の 確立 

する に 連れ、 更らに 支那 海上の 風雲を 望みつ、 あつたが、 彼の 康熙 五十 四 年を 
以て 廣東に 設立せられ た 一 商館 こを は、 その 規模に 於て は 極めて 微々 たる もの 
であつ たに 拘はら ず、 從來 東印度 商社の 管轄 下に 屬し た對支 貿易の 關係を 轉し 
て 兎も角も 獨立 自營の 將來を 作るべき 第 一陣と なつた の'' て ある、 固と ょぅかく 
の 如くして 廣東に 入つ た英商 も、 その後 引續き 貿易 上の 極端な 束縛と 過當な 重 

笫一 章英國  七 
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税 の負擔 とに 苦悶は したが、 然も 彼等の 强烈な 執着 力が 効を 奏して、 一七 五 
年黃埔 に 在つ た 諸 外國船 十八 艘中 九艘 は旣に 英國 所屬の 船舶と な 6、 更らに 四 
十 年後の 一七 八 九 年には、 總數 八十 六 幾の 外 船中 英船 は實に 六十 一艘 (總數 の 七 
割强) を 算 する狀 態とな つて. Q た、 就て 思 ふ k 當時 歐洲に 於け る國際 金融の 中心 
が、 ァム スタ ル ダムを 去つ て 偷敦 k 移- CN 世界の 全權が 和 蘭ょう 英國に 轉 し、 そ 
の經 濟的發 展の隆 々たらん とする 形勢 だつ たこと などは、 十八 世紀末 葉に 於け 
る 英の對 支 海 商の 發達に 相關の 事件と して、 又 その 背景と して、 一應 吾々 の 記 
臆に 存し 置く 必要が あ 6 ふ、  . 

英國の 勢力が かく  7P 展 伸し 來つ た狀 態の 下に 於て は、 今や 支那 官 商の 狂暴な 
壓迫 も、 英支 通商の 大勢を 左右す るの 力は なく、 彼の 一八 三 四 年の 秋季に 於け 
.る 闺英ボ r ィコ ットの 如き もの も、 をの 英 商に 與 へた 打撃は 决し て輕 少な もの 
ではな かつた ので あるが、 然も それらは 寧ろ 一時の 損害 R 止まう 彼等 英 商の 手 
に 於て な ^ れた 輸入額は、 一八 三 一年 乃至 三 二 年に 於け る 二 千 五十二 萬 二十 七、 
志ょ う、 同 三 六 年 乃至 三 七 年の 三千 四百 四十 三 萬 五 千 六 百 二十 二 志と なつて、 


一 • 


千 三百 九十 一 萬 五 千 五 百 九十 五 志の 增加を 示し、 又 輸出 額は 同年 間に、 千 三百 
二十 一 萬 六 千 四百 八十 三 志ょう、 二 千 五 百 三十 三 萬 九 千 二百 八十 四 志と なつて、 
その 間 千 二百 十二 萬 二 千 八 百 一志の 增 加を 語う、 他の 競爭列 國の壘 を遙 かに 突 
破して、 早く も旣に 支那 海上の 覇權を 握つ た 0  ' 

次で 一八 三 九 年には、 彼の 阿片 事件が 起つ たが、 その 結果は 問 ふ 迄 もな く英 
に利にして支那に不利でぁつ /2 、 再戰 し三戰 した 後、 一八 四 二 年 八月 二十 九日 
を 以て、 有名なる 南京 條 約の 成立と なう、 大略 左の 如き 取 極めが 結ばれた、 

(一) 淸國 政府は 賠償金 二 千 百 萬 弗を 支拂ふ 乙と、 

(一 ご 淸國 政府は 香港を 英國に 割讓 する 乙と、 

(三)  淸國は 福 州 厦門 寧 波廣東 及び 上海の 五 港を 開放す る 乙と、 

(四)  英淸 兩國は 彼我 對 等の 禮 を 行 ふこと、 

即ち 英國 は條 約の 結果と して、 その 對支關 係を 一層 緊切 ^ して 有利なる 狀態に 

進めた、 後年 東洋 第一の 貿易 塲を以 て稱 せられ、 且つ 東方に 於け る斯國 海軍の 

根據 地た る. べき 香港の 獲得の 如き、 又將來 楊子 江 流域の 富 源 開拓の 鍵鑰を 握る 
第一章  英國  九 
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べき 上海の 開港の 如き、 此等は 特に 英國の 地步の 卓立を 成就すべき 階梯と なつ 
たので ある Q 

その後 英船ァ I  口  i 號に對 する 支那 人の 暴行 並に 佛國. 宣敎師 殺害事件を 直接 
の 動因と して、 所謂 英佛 聯合 戰爭 起う、 忽ちに して 白 河の 砲壘陷 う 聯合 軍 天津 
を 襲 ふに 及 / L で、 玆に 一八 五八 年 六 刀 二十 六日 彼の 天津 條 約の 締結と なう、 
越へ て 同 六〇年 十月 二十四日 北京 條 約の 調印を 了へ たが、 此 亦英國 の地步 を 改 
善す るに 偉大な 效果を 齎らした、 卽ち該 北京 條 約の 內容 (槪 略) としては 

(一)  一八 五八 年の 天津 條約 は、 今回の 補遺 條 約に 於て 改正した る 條款を 除く 外、 
凡て 實行 のこと 

(二)  基督 敎の 布敎を 評すべき M と 

(三)  英人 及び 英 船の 內地 通航を 許すべき 乙と 

々四) 新に 牛莊登 州臺灣 潮州瓊 州の 五 港 1: 開放すべき 乙と 

(五)  天津の 海 口を 通商 地と し、 英 人の 在留 互市を 許すべき M と 

(六)  九 龍の 一地 區を 英國に 讓與 すべき 乙と 


み .V:.:  f  i  '，其  a  ^  J  \  :  ■- —‘T  4,. ノ  -1  , : V  •  く 

(七： 償金の 件 (略) 

(八) 英軍 撤退 時日の 件 (略) 

等* の 諸 項を 有し、 爲に 英國は 支那 海の 東南 北に 涉つて 優勢なる 貿易 上の 立脚地 
を 建設し、 又該條 約の 前後を 以て、 支那が 諸 國の爲 に 開放した る鎭江 南京 九 江 
漢口 等の 長江 流域の 諸 港を 通じて、 支那 中原に 於け る 商 權をも 壟斷せ .ん とする 

に 至つ たので ある 〇.  ' 

M / ff 阿片 及び 棉花に 由つ て 貿易の 主力 1: 握ぅ'  假令 表面の 壓迫に 遭 ふと も、 

よく 裏面の 實 要求に 應 じ、 且つを の强大 なる 海運 力の 利用に よつ て、 支那 海上 

の 第一、 者た るに 至つ 穴 のみならず、 諸國に 率先し ' t: 陸上の 經濟 利權に 着眼し、 

鐵道 敷設 問題を も 惹起した ので あつ 穴 Q 

、一：/  #  •  ,  .  •  •  • 

,  # 

第二 歎 •印度 國 境より 

英國の 支那 大陸 侵入は、 單に 東方の 支那 海上よ ぅする もの‘ みでは なかつ た、 
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陸路 西方の 英 ® よ $  支那の 背後 ^ 突かん とする 乙 と 7P、 實にそ の ブロ グラム 
の 一つ だつ たので ある、 そして 此の方 面に 於け る 英支關 係の 略說に 當つ ては、 
吾人は 先づ 筆を 英國の 縮甸攻 Sr よ $ 起さなければ ならない、 之れ ヒマラャの 設 

を 越へ て 西藏に 出す るよ $ も、 緬甸國 を 通じて 雲 南に 入る 方が、 當初 利便 多し 
と 見られ /2 からで ある 0 

史を閱 する に英 緬の關 係は、 英の 東印度 會社が ァラと 呼べる 時代の 緬甸 政， 子 
k 向つ て、 通商 互市の 權 利を 要求した る 一六 九 五 年に 始 ぅ、 次で 一七 九 四 年 再 
度の 使節 派遣の 後、 一八 二 六 年には、 第一 次緬甸 戰爭の 結果と して、 下 a 甸の 
地は 英國の 掌中に 歸 する ic 至つ たので ある、 是れ よぅ 先き 一七 九〇 年を 以て、 緬 
甸は 支那に 對 する 朝貢 國 (十 年 一貢の 制) となつ て， Q たが、， 今や 緬甸の | 部が y 八 領 
たるに及 /L v、 英國の 手は 自ら 雲 南に 延びる の 第一 階梯が 作られた、 恰かも S 

の ■競 爭者 佛國が 、 安 南嘉隆 王の 死後に 於て、 同地 (安 南) k 對 する 勢力 布疸に 多大 
の 苦心を 重ねつ、 あつた 時代で ある 0 

仑 の 後英國 は屢 々雲 南方 面に 對する 探 見を 企て、 一 A 六 八 年に よスレ I デン 
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少佐 (Major  sladen) の 率 ゆる 一隊に よつ て、 ィラ ヮデ丨 河の 上流なる 巴莫よ $、  更 
らに雲 南 境内なる 騰越に 至る 交通路の 踏査 行 はれ、 越へ て 一八 七 四、 五 年の 交に 
は、 ブラ クン 大佐 (colonel  Brown) の 冬季 探 見あ^ N、  又當時 在英 國 領事館 員 レィモン 
ド •マ T ガリ 丄 Raymond --g argary) の 行へ る 上海 雲 南 間の 視察 旅行な ども あつて、 海 
上の 發展と 同 速度た 6 能は ない 迄 も、 英國 流の 不斷 不撓の 漸展が あつた、 然る 
に 右の マ 氏が をの 大 旅行を 終へ た 後、 再び 雲 南行の 途上、 騰越 廳管內 なる 蠻允 
に 於て 土 yl の爲め 殺害せられ る ' it 至つ て、 玆に 有名なる 芝罘條 約の 締結を 見る 
の g 果が 生れ、 印度 國 境よぅ する 英國 の對支 侵入は 一段の 展開に 逢着した、 即 
ち | 八 七 六 年 九月 十三 日、 英國 全權ク H  I ド (2r  Til  wade) と李鴻 章との 間 ^ 
協定せられ た 同條 約に よつ て、 彼れ は 支緬 間の. 通商 權を 確立した る 外、 入藏權 
を も訂 約した ので ある C 

越へ て 一八 八 五 年 英國は 一方に 於て 上 緬甸を 併呑して 直接 雲 南と 國 境 i: 接す 
るに 至 6、 他方 芝罘條 約の 別 約た る西藏 探撿隊 保護の 規約の 批准を 握ぅ • 先づ 
斯 年の 秋には マコ I レ I の 北京 差遣と な S、 次で 探 檢隊の 入 藏を實 行し、 かく 
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して 國境の 延長 九 百 哩に涉 る 英支關 係は 愈々 多- 忙 となつ た、 然るに 英の 全緬併 
合に 驚ける 支那は、 英に 抗議して 緬甸の 宗主. 權を 主張し、 且つ 朝貢 制の 實 行を 
迫う、 遂に 彼の 『支那は 眠れる 獅子な う』 との 怪氣熵 に 名高い 駐英 淸國 全權曾 
紀澤 と英國 首相 ソ 1 ルスべ リ丨 侯との 會商 となつ 穴が、 何等 具' 體 的の 協定を 見 
ざ る內に 、 曾の 離英 とな^ N、 交涉は 英京ょう 北京に 移 $、 そして 駐支 英 公使 才 
コ ノルと 總理衙 門との 間に、 緬甸西 藏に關 する 條約 五ヶ 條は 締結され たので あ 
る、 事實此 間の 英國に も對 緬對藏 政策と して 多大の 不安は 免れ 得な かつた 爲め 
K  無下に 支那の 要求を 拒否す るの 強硬を 缺 S だ 計 6 でな S、 右緬西 條約 締結 
の 年 一八 八 六 年 七月、 折角 西藏境 上に 達した る英國 使節 差遣の 撤回を 諾し て以 
來、或は西藏人の侮蔑を買ひ、或は彼等をして境上幾多の砲壘を築かしめ、或 
はを の 保護 國 たる 孟哲 雄の 王 すら 西藏に 逃れて、 二 載の 間 本國に 歸還せ ざる 如 
き狀 態を 來 したので ある 0 

然も 英進支 退の 關係 は、 かくても 尙ほ免 かれ 能は ざ 6, し 大勢と 見へ、 西藏問 
題は 一八 九〇 年の 英藏條 約 二 名 シキ ム條 約) あるに 至つ て、 東は ブ丨タ ンの键 界 


よう、 西は ネパ I ルの 境界 R 延びた る 分水嶺を 以て 境と し、 支那は 英國 •か シキ 
ムに對 して 內治 外交の 權 あるを 承認せ る 迄に、 英國 勢力は 伸長し、 又緬甸 方面 
に 於て は 一八 八 九 年 蘭 貢 曼達賴 間の 鐵道 完成す ると 共に、 雲緬 交通 關 係の 調査 
着々 步 1: 進め、 支那が 朝貢 問題を 强 制する 能は ざる 內 に、 旣に英 國の實 力は S 
甸內地 の 縱橫に 瀰漫 せんとし、 曼達賴 よう 分岐して 一方は 崑嵛 渡に、 他方は 巴 
莫に 至う、 それよ 6 各自 雲 南 境內に 入らん とする 鐵道 敷設の 準備の 全 からん と 
する 狀 勢を 示す R 至つ 穴ので ある 〇 

第三 欵鐵道 問題 惹起 

支那の 腹背よう 押し寄せた 英國の 勢力が、 兩面 共に 支那 國內に 涉る鐵 道計窬 
を 惹起せ ざるを 得な S 狀態に 進み 來つ穴 のは 怪しむ に 足らぬ 歸結で あつたが、 
然も 印度 方面よう する 鐵道 問題は 旣に 十七 世紀 中 一部 英人 によつ て考 へられな 
•から、 地理 上の 障碍は 容易に 之れ が實 行を 許さず、 十九 世紀の 下葉 僅かに 親 甸 
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鐵 道の 雲 南 延長 計 書 案が 樹立せられ るに 過ぎな かつた に 反し、 東海の 英國は 仑 
の 計 書の 起源 乙を 印度 方面の ものには 及ばない が、 その 敷設 問題の 具體 化に 於 
ては、 之れ •か 進埗の 程度は 西方の 如く 緩漫な もので なかつ た 計ぅ か、 他の 列强 
の 何れ R も 率先す るの 歴史を 作 〇 たので ある Q 

一八 六 三年 當時 上海に 在留す る英商 二十 七 行は、 上海 蘇 州 間に 於 •ける 貨物 運 
搬の 目的を 以て、 鐵道 敷設を 發 起し •之れ が 請願書を 時の 江 蘇 巡 撫李鴻 章に 向 
つて 差 出した が、 李 氏は 之れ k 對し 左の 如& 回答 

鐡道が 支那に とぅ 利益な のは、 その 鐵 道が 支那 國人に ょつ て 計 書せられ、 且 
つ 自ら 監理し 得る 場合に 限る、 經 營の內 部に 多數の 外人を 使用す る 乙とは 絕 
對に 出來な S、 思 ふ 1C 人民は 彼等の 土地が、 か、 る 目的の 爲 k 奪は n る 乙と 
を 甚だしく 厭 ふに 相違な く、 小官は 支那 國內に 於て 現に 要求せられ たるが 如 
き、 かく も 不當の 影響を 與 ふべき 利權の 割譲 ^ 對し ては、 之れ に 反對 すべき 
責任 ある 乙とを自覺する云+〇 

を 送つ て その 敷設を 許可し なかつ たので ある 若し 當時に 於け る 支那の 事情に 一 


瞥を與 へ、 仑 して 支那 人と 鐵 道との 關係を 考慮す るなら ば、 李 氏の 如き 一流の 
人士と 雖も鐵 道に 關 する 智識の 程度は 極めて 底 級な 嘲 $ を 免 かれな かつた 乙と 
は 明白で、 その 回答 書の 文辭の 如何に 拘は ちす、 彼れ が鐵 道の 敷設を 許可し な 
がつ た 根本の 理由は、 鐡 道の 利害 如何ょぅ も 寧 石 其 頃 益々 展 伸しつ、 あつた 英 
人 勢力 ^ 、  少く とも 消極的 阻 碍を與 へんと する 處 にあつ たので ある、 云 ふ_ 迄 も 
なく 一八 六 三年は 彼の 髮賊亂 の 勃 發後其 第 十四 年 目に 當 6、 動 亂の鎭 定本 目前 
に 迫つ た 時で ある、 前門の 虎を 防がん が爲に ゴ〆 ドン、 ヮ 1 ドと 握手した 李鴻章 
も、 ♦彼等の 一族 (英 人) が 旣に 後門の 狼た るべき 險 勢を 持す る 代 於て は、 支那に » 
する 鐡道 の‘ 權威を 考 へる 前に、 先づ英 人の 企業を 抑へ ょと する 純 政治的 見解に 
急なら ざ るを 得な かつ / 2 ものと 思は れる〇  . 

然るに 右の 計畫と 前後して、 また 一つの 鐵道 問題が 起つ て來 た、 それは 彼の 
印度 鐵 道の 最初の 敷設 者と して 有名なる 英人サ 1 マ ク ドナ， ド •スチ I ブン ソン 
(sir  M§Donald  Stephenson) が、 全 支那に 渡る 鐵道 建設の 野心を 齎らして 來 6.、 三甚 
點四大 幹線 (註 r の 計晝を 樹て 、北京 政府に 建議した ので あつたが、 之れ 亦廟觉 
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の 大官に よつ て 拒絕 せられた 〇 

次で 一八 六 五 年上 海の 英 商は 再び 鐵道 問題を 擔ぎ 出し、 へ ンリ！  ロビンソン 

锤 

(Mr. ffi enry  Kobinson) を 技師と して 吳淑 道路 會社 (The  W 8 slsg  Road  CO.) を 設立し、 上 
海吳淞 問の 敷設 •を 目論ん' た、 そして 彼等は 支那 官憲の 意思に 頓着せ ず、 直ちに 
土地の 貢 收に ■手した が、 慮外の 困難に 出 遇 ひ、 資金の 不足に よつ て遂 ic 事業 
の 中 折を 來した ので ある 0 

右 道路 會 社の 計畫中 折の 後 凡そ 十 年、 彼等は 前回の 豫定 を變更 し、 資金 二 萬 
八 千磅を 以て 同地 間に 輕便鐵 道を 敷設せ ん とする 新 計 晝を樹 て (會 社は 同一) 一八 
七 六 年 二月 十四日には、 旣に 軌道の 一部 四 分の 三哩 )3 へ 完成した ので ある、 凡 
そ 一度 撒かれた る 種子、 それ も 前途に 榮耀 すべき 運命を 藏 する 種子なら ば、 幾 
度 蹂躪せられ て も、 時 ある 每に その 嫩 葉を 生じて 止まな V' 如く、 鐵道 問題が か 
くして 三度 上海を 訪れた の も、 固と よ $ 時で あぅ 鐵道 自體の 力では あるが、 同 
時に 英人 執着の 强烈 さ. を も 語つ て餘ぅ あると 思 ふ、 彼の 一八 七 六 年 五月 某日の 
倫敦 タィ ムスが 


數哩に 渉つ て 完全に 敷設せられ た鐵 道は 少から ず 附近 住民の 好奇心 ？: 惹 き、 H 
々幾千 百の 人々 が、 此の 新ら しく 奇怪な 事件を 見る 爲に 、都市から も 村落 か 
らも 群れ VJ なして 出掛けて 來 た、 レ T ルを 走る 汽罐 車から、. 道牀に 敷かれた 
バラスに さへ、 彼等の 輿 味は 隅な く 引付 •けられて'  軌道の 敷設に 對 する 反感 
などは 思 も 寄らず、 寧る 一日の 淸 興を 樂しむ やに 見ぇた、 老人 も小兒 も、 男 
も 女 も、 學者も 工匠 も、 商人 も 農夫 も、 主人は 從 僕と、 主婦は 女中と 一所 {C 
…… 殆んど 社 會の全 階級を 網羅して、 

の 如き 記事を 揭 載して、 獨 う自國 資本家の 成功を 祈う つ、 あつた 英本 國の大 受， 
けを 博した 計う でな く、 當時 極東 問題に 緊切な 利 # 關 係を 持ち、 支那の 將來に 
多大の 興味を 唆られつ、 あつた 他の 歐洲 人士に 對して も、 色んな 意味に 於て 深 

麟 

い 注視を 促した のは、 恰か も此 際の 事件で あつた、 けれども 該鐵 道の 敷設に ょ 
つて 驚か 5 れた 人々 の 中で も、 タィ ムスの 報道に ょるまで もな く、 實地に 之れ 
を 見聞した 當の 支那 人 ほどに 驚倒した もの、 あらう 筈な く、  彼の ゥキ リアム ソ 
ンを して 『支那 人は 蒸汽 力と 無政府との 一を 選ばなければ ならぬ』 と 喝破せ し 
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めた をの 蒸汽 力の 運轉 1: 見た 支那の 上 T は、 今や 反英 思想の. 外 「鐵 道の 恐 帘 一 
を 喚び 起した ので ある、  3 れば 後代の 世人が タィ ムスの 記事に 接し 端的に 受け 
る 印象の 如く  かく も輕 快に 支那 對鐵 道の 關係が 玆に. 確立せられ たわけ v はな 
かつた、 旣 R 同年 二月 二十 三日に 於て 一度 汽罐 運轉の 休止 ニケ 月間) 命令は 上海 
道臺の 手を 通じて 會社 k 達した が、 その後 八月 三日に 至ぅ、 偶  <、 一 支那 苦力の 
櫟死 事件 (故意 か 過失 か) が 突發 すると、 1 、に 二度 北京 政府の 彈壓 政策は 殺到し 
て、 工事 全部の 中止を 嚴 達した ので ある、 とは 云へ 會社侧 に 於ても 唯々 諾々 と 
して 之れ を 迎へ るには 餘ぅに 營々 の 苦心が 過ぎて ゐ る* 玆 k 於て か英 支の 交涉 
は同年九月十三日の芝罘會議に移さ，れ、 大 激論の 末 遂に 左の 如 •き 契約が 締結せ 
られた 〇  r 

一" 支那 政府は 該鐵 道を 原價 R て 買 取る 乙と 

二、  買收 額は 半年 每三 期に 分ち 支拂ふ 乙と 

三、  吳淞 道路 會社は 支那 政府ょぅ 最後の 賦 金支拂 ある 迄は、 擔保 として 該鐵 
道 ^ 占有す る 乙と 


V 


〆  ■  .  .  '  • 

依つ て 同年 十二月 一日ょ 6、 會社は 更ら R H 事を 續 行し、 上海 吳淑間 十二 哩の 
全線を 竣工し、. 翌年 十月 二十日 最終 賦 金の 受取 i と 同時に、 約に 從 a 鐡道 全部 
は 支那 政府の 手に 引渡 3 れた 、さるに て も餘 $ に 奇怪な のは、 その後に 於け る 
支那 政府の 行動で： ある、 對 價を拂 つて 買收 したる 完全な 右の 鐵 道に 對し て、 彼 
れは 如何なる 所 致を 施した か、 常識 U 到底 之れ か 批判の 資格は な S の、 て ある 
即ち 彼れ は鐵 道の 全部 ?: 破灌 して、 軌條は 之れ を 臺灣に 送 6、 汽罐は 之れ を 長 
江の 流れに 投じ 去つ て、 滬淞 間の 陸路は 復々 驢騾轎 車の 不便を 忍ばなければ な 
らな かつた、 鐵道 企業の 壓迫に 飽き 足らずして、 支那は 鐵道 そのもの、 虐殺を 
も 行つ たの T ある G 

かくの 如く ^ して 一八 六 三年 以後、 英人は 四 度鐵道 問題を 惹起しながら、 支 

i. t : ■ ••  .  -vr  .  ..  V* .% >  ィー，  #  /  » 

那の抑 壓 政策 ^ 遇 ふて 皆 その 終 完 ぅする k は 至らな かつた けれども、 然も 
彼等は 之れ R ょつ て その 將來に 對 する 試練を 經、 踏 石 1: 置き、 をして 支那に 於 
ける 鐵道 企業の 舊舖 となつ た。 

(註 一) スチ ーブン ソンの 三 基 點四大 幹線 計畫 とは. 左の 如き 系統の ものであつた。 
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支那に 於け る 鐵道 利權と 列强の 政策 .  ニニ 
C1 ) 漢 口基點 

幻 東は 長江の 流域に 沿 ふて 上海 . fc 到る もの C 大 幹線) 

(B) 西は 四川を 經て雲 南に 入リ 印度の 境界 1C 到る もの (大 幹線) 

の 南は 湖南 廣東の 諸 省を 經て 廣東府 ，に 到る もの (大 幹線) 

(一一〕 上海 基點 •»* 

A 南は 杭 州 寧 波 福 州に 通す る もの (小 幹線〕 

(B3 北は 將來 上海 鎭 江を 聯絡す る豫定 の 上、 鎭 江ょり 天津を 經て 北京に 通ず る もの 
(太 幹線) 、  - 
(三) 廣東 .基 ®. > 西方に 向 ひ漢口 四川 雲 南 線と 雲 南の 一地 點にて 出 遇 ひ 印度 拉上に 到る 
もの (小 幹線〕  • 

參 

第 S  利權 政策 漸騰 

，-. M- -  ■-  t 

- •  , 

時運の 去來 は往令 人類の 豫期 を 冷笑す る、 一八 七 八 年 即ち 彼の 上海 吳淞鐵 道 
の 支那 政府 R 引渡 ^ れた 翌年を 以て、 開平 炭坑 (註 一) 第一の 縦坑が 唐 山に. 掘鑿せ 
られ 、運 炭 設備の 必要 上、 昨の 鐵道 企業の 破 壤者壓 迫 者た る 李鴻章 等は、 計ら 
ず も鐡 道の 利便に 迎合し 穴の みならず、 その a 設問 題の 推移の 道程 k は、 被 等 


が 恒に 嫌惡 しつ、 あぅ し英 人の 知 a 識材幹 並に 財力 1: 俟つ .の 必要 •か 起つ て 來たの 
である 〇 

李 氏が 英人 キン ダ T  (Mr.  p  w.  Kinder? 雇傭して、 先づ 唐 !! I 北 塘間三 4 -哩の 一 
部に 小鐵 道を 敷設す るの 計 劃を 樹て 、之れ が 認可を 政府 R 奏請した 時に 『但し 
動力と しては 驢馬を 使用すべし』 て ふ 條件附 の 允許を 得た ことは、 支那 鐵道史 
の 第一 頁に 有名な 事件で あるが、 事實此 ，時ょ 6 英國の 勢力は 技師 キン ダ I を 通 
じて 李 氏に 働き、 李 氏を 通じて 北淸鐵 道に 動 s たものと 見なければ ならな かつ 
た、 即ち キン ダ I は 一方に 於て 該鐵 道を 竣工す ると 共に、 他方に 於て 驢馬に 代 
ゆべ & 汽罐 車を 自製し、 遂に 一八 八 一年を 以て 支那 政府を して 完全なる 鐡道 •運 
轉の 認可を 下さし め、 そして ヶントの 所謂 『支那に 對 する 鐵 道の 輸入を 漸次に 
然も 確實に 誘致した る 一 楔 子の 先端の 薄齒』 を植 1 た 後‘ 李 氏の 股肱と して 又 
をの 腹心と して 內面 的に 活躍し、 一八 八 二 年には 李 氏を 動かして 資本金 二十 五 
萬 弗の 開平 鐡路 公司を 設立し、 次で 一八 八 六 年には 唐 山 蘆 台 間の 敷設を 終 4、 

更らに 東は 湯 河 西は 天津に 至る 線路 延長の 認可を 握らしめ、 一八 八 七 年の 春に 
第一章  英  國  二 三 
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於て は、. 社名を 變更 して 中 國鐵路 公司と 稱し 、趣意書を 發して 百 萬 雨の 株式 募 
集を なす ^ 至らし めた。  - -  一 

かくして 公司の 增資 問題が 起る と、 曩 k 上海 地方の 鐵道 企業 k 多大の 關係を 
持ち、 又豫 てよぅ 支那の 政治 借欵に 幾度 か 關與し 來った 香港 上海 銀行 (滙豊 銀行 
n  Hongkong み Shanghai  Biiikiiig  corporati&) は、 之れ が 資金 取扱 機關 となつ て 借款 問 

題の 伏勢に 備 へ、 次で 一八 九 五 年 (日 淸戰 後) 支那 政府が、 路鑛總 局を 創設して te 
成鐵淇 (註 一一) の 管理 權を中 國鐵路 公司よ 6 買收 し、 舊 株主に 對し ては 五分 利附公 
債を 發 行し、 更らに 北京 天津 線 敷設 費と して 二百 五十 四 萬兩を 起債す るに 當つ 
ては、 彼 (香 上 銀行) は 百 二十 四萬兩 (殘 部は 獨亞 銀行の 七十 萬 雨、 露淸 銀行の 六十 
萬 雨} 4: 貸款 して、 玆に 愈々 鐵道 借款 權 獲得の 端を 啓 い たのみなら ず、 將來 本線 
の 延長 工事費に 對 する 引受 豫約を 訂 成し 又 支那 側の 恐 露 思想に 油を かけ、 露 
淸 銀行 借款 六十 萬 雨の 急遽 償還の 必要を 强說 して 止まな かつた 0. 

卽 ち 英國は 日淸戰 後の 第一 年に 於て、 北淸鐵 道に 對 する 從來の 連鎖 的關 係を 
.一 殺と 進めた ♦か、 旣に此 頃よ $ 支那に 於け る鐵道 問題は 國防 主義の 見地よ ぅす 


る 支那 自身、 並に 勢力 範圍 主義の 政策を 行 はんとす る 列强共 にょつ て、 廣く計 
劃せられ ん と T る狀 勢で あつたが 爲 に、 恒 に列强 中に 卓越を 期才 る英國 は、 今 
や 一個の 北方 利權 のみに 繫爭 すべき 時勢なら ぬを 見て と"®'、 彼等が 豫 ての 腹案 
たる. 左の 如き 大利權 系統、 即ち 

一、  長江 谷 一圓 

二、  長江と 印度との 聯絡 

三、  長江と 香港との 聯絡 

の 達成を 計るべく、 その 活動は 漸く 大規模に 旋轉し 始めた、 先づ 一八 九 七 年 三 
.月には 彼の 北京 ンシヂ ヶ丨上 福 公司" ^ ① Pek  in  syndicate) 成立して， 長江 北部に 活躍 
し、 一八 九八华 春には、. 久しく 鐵道 問題に 欝' 勃た る 野心を 抱懷 せる ヂャー ディ 
ン •マセソン 商 會 (怡 和洋 行 H  J§ & p ® g atlleson  CO.) と *» 豐 銀行との 合同 出資に 成る 
中英 公司 (英淸 M \a"- the  British 目 d  Chinese  ccrporatiou,  L2.) 出現して 長江 下流の 廣 
域に 雄飛を 試み、 又 香港 政廳の 金嚢は 頻ぅに 南支の 利權に 向つ てを の 口を 開か 
ん とする に 至つ たので ある。 
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とは 云へ か、 る 系統の 下 ^ 於て は、 英國 は恒に 佛國 に對 して、 雲 南 四川の 危 
險を 感じ、 露國 k 對し てを の 南下よ $ 生ずべき 支那 中原の 不安を 抱かざる を 得 
な い、 彼の 一八 九 六年以 來列强 の 面前に 投 出された 京漢鐵 道の 敷設 權 問題 R 對 
しても、 英の 最も 恐れた る處 は、 露國 によ {該 利權の 奪取 せらる、 なきや 否や 
の點に 存し たので あつたが、 不幸 一八 九 八 年の 夏に 於け る 京 漢利權 所屬の 決定は、 
露國と 該利權 とに 確實 なる 連鎖 ある Z: と 1: 證 明した、 英の 中原 政策の 興廢 問題 
として、 彼れ はを の 善後 對抗 策を 攻究し なければ ならない 破目と なぅ、 玆 に 利 
權 獲得 問題に 對 する 英國 政策 猛進の 幕が 開かれた が、 這は 極めて 重要に して 且 
つ 興味 ある 事件なる が 故 ^ 、 吾人は 之れ を 次 項に 於て 詳說 する 〇 

(註 一) 開平 炭坑は 常時の 直 隸總督 李鴻章 並に 支那 招 商 局 社長 唐景常 等の 經 營に屬 して 
ゐた〇 

(註 二) 口淸戰 乎 常時に 於け る 支那の 旣成鐵 道は、 僅に 天津 山海 線の み、 戰前李 氏の 計 
畫は 、右の 外 (一〕 天津 北京 線、 (一一) 山海 關奉天 線、 (三) 奉 天牛 莊線 、(四) 奉 天渾春 線 等を も 
含んで ゐた ♦か、 一は 建設 資金の 不足 他は 支那 政府 内の 反對 論及び 露國 側の 防碍 によ 
つて、 當時 着手は 勿論 敷設の 許可 さへ 與へ られな かつた c 但し 山海 關奉 灭 線を餘 く〕 


倚 ぼ戰後 政府が 天津 北京. 線を 敷設 せんとした 時には、 西方の 終 點は通 州より 蘆 溝 m 
に 變更 せられた 〇  •  4  - 

第五 欵 京漢 問題と 利權 政策の 狂 熱 

第一 項 京 漢條約 成立と 英國 の驚駭  ， 

何れの 國 の貸款 並に 敷設 條 件よ i も、 支那に とぅ 有利に して 且つ 實 行の 容易 
なる 假裝條 約が 效を 奏して 以來 、京 漢利權 は 白 耳義シ ンヂヶ T 卜の 掌中に 落ち 
來た らんと し、 剩へ 英國の 懸念 措か ざぅ し露淸 銀行の 割込 問題 も 事實の 上に 現 
はれん とする 具體 的の 報吿が 當 時の タィ ムス 通信員 モリソンに よつ て、 先づ一 
八 九 八 年 五月の 同紙 上に 載せられた 結 •果 として、 玆に 英國 政府の 不安と 驚駭は 
猛烈に 旋轉し 始めた. 本國 政府と 駐 淸英國 公使との 間に 於て 如何なる 文 * が 交 
換せ られ为 か  : 
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been  employed  to  safeguard  British  interests  in  Cliiua.  Brief,  si cfQ E B lt,  illmosti ns athetic  in 

讓 ks, . (註 ご  , 

と 云へ る ヶントの 言は 其 場の 光景を 叙して 誇大に： 失せる ものでは なかつ た、 
然るに 不幸に して 白支條 約の 進行は 猶豫 なく 行 はれ、 以後 數 週日を 出で ずし 
て 修正 條 約の 締結と な- cn 調印 あるに 至つ て、 驚駭は 再び 偷敦を 見舞 a 、 彼の 英 
國 支那 協會の 委員の 如 § (1 、 七月 八日 1: 以て 時の 外相 サリ ス ベリ— 卽を訪 ふて、 
支那に 於け る英國 利益の 死活問題た る 本件に 對 し、 英人 たる もの 到底 之を 默許 
する わけには 行かない、 本條 約に 關し ては 其處に 私人 的 資本 圑の 背後に 於て あ 
る國 家が 存在し、 從つ て m 純な 經濟 問題 以上に 複雑な 政治的 意味の 政策が 含ま 
れゐる' 乙 とは 明白で ある、 之が 爲め 或は 該 線の 將來に は、 特惠 運賃 政策が 行は 
れ 不公平なる 賃 率の 規定を 見る に 至る や も 計 6 難い、 M ふに 本件は 旣に 個人 對 


個人の 問題で なくして、 •國 家對國 家の 問題と なつて： Q る 英國は 須 らく 政府の 名 
を 以て 之に 抗議すべし と 建議す るに 至つ たので ある、 

玆に 於て か 一度 驚愕し 二度 憤激した る 英國政 府の 訓令に 依. 6 ，駐淸 公使 サ丨 
クロ ード •マクドナルドは 淸國 政府 ^ 向つ て 左の 如 & 抗議 書 1: 送つ ^ 、 實に 同年 
八月 十日の 事で ある、 

王 大臣 足下 余は 昨日 蘆 漢鐵道 借. 款に關 する 白 耳義の 契約に 就て、 詳細なる 
書面を 呈 せん 事を 殿下 旅に 閣下 等に 吿げ たぅ 總理衙 門は 必ず 記 臆するな らん、 
，一八 九 七 年 五月 白 耳義シ ンデヶ 1 卜が 始めて 盛 宣懷と 契約を 調印した ぅし 時、 
佘 並に 外 國の諸 公使は. 他國の 銀行 若く は シンデ ヶ丨卜 に 之を 讓與 せざる の 
擔保な &乙 とに 就き、 特に 之に 反對 した 6 し 事を、 而して 此時實 に 五月 衙門 
に 送 {たる 書面に も 指示した る 如く、 白 耳義シ ンデヶ ートの 後には、 一の 他 
國の 佇立す る 事を 疑 ふ 相當の 理由 あ. CN き、 此の 反對に 對し て衙 門は 答 辯を な 
し决 して 讓與を 許 3 ず、 又 その 趣きを 契約の 中に 規定すべき 乙と を證 § せ' 
佘は 故に 繼續 して 反對を なさ き、 本年 春夏の交 佘の 質問に 答へ て、 衙門 
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は ® 々 特に 露 淸銀 行が、 何れの 事項に 就ても 契約に 關係な & 乙と 1: 證 言し、 
當又佘 I: 滿 足せし むる 爲め 契約書を 佘に 示さん を 約せ 6、 之を 以て 余は 上海 
に 於て 調印せられ たる 契約が、 全々 此の 證 言に 反對 なる 規定を 包含す るを 聞 
S て大に 驚愕せ う、  • 

殿下 並に 閣下 若し 契約を 一覽 する の勞を 採ら ば、  4、 の 第二 十四 條に 於て 白 
耳義シ ンヂヶ ートは 七 萬 三千 株 以上に 向つ て 應募 者を 求む るの 義務な し、 又 
十八 條に 於て 此 等の 株式は、 悉く 露淸 銀行に 預け 置かる、 Z1 とを 發見 するな 
らん、 株式を 所有す る ものは 資本を 投ぜ しもの なう、 然る k 露淸 銀行に して 
株式を 所有す、 豈に 銀行が 資本を 投じた るに あらざる 乙と を 知らん や、 由是 
觀之衙 門は 全く 佘に對 して 爲 したる 證 言を 破れ 6、 佘は衙 門が 如何なる 辯 解 
をな し 得る やを 知らず、 且つ 佘が該 契約を 通じて 一讀 したる 限う に 於て は、 
外國の 市場 ic その 株券を 賣出す 規定な し、 佘は衙 門に 注意 1: 請 はんと 欲す、 
佘が 英國財 主の 爲に 提議を 爲した $ し時衙 門は 白耳義 シンデ ヶ I 卜が尙 ほ 全 
權を 掌握す ると を 佘に吿 げられ / a う、 然るに その 資金は 露淸 銀行ょ $投 ぜら 


% 


れ '佛國 に 於て 募集せられ たるに 由 $ て 見れば'  をの 企圖は 全く 白耳義 e> も 
のなら ず、 後者は 唯虛 名を 擁する のみ、  - 

佘は 線路 築造の 材料ょう 始めん、 元來 材料は 良好に して その 價格 も相當 なら 
ざるべからず、 契約には 之に 就て その 擔 保を 博す るの 必要 あるに、 全く 之を 
白耳義 シン ヂヶ I 卜に 一任せ $、 シン ヂヶ ー トは 相當 なる 價 格を 以て 良好な 
る 材料を 供給 せんとを 約せ しと 雖 も、 果して 何人が その 條 件を 充實 せし や 否 
やを 决 すべき もの ど、 余を して 蘆 漢鐵路 公司が 材料に 就て 異議を 挾み、 白 耳 
義 公使と 衙門 とが 異見を 抱く ものと 想像せ しめょ、 能の 場合の 紛議は 株券を 
賣 出した る國の 公使が 之を教 斷 するとを 規定せ う、 何人も 契約を 見て その 誰 
なるやを 語る 能は ず、 佛國公 U か 將露國 公使 か、 總理衙 門 も 之を 考 一考せば、 
必ず 一驚を 瘈 するな らん、 而 して 材料の みならず 築造 も 亦 一切 シンデ ヶ丨卜 
に 委任せられ たう、 佛語の原文契約を見るに、 淸國 公使が 白 耳義シ ンヂヶ 1 
卜 k b lo  Le  pcuvor 權 限を 賦與 すと 規定せ 衙門は Doimo  Le  rcuvcr なる 語 
の眞 意を 知る や、 又 支那 公司は 白 耳義シ ンデ ヶート をして 相當な る 人物を 任 
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命せ しむる とを 約せ う、 此 等の 解釋に 就て 異議 あら ば 一に 佛文 によ 6 、而〆 
て 之を 载斷 する ものは 佛國 公使 か 或は 露國 公使な らん、 之を 要するに 材料の 
性質 k 就ても 亦價 格に 就ても 築造の 一切の 事項に 就ても 役員の 任命に 就ても 
敷設 隊の 運轉に 就ても ^ の 全權は 淸國の 手中よ 6 離れた う 淸國は 名 « 上 唯 
鐵 道を 所有 すれ ども、 是亦第 十條に よ 6 てを の 全線 1: 擔保 k 供した るを 以て 
公司が 契約を 履行せ ざる 場合は、 鐵道は 悉く 白 耳義シ ンデヶ r 卜の 物と なら 
ざるべからず、 佘は 契約に 就て 他に 云 ふべき WJ あ. CN と雖 も、 此の 書面の 長き 
に涉 る 5: 慮 $ て、 單に衙 門が 其の 眞 相 1: 看破し 能 ふ 丈け の點に 留めた た然 
$ と 雖も佘 は尙ほ 次回の 會 見に 於て 陳述す る 所 あるべし 
然るに 總理衙 門は 同月 十四日 附を以 て英 公使 宛に、 次の 如き 回答を 與 へた、 

閣下 本 月 十日 本官 等は 蘆漢鐵 道に 關 する 白 耳 義貸款 契約が、 先に ^ うの 與 
へた S 證 言に 違反す る 旨を 陳述した る 閣下の 通牒を 受領せ う、 閣下は 淸國の 
爲 k 未だ 嘗て 這般 の廣濶 なる 權 限が 契約に よ $ て 何人に も與 へられ /2 ると 
な 關して 危惧の 念を 抱き、 併せて 契約 規定 5: 長々 と解釋 せられた 6、 本 


官等は 深く 閣下が 弊國に 代- て 配慮せられ たると i: 尊重す る ものな $、 

契約は 閣下が 見ら る、 如くなる 二十 九條ょ i 成立せ 6、 然れ ども 閣下が 屢々 
採用せられ为るはその第二十四條のみ、 仑の佘 の 規定は 不思議 ^ も 全く 忘却 
せられた る もの、 如し、 閣下に して 心を 靜め 十分に その 內容を 熟覽 せられ、 
再び 閣下の 通牒を 讀み 直す の勞 1: 取られな ば、 閣下は 必ず 閣下の 議論の 根據 
なきと を 發 見せら るべ し、 勿論 本契約に 就て 漢語の 1? 文に 據 るの 必要なし、 
本官 等は 閣下が 再び 「若し 異議 あら ば 一に 佛 文に 據 る」 との 語を 無益に 繰 返 
すぶな からん 爲に玆 に 佛 語の 譯文を 擧 r べし 

佛 語の 原文に 日く、 白耳義 監督 銀行 及び 露淸 銀行は、 唯 彼等に 關す る欵 項の 
履行. に 任ずべ し、 鐵路 公司は 武昌 契約 第 十四 條に據 6 て、 白 耳義シ ン デヶー 
卜 が一に 單獨 なる 責任を 負 ふと 1: 承認せ 6 云々、 而して 契約に 記載せられ ^ 
る 銀行の 任務は、 資金 1: 預かる と 支出す るとの 二 事に あぅ、 線路の 築造 運轉 
に 對して 毫も 責任な く、 唯 上文の 如く 白 耳義シ ンデヶ r 卜 之に 當 $、 而かも 
外國 k 讓 渡す るの 權利 なし、 然らば 即ち 閣下が 其の 讓渡 及び 露淸 銀行が 之 k 
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關係 あると に 就て、 契約の 規定と 衙 門の 證 言と 互に 相違 反する を 喋々 せられ 
たるは、 實に 無益の 賛 論な*^、 勿論 白 耳義シ ンヂヶ T 卜は 、その 募集に 應じ 
たる 七 萬 八 千 株を 露淸 銀行 若く は 他の 外國 銀行に 預け 置く  £ を 得べ し、 而し 
て 以外の 株式に 就て は、 他に 之が 募集に 應ずる ものを 求む ると を 得、 此熙も 
亦豈 に ® 門の 前證 言と 撞着す る ものな らん や、 又 株式の 賣 6- 出 ^ れた る國を 
代表す る 北京 駐剳 公使は 紛議の 裁斷 者た A、 故に 他國が 之に 干渉す るの 虞な 
し、 然$ と雖も 閣下は 露淸 銀行に ょ-^ て 資金を 預 6 又 之を 支出す るの 事實が 、 
將來 線路 敷設 及び 其の 他の 事項に 彼を して 干渉す るの 途を 馴致す る ものなる 
とを 憂 ふと 雖 も. シン ヂ ヶ丨卜 が 取引を なすには 何 n の 銀行を 指 命 1 る も 
亦隨 意なら ず や、 斯の 如く 閣下の 誤解は 悉く 雲散霧消せ 6 、 

又 閣下は 白耳義 シン ヂヶ 1 卜に 許可した る 利益は 極めて 多大に して、 未だ 嘗 
てを の 例を 見ず と稱 せられ 衣ぅ と雖 も、 盛 宣懷ょ 6 の來 翰 R ょぅて 見る に、 
英國 人の 關係 する 上海 南京 間の 鐵 道の 利益 乙を 却つ て 之に 超過す るが 如し、 
閣下は 何故に 也國 のみを 責む るに 急なる や、 本官 等は 謹んで 閣下に 此の 答 辯 


ミ* 


: 


■ 


書を 送る の 光榮を 有す、 (註 二) 

即ち 支那 ば英國 抗議 書の 無意義を 罵 6 っ、 彼れ 一流の 外交 書に ' J:- って 自己の 立 
場の 辯 解に 力め、 一先 づ京漢 利權に 對 する 英國 との 手蔓を 打ち切っ て 了っ た 0 
飜って 思 ふ英國 公使が 曩に衙 門の 言質を 取れる 眞 意は、 實 に露淸 銀行と 本 利 
權 との 關係 あ-^ や 否やを 確む るに 在つ たので あるから、 八月 初頭 上海 ブレスの 揭 
載した る 同 借款 契約の 寫しに ょっ て、 露淸 銀行が をの 債券 取扱 銀行に 指定され 
たる 事實を 知っ た英國 公使の 怒 心頭に 發した 事 も 想像に 餘 る、 遮莫露 支の 關係 
換言すれば 京漢 對露淸 銀行の 關 係は、 如何に 英國の 憤激 あれば とて、 其 場に 消 
失する ものでは 衣かった、 從って 本 利權に 對 する 英國の 政策は- 遂に 百 步の後 
れを 取ぅ し 儘に 敗北した、 然か 敗北は したが 吾人は 重ねて 云 ふを は 本 利 權に對 
して  <  あった、 衙 門の 冷笑を 喰っ た 英 公使は、 果して 如何なる 行動 R 出すべく 
決心した か、 

乂  •  . 

(註 一) P.  H •一 silt's  M r ilway w u{erprise  in  China**  1 CC 0 7 ,  P.U9. 

»  _  . 

(註 二〕 東亞 同文 會編 「東亞 關係 特種 條約粲 纂」 參 照英國 公使の 抗議 書と 典に) 
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支那に 於け る鐵适 利 權と 列强の 政策  三 六 

第二 項 京漢 失脚と 新 利權の 奪取 

一八 九 八 年 八月 十二 日 蘆 漢鐵道 合同 條約か 批准せられ た 時、 駐 淸英國 公使 サ 
1 クロ  ー ド •マクドナル ト は、 英國 外相 サリ ス ベリ I 卿に 宛て、 左の 如き 意味の 
書面を 送つ た、 

條 約の 批准 か 斯 くも 神速に 埗う候 事は、 內李鴻 章の 勢力と、 ■外 露佛白 代表者 
の强大 なる M 迫と か 結合 3 れ たる 結果た る 事 毫も 疑 ふの 餘 地な & 處 k 御座 候、 
若し 此際 支那 政府の 不信に 對して 、何等か 「重き 支拂」 をな 3 しめざる 限う、 
恐らく 李 氏は 他の 列强の 何れよう も英國 を輕視 する を 以て、 最も 安全なる 外 
交 策な 6 と 閣僚と 共に 信ずる， に 至う 可 申 候、 而して 共の 結果 小官 等 か 將來他 
の 問題 1C 就き 彼等に 負擔 せしめん とする 壓迫 も、 遂に 何等の 權威 なく 重量な 
きものと 成 $ 了る や も 測う 難 &處に 有 之 候 云々 

右に 對 .し サリ スべリ I 卿よ $ は、 豫て 商議 中に 屬 する 某々 利權の 完結を、 蘆 
漢 鐵道條 約と 同一の 內容を 有する 條件 によつ て 即 坐に 解決す る樣 主張す へき 言 


の 回答が あつた、 玆汶 於て マク ドナ， 卜 公使は、 同年 八月 二十 一日 附を 以て' 
總理衙 門 宛 R 左記の 公 書を 送つ たので ある、. 

昨日 鐵 道の 許可 問題に 就て、 互に 相談 話した る 事項 ^ 關し 、佘は 左の 事を 總 
理衙 門 ^ 吿 ぐるの 光榮を 有す、 巳に 豫約を 締結し、 若く は 交渉を 終ぅた る鐵 
道 線路を 除き、 英國 政府 か 自國の シンデ ヶ I 卜を して、 白 耳義シ ンヂ ヶート 
と同條 件を 以て 築造せ しめん Z: とを 欲する 鐡道 線路 左の 如し、 

二) 天津 鎭江 間の 鐡道 (若し 獨米二 國のシ ンデヶ 丨卜に して、 之に 加入 せん 
乙と を 望まは、 共同して 之に 從 事す へし、 但し その 敷設の 提議た る 七月 三 
十日 之を 總理衙 門に 呈 した i  , 

(二)  山 西 河南ょ 6 揚子江に 至た る鐵 道、 (是れ 即ち 北京 シンデ ヶート か 採鑛を 
運搬す る ものにして、 同 シンデ ヶート は 巳に 航行し 得へ き 江河に 鐵道を 延 

長す るの 契約 上の 權 利 5: 亭 有せ 6) 

/  -  •  *  ■ 

(三)  九 龍廣東 間の 鐵道 、(ジ ャー デン •マセソン 商會 ょ. 〇 盛 宜懷に 對して 請求 中 


支那に 於け る鐵道 利權と 列强の 政策  三 八 

(四)  浦 口 及び 信 陽 間の 鐵 道、 (上海 南京 間の 鐵道に 接續 する もの) 

V  I 

(五)  蘇 州 杭 州ょう 寧 波に 至る 延長 線、 (此線 ハ 盛宜 懷とジ ャ r デン •マセソン 商 
會と 協議 中に 未 ^ 包含せ す) 

之に 對し總 理衙門 ハ 同 九月 六日 附を 以て 下の 回答 i: 與 へた、 

本官 等 ハ 兩國民 か 多年 間 摩 誼を 有し、 而して 淸國 は决 して 英國を 輕 蔑す るの 

t 

意思な きとを 閣下に 陳述す るの 光榮 ?: 有す、 頃 來兩國 間に 些少の 誤解 あう 3 、 
然れ共 今は 幸に も舊 誼を 快復せ $ 、閣下 ハ 去月 二十 一日 自國 人の 爲めに 通牒 
を 以て、 左の 鐵道 敷設の 許可を 要求せられ たう、 

•  I  •  、  ■•一 

(一)  天津 鎭江間 

(二)  山 西 河南 揚子江 線 

(三)  九 龍 廣東線  . 

(四)  浦 口 信 陽 線 

I 

(五} 蘇 州 杭 州 寧 波線  .  • .  、 

本官 等は 九 寵廣朿 線 浦 口 信 陽 線 及 ひ 蘇 州 杭 州 寧 波線の 三者が、 鐵 路監辦 盛宣 


1  一  In,，  -  B  *nnl --- 

^  .  .. •*- • . 

懷 と英國 人との 間に 協議せられ つ、 あるを 知れう、 總理衙 門は 盛 宣懷に 訓令 
を與 へて 英國 人と ょく 妥協し 條 件を 定め 章 程を 作う、 本官 等に 報告して 而し 
て 後 皇帝の 批准を 請 ふべ しと 云 a 送れう、 天津 鎭江 間に 關し ては、 閣下は 別 
に 之を 協 霧す る 乙と を 承諾せられ た $、 山 西 河南 揚子江 線は 北京 シンデ ヶ I 
卜が 採鑛 を開辦 する 迄俟た るべ し、 同時に 本官 等は 此答辯 書を 閣下に 送る の 
光榮を 有す、 

英國の 態度が 意想外に 强硬な る爲 め、 支那 政府は 這 般の新 要求に 對し ては、 
英國の 意 1: 迎へ るに 失敗し なかつ たが、 觀ずれ は 支那 國 家の 何處を 探して、 凛 
たる 一片の 氣魄に 接し # るか、 晨に 露を 送 4 夕に 英を迎 ふ、 國權の 流出 是非な 
き 事とは 云 ひなから、 亦 英國當 年の 對支 策の 何 ^ 辛悚に して 强豪な る、 その 經 
* 濟 主義 的鐵道 政策た ると 否と を 問は す、 その 利權 政策 樹立の 爲に は、 英は 之を 
政治問題に 振替へ て も 飽く迄 目的の 貫徹を 期し 穴ので あつた Q 

-5  •  •  一  - 
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支那 K: 於け る 鐵道利 權と列 强の 政策  四〇 

第二 節 利權 及び 投資 機關 
第一 欵. 利 權一覽 


滬津 廣道滬 京道廣 
姓 浦 公淸寧 奉浦亞 
鐵南 那鐵鐵 鐵鐵國 
道 段 部 道道 道道 部 

m 

道 

一ニ  ニ 五 四 

八三八九〇七五二 
〇三九三七二〇  — * 

哩 

數 

江 江 廣河江 直 安河 廣 
蘇 蘇  隸徽南 

浙安  盛 江 直 

江徽 東南 蘇 京 蘇隸東 

地 

方 

同 S 同 2 同 S 同 S 同 完借敷 承 

にに  に に  に 

枝 經借借 借 
線營 款款款 
借參 後存存 
款加 三續續  、 

優權十 中中 

ノ本 及 年逆鐵 

權枝間 營道款 設 _ 
り 線管參 管认 队撕 

借  m  加  理 

款  經權經 
優營  u  營 

先權  權 

上 上上 上上 權權權 

利 

權 

種 

類 

fpj  一-  ~ •  — *  — 同  一 •歲  ~ * 

年 九九 九九 年 八！! 会 
三〇 〇〇〇 十九！^ 
月 八 七五三 月 八 卺肀 
年年 年年  年 S: 

一三 七 七  五义 

月月 月月  月 • 

及 地 
， 方 

月 割 

獲 

得 

年 

月 

京 漢鐵道 
粵川 漢鐵道 
廣厦鐵 道 
廣澳鐵 道 
浦 信鐵道 
沙興鐡 道 
寧 湘鐵道 

(備考) 借款 利權の 內容は 卷 末附錄 「借款 明細」 參照 


七 

七 

四 

五 

ご 

〇 

七 

〇 

■  一  ▲ 

〇 

〇 

七 

五 

五 

江 江 
西 蘇 

湖 安 
南徽 

貴 湖 
州 北 

湖 

南 

安 

徽 

河 

南. 

廣 

東 

福 

建 

廣 

東 

四 

川 

湖 

南 

湖 

北 

湖 直 
4匕 隸 

河 

同 

i 同 

に 

長 

沙 

枝 

m 

敷 

設 

權 

豫 

約 

S 同 

敷 

設 

の 

際 

の 

借 

款 

優 

先 

m 

同 

同 

-f- 

漢 

單 

揭 

4 

川 

漢 

m 

ib 

荐 

同 

i 同 

s 

业 

S 

V-/ 

上 

上 

上 

上 

上 

上 

上 

同  年十月(第一凹) 

一九 一〇年 八月 (第二 回} 

一九 〇 五： 牛 十月 ( 粤漢 inj 收) 
一九 一一 年 五月 (萼 川漢敷 設. 

一九 一三 年 十月 
同  上 
同年 十一月 
同年 十二月 
一九 一四 年 五月 


第二 欵 投資 機 關一覽 

現在に 於け る 主要なる 機關 


名 


稱 


滙豐 銀行 (香  上) 

一' ho  Hongkong  ttsha JQ hJU 

Banking  Corporation. 


公 

稱 


資 


本 


一 五、 〇〇〇 、〇〇 〇 


國籍 


英 國 


支那 所在  摘 


1 


要 


英國の 機 , II 銀行、 獨資を 混 
ず.、 利權 活動 最も 古く 且つ 
大な リ、 


支那に 於け る鐵道 利權と 列强の 政策 


麥加利 銀行 ( lf -s 

Tlle G 1 .tered  of 

111 dia,  Australia,  China. 

福 公司 (北京 シンデ ヶ ー ト) 

The  Pekm  Syndicate,  L 2 . 

中英 公司 C 英淸 組合) 

The  Bdtish  &  Chinese  Cor- 

poratl o n,  1 jt  cl. 


楊子. 江  公 

The  Yangtse  Valley 

LtU 


支那 中央 鐵道會 社 

The  Chinese  Central  -Kail— 

wavs,  Lt  d. 

。ホ ー リング 商會 

1 〕sling ^ co.,  Lt p: . 

•〆  ， 

ビア  ソン  商會 

P 6 pr OQ oll  &  18011 02 . 

香港  銀  公司 


•_  ▲ 

— - 赢 

〇 

〇 

〇 

6 

〇 

同 

未 

詳 

〇 

_■  ■  .*» 

6 

〇 

◦同 

五 

〇 

〇 

〇 

〇 

◦苘 

_  ■為 

云 

〇 

〇 

〇 
し1 同 

_  砉 

Tl 

-  為 

. - ■燊 

〇 

〇 

〇 

し^ 

一 ■蠡 

«—  A 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇5? 

未 

詳 

同 

同 

同 

同 

同 

间 

同 

香 

同 

同 

未 

同 

上 

北 

天廣 

津東 

上 

海 

港 

詳 

海 

一隻 ▲ 

四 二 

M 浚と 同じく 植民、 普通、 
爲铎 銀 fT の 三 性質を 備 ふ、 
直接 鐵道問 題には 關係薄 
きも 一般 借款 問題には 可 
也に 交渉 ぁリ、 

一八 九 七 年！ 1 :月 十七 日 登 
記、 名義は 英_な る も佛白 
資その 六 割を 占む、 鑛 山 油 
田鐵 道に 關係 す、 

一八 九 /\ 年 五月 二十四日 
登記 滙豐 銀行と 怡和洋 tfr 
との 合同 出資、 鐵道 關係最 

i 八、 

一九 〇〇半 十二月 二十 八 
日 登記、 楊子 江 シン ヂヶー 
卜と 揚子江 上流 シン ヂヶ 
丨卜 との 合同、 支那 中部の 
鐵道 問題に 關 係す、 

一九 〇四年  一 q ヒ日登 記、 
中英 公司と 福 公司との 合 
同 出資、 前者 六、 後者 四の 
割合、 津浦 、浦 信兩鐵 道に 
關係 す、 

世界 屈指の 鐵道 請負 會 社、 
錦 愛鐵道 問題 K: 關 係し、 近 
くは 沙 興利權 を獲恃 す、 

英國 の鐵道 請負# 社、 現に 
道淸鐵 道は その 建設に か 


b 六 一 n 五一 代 一 八 一 未 
登 パ 八 登 月 八 八 八 
記 二 九 記 二 九 六 年 九 
十九  十九  〇  七 
七 年 七 年 年頃、 詳 


一八 九 二 年 破綻 
一九 〇七年 閉鎖 

一八 九 八 年 五月 滙豐 銀行と 共に 中英 
公司を 組織して 以來は 直接には 鐵道 
問題に 關係 せず、 中英 公司の 代表と 
しては 住々 その 名義を 出す こと あリ、 
閉店には あらず、 

一九 〇〇年 十二月-楊子 江上 流 シンヂ 
ケート と共に 楊子 江 公司を 起し、 仝 
部 合同 KC て 自身は 消 減す、 


、司  h 


備  .考 

英、 四 五、 〇〇〇 株 
佛、 PP 五、 〇〇〇 株 

白、 10、〇 0 〇株  « 

四 三 


The  New  Oriental  Bank. 

The  National  Banli  of 
China. 

怡和  洋行 

fjal-dine,  Matlieson  &  CP 

楊子 江 シンデ ヶート 
The  Yaugtse  Valley  Sy n-* 
dicate,  a. 

楊子 江上 流 シンデ ヶ丨卜 

Tile d }) で  er  一  angts 3  xvli- 

dicate,  Lt p: . 


一英國 

同 

同 

同 

同 


上 


海 


同 

同 


未 


詳 ' 


司 


三、 國際 投資 團 中の 英國 機關 


英 

佛 

組 

合 

國 

際 

財 

團 

名 

佛 

白 

共 

同 

國 

H 

江英 
公淸 
nj  ifi 

、ム 

支 口、 

那福 
中 公 
央司 
鐵、 
逍楊 
會子 

英 

國 

機 

關 
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滙  源  銀  行  一、 〇 〇〇、 〇〇〇 j 同一 上  海 
二、 過去に 於て 活動した る機關 

名  稱一 .國籍 支那 s  1 3 S 枝  «  要 


支那に 於け る鐵道 利權と 列强の 政策 

四 國財團 
五國財 團 


日獨 

mm 

米 

獨 

佛 

米 

同 

滙 

豐 

銀 

行 

四 四 


粵川 漢利權 1C 於け るが 如し、  • 

英米 獨佛 H 露の 六 阈團は 曩に米 國の脫 退に よって 五 ^ 
團とな る、 但し 本五阈 團 13 主に 政 饴借款 に 關與し 鐵道旬 
題には 未だ 關與 せぬ、 


(備考〕 國際財 團の 共同 國の 各機關 は、 以下 各國の 章 下に 就き 參照 のこと 


第三 節 利權 掌握 史觀 


第一欵 北方の 利權 

(京 奉 借款 權) 

文明 交通の 利器と しての 認容には 懶か つた もの、、 所謂 北邊 防備の 見地ょ- CV 
遲 蒔きながら 鐵道 敷設に， 賛 したる 支那 政府が、 一八 九 五 年 北淸鐵 道の 經營 及び 
工事を 直轄す るに 至つ て、 そこに 舊 債を 整理し 新 債を 起す の 必要が 生れる と、 

蒙 V メ 

英國 は從來 本線に 對 する 內 外の關 係を 有する 處 ょぅ、 新 債に 對して 露獨 と共に 

\  -  - 

借款 權を 得た ので あつたが、 然も 彼れ は 之れ に 滿 足せず、 彌令 進んで 己 n 單獨 


ベ、-  , 1 ,1 -—  ii  ■  >  1 ; J  ^  ! .角 •.ニノぐ： 

•  .  f  4.  f 

^  #  y  ^  V  ' 

の 全 借款 權を 成立せ しめんと 努力した 0 

かくする 內に 一八 九 八 年が 迎 へられる と、 支那には 列强の 勢力 範圍 主義 奔騰 
し、 露國の 如きは 南下 滿洲の 全部を 併呑せ /L とする の狀 勢を 示した、 され、 \ょ ヒ 

r 

淸線 敷設の 本來の 意義が 國防 主義に ある 限 6、 本線に 對 する 露國 借款の 償還 問 
題は 英 國の辭 令 1: 俟つま でもな く 目前の 急に 相違ない、 若し 然らず して 此上露 
國を曳 かんか 北京は 危 い ので ある、 支那の 英に 憑らん とする 根本の 理由 も 之れ 
であれば、 英の 取つ て乘 ずべき 口 實も亦 之れ にあつ た、 英國 借款の 機は かくし 
て 熟し、 遂に 一八 九 八 年 六月 七日 5: 以て、 北 淸鐵道 總辦胡 氏と 滙豐 銀行 代表者 
エ！ ジ！ ヒリ ァ I 氏との 間に、 本鐵道 借款 豫備 契約が 成立し、 次で 同年 十月 十 
日本 契約の 締結が 出來 そして 英國は 二百 二十 萬磅 を貸款 し、 且つ 新 線路 敷設 エ 
事に 當 る〜 となつ たので ある 〇 

然るに 本契約の 成立と 同時に 『該 契約は 滿洲に 於け る 露國の 勢力 範圍を 侵害 
する もの』 として、 激烈なる 抗議が 露淸 銀行 側 R 起ぅ 利權に 對 する 恐る ベ & 競 
爭が現 はれた、 それは 主として 該 契約 第 一條 中に 指定す る 『中 後 ® 新 民廳間 線 
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路並に 同 線 上 十三 站 附近 G 一地 勲ょ ◊營 n に 至る 線路 及び 女兒 河ょ 6 南 票の 炭 
坑に 達する 支線を 敷設す ると』 の 項に 起因した ので あつたが、 之に 對 する 英國 
側の 態度 も 頗る 强 硬を 持して 讓ら なかつ た 結果、 遂 、に 勢力 範圍の 協定と なぅ、 
本利權 のみは 之れ を 除外す ると と 決定して、 英國 はを の 侵害を 免れた ので ある 「 

第二 欵 楊子 江 谷の 利權 
第一 項滬寧 借款 權 

上海を 本據 として 長江 流域に 流れ込む 英 人の 勢力は 年 一年と 增大 しつ、 あつ 
たが、 恰かも 一八 九 七 年を 以て 南京 二 名 江 寧) の 開港が 行 はれる と、 彼等は 忽ち 
上海 南京 間 二百 三 哩の鐵 道 敷設を 計晝し 始めた、 をして 此議が 次第 ^ 成熟した 
一八 九 八 年の 春 三 四月の 交、 * 央國 公使は 本國 政府の 名を 以て、 該鐵 道は 之れ を 
英商恰 和洋 行に 承辦 (敷設 經營 共の 引受) せしめら. れん 乙と を 北京 政府に 申出た が、 


支那 も 勢 a 之れ を 峻拒し 能は ずして、 早速 契約 5: 協定すべく 總理衙 門よ 6 盛宣 
懷に傳 命した ので あつた、 翻つ て 思 ふに 英國は 旣に 同年の 二月を 以て 長江 流域 
の 勢力 範圍 主義を 確立す ると 同時 に、 その 鐵道 政策を も 之れ k 併行せ しめんが 
爲め 、在 支英國 資本家は 利權 獲得の 有力なる 專門 機關の 出現を 企圖 し、 遂に 四 
月に 入つ て 中英 公司 •か 出來た ので ある、  3 れば 契約の 協定を 命せられ た 盛宣懷 
は、 同 五月 中旬を 以て 中英 公司の 代表者と 上海に 於て 二十 五條よう 成る 假 契約 
を 定めた 後、 約 二十日を 經て 總理衙 門の 許可を 得、 調印の 31 びと な 6、 支那 側 
の 委員 並に 公司 側の 技師 モリソン 等は、 早速 軌道の 勘 測 X 费の佔 計を 行つ たの 
である 0 ',  、 

就て 思 ふに 江 蘇省內 東は 上海よ 3 西は 南京を 連ねる 沿線 地方は、 その 物資に 
於て 鑛 產の少 きに 反し、 農產は 氣 候の 適 良と 土地の 肥沃と によう、 米綿 蔬菜 蠶 
桑の 豐裕 なる 收獲が あう、 又 人 n の 稠密 商工業の 隆盛に 至つ ては、 支那 全國中 
最も 殷賑な 地方で ある、 S れば單 なる 英の經 濟的對 支 活動 主義よう 云 ふ も、 又 
複雜 なる 政治的 經濟的 彼れ の 長江 利權 政策よう 云 ふ も、 更らに 鐵道 企業の 歴史 

第一章  英國  四 七 
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的關 係よぅ 見る^； 彼れ に 該利權 の 獲得 運動. の 起る は 偶然で なかつ た 〇 

然るに その後 支那に 於て は 北 淸事變 起 A、 英國に 於て は 南亞戰 爭勃發 し、 爲 
に數 年間 該利權 正式 決定の 問題は 遷延し /2 ので あつたが、 英國の 注意が 再び ifl 
方に 密集す る ^ 至る と、 彼れ は眞 先に 本 問題の 解决を 急ぎ、 遂 k 一九 〇 三年 七 
月 九日 上海に 於て、 英淸組 合の 代表者 上海 總 領事 ブレナン、 怡和 洋行の 支配人 
べヴ ィス、 滙豐 銀行 執事 ランデ-ル 等は 支那 鐡道 督辦 大臣 盛 宣懷と 合同して、 
本線に 對 する 二百 二十 五 萬磅の 借款 契約-を 締結し /2 ので ある、 とは 云 ふ もの、 
此は 飽く迄も 借款 契約で 曩の假 契約に 見る 如き 敷設 利權 を 設定した ものでは な 
かつた、 是 よぅ 先き 一九 〇 二 年 八月 英國 側は 領事 ブレナン 5: 以て 公司 代表者と 
し、 支那に 對して 正 契約の 協議を 開かし めた が、 所謂 『以 來磋 磨す る もの 五六 
ヶ月、 稿 5: 易 ふるもの 五六 回、 然も間々爭持して未だ允 5 <るものあぅ』で、 

英 國承辦 とすべき や將又 借款 權に 止むべき や ^ 就て は、 兩 々執つ て 下らず 相互 
の 意見に 杆格を 生じた ので あるけれ ども、 ブレナン 盛宣懷 同道して 南京 ^ a き、 
張 之 洞と 會同 協議の 後、 漸く 英國侧 の讓步 によつ て 妥 商を 得、 草案 二十 五條を 


IT 成す るに 至つ た、 彼の 一九 〇 三年の 春に 於け る淸國 外務 部の 本契約に 關 する 
上奏文 中 『廣東 漢口鐵 道に 關 する 米國 ょぅ 籌款 せる 辦 法を 基礎と し、 淸 國の權 
利を 保ちた る 敷に 於て、 f の 他の 鐵 道に 關 する 契約ょぅ 最も 多と すべき ものを 
得た $ 云々』 と あるは、 即ち 這般の 英國利 權の變 更に 對する 言で ある、 而して 
南京 協議の 後 •に 於て 上海 締約の 段 取 6 となつ たのは 云 ふまで もない、 

斯 くし ' 1: 後、 無 錫 上海 間の 敷設 工事を 終れる 際、 資金の 不足を 生じ (註  一) 72 る 
結果、 公司 (英) は 支那 R 協議して S らに百 萬磅の 公債を 發行 せんとした が、 恰か 
も 時の 鐡路 督辦 大臣 唐紹 儀は 小 壯氣銳 であ 3 且つ 利 權回收 熱は 旺盛を 極めた 時 
であつ たので、 該 追加 借款は 容易に 承認せられ ず、 折衝 數回に して 漸く 六十 五 
萬磅 丈け の 借款を 决し たので ある、 然るに 英の 借款 押 付け 主義と 支那の 外 剛內 
柔なる 融通 主義とは 何日の 間に か 妥協して、 更らに 鐵道 用地 買收 費の 名の 下に 
二十 五萬磅 の. 借款 成立し ン ー九 〇六 年に 於け る滬寧 債は 合計 九十 萬磅 とな 6、 
從つて 英 の貸款 額は 前後 通じて 三百 十五 萬 磅を算 する に 至つ たので ある、、 

(註 一〕 列强の 政策は 往 々にして 借款 金額を 增加 せん 爲 に、 殊更に 工事費を 莫大 1C 使 消 
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し、 資金の 不足を 餘儀な くす るので ある、 

(備考) 一九 〇六 年の 借款 契約の 條 件は、 金額と 時日の 外は 一九 〇 三年の ものと 全々 同 
一で ある、 ' 

尙ほ曩 に 上海 道臺の 手に 保管せ る 國庫金 中より 主として 出資し、 一八 九 七 年 四月 H 
事に 着手し、 翌年 三月を 以て 完成した 滬淞鐵 道は、 一. 九〇 三年 ri 寧 契約 締結と 同時 
に 英國 によつ て その 利權 を買收 せられた、 

*  / 

第二 項 道淸 借款 權 

山 西の 富 源 支那 十八 省 k 冠絕 する 乙とは、 地質 學者 リヒト ホ I ヘンの 調査を 
須たず して 明かな 事實で ある、 一度 瓢 然と 來ぅ瓢 然と 去つ た 英人ラ ザ ッチ 丨 
(Mr.  Luzatti) の 胸中には その 富 源 開發に 對 する 成算 歷々 たる ものが あつた、 され 
ば 萬 金を 懷に して 再び 彼れ が 山 西の 油田 鑛 脈を 訪れた 時は、 即ち 北京 シンジ ヶ 
—卜の 活動の 開始せられ た 時で ある 0 

一八 九 七 年 九月 三十日、 福 公司は. 山 西 商務 局に 資本を 貸與 する 代償と して、 

山 西 巡 無よ- 〇 同省 內の鑛 物 S 掘權を 獲得し、 翌月 二十 五日-を 以て 愈淸國 皇帝の 


批准を 得た、 當時 國內に 於け る 右採鑛 權許與 R 對 する 非難の 聲の 多き に 加へ、 
彼の 正太鐵 道の 利益を 防 害する ものと して 露國 一派の 激烈なる 反對も あつたが、 
幸 ^ して 正 太鐵道 側と 福 公司 理事 者との 間には 妥協が 出來、 公司は 

一、  太 谷、 太 原、 陽 曲、 平遙 、靈 石、 孝 義の鑛 山は 之を 開 掘せ ざる 事 

二、  正定 ょぅ 太 原に 至る 鐵道 線路の 左右 百哩の 間には 鐵道を 布設 せざる 事 
の二條 件を 認めた ので ある、 然るに 公司は 其 後 彼是の 事情を 考量して 原 採掘 契 
約の 變改を 必要と し、 玆に 一八 九 八 年 五月 二十 一日 山 西 巡 撫と會 同して、 ，鑛山 
採掘 並に 鐵 道布設 に關 する 新 契約を 締結した、 即ち 

一、  山 西 巡撫は 山 西 商務省に 與へ たる 孟縣 平定 州澤州 及び 平 陽の 諸 地方に 於 
ける 石炭 鐵及び 石油の 採掘 櫂を、 六十 年勵福 公司に 移す 事、 

二、  福 公司は 六十 年間 鑛 山を 管理し、 六十 年後に 於て は シンデ ヶ t 卜 所有の 
鑛坑 は、 をの 新舊を 問は ず 利益の 有無を 論せ ず、 一切の 計 書、 材料、 建築物、 土 
地、 鐵道 、橋梁 及び 鑛 山の 資本に 由 6 取得した る總て の 所有物と 共に 無報酬に 
て 淸國 it 引渡す 事、 但し 支那 所有の 株數が 全數の 四 分の 三に 滿 つる 時は 
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期限 內と雖 も 支那 人 株主に て 採掘の 全權を 引受け 得る 事、 

三、  山 西 商務省は 一千 萬兩 1: 福 公司よ $ 借 入れ、 鑛山 採掘の 資に 使用し、 
足らざる 時は 福 公司よ 6 更ら ic 借款す る. 事、  . 

四、  福 公司は 落 地税と して 年 A、 五分を 支拂 はざる ベから ず、 その 採掘よ- CN 生 
ずる 利益は、 資本に 對 する 六 分の 利子を 控除した る 後、 餘剩 あれば その 一 
割を 資本 償還 基金と し、 その 二割 五分を 淸國 政府 ^ 上納し、 その 六 割 五分 
を 自己の 所得と なし 得る 事、 

五、  鑛 物を 運搬す る爲め 必要なる 時は、 鐵道 幹線 又は 水路と 連絡を 通ず る鐵 
道 支線を、 福 公司の 自費 R て 敷設し 得る 事、 

然るに 福 公司は 山 西の 外 河. 南に 於ても 同樣の 特權を 得ん とし、 同年 六月 二十 
一日 同 一條 件を 以て、 豫豐會 社に 一千 萬兩を 貸付け、 河南 巡撫を して、 黃河以 
北の 鑛山 採掘 權と 之に 附屬 する 鐵道 敷設の 特權を 承認せ しめた、 卽ち 公司の 鐵 
道 敷設は 此 等の 事情よぅ 起つ たわけで ある Q 

却說福 公司は 同年 中鐵道 線路の 測量を 始め 先 づ山西 省澤州 附近よ 6 河南 省を 


猶 


南下して 襄 陽 k 至 3、 玆 に 漢 江の 水運に 接績 して 楊子 江に 通ず るの 策を 樹てた 
が、 右 測量の 結果 漢 江の 水深の 不充分な t と 5: 發 見し、 止 1; なく 澤 州ょぅ 東 道 
1口鎭を連ね、道口鎭ょぅ東南江蘇省浦口に至るの計書に變更し /2 、かくして道 
口 以西は 一九 〇〇 年 1: 以て 起工した が、 偶々 拳 匪の 亂に防 けられて 一 時 工事を 
中止し 一九 〇二年 再び 工事を 起し、 遂に 一九 〇五 年に 至つ て 道口淸 化鎭間 九十 
三哩 を 完成した ので ある、 然る k 他方 道 口 浦 口 間は、 恰かも 一八 九 八 年を 以て 
同じく 測量を 始めた る 天津 鎭江 線と 競爭を 生じ、 福 公司と 中英 公司との 間に 於 
ける 確執と なつた が、 此は 遂に 雙方 R 於て、 將來 楊子 江以牝 の 線路に 就て は 相 
互に 協議し 合 ふと (一)、 今後 浦 口 信 陽 線 (豫 定) の ある 地 點と鑛 山と を 連絡すべき 一 
線を 敷設し 得る と (二) の二條 件 1: 以て 和解は 出來た もの、、 其 後 種々 の 事情に 防 
げられ て 道 浦 線の 起工は 依然として 着手す るには 至らな かつた 〇 

然るに 斯く も競爭 線の 許可と 云 a 、 又鑛 山鐡 道と いふが 如き 各種の 利權 を 外 
人 ic 許與 した 責任は  當時に 於け る 支那 政府の 不注意に 歸 すべき ものな 6 とす 
る 一面 支那の 自覺 と、 又 彼の 回收 熱の 流行とは、 共に 相 結んで 右旣 成の 道淸鐵 


支那に 於け る鐵逍 利嵇 と列强 め 政策  五 四 

道 買 收の議 を 生じ* 福 公司に 對して その 申込が あつた、 公司 側に 於て は、 事の 
實 際に 於て 右鐵 道に 對し ては 年來の 損失 k 苦しみつ、 あつた 際と て淸國 の這般 
の買收 申込は 實に 渡りに 船で あつた、 されば 兩 者の 協議は 忽ち 進埗 して、 一九 
〇五年 七月 三日 督辦 大臣 盛 宜懷と 福 公司 支配人 ゼ—ム ソン (Mr.  G.  Jamieson) との 間 
k 買 收 契約は 成立した、 即ち 澤道鐵 道は その 旣設 未設の ものを 併せて 之れ を 六 
十一 萬 四千 六 百磅で 支那 政府 k 賣 渡され、 同時に その 買收 費と して 公司は 七十 
萬 確 (內鐵 道 買收费 、線路 修築 費 及び 借款 利子 當费を 含む) ^ 貸與 し、 玆に 一九 〇五 
年淸國 河南 鐵道 五分 利 付 借款なる ものが 出來 上つ た〇 

福 公司の 利權は かくして 敷設 經營權 ょぅ 借款 權に轉 じ / e ので あるが、 若し そ 
の 借款 契約の 內容 と鐵逍 今日 迄の 營業狀 態とを 考照 する 時には、 一槪に 這は 支 
那 側の 成功で あぅ、 公司 側の 損失で ある ものと 斷じ 去る わけ ic は 行かない S も 
あるので ある 

(隨 考〕 本 借款 契約は 「道 淸鐵道 借款 條 約」 及び 「同鐵 道 作業 條 約」 の 二者を 含む、 


第三 項 滬杭甬 借款 權 

上® ょ. cs 西南に 走ぅ嘉 興を 過ぎて 錢塘江 口の 杭 州 rc 出 V、 朿 折して 寧 波に 至 
らんと する 鐵道二 八 © 哩) は、 彼の 英 人中の 先 覺者ス チ I ブン ソンの 計畫案 中に 
も存 したが'  事實此 は英支 兩國の 政策と して 無くて 叶は ぬ 重要 線 g 濟 主義の) の 
1 つで ある、 顧みれば 一八 九 八 年の 春 李、 彼の 英淸 組合は 滬寧鐵 道と 關聯 して 
本線の 敷設を 思 a 立ち 內々 支那 當路の 一部 者と 交涉 しつ、 あつたが、 同年 八月 
英公使 •か 北京に 於て 蘇 州 杭 州 寧 波線 敷設 利 權の豫 約 (他の 四 線と 典に) に 成功した 
のを 機と して、 該 組合の 代表者は、 盛 宣懷と 上海に 於て 假 契約 三 ヶ條を 締結し 
たので あつた、 然るに 彼是の 事 淸に防 けられて その後 五ヶ 年は、 何等 具體 的の 
進歩 もな くし v 音、 一九 〇 三年 漘寧鐵 道 借款 契約 締結せられ るに 當'  英は 
玆に 本線の 敷設 問題を も决定 せんとした ので ある 〇 
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此時に 至ぅ 支那には 自辦 熱の 勃興 漸く 現 はれ、 浙江人 李 厚祐 等 主唱して 江 干 杭 
州 間の 鐡道 敷設 1: 建議した るの みならず、 翌 一九 〇四年 には， 同し  く  浙江 人湯壽 
潜、 劉 錦 藻 等の 發 起に 係る 浙江全 省の 鐵路 建設の 上書と なぅ、 英の 企劃 ^ は 少な 
からぬ 阻碍に 遇 ふたので ある、 實に利 權囘收 熱に 浮 ^ れた 支那の 人士は、 印 底 
英國の 抗議な どには 耳を か S ず、 能 ふへ くん ば 曩の假 契 的を も 破棄せ しめんと 
し、 一方に 於て は 江 蘇鐵路 有限 公司を 設立して 上海 嘉興間 三十 八 ■の 敷設を 劃 
し、 他方に 於て は浙 江鐵路 有限 公司を 起して 嘉興杭 州 間 七十 八哩 を 建設 せんと 
し^ f  " されば 英國 側に 於ても 事態默 過し 難き を 見、 同國 公使は 外務 部 k 對して 
その違約にょる不法不信を詰問した結果、同部は窮佘該假契約の有効なる乙と 2: ) 
盛 宣壤は 本線の 督辧 大臣を 解かれた るを 以て、 以後は 之 {t 關 する 一切の 事項は、 
總て 蘇浙二 省の 巡撫 と交涉 あるべき Z: と (二) 並 it 本線 敷設 費と して 百 五十 萬镑 
を 英 B ょ 6 借款す る 乙と (三) を 約した ので あつたが、 然も 事の 實 際に 於て は 何等 
英支關 係は 改善せられ ず、 該省 巡撫の 如きは 左の 意味の 理由を 根據 として、 飽 
く 迄も假 契約の 否認に 力め、 英人强 請の 權利 なしと 3 へ 揚言した ので あつた、 


一、  蘇杭甬 鐵道條 約は 假條に 約して 未だ 奏定 批准 i: 經た もので ない、 從つて 
盛 宣懷と 一 私法 人との 關係に 過ぎない 爲め、 何等 國際條 約の 効力は 存 しな 
s 事、 

二、  何 省た るを 問は ず、 凡そ 其 省內に 於て 事を 起 ^ ん とすれば、 先づを の 地 
方 人士の 賛同 承認を 經る 必要 •か ある、 然るに 該草 約の 締結せられ た 時、 浙 
江 三千 五 百 萬の 人民は、 一人と して 之れ に 關與 せる もの、 なき 事、 

三、  草 約の 明文に、 當 & 速' 測 勘， の 語が ある、 然るに 光緖 二十 四 年ょぅ 三十 年 
の 今日 ^ 至 6 まだ 何等の 施設 もな S、 是れ 明かに 條約 違反で ある、 况して 
盛 大臣は 旣 ^ 二十 九 年 四月 二十 八日に 於て 銀 公司 (英淸 組合) ic 通牒して、 六 
ヶ月內 に 起工せ ざる 時は、 該豫 約は 當然 破棄 せらるべき を 以てした、 而し 
て 今 何の 設備 もな しと すれば、 彼自 から 此條 約の 破棄を 承認せ る ものと 見 
るべき 事、 

四、  條 約の 原議 者は 盛で ある、 期を 過ぎる 時は 宜しく 破棄す ベ &， を 通牒せ， る 
も 亦 同人 •て ある、 故に 此條 約に 關し ては 悉く 盛 大臣と 商議す ベ S 箸なる ^ 、 
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自今 盛 大臣と 談判す る 己と を 拒む は 何故なる か o( 註 一) 

斯く 猛烈なる 勢を 以て 自辦 熱は 奔騰し、 その 翌 一九 〇五年 九月の 上諭に 依つ 
て、 浙江全 省の 鐵道は 省 人の 自辦に 决せら れ、 一九 〇七 年には 同省 鐵路公 司は 
第一 回 株主 總會を 開き 定欵を 議決し、 爲に 英國も 一時は 甚だしく 窮境 ^ 立つ た 
ので ある、 5 ぅながら かくして 止むべき にあらざる •か 故に、 英國は 飽く迄も 北 
京 政府に 向つ て强 請し 抗議した が、 やがて 彼の 自辨 敷設 費の 不足 あるを 觀 破す 
るに 至つ て、 一種の 强壓 と共に 利權の 固守に 猛進し、. 漸く 一九 〇八年 三月 六日 
を 以て、 北京に 於て 英淸 組合の 代表者 ゼ！ 才！ ビ！ ブランド (J.  p  P.  Bland) と 外 
務 部との 間に 本線に 對 ずる 百 五十 萬磅の 借款 契約が 成立した o( 註 二) 

即ち 英國は 右に 見る 如く、 始は 本線の 敷設 利權を 有した-に 拘はら ず、 有名な 
る 江 浙拒款 運動の 結果と して、 本條 約に 於て は 借款 利權 のみを 保留す るに 至つ 
たので あるが、 以來 近時に 至る 迄 その 經營 上の 實權は 殆んど 英 人の 掌中に あぅ 
と 云 〇 て 差 支ない ので ある、 

(註！： 一 盛宣懷 との 關係に 就て 政府の 言と 巡撫の 言とは 矛盾す るが (假 契約 破棄の 理由 / > 


第四點 の 如き) 然し そゾ 矛盾の あ リし 事が 矢 張 9 事實で あつた、 

(註 二〕 英國は 本條約 締結と 共 Ic ^o 杭甬鐵 道を 改めて ? 1 杭甬鐵 道と する こと、 した 
本 借款は 支那 政府に 於て 他の 政 費に 流用した 形跡が ある、 

第 四 項 津浦南 段 借款 權 

直 隸山東 安徽江 蘇の 四 省を 貫く 一線を 書けば、 その 沿線は 山朿の 一部を 除く 
•外 槪ね天 與の好 沃土に して、 工事の 容易なる は. 云 ふまで もな く、 物産の 盛 人口 
の密な のは、 卽ち經 營の 將來の 好調を 語るべく、 又 北は 北京の 關門 72 る 天津に 
起つ て •南は 上海の 前哨 ^ る 浦 口に 結ぷ のは、 やがて 鐵 道の 使命の 輕々 ならぬ 
を 丑よ せる、 實に 京漢の 西に 重きが 如く、 津 浦の 價値は 東に 偉大で ある。 

英 人の 本線に 囑目 する 歷史は 古く、 旣に 一八 六〇 年代に も存 したが、 その後 
彼等が 他の N « に 忙殺せられ ん とする 一八 九 七 年ょ 3 同 九 八 年の 交. 彼の 江 蘇 
候補 道 容閎が 、 天津 鎭江 間の 鐵道 敷設 問題を 提起す るに 至つ て、 英國は 米獨の 

第一章  英國  五ヲ 


X 
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天津よう 山 東 省の 境界までは 獨 逸の 資本 k ようて 敷設し、 山 東 省界よ 5 0 江 
迄は 英國の 資本に よ 6 敷設す る 事 

の 妥協を 成立せ しめ、 玆に容 閎の企 書に 對 する 資金 引受の 問題よう 轉じ て、 英 
國は獨 逸と 共に 本線の 敷設 權を 獲得す るの 段 取う となつ たので ある 0 

依つ て 同年 九月 十日 附を以 て、 英國 公使は 獨逸 公使と 典に 書を 總理衙 門 (外務 
部) に 致して 日く 

殿下 並に 閣下、 本官は 去る 七月 三十日を 以て、 天津 鎭江 間の 鐵道 は、 之を 香 
港 上海 鈒行 (獨逸 公使は 獨逸 亞細亞 銀行) に 權利を 與 へられん ことを 要求せ う、 
然る ^ 小官は 本國 政府よ 6、 英獨シ ンデヶ —卜は 合同して 同鐵道 を 計 書し、 
其の 許可を 請 はんとす る 旨の 訓令に 接せ 6、 

小官は 獨逸 公使と 英國 公使と 共に 協力して 漢口 北京 線に 對して 白 耳義シ ンヂ 
ヶ—卜 ^ 許 5 .れたると同一條約を以て、 天津 鎭江 線を 英獨シ ンヂヶ 丨卜に 許 
され / L 事を 要求すべき の 命令を 受領せ $、 

故に 小官は 玆に 右の 條 件を 以て、 英獨シ ンデヶ I 卜に 天津 鎭江 線を 許可 せら 


れん rJ とを 要求. する の 名 # を 有す、 

と、 之に 對 する 淸國 皇帝の 裁可を 經たる 後、 時の 督辦 大臣 許景 澄、 帮辦 大臣 張 翼 
と英淸 組合の 代表者 怡和 洋行 及滙豐 銀行 並に 獨逸 側の 德華 銀行との 間に 三十 五 
ヶ條 の豫備 契約を 綺結し た、 今該 契約 中 資金 問題に 關し ては、 協約 第 一條 ^ 於 
て 

淸帝國 政府は、 殆んど 七 百 四十 萬磅の 額に 對 し、 五分の 帝國 政府 公債を 發行 
する の權 利を シンデ ヶ I 卜に與 ふ、 此額は 測量 完成の 後 ^ 至 {修正を 爲すべ 
し、  .  . 
又 起終點 並に 鐵道 延長に； I しては、 同 第二 條に 於て 

此公偾 は 天津に 於け る 或は その 附近の 一地 點ょ 6、 德州及 濟南府 を 通過し、 

山 東 省の 南方 境界に 接近した る沂 州に 達する 政府 鐵道 線、 即ち 後に 至ぅ 津鎭 
鐵 道の 北 線と 稱 すべき 線路と、 沂 州ょ 5 揚子江 畔の鎭 江に 至る、 卽ち 後に 至 
$津 鎭鐵 道の 南 線と して 知らるべき 線路と 1: 敷設す るに 必要なる 資本 1: 準備 

する 爲な ぅ、 此鐵 道の 全長は、 殆んど 九 百 八十 二 基 米に して、 淸國 里數に し 
.  第一 窣英  國  六 三 

-  . 

.  ,  '  -  .  • 
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て 一千 八 百 里 あぅ 

となし、 更らに 英獨の 受持區 間に 關して は 同 第 十八 條に 於て 

鐵道 線路の 北部は、 淸帝國 政府の 爲め獨 逸 亞細亞 銀行 之を 建設 裝置 工作し、 
鐵道 線路の 南部は、 淸帝國 政府の 爲め英 淸會社 (有限) 之を 建設 裝置 工作すべし、 
而して 次の 如 & 條件の 下にて 之を なす ものと す、 即ち 各當事 者に 對して 委員 
を 任. 命し、 帝國 理事 者と 獨逸 亞細亞 銀行 及 英淸會 社 (有限) との 間に 協約 せらる 
、べき 規程に 從 び、 鐵道 線路の 建設 裝置 工作を 監督せ しむる 乙と、 

と 規定して、 英 (及 獨) の 本線に 對 する 利權は 借款 權 敷設 權 並に 工事 監督 權を 併有 
する 箸で あつたので ある、 

第二 段 英の 上記 三種 利 權の中 借款 權の み存績 する に 至ぅ し 事情、 

(即ち 一九 〇八年 一月 十三 日津 .浦鐵 道 借款 契約 締結の 歴史) 

其後獨 逸は 頻 $ に 揚子江 岸 ^ 向つ て、 その 勢力を 伸長せ ん 事を 圖 6 、出來 得 
ベ くん ば 津鎭鐵 道 全部を 自己の 手に 引受けん ものと、 數次淸 朝に 提議 1: なし、 

又 英 國に對 しては、 速 かに 其の 測量を な 3 ん 乙 とを 促が したる のみならず、 德 


華 銀行は 之が 爲 k 一切の 經費 として 七 百 四十 萬磅を 支出す る 乙と を辭 せず と 公 
言し 旣に 伯林 k 於て 募債の 手續 さへ. 發せら れたる やの 風說 すら あつたの •である、 
然るに 英國は 本線 ^ 對 し、 今遽 かに 獨 逸の 如く 放 資し 能は ざる 事情と 共に、 X 
事 着手 1: も 困難と したので あつた、 玆に 於て か獨 逸は 辛悚 なる 方策 R 出で、 H 
事 着手 期限の 滿 了を 口 實と して、 自國の 手に て . f の 全線の 敷設を なすべく、  線 
路の 測量の 如き 着々 完了に 近き つ、 あつた、 とは 云へ 淸國 政府 も獨 逸の 野望を 
慮つ て、 敢て 最後の 許可は 與へ なかつ たので ある C 

當時利 權回收 熱 亦 漸く その 勢を 增 し、 一九 〇五年 十月に 於け る 山 東 江 蘇直隸 
三省の 高官 等‘ が .' 上記 豫備 契約の 撤廢 を 合議 奏請した る以 來、 支那 政府 も 亦 本 
利權 の回收 を企圖 し、 英獨に 對し て屢々 協定を 申込んだ ので あつたが、 遂に 英 
獨兩國 に 於て 止むな く讓步 の 破目と な ぅ、 一九 〇八年 一月 十三 日を 以て 津浦鐵 
道借欵 契約は 結ばる、 に 至つ た、 

本契約 第 一條は 規定して 日く、 

淸國 政府は 銀行 等ょぅ 五分 利 付の 金貨 借 入を なす 乙 とを 承諾す、 其の 金額 英 
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.金 五 百萬磅 とす、 此 借款は 光緖 三十 三年 十二月 十日に 訂定 し、 名け て 淸國政 
府 天津 浦 口鐵道 五分 利 付 借款 ど 云 ふ  ^ 

と、 右に 依れば 總額五 百 萬磅の 規定で あるが 今日よ 6 見た る實 際は、 一千 萬磅 
の 見込に 對 し、 實額九 百 五十 萬膀 、次の 如く 三回に 分ち 之を 發行 したので ある、 
第一 回  一九 〇八年  三百 萬磅 
第二 回  一九 〇九年  二百 萬磅 
第三 回  一九 一〇年  •四百 五十 萬磅 
計  ■九 百 五十 萬膀 
又 同 第二 條は 規定して  . 

此 借款は 官設 鐵道 建造の 資本に して、 其 線路は 天津 或は 天津 附近よぅ、 津楡 
官設 鐵 道に 接 續 し、 德州濟 南府を 經 由し、 山 東 省 南 界 の _ 縣 よぅ、 楊子 江 南 
京對 岸， の 浦 口 附近 ic 至る、 之を 天津 浦 ri 鐡道南 區と稱 す、 此の 二 區の總 距離 
は 約 一千 八十 五甚 米、 即ち 約 二 千 百 七十 淸里 とす、 その 線路の 測量は 督辦大 
臣 之を 定む 


と、 斯 くして 津鎭鐵 道は 津浦鐵 道と なう、 英 (獨も 亦 同じ) の 敷設 權並に 委員 制エ 

事 監督 權は 抛棄せられ て、 單に 借款 利 權の みを 殘 すに 至つ た、 と 同時に 曩の英 

•  *  -  f 

國 側の 契約 當事 者は 英淸 組合 - -t:- ぁつた ものが、 本契約の 際には、 同 組合 其 他の 
包含せられ たる 支那 中央 鐵道會 社な うし M とを 記して 本題を 結ぶ Q 

第五 項 京 漢回收 借款 權 

郵傳部 堂 官等が 

京漢鐵 道は 全國 中の 一大 幹線に して、 北は 關 內外鐵 道に 通じ、 南は 粤漢鐵 道 
に 接し、 西は 川 漢道淸 正 太 等の 各鐵 道に 連う 節.々 相 連絡せ るを 以て、 之を 贖 
收して 自營 と爲さ てれば、 他の 鐵 道と 疏通面 白から ず、 且つ 該鐵 道は 十 年を 
以て 贖 還 期に 達すれば、 一日 も 早く 回收 して 自管 となすべし 
との 意見を 發 表し、 その 辦法 講究の 具體的 主張を なすに 至つ たのは、 京 漢鐵道 
に 對 する 白 耳義 借款の 据置 期限 満了の 年、 即ち 一九 〇七 年の 出來 事で ぁる  さ 
れば 右の 發聲を 動機と して、 湖 廣總督 張 之 洞郵傳 部侍郞 吳重僖 等， の 辦法 調査と 
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共 ^ 、. 米國 及び 南淸 地方の 支那 人を 勸誘 して、 回收 資金の 募集を な S ん とする 
企 も 起つ た、 又 彼の 支那 經濟 全寶 一九 〇七 年刊 行) の 記者が、 京 漢鐵路 買 收說の 
末 段を 結ぶ に 當 3 『然れ ども その後の 報告 ^ 由れば、 英淸 公司は 京漢鐵 路買戾 
費 貸與の 契約を 郵傳 部と 取う 結び、 皇帝の 認可を 得た うと、 尙ほ該 公司は 各省 
鐵道に 資金を 貸與 し、 且つ 材料 技師 等を 供給 せんと 運動 中な う 云々』 (註  一 K 言 
へる が 如く、 此間 英國の 借款 運動は 行は れつ、 あつたので ある。 

果せる 哉 一九 〇八 年 ^ 於て 支那 政府は 回收 方針を 決定し、 遂 k 白 耳義シ ンデ 
ヶ—卜 に 對 する 負債 總 額佛貨 一億 二 千 七 百 三十 九 萬 五 千 百 九十 四 法は、 左記 財 
源、 即ち 

(ご 九 千 四百 三十 五 萬 八 千 四百 法 (三百 七十 六 萬 確) . は 郵傳部 事業 全 債 五 

百 萬磅の 十分の 八、 即ち 四百 萬 磅の手 取 額 (九十 四) を 以て 之れ に充つ 
(二) 三千 三百 〇三萬 六 千 七 百 九十 四 法 (一千 二百 六十 四 萬 八 千 三百 八十 五雨 三 

錢 九分) . は 左記を 以て 之れ に 充 つ、 

度 支部ょう 暫借五 百萬兩  , 


大淸 銀行 暫借 (期限 三 箇月) 百萬兩 
滙豐 銀行 (英) 暫借 (期限 三 箇月) 三百 萬兩 
德華 銀行 (獨# 償 期限 三 箇月 音 三十 萬兩 
滙理 銀行 (佛) 暫借 (期限 三 箇月) 百 三十 萬兩  . 

正金銀行 (日} 暫借 (期限 三 箇月} 百萬兩 
以上 ニ ロ 合計； 億 二 千 七 百 三十 九 萬 五 千 百 九十 四 法、 

よう 全部 償還せられ たが、 その 第一 財源 郵傳部 事業 公債 (註 二) とは 即ち 同年 十月 
八日 北京に 於て 調印せられ たる 英佛 借款 五 百 萬 費 本鐵 道に 關係 あるは 四百 萬 @ 
を 云 ひ、 滙豐 銀行は 二百 五十 萬費佛 の滙理 銀行 二百 五十 萬) の 引受に 成功し 穴の 
である、 假令 利權の 一半は 佛國の 占有 (註 三) する 處 となつ たとは 云へ、 兎も角も 
京 漢利權 よう 露國 を驅逐 した 英國は 、多大の 滿 足を 感じた R 相違ない。 

然るに 支那 政府の 財政 策と しては、 上記 第二 財源 中 度 支部よ § の暫 借： m 五 百 
萬 雨は、 京 奉 京 漢雨鐵 道の 利益を 以て、 宣統 元年 正月よう 同 六 年に 至る 間に 償 
還す る 事と し (但し 此の 郵傅 部よう 度 支部への 償還 金は、 其 後 海軍 再與 費に 轉用 
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する 乙と、 なつた) 又 日英 獨佛 等の 外國 銀行よう の暫 借金 計 六 百 六十 萬兩 及び 
自國 銀 fr ようの 暫借百 萬兩は 、始め 內國 債を 起して 之が 償還 資金を 得ん とし、 
政府は 之が 奏請 裁可を 得て 「收贖 京 漢鐵路 公債」 或は 略して 「郵傳 部贖路 公債」 
銀} 千 萬 元を 國內に 募集し、 年利 七 分の 外に 京漢鐵 道の 純益 四 分の 一を 配當す 
るを、 滿 期の 公債 券 及び 利息 券は、 郵傳 部の 管理す る 交通 銀行 管 辦各鐵 道 電報 
局 等に 於て、 現金 同樣 k 通用せ し 1; る 乙と、 並に 一 萬 元 以上の 引受 1¢ は 割引 1: 
行 ふ 乙 と 等の 優利なる 條件を 附 して 愈々 之に 着手した ので あつたが、 爾後 ニヶ 
年を 經て、 僅かに 二百 萬元內 外の 應 募よう なく 爲 に郵傳 部は 該 公債 票 章 程 中に 
『公債 票は 無 記 式と し、 其の 轉賣 買を 准し、 票 1: 認めて 人を 認めず、 但し 債 票を 
所持す る 者は、 何人を 論せ ず 均しく 本國 人民に 照して 一律に 看 待し、 並に 債 票 
章 程を 遵守して 辧理 す』 と あるを 利用して、 遂に 外債を 仰 r 乙と 、な^ N、  一九 
一〇年 八月 所謂 收贖京 漢鐵路 公債と して (註 四) 銀 七 百 五十 萬 元を 旦 正金銀行) 英の 
間に 起債し、 -, , 央國 側は 偷敦シ チ！ エンド •ミッドランド 銀行 c d s  London  City  and 
Msgd  Bank) に 於て 五 百 萬 元 (英 R 四十 五 萬磅) を 引受けた ので ある。 


(註 一) 東亞 同 女 會編 「支那 經濟 全書」 第五 輯第 四五〇 頁、 

(註 二」 本 債は その 名 稱を郵 傅 部 事業 公債と 云 ふ、 同 借款 荚約笫 一欵に その 使途を 規定 
して 『淸國 政府は 該 借款の 八 割を 以て、 歐洲に 在りて 鐵路 借款を 償還す る 資金の 補 
足に 豫備 し、 其の 餘 二割は 郵傳 部自辦 エ藝實 業の 用と 爲 す』 と あるょり 見る も、 大 
部分 (四百 萬磅) は 京漢 fL 收に當 てる もので あづ たが、 特に 郵傳部 公債と 稱 し、 又 契約 
文中京漢鐵道の文字を示さないのは當時利權回收に熱狂せる货民の反對を避けんが 
爲めの 當局 苦心の 存 する處 だと 云 ふ、 

(註 三〕 本 借款に 對 する 英佛 引受に 就て は 同 契約 文 第 十三 欵に 於て 『滙豐 滙理兩 銀行の 
此の 借欵を 取扱 ふには、 各 半額を 分擔 し、 雙方 とも 干渉せ ず』  と あるに 徵 する も 英 
佛は各 別個の 運動に 依りて 引受け 共同 的では なかつ たものと 見える、 

(註 四) 本 借款に 於て 日英 間には 共同の 關係な く、  各單獨 の貸款 であつ た、 

.* - ••  .  /  -  .  . ■ * * 

第 六 項 粵川漢 借款 權 

回顧 すれば 一九 〇五年 八月 二十 九日、 米 國利權 政策の 失敗と 支那 自辦 熱の 高 
潮と k 乘 じ / a 張 之 洞の 買戾策 功を 奏して、 粵漢鐵 道 敷設 權回收 契約の 締結と 共 
に、 英國 香港 政廳が 活躍 一番 張 氏に 對して 回收 資金 百 十 萬磅を 提供した 事は、 

當 時列國 をして 英國 政策の 機敏 R 驚かしめ た處で あるが、 其 後 粵漢鐵 道 敷設 自 
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營の 方法と して、 先 づ粤漢 鐵路總 局は 武昌 k 設立せられ、 廣東 湖南 湖北 三省ょ 
6, 官紳を 派遣し、 九 名の 參議 と共に 張 之 洞の 指揮の 下に、 三省 共同 事業の 議決 
を 定め、 次で 上奏と なつた が、 をの 决議 上奏 第 一條に 云へ る 如く、 

回 收金百 十萬磅 及び 買 收の小 株は 七 分 k 分ち、 湖南 廣東は 各 三分、 湖北は 一 
分を 負擔 集金の 事：/ 

之に 對 する 利子は 此 割合. に從 a 、 湖南の ものは 其の 委員ょ 多漢 口の 英領 事に、 
廣 東の ものは 香港 滙豊 銀行に 交附 する 事 
とし、そして各三省の代表者は歸省してネ八.が實行にか、つたのでぁる0 

然るに 一度 利 權回收 に 成功した る 三省の 人氣 は、 再び 鐵道 辦理の 問題に 關し 
て 官民の 紛擾を 惹起し、 就中 廣東 省の 如きは 時の 總督岑 春 煊の增 稅官辦 主義と 
民間 紳董共 の非增 稅商辧 主義と 相 衝突し、 一時は 恰かも 犬' 吹 馬 嘶 鼎の 沸く が 如 
き 有 樣を呈 した •か、 之 亦 民間 商辧 M の 勝に 歸 し、 兩 湖と 並んで 左の 如き 各省 辧 
理の 方法 5: 定めた、  ■、 

廣東省 商辦 とし、 廣東 全省粤 漢鐵路 有限 總公 司を 設立し、 廣 東粵漢 鐵路辧 


-  •-  »  鲁 

〆  •  •  S  -  • 

法 5: 制定す、 

湖南 省 湖南 省商辦 、粤 漢鐵路 有限 公司を 設立し、 株式 募集 規則を 决議 す、， 
湖北 省 湖北 官錢 局に 於て 株式 募集に 從 事し、 同 募集 規則を 設立す、 

右の 事實は 、 即ち 一九 〇五年 春ょう 翌六年 冬に 至る 間の 出來 事に 屬 し、 一時 
は 自辦 主義 も 樂觀の 前途を 擁する 如く 見ぇた 0 であつ たが、 その 實數千 萬 雨の 
巨資を 要すべき 大鐵道 敷設の 難事に 當 らんと する 當時 の擧は 、 所謂 木に ょつ て 
魚を 求める の 類に 相違な かつた、 支那 人を 評して 『高利 貸に 寄附 金 募集に 行く 
連中』 とは 何人の 吐 s た 皮肉 かは 知らないが、 彼等が 一九 〇七 年の 春を 迎 へる 
と、 端な くも 廣東に 於け る會社 總理の 更迭 問題が 導火線と なう、 フそ して 自辦運 
用の 政策 •か 遽かに その 一角の 崩壤を 見ん としつ、 あつた 事は、 思へ ば 虛僞に 生 
れて 私利に 終始す る 彼等の 企劃の 當然受 くべ & 順路 だつ たか も 知れな S ので あ 
る、 機を 見る に敏に して 野心を 行 ふに 辛辣 極うな き 列 强財團 の 活動は 此間に 於て 
ほのめき 出した、 又 支那 政府 部內に 於け る 盛宣懷 一派の 抱懐す る 支那 幹線 國有 
主義の 閃光 も此 年を 以て 現 はれて 來た 、粤漢 省辦の 運命 も かくして 刻々 をの 前 
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途を 塞がれた、 果然 政府は 粵漢 線が 僅かに 廣 東の * 部に 着手せられ たに 過ぎ ざ 
るを 名と し- 遂に 議を决 して 一九 〇八 年を 以て、 英國財 圏と 敷設 資金の 借款 契 

約を 協定 せんとす るに 至つ たので ある 〇 

以上 吾人は 英國對 粤川漢 問題を 粵漢の 側ょぅ 叙說 したが、 飜つて 思へ ば 彼の 
漢口 1: 基點 として 西の方 四川に 入るべき 一線は、 或は 英の 中原 政策 そのもの、 
立場に 於ても、 又 四川ょ 6 折れて 雲 南に 進み 更らに 緬甸鐵 道に 接續 すべき、 所 
謂 長江 印度 聯絡の 政策と しても、 その 鴻謨 達成 上の 一大 階梯なる が 故に、 之れ 
が 利 權に對 する 彼等の 垂涎は 旣 R 久しい ので ある、  3 れば 彼の 四川 總督錫 良が 
張 之 洞と 共に 一 九〇 三年を 以て、 漢口成 都 間の 鐵道 (即ち 川漢) 敷設の 允許を 得、 
愈々 該 線の 自辦 が决定 する に 至つ て も、 英は (米佛 も競爭 す) 特に 支那 自辧 力の 將 
來の缺 敗を 豫 言して 外務 部に 迫 $、 强 S て その 敷設 權の 割譲を 力 請して 止まな 
かつた、 一方 張 錫 二 氏 ^ 與 へ / C る 允. 許は 之れ を 取消す とも 出來ず 、 さぅ とて 他 
方 英國の 懇請 强說に 對して も 無下に 斷 3 兼ねた 外務 部は ふ. 餘儀 なく 彼等に 與ふ 
る R 「他日 若し 該 線路の 借款を 必要と する 場合には、 先づ 之れ を英 (及 米) 0 資本 


家に 商るべし」 て ふ ある 意味の 借款 優先 權を以 てし K 一)  一先つ 彼等を して ^ 
足せし め 穴ので ある 〇 

然るに 一九 〇五年 以後、 上記 川 漢鐵路 省辦の 成績 面白から ず、 支那 當局は 或 
は竊 か ic 米國 資本 團に對 して、 該線 敷設を 目的と する 國債 引受の 下相談を 持ち 
掛けるな どの 事件 も 起つ 穴が、 それ も 遂に 物に 成らず して 一九 〇八 年に 及ぶ と 

益々 借款 築路 主義が 斯線 ^ 對して纒受ぅ始め穴〇 

EP ち 一方に 於て は # 漢鐵 道に 關 し、 他方に 於て は 川漢鐵 道に 關 する 借款 問題 
ょ、 一九 〇 A 年に 於て 偶然に も 併進の 形を 備へ たが、、 玆に 前者に 對す る英 支の 
交涉 は、 借款 條 件の 不調に ょつ て 遂に 破談と なつた 後、 支那が 獨逸財 團と協 商 
して 三百 萬磅の 借款を 起し、 彼の 川漢鐵 道鄂境 部の 敷設 費を 得ん とする に 至つ 
て、 英國の 活動は 再び 現 はれ ^ 、. 即ち 彼れ は 一面 一九 ◦三年の 利權 !1 約を 根 據 
とし、 他面 一九 〇四五 年の 交に 於て 成立せ る 英佛シ ン デヶー トの關 係を 利用し、 
佛國 と共に 利權 割込の 運動 1: 始めた ので ある、 そして 支那が 彼等の 要求を 容れ、 
同時に 粵漢兩 湖 部 並に 川 漢鄂境 部に 對 T る 借 欵 問題を 併合し、 所謂 粤川 漢鐵道 
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借款なる 名稱の 下 ^ 一括す るの 政策を 採つ たが 爲 に、 英は 佛獨 と共に 句 » ノて 
將に五 百 五十 萬磅 の借欵 契約を 締結 せんとした ので あつ ^ が、 恰 かも 此寺 ® C7) 
モルガン 會社 一派の 米國財 團の參 加 5: 餘儀 なくし、 三國の 提携は 茲に 四 H 共 司 
の關 係と なつた、 時 R 一九 〇九 年で ある 0 

然るに その 際 ic K ける 契約は、 章は 張 之 洞と 協定し ^ る 合同 豫備 契約，」 過ぎ 
なかつ たが 越へ て 一九 一一 年 五月 二十日に 至々 正式 調印 1: 經て 、英の 滙豐 銀行 
は 他の 三 國 資本 圑 (註 二) と 共 k 六 百萬膀 の借欵 (各 百 五十 萬 膀の割 宛 ^ 成功した、 

然 $ 成功した ^ は 相違な い が 彼れ が恒に 自國の 勢力圏と 誇 稱し來 つた 長江 流域 
の m ナ矛權 ic かく も 他國の 勢力を むざ^^-侵入せ しめた 一事 k 至つ ては 果して 
之れ を 何と 評すべ $ か、 列 强の 政策が 所謂 國際 合同 主義の  一 f チ— したと 
云 はれる のは、 即ち 這般の 事件 あつたが 爲で あるが、 然も そは 遂 k 長江 谷に 於 
け. る英國 霸權の 動搖を 語る Tpb だつ たので ある 〇 

(註 一) 外務 部は 英米 西 公使に 對し 、單に 口約の みに ょらず、 公文を 以て その 意味を 傳 

達 L たと も 云 ふ 


(註 二) 四 國財國 は 左の通り 

滙豊 銀行 (英) 獨亞 銀行 ( 獨) 印度支那 銀行 S)  米 國財團 (モルガン 會社外 三 行) 


第 七 項 浦 信 借款 權 


江 蘇 省 南京の 對岸 津浦鐵 道の 終點 たる 浦 口に 起う、 安徽畨 の 中部 1: 橫斷 して 
河南 省の 南部に 人う、 京漢鐵 道の 名 驛信陽 州に 達する 延長 三百 五十 哩の 間に 敷 
設 せられん とする 浦信鐵 道は、 英國に 取う 如何なる 曲折を 重ねて 來た のか 0 

吾人が 旣に 第一 節 第五 欵に 於て 述べた 如く、  一八 九 八 年 八月 英公 使マク ドナ 
，ドが 本線 外 四 線の 敷設を 要求した 時に、 總理衙 門は 回答して 『本官 等は 九 龍 
廣東線 浦 口 信 陽 線 及び 蘇 州 杭 州 寧 波線の 三者が、 鐵 道督辧 盛宣懷 と英國 人との 
間 k 協約せられ つ、 あるを 知れ 6 云々』 (回答 公 書 末 段) と あるょ-^ 見れば、 英國 
と 浦 信 線との 關 係は、 該公 書の 往復に 於て 始めて 議題に 上つ たもので なくして、 
旣に 業に 英國 財團が 着目し 計 書し 運動せ し 事實あ 6 しを 紐る 事が 出來 る、 又 『總 
理衙 門は 盛 宣懷 ^ 訓令 1: 與へ て、 英 '國 人と ょく 妥協し、 條 件を 定め 章 程を 作 
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本官 等. に 報告して、 而して 後 皇帝の 批准を 請 ふべ しと 云 a 送れ $ 云々』 と ある 
よ-^ 見れ は、. 支那 政府は 議時 其の 敷設 權を英 人に 與 ふるの 意思な うし 事 も 明白 
なる のみならず、 當時 本線 ^ 關して 、總 理衙 門と 英淸 組合との 間に 於て、 別に 
草案を 訂し江 蘇 省 浦 口よ 3 安徽 省を 經て 河南 省 信 陽に 至る 旨を 明か R し、 尙一 
切の 借款に 關 する 條約は 滬寧鐵 道の 契約に 準據 ずべき を 定めた ので あつた 0 
然るに 其 後 北 淸事變 南 亞戰爭 の勃發 は、 一般 鐵道 問題 决定 の延 行を 餘儀 なか 
らしめ、 一 九〇 三年 漸く 滬寧鐵 道 契約を fr 成し、 S 本線の 契約 締結 せらる ベ 
く豫 期せられ た 時は、 恰かも 津浦鐵 道 問題 提起せられ、 津浦鐵 道の 完成 迄 再び 
延期 せらる、 事と なう、 後一 九 一一 年津浦 線の 竣了に 伴 a 、 商議 大 に進埗 し、 

仑 の决 定期して 待つ ベ かう しに、 偶々 革命の 變 起う、 不幸 k も 三度 延期の 止む 
なきに 至つ た 0  1 

一九 一二 年 民國新 政府 成る i-c 及び、 英淸 組合は 屢々 英國 公使を 通じ、 をの 豫 
約權 並に 契約 延行に よる 英國 側の 損失 1: 反覆す ると 共に、 津浦 京漢兩 線路を 聯絡 
すべき 本線の 利益を 擧げ、 政治的 並に 經濟 的價 値の 甚大なる を力說 し / 2 ので あ 


る、 その 結果 一九 一三 年 一月 支那 政府は 沈 雲 沛を以 て 浦 信鐵道 事宜を 督辦 せし 
め、 一方 デ！ ゼ！ パム 氏を 總 X 師 として 測量 並 R 各般の 調査を 遂げし め、 又 
英支 委員は 之れ が 契約に 對し て磋 商した、 かくして 同年 六月 借款 契約の 草案 成 
多少 修正の 後參 議院の 認可を 得、 同 十一月 十八 日 支那 交通 部對 支那 中央 鐵 
道會社 代表者 英淸 組合の 間に 正式 調印が 行は れ 穴 0 

一八 九 八 年を 以て 豫約せ られた 敷設 權は、 前後 十五 年を 經たる 一九 一三 年に 
至つ て 三百 萬磅の 借款 權に轉 化した •か、 然も 本線の 將來が 單に 長江 鐵道 網の 一 
部と •して 英國 政策を 賑はす 計 3 でな く、 彼の 露 白 一派の 海 蘭 線に 對抗 して、 支 
那 東西の 一大 孔だ .をな すべき 浦 西 線 (浦 口 信 陽 線 1: 延長して 陝西省 西 安に 至る) の 
前段た るべき を 一考 すれば、 英 の利權 政策には 陸離た る 光彩を 附與 せられた 如 
くで あるけれ ども、 又 一面よ々 本 利權の 所得者た る 支那 中央 鐵 道の 素質 如何を 
顧みれば、. 英にも 一脈の ヂレン マは 免れまい、 

(備考) 浦 信鐵 道の 線路に 關 し、 督辨 沈雲渖 の 報吿に よれば、 該 線は 元 信 陽より 廬州和 
州を 經て浦 口に 達する 計晝 であつ たが 晚近に 至り 左 配 一一 一條の 變更 意見を 生じた かの 
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模樣 である、 

(一〕 信 陽よ リ廬 州を 經て酴 州に 至り、 若く は廬 州より 三界 或は 明 光に 至る紋 、 

(一一) 信 陽より 正 陽關壽 州を 經て叨 光に 至る 線、 

(三〕 壽 州よ リー 枝 線を 出す 事、 

•  «  * 

第三 欵 香港 中心の 利權、 

第一 項 粵 漢回收 借款 權 

讀 者よ、 單獨 に粤漢 (粵 川漢 にあらず' 利權に 就て 云へ ば、 そは 英 肉の 政策に 於て界 港 
、レ 中の 系統に 屬 すべき ものなる が 故に、 吾人は 之れ を本欵 中に 叙述す る 次第で ある 
が、 若し その 史實 より 云へ ば此は 前 欵第六 項の E 頭の 一節に 照應 する ものと 記 一 IM せ 
られ たい、 

1 九〇五 年を 迎へて 支那 側の # 漢鐵 道自辧 熱は 益 激越を 加へ る 計 6( 一九 〇〇 
年 米 國會社 本 利權旣 得)、 先づ 彼の 自主 自辦 主義の 本山 湖南 省の 純 士は 、總 f!! 衙 


# 


門に 建白書を 呈して 

…… ••王 大人 閣下 速 かに 盛 宣懷に 電命して 約に よぅ 力爭 せしめ 必ず 廢 約して 而 
して 後に 已ま しめよ、 湖南 人 自ら 湖南 鐵路を 築設 する 詳細の 方策は、 紳 等速 
かに 當に妥 議上陳 すべし、 迫 切 頌禱の 至ぅ に 堪 へず (同 建白書 末 段) 

と 云 ひ、 次で 廣東 商務 處に 於て は、 三省の 紳董 共に よつ て 「粵 漢鐵 道の 契約 破 
棄の 決議」 が 行 はれ、 又當路 者に 對 する 華々 しき 遊說が 試みられた。  . 

而し て此間 支那 政府 部內に 於て、 盛 宣懷王 之 春の 徒 失脚す るの 事件 起 6、 本 
問題に 對 する 當 面の 責任者と して 張 之 洞岑春 煊の兩 人が 之れ に 代つ た、 玆 k 張 
岑二 氏は 民意 尊重の 政策を 採 $、 囘收费 自辦の 運動を 起した ので あつたが 然も 
實果 は聲 熱の 大な るに 伴は ず、 西歐 記者の 所謂 『その 愛國心 未だ か、 る 卓越の 
高度を 示さず』 で 資金は 容易に 醵出し 得べ くもな かつた、  3 れば此 形勢を 見て 
取 i 逸早く も 資金 提供の 申込を した ものは、 時の 漢口 駐在 英國總 領事 フレ T サ 
T  (Mr.  Fras l v あつたが、 背に 腹は 代へ. られぬ 窮餘の 策と して、 張 總督も 借款の 
止むべからざる を 思 a 、 同年 九月 九日 英國總 領事館 宛に て 彼は 左の 如 & 文書を 
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送つ. たので ある、 日 く  ， 

廣東漢 口 鐡道買 戾の爲 め、 最も 公平なる 條 件に 依つ て、 香港 政廳 よぅ 百 拾 萬 
磅の 起債を 吾人の 爲に 得ん とする 貴下の 盡 力 ^ 對して 、小官は 下の 如き 束縛 
的 保 證を呈 する、 即ち 將來廣 東 漢口鐵 道の 建設に 要する 資金に 就き、 外國に 
之れ を 求む る 必要 ある 場合には、 英國 資本家は 引受 ic 關し 最初の 撰 擇權を 有 
し、 又 若し 國 外よ $ の 購入を 必要と する 埸合 R . は、 英國 商館は その 機械 及び 
諸 材料 供給に 對し 、之れ 亦 最初の 撰 擇權を 有する ので あら ふ 云々 
と、 思へ ば 一九 〇五年 八月 二十 九日を 以て 米國 (華美 啓 興 公司) を 追へ る淸國 は、 
かくて 英國の 資本の 侵入を 迎ふ べき 運命 だつ たので ある、 即ち 本鐵 道は 之れ を 
關 係三賓 湖北 湖南 及び 廣 東) の分擔 として 敷設す るに 決定し、 そして 張岑 兩總督 
は 之れ が 資金 百 十萬變 註 3 ヒ 香港 政廳 よぅ 借款すべく 結 約した、 時に 同年 十月 
六日で ある 〇  . 

尙該 契約の 締結と 同時に、 英支 間には 左記 二 項の 密約を IT 成した とも 傳 へら 

れた Q  :  •  •  、 


二) 自今 南淸に 於て 他國が 鐵道鑛 山の 利權を 要求した 場合には、 必ず 之れ を 
英國に 諮る こと 

(二) 自今 淸國か 南 清に 於て、 鐵道 敷設 及び 鑛山 採掘を 計 書す る 時は、 英阈の 
資本 k 依るべき 乙と、 

英國の 漁夫 利 政策は かくして 成功した ので ある 0 

(註 一) 本借欵 額に 關 しては、 玆には 民國 交通 部 調査の ものに 從つ たが、 ファー、 ィース 
タン •レビ ユー ー九 〇九年 十一月 特別 號 所載の ものに 依れば 百 萬 磅、 又 支那 經濟 全書 
並に 鐵道院 監督 局 編 「支那の 鐵 道」 記載の ものに ょれば 百 五十 萬磅と ある、 附記し 
て參考 とする、 

第二 項 廣九 借款 權 

華美 啓 興 公司 (米) が 廣東漢 口 線の 敷設 利權 を 獲 せんと 運動し つ、 あつた 時に、 
同時 R 彼等は 該 線の 終點廣 東の 附近に 一大 築港 建設の 計 書を なし、 時の 政府に 
申請し ^ 事が あつた、 然るに 若しを の 計 書に して 實 現せら れんか、 爲に 香港の 
受 くべき 影響は 蓋し 甚大な もので あら ふ、 「王冠の 如く 耀 く」 と 云 はれた 香港の 
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盛衰 如何 ^ 對して 、 當 時の 英 人が 深甚な 注意を 拂 a 、 且つ‘ 之が 對抗 策を 考究す 
るに 至つ た 事 も、 從つて 想像 せらる、 順序で あら ふ、 即ち 英國 は此 時を 以て 廣 
東 九 龍 間に 鐵道を 敷設し、 支那 南北の 大 幹線に 接續 して 陸路 香港の 對岸 なる 
九 龍に 物貨を 集中 せんとす る 方策を 考へ 始めた ので あつた Q 

此處を以て英國は支那に對して該線の敷設を.勸誘し、一八九八年三月終に大 
體の 目的を 達し、 督辧 大臣 盛宣懷 と英淸 組合の 代表者 怡和 洋行との 間に 鐵道敷 
設に關 する 八 ヶ 條の假 契約が 締結せられ た、 即ち  . 
r 英國鈒 公司は 最少の 利息を 以て 淸國 政府に 資本金を 貸與 し、 英‘淸 共同し 
て 以て 九廣鐵 道を 敷設す 〇 

二、， 淸國 政府は 廣東 の鹽税 (年 約 百 萬兩) を 以て 之が 擔保 とす Q  , 

三 九 廣鐵道 所用の 技師 長 及 會計 員は 英國 人を 採用すべく、 以下の 事務員は 
技師 長の 意見に ょぅ、 英人淸 人 或は 日本人を 採用す る 事 0 
四、 九 廣鐵道 工事費と して 借 入る、 英國の 資本に 對して は、 前記の 鹽稅 を以 
て抵當 とし、 鐡道 落成 後は 鐵道を 以て 先の 抵當と 入れ 換をな す 乙と を 得 Q 


4 


-4 


五、  汽車 開通 後の 收 入は、 毎月 末香 港の 英國 銀行に 保管を 委任し、 年 一 囘之 
が結算 をな し、 銀行 k 對し 若干の 報酬を 贈る 事と す。 

六、  淸國が 九 廣鐵道 敷設の 爲 6 要した る 費用を 償還せ ざる 間は、 英國に 於て 
鐵 道を 管理す、 償還の 期日 k 至 $ 一部を 返還した る 時は、 一部の 鐵道を 淸 
國 R 引渡す 乙と あるべし 〇 

七、  總て の鐵道 材料は、 英國ょ $ 購入す る 事と し、 其の 五分は 英 國の收 入と 

す〇 

八、  以上の 鐵道 は淸英 兩國の 共同 敷設なる を 以て、 兩國 政府 之が 主たるべ し Q 
と 云 ふの •か 大體の 骨子で あつた、 加 之 過ぎて 同年の 八月に 於て、 英國は 支那 當 
局ょ $ 重ねて 本線に 對 する 敷設 權 獲得の 豫約 を 得た 爲 に、 香港 繁榮 維持 策に 於 
て 一先 づ 安堵し 假令廣 東に 於け る 築港 問題が 進埗 するとしても、 必らず しも 香 
港の 將來は 憂 ふるに 足らぬ 事と なつた のみならず、 他方 米國會 社の 粵漢鐵 道 敷 
設問 題は 實 地に 於て 兎角 捋明 かず、 從つて 築港の 如き も その 爲め 或は 立 消たら 
ん とする ^ 至つ て、 英國は 本線の 敷設を 急速す るの 當 面の 必要は なかつ たので 
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ある、 そして 一九 〇五 年までは 何等の 施設 も 行 はれず して 過ぎて 了つ た、 然る 
に此 頃に. 至 4 漸く 內外 の. 事情は、 英 人を 驅つて 本線 敷設の 實行を 急がし める の 
氣 運が 生れた、 、ノ 即ち 一方に 於いて 上記 假 契約に 由つ て 得た る利權 に對 して、 英 
淸 組合の 如き 大 資本を 擁する ものは 何故に 之が 實行 を 遷延す る やと 云 ふ 論議が 
八ヶ間 敷な つたの みならず (註 一) 他方 上記の 英 國利權 によれば、 夫は 廣 東よぅ 英 
國 所轄 地の 境界に 至る 八十 九 哩の鐵 道 敷設に 對する もので、 同 境界よぅ 九 龍 R 
達する 二十， 一哩の 敷設なる ものは 含まれて ゐない 、然も 實際 上南淸 k 於け る英 
國 勢力の 根據を 固く し、 香港の 隆盛 5: 希望す るから には、 是非共 英國 管理 地內 
の ものを も 同時 ^ 急設す るの 必要が あると せらる、 に 至つ たの. である 0 

玆に 於て 恰か 7P # 漢鐵 道 k 對 する 米 國會社 所得の 敷設 權買收 費の 調達に 成功 
したる 香港 政廳 は、 淸國 政府に 向つ て 九 龍 深圳間 (英國 管轄 地內鐵 道の 分) 敷設の 
旨 5: 通告し、 同年 下半 测量を 開始し、 同年 末 k は 旣に 半哩の 築堤' を 了へ、. 墜道 
架橋 等 幾多の 難 工事を 敢て して、 著々 目的の 進埗を 計つ たので あつた 0 

反 之 支那 部 (廣 東深圳 間) の 敷設 八十 九哩 はま だ 著 手せられ なかつ たが、 さ 点と 


て 何日 ' i でも 其 儘に 放任す る Z: とは 許されない'  九 龍 深 圳線ば 之れ を 廣 東深圳 
線に 連絡す るに 於て 始めて 有意義な ものであるが 故に、 英國は 此後屢 々支那を 
誘齔 し、 結果 一九 〇七年 三月 三日、 北京に 於て 中 英九廣 鐵道條 約は 調印せられ、 
英淸 組合は 鐵道 敷設 費 及 工事中 利子 支 拂の爲 め K 要する 百 五十 萬磅の 起債に 應 
じ、 玆に借款權を設定し方のである〇 

本粢 約が 一度 世に 發表 せられる と、 當時粵 漢利權 の 回收に 成功した る 廣束出 
身の 人士 共は、 玆 R も 利權の 回收を 絕 叫し 始めた ので あつたが、 それ も 遂に 本 
條 約の 根 # を 覆へ すには 至らな かつた。 

(註 二  此の 議論  i  一九 〇五 年 35: 月 十日 {C 於け る  The  Hon.  Gresham  Stewart,  cburmsl  of  the  Com- 
巨 ttee  of  the  China  Association のな したる 演舌に 於て 見る も 明かで ある。 

第三 項 廣厦 借款 權 

一九 〇五 年の 秋、 支那 張 振 ® 等は 廣 東ょぅ 厦門に 達する 約 三百 餘哩 の鐵 道を 
敷設 せんとして 株式 會社深 潮鐵路 公司を 起し、 先づ 東門 州ょ 3 黄 補 k 至る 拾哩 
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を 速成 せんとした が、 豫定 敷設 費 八十 萬 雨の 調達に 苦んで 挫折し、 又 福 建 省 境 
の 黃崗に 至る 二百 七十 五哩 は、 測定を 了せ 3 と 3へ傳へられながら著手3れな 

い 0  . 

•m 

然る ^ 本線 (廣東 厦門 間) は、 支那 東南の 海岸 鐵 道の 一として 重要なる 使命 5: 有 
する 爲に、 支那 政府に 於ても 築路の 意思は 無論 あつたが、 殊に 九龍鐵 道との 關 
係 上， 英國は 本線に 關 する 特殊 利權の 獲得を 必要と し、 上記 鐵路 公司に 對して 
敷設 資金の 貸與を 申込み、 遂に 一九 一三 年 十月 借款 契約を 成立せ しめ、 滙豐 ® 
行は 百 . li 十萬磅 に對 する 借款 利權を 獲た ので ある 0 

第 四 項廣澳 借款 權 

廣東省 城ょぅ 古 鎭江門 石 岐を經 て澳 門に 至る 七十 哩の鐵 道は、 一九 〇四吞 十 
一月 淸葡 廣澳 鐵道會 社が、 その 敷設の 允許を 得て、 淸國 及び 葡萄牙 兩國の 出資 
に 依るべき 計 書で あつたが、 其 後に 至ぅ 資金の 應募 意の 如くなら ず、 殊に 淸國ょ 
葡國 との 關 係を 取. 〇 消さん とする 意思を 有し、 右 調 金の 思は しからぬ こ 口 * S し 


遂に 曩の 契約を 彼 •棄 し、 會社は 華商 廣澳 鐵路 公司と 改稱 し、 純 支那 國 人の 組織 
に 依つ た〇 

然るに 右 公司が 地方 富豪 典を 株式と せる に枸 はらず、 資金 不如意に して 開エ 
に 至らず、 即ち 英國 は此 間に 運動して 借款 利權を 獲ん とし、 支那 も 亦 一九 一一 
年以來 開 X を 急ぐ の 傾向 ぁる 爲め、 遂に 一九 一三 年 十月 香 上 銀行は 右 公司 k 對 
して 百 五十 萬磅の 借欵を なすべき 契約を 訂 結す るに 至つ たので ぁる 〇 

第四欵 長江 印度 聯絡の 利權 

'  ,  - 

第一 項沙興 借款 權  、 

近く 英國の 獲得せ る沙市 興義鐵 道の 利權關 係を 說 くに 當つ ては、 吾人は 先づ 
筆を 孫 逸 仙の 計 書せ る 廣東重 慶鐵道 問題に •起 5 なければ ならない 0 

一九 一二 年 九月 孫 逸 仙が 中 國鐵路 公司 總辦 となる や、 彼れ は 重要 幹線 一萬哩 
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敷設 計 書を 樹て 、をの 第一 着と して 南は 廣 東よ 6 北は 四川の 重慶に 達する 約 一 
千 哩の鐵 道を 建 t 註 ごせんと した、 之れ 四川の 貨物を 陸路 海港 ^ 達せし める t 
捷徑に して、. 重慶 よう 廣 東に 至る こ その上 海に 至る ものよう も 距離に 於て 約 二 
百 五十 哩の 得が ある、 即ち 經濟 上 # 重要 線た る 本線は、 更らに 人口 政策 上よ A 
見る も 稠密なる 四川の 人民を 移して、 稀薄なる 貴 州の 野に 送るべき 機 會を與 へ 

るに 相違ない ので ある、 所謂 新 理想主義を 標榜せ し 孫 氏の 期待に 背かざる べき 
線路で あつた 〇 

然るに 之れ が 建設に 關し ては、 支那の 狀 態よう 云 a 資金 並に 建設工事は 之れ 
を 外國の 請負業者に 謀る の 必要 あるは 論を 須た ぬ、 と 同時に 從來 の 獲 # を 
專斷 しつ、 ある 列强の 資本 團 k 對し て、 所謂 官僚 的 協定を 敢てし 彼等 1: して 法 
外なる 慣例的 利益を 貪らし める よ 6 も、 沉く 世界の 請負業者に つき、 その 最も 
支 到 k とう 有利なる ベ & ものを 物色す るの 必要が あつた、 かくて 孫 氏 等の 物色 
の 結果は 彼の 世界中 最大の 鐵道 請負業者な 5 ボ丨 リング 商會 (P 目 1 B* g  &  Compauy, 
Limited  of  London) ^ 向つ て 目星 ?: 付け々 0 である 0 


轉して 說く鐵 道利權 問題に 對 する 英國の 特殊 機關 保護 政策は 恰 かも 此の頃 ^ 
以て 動 搖し來 ぅ、 有爲 なる 請負業者を して 寧ろ 自由にを の 手腕 1: 振は しめんと 
する 新政 策の 迎 へらる、 時機に 遭遇せ る 事と て、 ■曩 きに 綿 愛鐡道 問題に 關係あ 
る.。 ホー リング 商會の 如き も、 久しく その 活躍を 封 ぜられ たる 支那 中原の 利權を 
爭 a 得る 狀 態とな つたの みならず、 事實。 ホ 社は 鐵道 敷設 上の 手腕 並に 經驗 に 於 
て、 優 ^ 從來そ の權 勢を 擅に せる 銀行 團ょ 6 も、 支那 侧の滿 足を 買 ふに 足る ベ 
き條 件の 下に 此等鐵 道の 敷設を 請負 ふ 事が 出來 たので ある。 

即ち 支那 側に 彼の 意向 あぅ、 英國 側に 此の 情 形 あ. CN で、 遂に. 一九 一三 年 七月 
四日 中國 鐵路總 公司を 代表した る 孫 逸 仙と、 。ホ I リング 商會の 代表者 口 1 ド •フ 
レンチ(LordFrepcll)とは上海に會し、 大略 左の 如き 借款 豫備 契約 ?: 協定す るに 至 
つた 0  \  • 

債權者 英國ボ ーリ ング 商會、 

目 的 廣東重 慶間鐵 道 敷設 費 充當、 

起債 額 (註 二) 八 百萬據 、 
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利子 年 五分、 

手 取 額 九十 六、 

擔 保 本鐵道 全部 並に*^ の收益 及び 民國 政府の 保證、 

特殊 條件  ボ— リング 商會は 同 一條 件に よう、 本鐵 道よ. CN 接續 して 甘 肅省蘭 
州に 至る 延長 線を 敷設す る 優先 權を 有す、 右 優先 權は 本鐵道 開エの 日よ 
i 七ヶ 年間 有效 なる ものと す、  / 

然るに 同月 十六 日を 以つて 江 西の 地 ^ 反袁 主義の 革命 亂起る や、 袁世 凱は 同 
十八 日 ^ 至う 突如 鐵路 總辦 なる 孫の 印 絞を 解き、 鐵道 問題は 凡て 交通 部の 所轄に 
移した、 恰かも 廣重鐵 道 借款 豫備 契約書の 偷敦 到着 前 僅かに 二日の 出來 事で あ 
る、 從つ て該 借款 問題の 進埗 は餘 儀な く 停止され ざる ?: 得 ざ •る 破目と なつた が、 
元來 右は 孫が 契約 締結の 資格 あう し 時代の 產 物なる が 故に、 その 有効 J. つ 適法 
の ものなる 事は 英 支兩國 政府の 認容す る處で あつた、 加 之 支那の 立場よ 6 見る 
も、 該 借款 契約の 特長た る 步合制 請負の 方法を 採用し 之れ が 前例 ^ 開く は、 鐵 
道 問題の 將來に 對 する 一大 利益を 設定す る ものである、 即ち 右の 二郵“ •よ 一度頓 


挫 せんとし たる 英 支の 關 係に 再び 生氣を 送る の 動因と な $、 交通 部對ボ 社の 間 
には ある 種の 利權 協定が 行は る、 ととな つたが、 然も そは 從 前の 廣重鐵 道の 問 
題に 代 ふるに、 支那に とう 一層 緊急を 要する 一 線路、 即ち 漢 口と 西南 諸 省と を 
聯絡す る鐵 道の 敷設を 以てした ので ある、 之れ ぞ 吾人の 主題た る 沙興利 權の發 
端であった 〇 

かくて 一九 一三 年 十二月 十八 日、 ボ T リング 商會 代表者 ロ ード •フレンチと、 
民國 交通 部總長 周自齊 との 間に、 所謂 沙興鐵 道 借款 契約は 締結せられ た (浦 信鐵 
道 契約 締結 後 僅かに ーヶ月) 而して 之れ が豫定 線路の 所在を 見れば、. 湖北 省沙市 
の對 岸 k 起っ 1: 湖南 省 常德に 出で、 彼の武 .陵 桃源の 本塲 よう 辰州沅 州を 經て貴 
州 省 城 貴 陽に 入う、 更らに 興義に 達する 幹線 六 百 五十 五哩 、並に 常德 よう 分岐 
益 陽 1: 經て 長沙に 至る 枝 線 百 〇五哩 、從 って 本線は 沙市に 於て 川漢鐵 道に、 興 
義に 於て 滇百鐵 道に、 又 長沙に 於て 粤漢 寧湘の 諸 線に 聯 結すべき 將來を 有す；。 

思 ふに 本線は 楊子 江 流域と 西 江 流域と 5: 連絡す る ものと 見るべく、  古來 湖北 
湖南 貴 州 a 南の 交通 上の 大路に 當って ゐ る、 假令 湖南の 辰 州よう 貴 州の 興義に 

第一章 英  國  九 三 
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至る 間に 於て、 山岳 多く 物資 豐か ならざる 部分を 藏 し、 鐵道 經營の 上に 幾分 祀 
憂な き 能は ぬ點 あるに せよ、 然も 大局よぅ 見て 本線が 支那に と 6 政治 上 經濟上 
の 重要 線た るは 云 ふ 迄 なく、 英國 政策 上よ- CN 考 ふる も、 そは IH し  彼れ 於 積 
年の 鴻圖 たる 「長江 及び 印度の 聯絡」 に 形成すべき 雄 節た るを 知る に 於て は、 
また 他の 多くを 云 ふの 必要は ないで あら ふ 〇 

(註 一〕 廣 重鐵路 の豫定 經過 地と して 當時傳 へられた る處に よれば、 廣東省 城より 西 江 

に 沿 ふて 廣 西省桮 州に 出で、 桂林を 過ぎて 湖南 省に 入り、 靖州沅 州を 經て貴 州 省 思 

南に 至リ 、それよ リ 四川 省 重慶に 達する ものである 〇 

(註 二〕 借欵 額 (廣重 S 豫定八 百 萬 磅を耍 すべき も 契約には 先づ五 百 萬磅と 記載せ る やに 
も傳ヘ られる 0 

<  第二 項寧湘 借款 權 

沙興 利權が 英國の 手中に 歸して 僅かに ニヶ 月、 一九 一四 年 二月 1: 以て 英國の 
鴻圖 「長江 印度の 聯絡」 ir 威嚇すべき 四川 雲 南廣東 線の 利權が 佛國の 占有に 委 
せられた 事は、 第三 國の 到底 想像し 能は ざる 程の 奥 奮を 英國 の利權 政策に 附與 


する の 結果と な $、 彼の沙 興鐵 道の 姉妹 線に して、 旣に 一九 一一 年以來 支那 當 
椅 と數 回の 交渉を 試み 來れる 南京 長沙鐵 道の 利權 問題 k 對 し、 英は 激烈なる 獲 
得 運動を なすに 至つ たので ある 〇 

彼れ の 運動 効を 奏し、 一九 一四 年 五月 三十 一日を 以て、 民國 交通 部 總長朱 啓 
鈞 財政 部總長 周自齊 對中英 公司 代表者 エス •エフ •メ  r ャ l g i. GQ .g  g 4 i) に 間に 
於て、 所謂 寧 湘鐵道 借款 契約なる もの 成立し、 英は 起債 額 八 百 萬 磅に對 する 借 
款權 を 獲た ので ある。 

抑 も 寧 湘鐵 道の 豫定 線路は 如何、 先づ 滬寧鐵 道の 終點た る 南京を 起點 とし、 
南下 安徽省 寧國に 至う、 徽州府 ょう 西 轉江西 省 景德鎭 に 奮し、 飜陽 湖の 東南 部 
を迀廻 して 南昌に 出で 江 西鐵路 の豫定 線を 走うて 萍鄕に 入う、 洙萍鐵 道に 由つ 
て 洙 A に 至. CN、 更らに 長 沙に 達せん とする もの (註 一) その 延長 實に七 百 七十 四哩 
に 亘る、 若し 本線に 關聯 して 英國が 敷設 優先 權を 有する 寧 國廣德 間 寧 國蕪湖 間 及 
幹線の 一地 點 ょう 武昌に 至る もの ?: 合すれば、 總 延長 凡そ 一千 哩を算 する に 足 
る、 而して 本線 敷設の 價値 如何を 一考す るに、 安 徽浙江 諸 省の 內地 交通に 一大 
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至便を 與 ふべき は 云 ふ 迄 も なく、 彼の 上海 南京 鐵 道の 効力を 一層 增大 すべく、 
特に 沿線 物 產の開 發には 極めて 顯著な る 影 ® を與 ふるに 相違ない、 槪 4 ，日す る も 
土地の 多くは 耕作 中に 屬 し、 茶棉 並に その他 工業の 類も發 達の 將來を 有しな が 
ら今尙 ほ 幼稚なる 範圍に 限 局せられ、 又 石炭 金銀 銅 鉛 等の 無限の 鑛產も 舊式採 
掘 法 R ょる もの 多き 狀態 'て おる が、 本線の 敷設が 如何に その 將來の 開發に 資す 
るかは 想像. に堪 へたる 次第で ある、 聞く が 如く / L ば 英國は その後に 於て、 本 計 
書實 行の 爲め、 從來滬 寧鐵 道の 技師 長た $ し 英人ボ 丨ブ (> .ギ . d .  pope) をして 支 
那 交通 部 顧問たら しめ、 以て 之れ が 諸般の 準備を 整へ、 且つ 技師 數 名を 派遣し 
て 測量 k 着手せ しめ、 更らに 南京 城內鐵 道へ 旣設 ¥ も 本線の 一部たら しむべく 一 
九 一四 年 六月 六十 萬 兩を以 て 政府 買 上の 策 5: 採らし めた ので ある 0 

記して 玆に 至ぅ、" 特に 吾人の 注意 ^ 値する 一事が ある、 即ち 本線の 一部 ^ 於 
ける 日英 利權の 衝突で ある、 曩 きに 日本の 東亞 興業 會社が 、 一九 一二 年 九 江 南 
昌 間の 鐵道 敷設 費 (五 百 萬圓) 借款 契約を 締結す る や、 間 時に 南 昌萍鄕 線の 敷設に 
關して も、 二 千萬圓 投下の 內 約を も 協定した ので あつた、 然るに 此度英 亂 の 叫 


權も亦 本線の 敷設を 豫定 する に 於て は 日本の 旣得權 は、 事 實英の 新 利權の 設定 
に よう 侵害せられ たので ある、 一九 一四 年の 六月 一日 偷敦 新聞 北京 通信員の 報 
吿に 謂へ らく、 英國は 寧 湘鐵道 及び 其 枝 線の 利權を 獲得した 事に 依う、 福 建よ 
う 長沙に 出で  中途枝線を長江沿岸に延長する鐵道利權の獲得に腐心中な 〇 日 
本に 一歩を 先んぜる 計う か、 廣東漢 口上 海 k 亘る大 三角形 中の 重要 鐵道 は、 皆 
英國 の經營 R 屬 すべき ものなる 事 V 宣言し 保證 したので ある 云々 と、 又 日本は 
支那に 於て 大規模の 鐵道を 經營 せんと すれば、 是非共 偷敦 市塲の 援助を 俟つの 
外は ない、 故に 苟 くも 英國の 勢力 範團に 侵入 せんとす る 企圖に 對して は、 英损 
は當然 之れ を 否認し 得べ & 筈で ある、， 玆に 注目すべき は、 日本が 楊子 江 谷に 於 
ける 鐵道 野心の 失敗に 關し ては、 列國一般に快心しつ、ある事であると、 惟 ふ 
に 彼の 英國 の自稱 勢力圏た る 長江 流域の 利權 問題に 關 し、 英國の 採れる 競爭者 
排撃 政 •策は、 决して 一朝一夕の 事實 でな $、 彼れ が爾來 露を 追 a 白を 追 a 獨 を 
勢 a 又 佛を追 はんとせ る 埸面獨 占 主義の 立場よ 3 すれば、 ある 意味の 强敵 日本 
勢力の 此の方 面への 侵入は、 或は 彼れ として 默 過すべからざる る 事件に 相違な 
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く、 右 通信員の 論調が 南 萍線間 題を 棚に. 上げ、 逆に 日本の 政策を 誹謗した 事實 
なぞ も、 彼等の 筆法を 熟知せ る 吾人に 取ぅて は、 必ずしも 珍と する には 足らな 
い rJ と、 も考 へる Q 

要する ^ 寧 湘利權 の 獲得は 英國 政策の 一大 成功で ある、 通信 子の 所謂 大 三角 
形 主義の 利權 系統に 於て 然るの みならず、 彼の 露 白の 海 蘭に 對抗 すべき 南部 支 
那橫斷 の利權 政策の 立塲に 於ても、 沙 市興義 線と 共に 旣に八 分の 根荐を 布植し 
得た る ものと 云は ねばならぬ 〇 

(註 一〕 英國 側の谅 定 に 從へ ば、 南昌 以西の 線路は 二 あり、 一は 南昌 ょリ瑞 州を 經て直 
ちに 長沙 に 達する もの、 他は 南昌 ょり 萍鄕に 出で、 法萍鐵 道を 利用して 洙州に 達 L 
長沙に 至る もの (上記 本文 中の もの) 現在に 於て は 後者を 優勢と する 〇  • 

第 四 節. 繋爭 中の (主要) 利權 
第一 欵滇 緬鐵道 


一九 一四 年 一月 化 京 電報は 報じ 1: 云 ふ 『駐支 英國 公使ジ fn  , ダン 氏は、 北京 
政府に 向つ て 滇緬鐵 道の 敷設 權を 要求す』 と 

抑も滇 緬鐵 道とは、 英國 緬甸鐵 道の 終點 たる 巴莫に 起う、 伊 拉茺第 河を 橫斷 
し、 太洋 河を 遡う 東進して 雲 南 省に 入う、 蠻 允、 于厓 等の 土 司を 過ぎ、 騰越に 至 
6 潞 江爛滄 江を 渡 $ 大理府 の 南方 下關に 達する 延長 三百 八十 四哩を 有する 線路 
であるが、 曩に 一九 〇五年 乃至 七 年の 交、 英國が 印度 政府を して 測量せ しめた 
る 報吿に 依れば、. 巴 莫騰越 間 百 二十 哩は 、さした る 工事 上の 困難 もな く、 又 X 
事 費 豫算百 十 萬磅を 以て 輕便鐵 道を 布 設し得 (註 一) べしと も 云 ひ、 をして 開業 後 
の豫 想ょ うすれば、 同所は 重要なる 商路に 當る爲 め、 貨物の 出 廻う も 割合に 多 
く 二分の 配當 をな し 得る 見込なる に 反し、 騰 越大理 間は 工事 困難の 爲め 三百 萬 
磅の 敷設 費を 要し、 經濟上 綿糸 布の 輸入を 助長し 得る 外 • 餘 i 確實な る 利益を 
豫想 するとは 六ヶ 敷との 事で ある 〇 

去. CN ながら 元來 本線 敷設の 目的は、 英國に 取つ ては 經濟 上に存 する ょう も 寧 
ろ 印度の 國 防を 主眼と した ものなる とは、 當初 彼の マンダレ 1 鐵 道の 敷設 敢行 


支那に 於け る 支那 鐵道 利權と 列强の 政策  一〇〇 

あ $ し事實 (但し 一九 〇 三年 以後 之を 中止し、 滇緬鐵 道を 延長す る と とした) に 見 
る も 明か だとの 說も ある、 加 之 雲 南 侵入の 佛國 勢 ^ に 對抗 する の 意思 も 窺は れ 
る 3 へ ある ^ 徵して も、 經濟 的鐵道 政策の 色彩よぅ も 政治的 乃至 軍事的 政策の 
肌合が 過ぎて ゐる らし S、 只々 開通 後の 地方 的 交易 並に 長江 印度 或は 四川 印度 
の 連絡よぅ 生ずる 經濟 利益の 增加に 至つ ては、 蓋し ヱ ンス n 丨 氏の 所謂 『ラン 
ヵシャ ー エ業の 繁榮 助長の み』 には 止まな から ふ 0 

元本 線の 敷設に 關し ては、 一八 九 四 年 及び 一八 九 七 年に 於け る英 淸兩 國緬甸 
支那 境界 條約中 r 淸國 政府は 雲 南に 鐵 jt を 敷設す る 時は、 英國の 緬甸鐵 道と 聯 
絡すべし」 との 條文 ある k 甚 §、 滇緬 鐵路の 修築 1 i 英國 に對 して 承諾せられ た 
虞で あるけれ ども、 後 外務 部は 之が 回收を 英國に 提議し、 各 境界に よ i 自分 修 
築す る 乙と となし、 而して 支那 政府 側は 彼の 利 權囘收 の 旺盛なる に 委せて 雲 南 
省 民の 自辦を 許可した が、 省 民 等は 二 千 四百 萬 雨を 投じて、 延長 一千 七 百 支那 
里 軌道 幅員 四 呎八吋 案を 樹て ながら、 經費 不足の 爲め計 劃 書 餅 k 歸 し、 遂に 今 
日 ^ 及んだ ので あつた 0 


玆に 於て 英國は 年 來の關 係 ?: 利用し、 最も 工事 上 都. 合よ き 線路つ いて その 敷 
設 を 要求した わけ だが、 之 R 對 する 支那 政府の 許否の 程は. 未だ 道路に 傳 へられ 
ない、 とは 云へ ^ の 目的よ $ する も 寧湘沙 興を 獲た る 今日、 之が 利權の ある も 
のを 握る 乙とは 只 時日の 問題に 過ぎな S と 思 ふ Q  ' 

r 註 一: >  之れ が 工費は 一說 に よれば 七十 六 萬 三千 磅 にて 足るべし とも 云 ふ、 

(備考) 本鐵 道に 關 しては、 本章 第一 節 第二 欵を參 照すべく、  印度 及び 支那 il 格の 線路 
問題は 旣に 古くより 存し た處で あるが m 緬鐵 道と しての 直接 關係は 上記 本文の 如き 
もので、 一九 一四 年頃は 英國が 佛國の 支 鐵利權 の 新規 獲得に 對 して、 一層 本權 利の 
把握を 急いだ 傾向が 見える ので ある  - 

:  第二 欵許 襄鐵道 

一九 一四 年の 晩春、 英國 公使を 通じて 支那 政府に 新たに 要求され たる 一線が 
ある、 をは 河南 省の 中部 京漢鐵 道の 主要 驛許 州よぅ、 西南に 進んで、 湖北 省襄 
陽に 達する 百 五十 哩の 延長を 有する 線路 である、 
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抑 も 本線は 湖廣雲 貴の 諸 省ょ- 〇 北京に 通す る 古來の 要路に 當 6、 漢江 支流の 
流域に ょぅ 經濟上 重要なる 位置に ある 爲め 、支那 政府と しても その 敷設に 對す 
る 色氣は 多分に ある、 玆に英 國中英 公司は 一は 支那の 內 心を 觀て取 6、 一は 自 
國鐵道 網 政策 實 現の 一端と して、 之が 敷設 資金 貸與の 交渉を 提起した が、 歐洲 
大戰前に於ては兩者の協定は餘程進埗したのであつ穴〇 

第五 節 揚子江 流域と 鐵道 政策 
第一 钦 長江 流域と 英國 との 關係 

1 九 一四 年 七月 十日 英國 外相 グレ t 氏は 議會に 於て 揚言す らく 
揚子江 流域に 於て は、 旣に 英國の 資本を 投じ 居れる 鐵 道 R 關する 利益の 外、 
何等 特別の 權 利を 有しな S が、. 吾人は 同地 域に 於て、 今後 更に 鐵 道を 敷設す 
るの * 利 ある 乙と、 且 將來鐵 道 ^ 關 する 許與は 英國の ものたら ざるべ から ざ 


る 乙と を 信す る、 抑 も 支那 鐵道に 關 し、 支那 政府は 一八 九 八 年英國 政府と 交 

換 したる 文 養に 依 3、 揚子江 流域は 他國に 之を 割讓せ ざるべき 誓約を した、 

. \  » 

右の 誓約は 今 尙ほ其 効力 存續 し、 今日 迄 右 地域 割讓 に關 しては 何等 問題の 惹 
起せられ た 事は. な S ので ある Q 

一八 九 五 年 香 上 銀行は、 支那 借款 參 加の 件に 關 し獨亞 銀行と 取 極めを 結んだ 

f  .  - 1  -  ^  -  •  .  -  • .  .. 

が、 鐵 道の 投資 問題は 特別 取 極めを 以て 協定 するとと したので ある、 一九 〇 

五 年 右 取 極めに 多少の 變更を 加へ、 兩當事 者 自由 活動の 範 圍を擴 張し、 一 八 

秦 

九 八 年 右兩國 團體に 於て 支那 鐵道 建設に 關 し、 英獨の 利益 範圍を 劃定せ る 取 
極めを なし、 揚子江 流域は 英國に 山 東 省は 獨逸に 之を 讓る 乙 ととした、 右は 
兩國 企業者 間の 取 極めに か、 5兩國政府間の條約ではない、 一九 〇九 年英獨 
佛 間に 湖 廣鐵道 借款 契約 締結せられ、 一九 一一 年米國 之に 加入し、 是等取 極 
めは 更に 複雜を 來した ので あるが、 近來本 大臣 並關係 團體は 右 紛糾を 解かん 
が爲 めに 盡 力し、 現に 大な る鐵道 讓與に 關し 目下 懸案 中の もの も あるので あ 
る、 團體 間の 特別の 協定は 今や 各國 をして、 支那に 於け る 特殊 利益を 有し 居 
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る 地域に 於て、 從來ょ 6 も 自由に 活動せ しむる に 至る で ^ らふ 云々、 

と、 思 ふに 晚近 英國の 有識者 間に 論難せられ つ、 ある 長江 流域に 於け る 英國の 
所謂 勢力 範圍が 逐年 列 國の爲 めに 侵略せられ、 單に 鐵道鑛 山と 云 ふが 如き 最重 
要視 せらる もの、 みならず、 一般 貿易 上の 競爭 k 於ても 稍 も すれば 日米 獨 等の 
發展 に抗し 得ず、 日に 凋落の 觀なき 能は ざるを 慨 し、 直接 政府を して 之れ が 擁 
護 運動を なさし めんと 努力し つ、 ある Z: とは、 特に 吾人の 注意す べ& 事柄で あ 
る、 右 外相の 演舌も 這 個 運動の 餘波 として 議員の 爲 せる 質問に 對 する 答 辯で あ 
るが、 その 前半に 於て 『揚子江 流域に 於て は 旣 k 英國の 資本を 投じ 居る 鐵 道に 
關 する 利益の 外、 何等特別の權利を持たぬ』と云へる自白に « いて、將來同地 
域に 於け 6 『鐵 道に 關 する 許與 は、 英國の ものたら ざ るべ からず』 と 高調し、 

其 後半に 於て、 列國 との 協定は 湖 廣鐵道 借款 契約 以來 『更に 複雜 し來』 れるを 
說 いて、 英國獨 占の 儘ならぬ ?: 嘆 じたる 後には 『今や 各國 をして 支那に 於け る 
特殊 利益を 存し 居る 地域に 於て 從來ょ 3 も 自由に 活動せ しむる に 至る』 べきを 
斷 じ、 暗に 長江 流域に 於け る斯國 勢力の 安固を 諷して わる 0 


而して 右 英國現 外相 グレ I 卿の 言說 は、 果して 那邊 まで 吾人の 信賴に 値する 
か、 吾人は 第三， 者の 立場に 於て、 以下 少しく 本題の 下に 評論を 試みたい。 

第二 歎 英國 勢力 樹立の 經路 

英國の 長江 流域に 垂涎す る 歷史は 古い、 そして 久しき 間 彼は 之が 爲に 佛國と 
爭つ たが、 然も 相互の 勢カ ー緊 一張して、 未 •た 遽か に大膽 なる 中原 鐵道 政策 1: 
行は しめず、 爲に 英國は 一八 九 六 年 一先 雲 南 四川に 於け る 利益 共通に 關 する 協 
約を 締結し (註 一) 以て 徐るに 政策 遂行の 時機の 到來を 待つ たので ある。 

とは 云へ 此 頃ょぅ 支那の 國 情急轉 し、 列强 勢力の 奔注は 東亞の 大陸に 津波を 
打ち、 爲に重大なる土地的利權外溢の傾向が激成され /2 、 即ち 日 淸戰役 後老大 
國の實 力が 暴露した 結果で ある、 されば 一八 九 七 年 山 ^ に 於け る獨 逸の 膠州灣 
租 & の假粢 約に 傲 ふて 色めき 渡つ た 二三 强國の 勢力 分野を 想像 t たる 英國 は、 
支那 中原の 富 庫の 地 1: して 他國の 勢力下に 在らし める を 欲せず、 自國の 經濟的 
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地位の 優越 5: 將來に 確保 せんが 爲めに 、 支那 政府に 向つ て 揚子江 沿岸 不割讓 問 

題を 提起し、 其 局 一八 九 八 年 二月を 以て 之か條 約を 締結した、 之れ 英國が 揚子 

江 流域に 其 勢力を 樹立す るに 至れる 最大 至 重の 原因で あ •る、 今該條 約 k 關 する 
公文を 示せば  * 

サー •マ ク ドナ〆 ド 公使ょ $ 總理衙 門 宛  • 

殿下 及 閣下 等は、 英國が 貿易の 自由 交通 及發 達を 確保す る爲 め、 現に 淸國の 

、完全なる 領有に 屬 する 揚子江 地方を、 永く 淸國の 所有と して 保持す る 乙と に 

常 R 頗る 重き 1: 置く 乙とは、 淸國 政府の 承知す る 所た る 旨を 旣に數 回 高 諭せ 
られた ぅ、  - 

余に 於て 淸 國は决 して 楊子 江 沿岸 各省の 土地を、 租借 出典 其 他 何等の 名義を 
以てする k 拘 はらず、 他の 何國 にも 讓與 せざる べしとの 確實 なる 保證を 得て 
女皇 陛下の 政府に 通知す るを 得 ば 幸甚、 此の 保證は 殿下 及 閣下 等の 高論と 全 
く 調和す る ものな $、 X 且、 

一八 九 八 年 二月 九日 北京、 ベ 於 V 


總理衙 門ょ-^ サー •マ ク ドナ， ド 公使 宛  ， 
總理衙 門は 英國 公使ょ $ 二月 九日 附を .以て、 英國が 貿易の 自由 交通 及發 達の 爲 
め現に淸國の完全なる領有に屬する揚子江地方を、 永く 淸國の 所有と して 保 
持す る 乙 とに、 常に 頗る 重きを 置く 乙 とは、 淸國 政府の 承認す る 所 / 2 る 旨を 
當衙 門に 於て 旣 k 數回吿 示した る 乙と 1: 記述 •する 公信を 領收 し / 2 るの 光榮 乞 
有す 英國 公使は 淸 國が决 して 揚子江 沿岸の 各省に 於て (何れの 地域を も.) 租借 
出典 其 他 何等の 名義 1: 以てする に 拘はら ず、 他の 何國 にも 讓渡 せざる べしと 
の確實 なる 保證を 得て、 女皇 陛下の 政府に 通知す る 1: 得ん 乙と を 望め 
當衙 門は 註 言す'  揚子江 地方は 淸國 全體の 地位 (利益) に 最大 關 係を 有する が 故 
に、 (其內 の) 地域を 別國 R 出典し 租 給し 又は 割讓 せざる は 勿論なる 乙と ?: 今や 
女皇 陛下の 政府は 其 利益 關係 (掛 慮) を 表白せ るに 付き 當衙 門に 於て、 此 通牒を 
英國 公使 k 附し 、以て 其 政府に 通知せ しむる を 義務と 認めた ぅ 

敬 具 

光緖 二十 四 年 一月 二十日 
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即ち 右に 就て 見る も、 揚子江 流域の 不割讓 は 决定さ れ たけれ ども、 同地 域を 
以て 之を 以て 英國の 勢力 範圍た らしむ る 意味は 毫末 も 求め 得ない のみならず、 

其 流域の 範圍も 亦 明示され て ゐな S  (註 二) 然る ^ 英人が 之 1: 以て 自家の 勢力 範 
圍な るか k 振舞は /L とする に 至つ たのは、 餘ぅに 身 藤 手なる に 相違ない が、 由 
來 國際關 係の 一切の 事件は、 遂に 實力 如何の 問題に 歸 する 以上、 廣大な る 長江 
流域を 以て 英國の 勢力下に 置かん とする 斯國 の企圖 {C 對して 公文書の 文字の 意 
味の 如何を 楣 k 云 爲す るは 却つ て 滑稽の 沙汰と なるべく、 英國の 理想の 實現と 
否と k 關し ては、 之を 其 以後の 實際 問題に 徵 しなければ な' らない 0 

(註 一 ) 佛國の 章 下 「英佛 協約 問題」 參照 

•  〆 •  •  _< 

(註 二〕 楊子 流域の 地區に 關 しては、 或は 江蘇浙 江 安 徽江西 湖南 湖北 及 四川の 七 省な り 
とし、 或は 之に 河南を 加へ たる 八 省な リ とし、 或は 更に 雲貴兩 省を も 合した る 十 省 
なりと する 如く、 諸說 必ずしも 一定し ない、 英の 外務 次官が 甞て 議員 ラムバ ートの 
質問に 答へ たる 處は 上記 十 省で あつた 0 

露國 •か 曩に白 耳義シ ンヂヶ I 卜を操 6、 京漢鐵 道の 實鼈を 握 $、 而 し - C ® 南 


鐵道 を漢 江 1 で 引延さん とする 佛國の 野心と 呼應 して、 四百 餘州を 席捲せ んと 
する 勢 1: 示す k 至つ て 袖 手傍觀 する 能は ざ 6 しものは 英國、 てあつた 若し 時！^ 
其 儘に 推移せ /L か、 揚子江 流域の 繩張 ぅを 侵害 せらる、 恐れ あるの みならず、 
遂 に は 其寶 庫た る 印度 k 葑 する 脅迫と もなる が 故に、 極力： N が 妨碍に 苦心した 
結果、 英國は 最大の 努力を 以て、 京奉鐵 道の 英國 借欵を 成立せ しめ、 又 京張鐵 
道 支那 自辦 を m 助して、 露國 南下の 策を 中斷 する の 巧圖を 試み'  遂に 露 國の銳 
鋒を 挫きて、 玆に 一八 九九 年 四月に 於け る英露 協商を 訂 約し、 爾後 露國 をして 
る國の 揚子江 流域に 於け る 優越 權を 尊重す るの 義務を 負は しめた (註 一) 卽ち英 
國の 長江 政策は 列强の 一部に も 承認 せらる、 地歩を 得た ので ある。 

(註 一) 露國. の 章 下 「鐵道 問題と 露 英の衝 突」 參 照、  . 

是れょ $ 先き 英國の 支那に 於け る 主要なる 金融 機關 として 重きを なした る 香 
上銀行は由來其重役中に大なる獨逸貿易會社の代表社員を有するの故を以て业势 
支 借款 問題 k 關し ては、 常 R 獨 逸の 銀行 シンデ ヶ I 卜 との 協約の 下に 行動し、 
一八九五年香上銀行對獨亞銀行間には特に之に關する取極めを結んだのである、 
第一章  英  國  10 九 
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然るに 一八 九 八 年列强 勢力 範圍の 出現に つれて、 英獨 間亦自 から 特殊 利益の 擁 
護を 必要と する ^ 到ぅ、 二 國財團 は 從來の 提携を 棄て 、各自 別個の 行動 ^ 出で 
ん とする の氣 運に 向つ た、 即ち 同年 四月 四日 附を以 て 香 上 銀行の 代表者が、 本 
國 政府に 呈出した る 左記 書翰は 實に此 間の 消息を 傳 ふるもので ある、 (註 一) 

拜啓 小生は 玆に、 是れ まで 支那に 於け る鐵道 敷設に 關して は、 獨逸シ ン •デ ヶ 
丨卜と 協同して 之を 爲 したる が、 今回 相互の 同意を 經て 此の 關係を 斷絕 する 
に 至ぅ し 事を 通知す るの 光榮を 有す 隨つて 向後は 獨逸シ ンデヶ ートも 本 銀 
行 も、 別々 の 行動を 採る 乙と を 約し 申し 候 

獨逸シ ンヂヶ 丨卜は 勢力 ある 機關 として 輓近益 其 地盤を 鞏固に し、 今や 獨逸 
に 於け る 有力なる 商會 々社 1: 悉く 網羅せ る 有樣に て、 又同國 政府の. 信用 も 厚 
く、  且其 後援を も 有し 居. CN 候  . 

然れ ども 英國の 利益を 充分に 代表し、 且 今や 支那に 於て 吾人に 對抗 する 勢力 
ある 團體 k 敵對す るに 便利なる 地位 R 立たん が 爲め 、本 銀行は 支那に 於け る 
鐵道 敷設 上の 强力 なる 英國の 代表的 シン チ チ*- 卜を 組 . S する it 决 し 申 候 


先づ 第一に 吾人の 注意を 怠らざる は、 上海 蘇 # 及 南京 間に 敷設せられ ん とす 
る鐵 道に 御座 候 ダ 該線は 支那 全國中 最も 豐饒 にして 且 人口 最も 稠密なる 地方 
を 貫通す る ものな n ば、 該鐵 道の 開通は 支那の 開拓を 援 くる 乙と 大な るべ く、 
又 K 益 も 充分なる 見込なる ^ 以て、 今後 英國對 支 貿易の'^ 益の C め R fL の 
地方に 於け る 同一なる 企劃を 獎勵 する 乙と と 可 相 成 候 

滬髯鐵 道を 英國 の權 利 k 屬せ しむる 乙とは 最も 必要なる か 故に、 小生は 旣に 
嘗て 之に 關し 支那ょ $ 交渉を 受けた る 著名なる 商會怡 和洋 行と 協議の 上該鐡 
道の 敷設に 關し 新設せられ ん とする 英國シ ンヂヶ I 卜を 代表して、 支那 政府 
と 交渉を 開始せ しめ 申 候 

本 シン ヂヶ ートの 成立までに は尙 多少の 時日を 要すべき も、 小生は 耶蘇 復活 
祭 後 直ちに 之が 組織 員の 姓名 及び 其 他 詳細の 事項を 傳 達する の 光榮を 有し 得 
べしと 存じ 候、 而して 本 組織は 英國 代表 機關 たるに 耻 ちざる の 性質を 有する 
の點に 於て 貴殿の 御滿 足を 得べ しと 信じ 候、 

.尙 此說 明 R 基き 怡和 洋行 及 本 銀行に 相當の 援助を 與 ふるやぅ 駐淸公 使サ！ ク 
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口丨ド •マク ドナ， ド 閣下に 御 訓令 有 之 度 候  敬. 具 

レ- ゥエ •ン •カメロン 

即ち 上記 英獨間 の 離合 關係は グレ ー 外相の： 所謂 『兩國 企業者 間の 取 極めに し 
て兩國 政府 間の 條約で はない』 ので あつたが、 其 後 支那に 於け る 勢力 範圍 問題 
に 對し ては、 支那 領土保全 問題と 關聯 し兩國 間に 於ても 單に經 濟岡 題と しての 
討議 以外 政治問題と して 取扱 ふに 至つ たので ある、 即ち 拳 匪の 亂あ ぅし 一九 〇 
〇 年 十月 十六 日 偷敦に 於て 締結の 英獨 協商 註 二) に 依つ 英獨 勢力 範圍の ァン タン 
卜が 出來、 そして 獨の山 東を 認むる 代ぅ 英の 長江 流域を 承認し、 玆に英 國の同 
地域に 於け る 優越 權は 再び 列强 間に 確立 S る、 蹈石を 得た のみならず、 グレ 丨 
外相が 『一九 0 五 年 右 取 極め ^ 多少の 變更を 加へ、 雨 當事者 自由 活動の 範圍 を 
擴 張し』 と 云へ る 如く、 彼の 津鎭鐵 道 敷設 權 問題 ^ 關 する 一八 九 八年以 來の確 
執を 解かむ が 爲に、 同年 (一九 〇五 年) 本國 政府の 訓令に 依る 兩國 間の 協定を 締結 
して 英國の 地歩の 擁護に 資した ので ある Q  . 

「註 一〕 FarEastem  Review,  January, 1914 . 


: _: J i  a 

\ 

r 註 二」 本 協約の 所謂 勢力範 園は 地域を 明細に 規、 .定 せざる 爲 め、 範圍 頗る 漠然たる 嫌 ひ 
ある も、 之れ IJ: 領土保全の 範域 1C 關 して、 各自の 勢力を 可成 的 横大せ ん とする 底意 
ありし が 爲めで ある、 故 1C 露 國が 彼の 義和團 事件の 混 亂に乘 じ、 淸國 との 間に 一密 
約を 締結して 將 1C 事 實上滿 洲を永 久 占領 せんとす るに 對 し、 滿洲 は英獨 該 協商の 所 
謂 「勢力」 の及ぷ 所なる べき や 否やの 論議 起り し 際、 英國は 「滿洲 は英獨 協商の 範 圍內に 

在り」 とし、 獨逸は 「範圍 外な り」 とせる 如き 畢竟 範圍 の嚴定 なき 結果で あるが、 唯 山 東 
及 楊子 江 問題は 議論な き 程度の 協商 ありし 事は 無論で ある 0 

されば 斯 くして 建設され たる 長江 勢力圏は また 如何なる 鐵道 利權を 此 間布植 
し來 つたで あらぅ、 今 編 年 的に 其狀 態を 一瞥 すれば 

一八 九 八 年 京 漢利權 に 破れた る 英國は 、 同年 八月 淸國 政： 府と 左記 利權の 獲得 
を 豫 約し (註 一)  ' 

一、  天津 鎭江 間の 鐵道 (後の 津浦鐵 道) 

二、  山 西 河南ょぅ 揚子江に 至る 鐵道 (後の 道淸及 道浦鐵 道) 

三、  浦 口 信 陽 間の 鐵道 (後の 浦信鐵 道)  • 

四 •蘇 州 杭 一州 寧 波間の 鐵道 (後の 滬 杭甬鐵 道) 


支那に 於け 6 鐵道利 權と列 强の 政策  一一 四 

一八 九九 年には 當時 粤漢鐵 道の 敷設 權を 握れる 華美 啓 輿 公司 (American  China  1>? 
velopment  company) ど 契約を 結び、 九廣鐵 道の 敷設に 米國 の、 一部 參加を 許す 代 
6、 英國は 粵漢鐵 道に 對して 同様の 參加權 を 得、 西 紙の 所謂 『他國 の 獲得した 
る 利權に まで その 羽翼を 延ばした るの 先例』 ?: 作ぅ、 

一九 〇 三年には 滬寧鐵 道 並 滬淞鐵 道 借款 利權に 成功し、 また 信 陽 成 都 間 敷設 
問題 (C 關し 支那と 交涉を 試み、 *, 口 成 都 線 ic 對 する 支那 自辦 問題 提起 せらる、 
に 當つ ては、 將來に 於け る 借款 利 權の豫 約を 握ぅ、 

一九 〇五 年 ^ は 曩 きに 得た る 道淸鐵 道を 支那 政府に 賣 却し、 代 $ R 借款 利權 
を 得、 また 時報 記者の 皮肉 『穿き 換 へられた る 靴 j の 名に 知られた る 粵漢鐵 道 
囘收 資金 借款 利權を 橫 奪した るの みならず、 同時に 張_ 總督を して 將來漢 n 廣東 
線の 外債 必要の 場合に 於け る 引受 撰 擇權並 機械 材料の 供給に 對 する 優先 權 保留 
を 誓約せ しめ、 

一九 〇八 年には 先 づ津浦 鐵道南 段の 利權を 獲得し、 次で 滬杭 甬鐵 道に 飛躍を 
試み、 12 に 京 漢鐵道 回收金 問題 k 凱歌を 奏し， 


一九 一〇 年には 同上 京漢 線回收 資金 第二 囘利權 を 併せ、 

一九 一一 年には 粵川 漢鐵道 問題に 獨佛 米と 協 動し、 

一九 一三 年. には 沙興鐵 道に 宿望を 達し、 更に 廣重鐵 道 敷設 利 權を豫 約して 佛 
國の 野心を 擊滅 せんとし、 信湳鐵 道 敷設 問題を も 決定し、 

一九 一四 年には 寧湘 鐵路の 利權を 握ぅ、 また 許 襄鐵道 新設の 交渉を 開始し、 

其 外機會 ある 每に 江西鐵 道に 橫鎗を 入る、 等、 皆 努めた る英國 の利權 獲得 31 
動を 語つ て ゐ るので ある、 

C 註 一) 同豫約 中には 右の 外 九廣線 問題を も 包含す るが、 そは 直接 長江 流域に 關係な き 
爲め 省略す、  . 

第三 款 覇權 の動搖  ■ 

曩きに 在 支 一部の 英 人が 斯國 の對支 政策を 嘲笑す るに 「有 待 主義」 の 語を 以 
てし、 又同國 工業技術 協 會が其 創立 趣意 t 註 一) の數 節を 借ぅて， 英國 政策の 姑 


•  支那に 於け る鐵道 利 權と 列强の 政策 -—i r 、 

n J 主義なる ょぅ 生ずる 對支 勢力の 失墜を 難 じ、 或は 本 國議會 に 於け る 對政府 質 
問の 屢々 繰 返 3 れたる 如きは (註 二) 眾に 政策 鼓舞の 爲 it する 一時的 權宜 の聲餘 
と 見るべき か、 樗 牛の 所謂 『自尊心 ^ 富み 他國 人 1: 嫌忌し、 帝國 主義 5: 以て 其 
勢力 擴 張の 主義と 爲 す』 英人に とぅ、 彼の 一九 〇五 年の 英佛 協約、 或は 一九 一 
一年の 粵川 漢鐵 道四國 借款 問題の 如きは 果して 何と 解釋 せらるべき か、 吾 L ょ 
「英國 勢力 樹立の 經路」 を 述べた る 次に 「覇權 の動搖 」 を 語らざる ベから ざる 
史實 ある 乙と を英國 の爲に 悲まざ るを 得ない ので ある、 而して 長江 政策 决裂 0 
说 因が 斯國 政策の 罪た ると、 將又 時の 去來の 不可抗力た ると を 問は ず、 少く 
とも 楊子 江 谷の 英國 勢力が、 その外 面の 華麗なる に 似ず、 內 部の 動 搖を免 か 1 
なかつ た 一事は、 列 强の對 支鐵道 政策を 見る 上に 於て 最も 重大なる 事毕 た.^、 

且 最も 興味 ある 問題の 一た る. に 相違ない ので ある、 

(註 一) 英國 工業技術 協會 (T1K 二 Mtisl 二 sgiueers-  Associuticn〕 は 全世界に 於け る英國 製造 家 技術 
家の 利益を 保護せ んが爲 めに 設立せられ た處 であるが、 特に 支那に 對 しては 最大の 
注意を 拂 ひ、 第 I 着手と して 支那に 於て 其 活動を 試みん としたので ある、 而 して K 


協會❼ 組織は 英國 第一流の 工業 會社二 十二 行を 中心とし、 會員 制度を 採り、 一力 一 
二 年 八月 二 十六 日 商務省の 正式 設立 認可を 得た も (7> である、 

C 註 二〕】 九 一四 年 七月に 於け る 議員の 質問の みならず、 曩 にも 同種の 質問 起 リ外務 次 
官リ ー ズ氏が 「所謂 勢力 範圍な る ものな し」 と 答へ たる 如きは 其 好例で ある、 

*  .If".  .  I %• . 

世人 若し 論者を して、 をの 自由なる 論步を 採る ^ と ?: 許せば、 楊子 江 谷覇權 
の動搖 は、 之を 左記の 四 黙に 於て 見る 乙と が 出 來 やぅ、 

一、  對支關 係の 悲觀點 

二、  協約 効果の 不安 

三、  經濟 主義 鐡道 政策の 出現 

四、  英國 保護 政策の 決裂 
ぐ 一、 對支關 係の 悲觀 點、 

一八 九 八 年 二月を 以て 長江 流域 不割 讓に關 する 條 約を 支那 政府と 締結した る 
英國 は、 同年 六月を 以て 白 耳義シ ンヂヶ 丨卜の 掌中に 歸した る 京 漢利權 に 對し 
て 支那 ^ 抗議 V) 提出した が、 然もを の 激烈なる 抗議は (白國 財 圑 一派の 長江 流域 
第一章  英國  二 七. 


.支那に 於け る鐵道 利權と 列强の 政策  二人  . 

侵害の 事實 k 出立した もの ^ は 相違ない が) 該利 權に對 する 露淸 銀行の 關係あ A 
や 否やに 關 する f 支那 政府の 不信」 5: 口實 とした も ので あつた、 田 3 ふに 長江 流 
域が 英國の 領有 又は 租借地なら ざる 限 6、 如何に 露 國の侵 入を 恐 るれば とて、 
此れ 以外 支那に 對 する 抗議の 道は なかつ たので ある、 實に 這の 英國 勢力 圈 確立 
に對 する 根本的 土地 的 不安は、 啻に 右京 漢 事件に 止 ^ らず 、今日に 至る 迄同國 
の 感じつ、 ある 常住 不斷の 悲觀點 なので ある、 

二、 協約 効果の 不安 

露國が 南方の 佛 » と呼應 し、 支那を 兩斷 する 全線を 敷設し、 以て Dual  £qance 
の 支配 0 下 k 置かん と ^- し 一大 野望は、 一八 九九 年 四月の 英露 協約に 依つ て 一 
先 頓挫し、 以來 公然 中部 及 南部 支那の 利權 獲得に 運動し 得な くな つたのは 事實 
である 然しながら 此は 表面の 問題に 止ま A、 協約と 雖も 「一國 の 夢想」 乃至 
は 「外交 上の 巧妙なる 手段」 t 拘束し 了す る 乙との 不可能なる 限 {、 露國が 第 
三 國の假 面に ょ- 或は その 仲介に ょつ て、 陽に 協約の 遵守を 示し、 衾べ 利權 の 
實 質を 捉 ふるが 如 ro 場合 k は 協約を 楣に 之に 抗議す る 事が、 英國の 霞 上策で あ 


るか J:-. ぅか、 之を 史實に 照す に 露國圖 南の 志は 一 協約の 力を 以て 制止し 得る 程 
單純な ものでは な S、 從而英國は該協約を唯一無二の城磐として、之にその勢 
力圈の 擁護を 一任し 去る 迄の 安心は 毛頭 出來 なかつ たの、 て ある 

一九 〇三 、四 年の 交に 於け る 華美 啓 興 公司 樣式買 占 問題に 於て は、 露國 の徒黨 
たる 佛白 財圑の 活動が 九伢の 効を 一簣 に缺ぎ 、 露國の 使嗾は 不結果に 了つ て 
長江の 英國は 再び 露國の 侵害 1: 免れた、 然るに 其 後一 九 一二 年に 至 I 〇 て 長江 疣 
域を 威嚇せ ざるべき 筈の 露國 は、 三度 白國シ ンデヶ ー トの假 面の 下に 海 蘭鐵道 
の 利 權を奪 ひ 去つ て 東方に 於け る 英國の 勢力 11 內に 突入した、 之れ R つき 彼の 
「支那に 於け る 列國鐵 道戰」 の 記者が 『所謂 純然たる 白 耳義の 利益の 爲めに 
該鐵 道の 敷設 權か 獲得せられ たるの 一事は、 實に 列强の 面前に 於て 露國が ーナ 
勝利 1: 博した る ものな 6 と 云 ふべ く、 今後 楊子 江畔に 於け る 支那 及 英國の 運命 
の 上 R 甚大なる 影響を及ぼすべき を 信じて 疑は ず』 と 評し、 •更に 『英國 は 惰眠 
を 貪- CN、 支那は 催眠術を 施されつ、 あぅ しが、 今や 目醒む ると 共に 渠等は 白 耳 
義が B び 奇策を 弄して、 遂に 露國を して 其 多年 宿望せ る 目的を 達せし め 太平 


.  支那に 於け る鐵道 利權と 列强の 政策  一二 〇 

洋岸 {C 水深き 不凍の 良港を 獰 得せし めた る i: 發 見して、 呆然た る もの あ ぅき、 
嗟吁遠 かちざる 將來 k 於て 一 巨 熊は、 楊子 江の 沿岸の 通 州 附近の 一 岩 塊 上 ^ 傲 
然 蹲踞して、 對 岸の 上海 又は 吳淞 に逍然 たる 獅子 5: 眺めて 嘲笑 一番せ る、 一幅 
の 諷刺 書を 想像す るを 得べ し』 (註 二と 浩嘆 せる 如く、 英露 協約の 權威玆 に 至つ 
て 果して 何等の 効果 あぅ やを 疑は ざるを 得ない と 思 ふ、 吾人は その 翌  一， L 一三 
年 1: 以て •四 度 露國が 白國を 操縦して *. たる 同 成利權 が、 佛 國の欽 踰 利 權と響 
應 する 時に、 英國 勢力圏 西部の 動搖が 如何なるべき か 5: 諷する に 止めて (註 二) 更 
に英獨 協約の 効果に 一瞥 5: 與 へる、. 

(註 一 3  Far  Eastern  Eeview 所載 雜誌 「支那」 第五 卷八號 併せ 參 照、 

(註 二) @ 蘭 及 同 成兩鐵 道に 關 しては 白 耳 義の章 欽偷鐵 道に 關 しては 佛國 の章參 照、 

一八 九 八 年英獨 兩財團 間に 投資 範圍の 協定 あ 3 し 後 も、 彼の 津鎭鐵 道 問題の 
惹起に 伴； 5 兩者 共に そ Q 全線の 敷設 權^ ，獲得^; んとす る 運動 上の 競爭を 生じ、 
一九 〇〇 年歐洲 政府 間に 相互 勢力圏の 認容 あるに 拘 はらず、 一九 〇五 年に 至る 
迄 彼等の 確執は 結ん， て 解けず、 遂に 同年の 協約 R ょつ て獨は 北 段 英は南 段の エ 


事 引 請 5: 决定 したが、 由來 外交の 靈敏を 以て 聞 ゆる 獨逸 は、 或は 英國の 資金 募 
集の 困難なる を 奇貨と して 殊更 工事 着手を 燥 急し、 或は 工事 期限 滿 了 1: 口 K と 
して 利權の 無効を 主張し、 楊子 江 岸に 達する 利權の 奪取を 書して 止まず 英國た 
る もの 協約の 正文に 漫然 安堵す る 乙とは 到底 不可能な •る實 情で あつ 穴、 唯 幸に 
して 本線に 對 する 支那 自辦問 題 復活せ る爲 めに、 獨 逸の 企圖も 水泡に 歸 し、 南 
段の 利權は 辛ぅじて 英國の 掌裡ユ 保留し 得た が、 當時に あつて 東部 楊子 江 •流域 
の 威嚇せられ た 事は、 决して 尠 少な ものでは なかつ たので ある 〇 

獨逸が 山 東の みに 滿足せ ずして、 出來 得べ くん ば 中原の 覇者 ^ らんと して、 
英國勢 方圈の 崩壤 を 策せ る 事實は 愈々 明瞭と なつた、 獨逸宿 年の 希 a な 6 し 開 
封濟南 線が、 ••河南の 物 貨を靑 島に 吸收 し、 從而 同省 方面に 於け る、 福 公司 及英 
淸 組合の 利權に 向つ て 重大なる 影響 1: 與 ふる 危險の 如きは さて 措き、 山來 の S 
營が 着々 奏功す ると 共に、 獨 逸の 猿擘は 延びて 粵川 漢鐵道 借款 問題を 捕へ るに 
至つ た、 即ち 獨 逸が 一九 〇九 年英國 の虛に 乗じて 巧に 支那を 籠 略し、 遂に 一九 
一一 年に 於け る四國 借款を 誘致せ る 事件は、 單に 英獨 勢力の 消長を 語る 計.  6 で 


支那に 於け る鐵道 利權と 列強の 政策  一ニ ニ 

なく、 爾來 列國の 暗中飛躍 5: 激 成し、 長江 流域 R 於け る 英國が 列强の 面前に 致 
せる 白晝の 大讓步 であつ たので ある 0  • 

三、 經濟 主義 鐵道 政策の 出現 

日 淸戰爭 を 一ニ ボック •メー キングと して 展開せられ たる 列國の 支那 鐵道 競爭 

か 領土 分割 主義を 以て 行 はれた るに 對 し、 日露 戰爭以 後の 夫れ が 經濟 主義 的 傾 

向の 下 R 行 はれた 事は 隱れ もない 事實 である、 思 ふに 支那 領土保全 5: 標穷 して 

起てる 日本が、 分割 主義の 急先鋒た る露阈 を擊 破した る 結果と して、 足 來の領 

土 主義 熱を 緩和し 冷却す る ' 0 氣勢 ♦か 作られた ものに 相違ない、 夫ょ 兎 も あれ $ 

に IT 濟 主義 的鐵道 政策が 列國の 間 ic 行は れんと する k 於て は、 借款 險毕 2> 不利 

を 忍んでも 尙ほ 所謂 勢力圏を 確立し 鐵道利 權の獨 占を 夢想す るが 如き 政策ょ $ 

一轉 して、 算盤ず くの 政策 (極論 すれば) に 移 A、 從而 列强間 妥協 或は 合同の 傾向 
を 助長した のは 止む 1: 得ない 〇ン  ’ 

然るに 上記の 諸 象 ?: 最も 痛切に 受 入るべき ものは、 彼の 楊子 流域なる べき 事 
も 容易に 吾人の 想像を 許す 處で ある、 されば 英國の 勢力 範圍 問題の 立場から 


云へ ば、 這般 の經濟 主義 的鐵道 政策の 流行は、 決して 歡迎さ るべき 事柄では な 
いので あつた'  さなく とも 佛 白の 資本は 旣 に 北京 シン ヂク ート を K 食し、 米國 
•の 財權は 某々 利 權の豫 約を 獲た る さへ あるに、 英國が 今 此の 風潮に 迎合せ ざる 
ベから ざる 時運に 際會 せる 乙 そ、 是非な ち. 次第と 云は ねばならぬ C 

彼の 一九 〇五 年に 於け る 長江 谷 鐵道 利權獨 占に 關 する 英佛 協約 (註 一) によつ て、 
佛白 財權の 過大なる 侵入を 認め、 更 らに 米資を も 包容 (註 二) せんとし たる 如きは 
明かに 這般 の經濟 主義 的鐵道 政策の 產物た るを 示して ゐる〇 

列强の 領土 的 野心に 備 ふる 緊張せ る 過去の 鐵道 政策を 抛つ て、 經濟的 利權の 
獨占を 名と する 合同 主義の 緩漫 なる 他力 政策に 飛 移れる 英國の 依つ て 報 いられ 
たる 所得は 何で ある、 日く 『此 商業 上意 外に 價値あ 6、 且 政治 上よ々 觀る とき 
は、 全然 英國に 屬せざ るべ からざる 此 等の 鐵 道の 利 權をば 、 苑國會 社の 掌理よ 

/  *  -  觚 

$ 拉し 去らむ とする 危險 なる 競爭』 一 註 三) に 過ぎな S のでは なかつ たか。 

(註 一) 該英佛 協約は 佛國の 章 下に 就き 參 照、 

(註 二〕 英佛 シン ヂヶ ートは 株式を 十 m 株と し、 其割當 は  . 
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支那に 於げ る鐵道 利檫 と列强 の玫策  一二 四 
1、 佛國は 其 持 株 五 萬 株 中ょ 9、 七 千 五 百 株を 白. 耳義 財團 即ち コン。 ハー I  i ィンタ ー 

ナシ 3 ナル •ド •オリエントに 割り當 て 

二、  白 II: 義財團 は 其 内 二 千 五 西 株を 英國の ヤンツ ー •ヴ アレ ー •コンパ- 1 丨に 割リ當 て 

三、  英國 側は 其 持 株 中ょり ? i 千 株を 白 耳義財 團 に 割當 て、 七 千 五 百 株を 一 米國时 國 
に 割當て 

四、  萬 一 該米國 財團に して 參 加す るを 好まざる に 於て は、 英佛兩國財國各改萬マー千 
株 宛、 白 耳義財 團一萬 株を 持つ 事 

と 云 ふに あつた 〇  一  ~ 

(註 三) 此は甞 てな された る 遠 東 時報の 評論の 一節で ぁるか、 此等の 意味は. 「註 一 」 こ 
記せる 英佛 協約を 參照 すれば 一層 明瞭なる べしと 思 ふ 〇 

今鐵道 問題に 關す る史實 を 檢 する ^ 

一九 〇五年 北京 シンデ ヶ r 卜の 獲た る 道 淸鐵道 借款 利權 は、 其 實英佛 白 共有 
の ものた るは 勿論、 曩に 英淸 組合の 旣得權 たぅし 浦 信鐵道 敷設 利權 並に 同 線の 
成 都 延長 計 書 案は、 同年を 以て 英佛シ ンヂヶ 丨卜に 併呑せられ、 | 九〇 八 ^ 京 
漢鐵 道囘收 借款 第一 次利權 問題には、 英佛各 二百 五十 萬磅を 引受け、 一九 〇 八 
年 同 九 年 及 同一 〇 年の 三 囘に 渡る 津浦鐡 道 (南 段) の 借款 利權は 支那 中央 鐵道會 社 


j  くく  1 . e 二 ■ « ^ r  1—JJ^ijl]—  -  =-!s]lu3 

k 籲. 

に 於て 之を 所有し、 更に 一九 ー ー年粵 川 漢公偾 ic 對し ては、 英は 一九 〇 三年の 
川漢部 、 一九 〇五 年の 粵漢 部に 關 する 借款 利權 優先の 豫約を 有する に拘 はらず' 
獨佛 米と 協 動す るの 破目に 陷つた Q 

要するに 經濟 主義に 迎合し /2 る 英國の 政策は、 そが 斯 國に與 へたる 利益ょぅ 
も、 ょぅ 以上 「不幸なる 結果」 を 長江 覇權の 確立に 對して 寄與 し-たものと 見な 
ければ ならな かつた ので ある 〇  ■ 

ET 英國 保護 政策の 決裂 

英國の 支那 鐵道 投資 機關 保護 政策は、 之を 先にして は 一 八 九 八 年を 以て 組織 
され だる 英淸組 合に 對し て、 又 之を 後に しては 一九 〇四 年 R 於て 成立せ る 支那 
中央 鐵道會 社に 對して 最も 明瞭に 行は n た 0  ' 

思 ふに 列國 の對支 活動に 於て、 その 植民 的 乃至は 經濟的 政策と して、 利權獲 
得 機關の 保護の 必要を 認めない ものは なから ふ、 反 トラスト 主義の 結果と して 
列强 中保 護 政策の 最 •も 薄弱な-' し 米： 國の 利權運 動が、 少く とも 一九 〇五年 以前 
k 於て 多くは 失敗の 歴史を 刻める 乙と を 考察す るなら ば、 露の 露淸鈒 行 R 於け 
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炎 那に 於け る鐵逍 利 權と i の 政策  一二 六 

る 獨の獨 亞 銀行に 於け る、 佛 の滙现 銀行に 於け る 所謂 中心 財團 k 對 する 特種 保 
護 制の 存在 ある ^ とも、 决して 偶然な 結果で ない 乙 とがわ かる、 從而範 を 王領 

植民地 代理 會社 (Crown  Agents  for  the  colonies) に 採れる 英淸 組合、 或は 同 組合の 擴 

大 とも 見るべき 支那 中央 鐵道會 社に 對し て與 へられた る英國 政府の 保護を 以て 

英國對 支 政策 (長江 流 城に 於け る) の 誤謬な ぅと 斷じ 去る わけ ic は 行かない、 然 i 

英國 保護 政策 出立の 理由は 正當 にして 且つ 有力な もので あつたに 相違な (、 去 

6 ながら 這般の 政策を 傳 承した る 後の 英國が 、彼の デ ーリ！ ，グレグ ラフの t 京 
通信員 Putnum  Meale を して 

. 外相 グレ 1 卿は、 不可能 5: ると 最初よ i  了然た る. モノ ボリ，- 1: 企て、 英 

阈 企業家よぅ 嫌惡 せられ、 又 支那に 於け る英の 代表者は、 英國 企業家の 活動 
は 無用な 6 とまで 報告した が、 今や 白 耳義及 佛國の 資本家は、 英國 企業家が 
拘束せられ 其 活動を 停止せ る R 乘じ て、 遂に 最も 豐裕 なる 利權を 獲得した K 

一) 

と激 s 'np せし むる に 至つ た眞 因は 何處 R あるか、 吾人は 云 ふ 政策の M 値は 理論よ 


3 も實行 上の 勝利に 在る と c  , 

史を 顧みれば、 一八 九 八 年 四月 四日 附 1: 以て 滙豐 銀行 取締役ょ 6 英國 外務将 
へ 提出した る 書翰に 示された る 如く、 滙豐 銀行は 一方 獨逸シ ンデヶ J 卜 と絕緣 
し、 他方 怡和 洋行と 提携して、 純然たる 英國の 優勢なる 財團を 建設せ /L が爲め 
に、 英淸 組合を 組織した ので あつたが、 同時に 英國の 代表的 投資 機關 として、 
英國 政府の 保護を 獨 占す るの 目的を 以て 右の 擧に 出た 乙と も 明かで ある、 而し 

て英國 政府が 滙豐 銀行と 云 a 怡和 洋行と 云 ふが 如き、 對支關 係に 古き 歴史と 聲 
譽 とを 有する もの、 聯合に 依つ て 成立せ る备 組合に 對 し、 所謂 『英國 の 利權を 
擁護し、 英國の 商工業者を して、 其 政府の 外交 上の 勝利の 確實な る 成果を 收集 
せし むる の 名 # 』 を附與 した ^ とに 何等 不自然の 跡は なかつ たので あるが、 然 
も英國 政府が、 鐵道 敷設 上 英國の 名を 辱めざる 丈け の 技倆 ある ものと 確信し、 
且つ 母國に 對 する 愛國 心と 之が 利益に 對 する 誠忠の 念 ある ものと 信賴 し ^ る該 
組合は 果して 英國 として 滿 足すべき 實踐 上の 効果 5: 擧げた か 否か、 換言すれば 
英國 政府の 威壓に ょぅて. 獲得した る 利權の 全部を 英淸 組合の 手に 一任す る 乙と 
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が、 英國の 利權的 活動の 總額 1: 充足し 得た か 否か、 吾人の 所見を 以てすれば、 
廣大 なる 楊子 江 谷に 於け る鐵道 工事 及 資金 引受に 對 する 獨占 は當時 左の 如き 不 
結果 1: 齎らした 0  •  . 

、英國 の 他の 請負業者は、 假令 その 有力なる ものと 雖も 到底 上記 組合と 競 
爭 する Z. との 無益なる を覺 $、  英國の 利益に 冷淡なら ん とする に 至れる Z1 
と、  . 

二、  支那、 政府は 英國の 他の 請負業者に 依れば、 英淸 組合に 依る ょ i も 二割 五 
一分 乃至 三 割 三分 安の 請負 價格な る 乙と を 知る も、 英國內 部の 事情は、 終に 

後者 ^ 一任す るの 已む なき. に 至る が 爲に 、支那の 如き も 寧ろ 英國を 去つ て 
他國の 請負 者 1: 撰ばん とする が 如き 場合 も 起れ る ^ と、 

三、  列强は 英國 政府の 援護に 飽満した る英淸 組合の 活動が、 手の 廻ぅ 兼ねた 
る 節 多き を 見て と 6、 楊子 江 谷に 殺到 せんとす る氣 勢を 現は し 來れる 事、 
例へ ば 佛 白の 中央部に 於け る、 獨 逸の 津浦南 段 線に 於け るが 如き もの 之で 
ある。  -  、  k  、•-  . 


.綠 るに W 權の獨 占に 味を 占めつ、 ある 英淸 組合は、 一面經 濟主 義鐵道 政策 出 
現の 風潮 ^ 乘 じ、 他面 佛白 財團の 侵入 ^ 抗し 得ざる 結果 一九 〇四年 支那 中央 鐵 
道會 社を 創立し、 名を 「相互 利權 の抵觸 回避」 に 假§ て 北京 シンデ ヶ T 卜と提 
携し 表面 英淸 組合は 之が 支配 權を 掌握し 穴、 英國政 版は 右の 內 情を 知 6 つ、 も、 
從來 « A 來れる 保護 政策の 權 威を 傷け ざらん が爲 に、 且つ 英淸仗 合が 支配 權を 
享有せ る 表面上の 理由の 爲に 、新會 社に 對して も 依然として 獨占 保護の 政策を 
繼績 したので ある、 之が 爲め 英國の 政策は 决 裂せ 3 との 非難を 受け、 又 事の 實 

I  •  • 

際に 於ても- 

一、  英國 政府は、 此の 英國 新設 會 社の 株式 六 割 五分が 佛 白兩國 にょぅ 所有せ 
らる く R も拘は らず 之を 保護し、 

二、  活潑 なる 英國 の獨 立せ る 金融業 者 企業家 及 製造者が、 支那に 雄飛せ んと 
する を 愈々 防碍 し、 

三、  道浦鐵 道の 敷設 權を 遺ぅ 惜んだ が爲 に， 却つ て 二 個の 頗る 有價 値なる 鐵 
道 利 權津浦 南 段 及 「浦 信 並に 其 延長 線」 を 分割した 事、 換一 一 5 すれば ^ 京 シ 
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ンヂヶ f 卜內 の佛 白を 導いて 新設 英國會 社 U 入らし めた ので ある Q 
右の 如く 英淸組 合 並 R 中央 鐵道會 社に 對 する 英國 政策は、 その 保護の 眞 意の 
實 行を 誤 $、 引て 今日 之れ が 非難の 聲 k 接した る 事、 吾人が 長江 覇權の 動搖の 
，一因と して、 玆に 斯國 政策の 決裂 ?: 數へた のは 果して 不當の 見解 か 否か 0 

(註 一) 一九 一四 年 一月の 同紙、 

第四欵 最近の 政策 

英國の 長江 覇權 は、 かくして 動搖 し來れ るの みならず、 1 九 一二 年 以後 列國 
の對支 政策が、 再び 領土 主義 的 色彩 1: 復活せ る 間に あつて、 依然として 長 鞭 馬 
腹に 及ばず、 一九 一二 年ょぅ 同 一 三年に 涉つて 露白植 海 蘭 及 同 成 兩利權 を 獲、 
獨は 高韓及 順濟鐵 道を 掌握し、 一九 一 四 年佛は 廣西雲 南 四川に 渉る 欽涂 線を 奪 
ひ、 加 之 獨の浙 江 借款に 於け る、 佛の武 昌漢口 再 築 工事 借款に 於け る、 皆英國 
の 長江 圈を 東西南北 及 中部に 於て 多々 益々 轉 覆す るの 事 實たら ざるは ない の •て 


ある、 

S れば 這の 長江の 柩 k 釘 打つ 音の 一度は 一度ょ A 其聲 悲し からん とする に當 
つて、 英國內 外の 新聞紙 企業家 及 議員 達が、 政策の 改善 方針の 轉換を 云爲 する 
に 至れる は 偶然で な S 彼の 支那 企業に 失敗せ し 幾多の. 會社が 一齊に 起ちて 其 非 
を 鳴らし、 損害賠償の 要求を 爲さん 事 1: 恐れて、 一九 〇五 年の 英佛 協約を 隱蔽 
し 來れる 久しき 間の 英國 政府 當路 者の 苦悶 も、 今や 一切の 懺悔に 依つ て 救は る 
べき 不幸 中の 幸なる 時機が 到來 した、 『支那に 於け る 英國の 現 狀に對 しては、 其 
責任は 單に 英國 官憲 又は 英國 商人に 歸せ しむべき もので な S、  其缺 如せ る 所は 
一に 彼等の 團結的 勢力に ある』 と 云へ るサ！ チヤ r ルス •ド ッデヱ オンの 貢 註 一) 
は、 旣に 同國 有識者 一般の 心理を 語る ものと なつた 〇 

英國の 右の 傾向は、 今月 並の 言葉を 借れば 斯國對 支 長江 政策の 覺醒で ある、 
而して その 覺醒の 事實は 之を 左の 數點に 認め 得る と 思 ふ Q 
第一、 長江' 流域は 英 國の獨 占なら ずて， ふ觀 念の 普及、 

吾人は 繰 返す 楊子 江 流域は、 支那が 英國に 對して 割讓 又は 出典した もので な 
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い事を、 此富饒 R して 廣大 なる 場所を 英一國 が 支配せ ん とする 乙とは、 從て蟲 
の 善 過ぎる 話で ちつて、 不 割讓條 約の 存在が 彼れ に 對し て. 萬 事 優越の 地位を 保 
障す る ものと 思惟し 得ない のは 明かで ある、 但し 列 國と雖 も 楊子 江 谷に 於け る 
英國が 、 其 地方の 經濟 上の 率先 的 開拓者た る 黙に 關して は、 固よぅ 相當の 尊敬 
と 認容と 1: 惜む ものでは なく、  又事實 上上 海に 於け る斯國 勢力 或は 滬寧鐡 .道の 
關 係よ- する 南京 方面の 夫れ の、 如きは、 優に 列 國を壓 して 餘 あるので ある、 
然も か、 る 事 實其物 自身が 說明 する 如く、 國際 問題は 要する k 實力 問題で ある、 
一片の 法則 又は 約諾 1: 以て 此 間の 事件を 强 制する rJ とは 望んで 終に 得られない 
處で ある、 斯國 の對支 殊に 對長江 勢力が 從來 他國の 追隨を 許 S な s 迄の 比較的 
優勢を 示せる 時代よ 6 の 惰性と して、 以來英 人の 一般が 身勝手の 獨斷を 以て 長 
江 流域に 臨んだ 乙と も 寧ろ 人情 自然の 產物で は あるが、 •如何せん 「滔 々止ま ざ 
る 進步を 示す 經濟的 趨勢は、 新 理想よぅ 流出して 新 需要に 流入し， 徙らに 保守 
是れ 事と する 英國商 工業 家は、 今や 其 販路を 見出す 能は ざらん とし、 從來採 6 
來れる 英國の 主義、 否 某 惰性は 遂に 成功の 見込が な S」 として 英國 政策の 在來 


を 悲觀し 「英國の競爭者が日に增し强大となぅつ、あるは蔽ふべからず， 而し 
て 其强大 となる 所以の ものは、 多くは 秩序 ある 努力、 統一 ある 組織の 然 らしむ 
る 所で ある J として 他 國の侵 出を 驚嘆せ る對支 經濟的 勢力 觀は 、亦 正 R 長江 流 
域 中心 主義の 決裂に 因果した 近 狀の吿 白で ある 〇 

即ち 見る 英國 の » 長江 觀は 、今や 國の 上下を 擧げて 實力 問題の 眞諦に 到達し 
たこと を、 而して 其 結果は 如何. 日く 英國 は團 結して その 勢力 建設に 當らん と 
する ので ある Q  . 

第二、 利權 獲得 機 關の新 面 

三 億 九 千 萬圓の 資本を 誇示す るに 至れる 英國 工業技術 協會 が、 一九 一二 年以 
來その 主力を 携げて 對支經 濟動活 に 突入し 來れる もの、 如きは 暫く 措き、 直接 
鐵 道利權 獲得 R 對し 、猛然 奮起して 長江 印度 連絡 鐵 道 ^ 成功せ るボ t リング 商 
會の 活動の 如^ j  何と 見る 0 

抑も該 商 會は曩 に 亞弗利 加に 於て 數千哩 の鐵道 敷設を 完成した る大會 社で、 

支那に 對して も 少なから ざる 活動を 重ねて 來 た、 例へ ば 錦 愛 錦洮諸 線の 獲得 運 
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動に 於け る、 或は 更に 古く 新疆鐵 道に 對 する 借款 豫 約の 如き、 然るに 楊子 江 流 
域 ic 於け る鐵 道利權 は、 本國 政府の 偏愛 主義の 政策の 爲 め、 滙豐 銀行を 中心と 
する 財 團の獨 占に 歸 し、 ボ 社の 如きは 幾度 か 手痛き 損失の 後に 利權 獲得の 圏外 
に 放逐され た、 其の 結果と して、 英國 資力は 不足し 諸 外國の 資本は 注入せられ、 
英國 は自繩 自縛の 不幸を 積んで 來た 、鐵道 工事に 大なる 經驗を 有し、 潤澤 なる 
資力を 抱擁す る。 ホ丨 リング 社が 近時に 至つ て廣 重を 豫 約し 沙興を 取 i し 事件は、 
曩 に 同社が 欽州雲 南 及 雲 南 四川 線の 利權豫 約を 支那と 結べる に 拘ら ず、 後に 至 
つて 夫れ が 佛國の 掌裡に 歸せし 如き 英國 政策の 不振の 跡に 省みた る斯國 近時の 
傾向を 具象す る ものでは なから うか 〇 
第三、 鐵道新 利權の 獲得 

元 來緬甸 ょう 楊子 江に 沿 ふて 上海に 達する 鐵 道、 旅に 廣 東ょう 北方に 延び 楊 
子 江を 橫斷 して. 中原に 到らん とする 鐵 道の 敷設は、 英國 多年の 宿望で あつた、 
然るに 革命 亂後 一層 擴大 された る列强 の利權 運動は、 益々 長江 圏を 威嚇し 破壤 
せんとした、 此の 一刻を 緩 ふすべからざる 時に 當つて 、斯國 は玆 R 在 來の不 透 


明なる 政策の 姑息を 脫して 、透明なる 政策の 實 行を 試みた、 其 第一は 一九 一三 
年に 於け る廣東 四 ; II 鐵道利 權の豫 約、 第二は 同年に 於け る 沙市興 義鐵道 利權の 
獲得、 第三は 一九 一四 年に 於け る 南京 長 沙鐵道 利權の 掌握で ある、 唯 不幸に し 
て廣東 四川 鐡道 は、 佛の 欽渝鐵 道に ょつ て 出し抜かれた が、 其 他の 二 線は 單に 
をが 長江 圈の 死命を 制する 鍵鑰 たる 意味 k 於て 重要なる のみならず、 又 實に佛 
白の 資を 借らず 混へ ざる 英國 財團の 手に ょつ て 獲得され 穴 乙と に、 所謂 覺醒し 
たる 英國 長江 政策の 俤 を 見る 乙と が 出來 るので ある 0 

(註 一〕 一九 一三 年 二月 十三 日の 上海 ノース 、チャィナ 紙 論 說欄參 照、 

二  / •.二' .. •  一 *:- .- --  r  '  て..  '  :-  ...  n. ぐ 

第 六 節— 鐵道政 策の將來 、■ 

r  I 

列强の 間に 卓立せ る 英國の 對支鐵 道 政策の 過去 及び 現 狀を說 ける 吾人は、 勢 
a 政策の 將來 如何を 一考す るの 必要が ある Q 

思 ふに 英國 の對外 政策は、 由 來武斷 的で なくして 經濟 的で ある、 世界の 面積 
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の 四 分の 一を 掩 有する 大英國 の版圖 なる ものは、 總じて 武力 征服の 結果と 云 ふ 
ょ. CN も、 寧ろ 經濟的 發展が 自 から その 機會 を 提供 •した ものと 見るべき であつ た、 
步一步 、着 一着 錙銖の 利害を 打算し、 最後の 成敗 1: 索考 し、 緩急 度を 計る も 然も 
前進は 須臾 も 中止せ ず、 有利 2: る 場面の 獨占 には 猛進す る も 然も 打算な き 孤立 
?: 抛棄す るに 躊躇し. ない、 彼のシ ーレ r 敎授が 「英國 發展史 」 に 於て 『吾人は 
一寸 失念して， Q るぅ ちに、 全世界の 半分を •征服し、 且つ 植民せ る 如き もの だ』 
と 云へ るは 何等の 皮肉 か、 之れ を 支那に 就て 見ょ、'  彼れ が 率先して 最惠國 民 的 
甚礎に 於て 締結せ し 南京 條約其 他の 條 協約の 直接 利益は 問 ふ 迄 もな く、 近時に 
於け る 彼れ の對支 貿易 額が 列國の それ ^ 對して 左の 如き 割合を 示し 
英國 (香港、 英領 印度、 海峡 植民地を 含む) ••  五〇 、〇 


•H 本 (朝鮮を 含む)  一八 〇 
北米 合衆國  八、 五 
露 西， 亞 (西 比 利亞を 含む)  八、 〇 
佛蘭西 (印度支那を 含む)  五、 五 


獨逸 < 

和 蘭 (蘭領 印度を 含む) 

白耳義 

伊太利 

葡萄牙 (澳 門を 含む) 

填 太 利 匈牙利 


四、 〇 
r 九 
. 八 
1、 四 
1、 三 
〇 、五 


又 支那 內 部 ^ 於て 彼れ は 北京に 商務官を 置き、 上海に 支那の 爲め 上級 
設け、 香 上 銀行を 頭目と する 金融 並 R 利權 獲得 機關を 活動せ しめ、 整 
聞 紙を 有し、 又同國 勢力 增 進の 目的を 以てせる 優勢なる •數 個の 商業 X 
備 へ、 更らに 幾多の 英國 人が 支那 政府 部 •內の 高位 置に ある 如き、 斯國 
法の 程 1: 語^ N つ、 あると 同時に、 かくして 時代の 推移と 共に 支那 R 於 
が 建設され つゞ あるので ある、 即ち 此の 意味に 於て 觀 察すれば 彼れ の 
政策の 如き も 幾 段の 理解 ?: 吾人に 附與 して 吳れ ると 思 ふ 0 

今次の 歐洲大 戰が英 國の經 濟界に 異常なる 激動を 與へた 事は 云 ふ 迄 
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裁判所を 
頓せる 新 
業協會 を 
政策の 筆 
ける 英國 
鐵 道利權 


もない、 
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紙の 報ずる 處に よれば 斯國の 投資 情況は 左の 如き 變况を 現よ し 


一九 一三 年 

(單位 千圓) 

三 五 九、 五ー ニ、 


一九 一四 年 
三、 六 四 四、 if 〇 四、 


六、 一一 


九 I 五 年 
一一、 四〇 〇、 


投資 場所 

(一)  英本國 

(二)  英國 領地 
濠  洲 
加奈陀 
印度 及 錫 蘭 
南 亞弗利 加 
其 他領 地 
合  計 

(三)  外  國 

填 地 利 
匂 牙 利 

白耳義 

佛蘭西 


1 八 六、 二 八 九、 
四 四 一、 一九 〇、 
三 八、 二 四〇、 
六 二、 九 四 七、 
三 二、 七 〇 六、 
七 六 一、 三 七 二、 

1、〇 七 七 


一九 四、 〇三二 • 
四 五 四、 三 〇 四、 • 
六 一、 五 〇 二' 
五 二、 七 八 七、 
四 六、 七 七 七， 
八〇 九、 四〇二 、 

四 三、 六 六 二、 
四 九、 〇 1 1 五、 
五 〇〇、 


九 五、 三 〇〇、 
五 四、 七 五〇、 
三 七、 ニー ニ、 
三 四 ニニ 〇、 
一、 五ー ニ、 
ニニ ニ、 八 九 四、 


二 四 〇、 〇〇 Q 


- 


1  £ 


希  臘 

諾  威 
露西亞 


瑞 


典 


士耳古 

共 他歐洲 

亞米 利、 加 
合衆國 

亞爾然 丁 
伯剌西 
中央 亞米利 加 


智- 


OU 

禾 


墨 其西哥 

其 他 南米 
共和 國 

支  那 
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二 四、 〇ニニ 、 
八 九、 五 五 九、 
四、 八 五 〇、 


英 


八 七、 四 六 一、 
一九、 八 九 六、 
五〇 、九 三 四、 

四、  一四 九、 
二 六、 九九 四、 
〇 六、 四 一 五、 

五、  二 五〇、 
六 八、 八 三 q 


國 


1 五、 五六 三、 
四、 ニニ 九、 
一二 七、 四 四 一、 
四、 八 八 五、 
七、 五八 Q 
三 五 七、 〇 四 七、 

一 〇 三、 九 •五 二、 

一 五三、 〇五七 、 
五八、 六〇 一、 


二 五、 三 三 一、 
一八、 二三 〇、 
一二、 四 ニニ、 
七、 〇〇 〇、 


九 五、 ニニ 


四、 六〇 H 


七 八、 九 〇〇、 


三， 九 


支那に 於け る鐵道 利權と 列强の 政策 


四〇 


玖  瑪 
蘭領 東印度 
比律賓 諸島 
其 他外國 
合  計 
總  計 


八、 九 一七、 
一四、 九 七 七、 
七、 一二 五、 
二 四、 〇 三〇、 
八 四 四、 四 八 六、 
、九 六 五、 三 七 Q 


四 〇〇、 
三 二 六.、 
三、 六 〇〇、 


二 五 〇、 
一 五〇、 


六 七 一、 六 二 〇、 
五、 一二 五、 ニニ 六、 


(備考〕 一九 一四 年 外國の 內容を 集計す るに 九、 九 二、 八 五一 千團 とな 9、 又 
計は 六、 八 五三、 四 一七 千圓 とな リ共 に 符合 ^ ず、 


四 一九、 一二三、 
六、 八 五 二、 四 一七、 

九 一 五年總 


收入 

(單位 千圓) 


又 その 歲 計に 於て 
年次 

決算' 

一九 一三、  一、 八 八 八、 〇 二〇、 
I 九 一四、  二、 二 六 六、 九 四 〇、 
確定 豫算 


支出 


過不足 


一、 八 八 六、 ニー 九、 (過)  .一、 八〇 r 
五、 六〇 四、 七 四 〇、 / (不足) 三、 三 三 七、 八 〇 〇、 


\  4  -  '  一'  ■>  こ 

一九 一 五、 •  三、 〇五〇 、一四. 〇 、一 五、 八 九 七、 〇六 〇、 § 一二、 八 四 六、 九二〇 
豫算案 

一九ニ ハ、  三、 八 四 rvQ 〇〇 、一八、 二 五〇、 〇  〇 〇、 ( 同) 一四 •四 一〇 、〇 C 〇 
の 如 S 狀態を 示して ゐ る. 戰禍に 呪は れた る英國 財界の 現在 及び 平和 克復 後の 
近き 將來が 多大の 不如意を 感ずべき は-云 ふ 迄 もない が、 然も 平尔に 於け る - 1.1 央國 
人民の 歲 A %、 ーヶ年 二百 四十 億圓 にして、 ^ 四十 億 圓は內 外 投資に、 一 百億 
圓は 冗用に、 而して 殘ぅ一 百億 圓は國 家に 提供し 得る 地位に あぅて、 戰亂の 影 
響大な るべき 一九 一六/: v 度に 於ても 同收入 高は 少く とも 二百 二十 億圓を 保ち 得 
べしと 云 ふが 如き 見地ょぅ 判斷 すれば、 戰後 英國の 財權的 活動は、 他の 交戰列 
國の 夫れ とは 數 段の 優越 あるべ S IT 否認し 得な S、 若し 戰爭の 最後が 現狀 (同盟 
對 聯合 側 互 格 乃至は 聯合 側 勝利) の 儘に 平和を 齎らすならば、 同國 の經濟 的復舊 
政策は 目醒 しかるべ く、 彼の * 庫 印度の 前啃 たる 支那 大陸、 王冠の 如く 耀ける 

香港の 在る 東亞の 天地は、 再び ユニオンジャックの 猛襲を 覺悟 しなければ なる 

、-  *  -• 

まい 
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支那に 於け る 鐵道利 櫂と 列强の 政策  I 四 二 

戰時 中の 英國が 亂渦匇 fc の 際に 於ても、 長江 流域の 經營を 忘れざる は 固ょ $ 
全 支那 問題 ^ 對する 將來の 發言權 を 保留す るが 爲には 靈敏 にして 拗 執なる 政策 
を繼 續し來 つた 事は、 殊に 日本と 重大 關係 ある 山 東 間 題 ^ も顯 著で ある、 之れ 
を鐵道 問題に 見る も津浦 北 段の 利 * 從來獨 逸 ^ 屬 す) 繼承 運動と 云 CA 、 煙 濰鐵道 
敷設 計 書と 云 ひ、 內 蒙古 諸 線の 投資 運動 說と 云 a 、 更らに 長江 利權の 擁護 問題 
と 云 a 、 英國 の利權 政策は、 印度 國 防の 關係 並 k 對支經 濟的關 係に 於て、 將來 
の豫 測は 吾人 ?: して その 多忙 5: 斷ず るに 躊躇せ しめない ので ある 0 


第二 章 佛國 

.  第一 節 安 南 侵入と 鐵道關 係 

5 i: {女 南 攻略と 東京 鐵道 問題 

思へ ば 十六 世紀ょう 十七 世紀に かけて 歐洲 諸國の 間に 起れ る 植民 及び 通商 熟 
の 東方に 向 ふ ものは、 亞弗利 加を 過ぎて 東洋の 南岸に 達した が、 然も その後 印 
度に 於け る寶庫 開拓の 競爭に 敗れた る佛國 は、 馬首を 轉じて 更らに その 東 安 南 
を指すの必要に迫つ穴〇 

宣敎師 探 檢隊の 類を 派遣し 穴る 十七 世紀 終う 1: 吿げ、 通商の 目的 1: 以て 其 全 
權 公使を 順化 府に 送うた る 十八 世紀の 前半が 過ぎる と、 そこには 佛安關 係の 一 


支那に 於け る 鐡道利 權と列 强の 政策  I 四 四 

轉 期を 劃すべき 一七 六 五 年 以後の 時代が 生れて 來た、 即ち その 頃を 以て 安 南に 
發した る 內亂は  偶々 佛鼠の 取つ て乘ず べき 絕 好の 機會 とな 3、 彼の 「僧侶 こ 
して 兵士た 且つ 政治家」 たる 宣 敎師ビ ニ ョ I  一 pig§§x) は此間 畢生の 智謀 i: 廻 
らし、 孤 域 落日の 廣南王 援助の 策に 出で、 王の 長子 景叡を 伴 ふて 佛本國 k 歸 6、 
仑して 一七 八 七 年 十一月 二十 八日， マ〆 セ V ユ k 於て、 有名なる 佛安 盟約を 締結 
したが、 之れ ぞ實に 安 南 攻略の 第一 閃と なつた の、 て ある Q  - 
記して 玆に至 6 吾人の 一顧を 要する 乙 とは、 當時安 南と 交渉を 開く 'd とは、 
同時に 支那と 關 係を 結ぶ 乙と であぅ、 又 佛の對 安政 策の 目的の-奥 堂は、 單 R 安 
南 そのもの、 攻略 乃至は 通商 植民 問題の み JC 限られず して、 彼の 英國の 亞細亞 
政策 k 對抗 し、 ょぅ 早く 支那 大陸の 利益に 接近せ /i とする にあつ た 乙 とで ある、 
抑 も 安 南なる 國稱 は、 宋の 仁宗が 交趾郡 王の 孫 日 尊の 封 域を 承認して 之れ ^ 與 
へた 處、 その後 王統 世 運 共に 幾變遷 したに 拘はら ず、 支那 R 對 する 朝貢の 制 k 
は 何等の 動搖 行は れ ず、 云は C 當時 迄は 支那の 屬國で あつたので ある、 從つて 
佛國 に 於て せられた 假條約 後、 嘉隆 王がビ -1 ョ 1 の 後援 k ょつ てを €> 王領 を {m 


復して 以來、 反黨を 平定し 全 安 南を 支配す るに 至つ て も、 尙ほ 支那の 承認を 受け 
て 越南 王と 稱した 乙と にも 不思議は ない、 然らば 佛國が 安 南と 結ぶ は 支那と 結 
ぷ もの、 安.南を割くは第二の支那を割くものたる關係 |: ,存した乙とは明力'てあ 
る、. 又 彼の ビー ーョ I が 甞て廣 南 王 援助の 目的を 達すべき 政策の 裏書と して、 佛 

%  -  •  -  一  V 

本國に 送れる 文書の 一節に 日く  • 

印度に 於け る 政 權の狀 熊は、 現 時は 甚だしく 英國に 有利で ある、 故に 英佛勢 
力の 均衡を 回復す る ことの 容易なら ぬ 乙とは、 何人も 判斷に 苦しむまい、 佘 
の 意見と しては、 交趾 支那 R 於て 先 づ佛國 植民地を 建設す る Z: とが、 その 目 
的に 叶 ふ 最も 確實 且つ 有効な 方法で あると 思 ふ、 何故ならば 印度に 於け る英 
國の 勢力 1: 毁損せ しめる 最上 策は、 平時-に 於て は その 商業を 破壤 する か、 否 
ら ざ るまで も 之れ を 弱める にある、 此點に 於て は 吾 佛國の 地位は 彼ょ 6 も 支 
那に 一層 接近せ る爲 め、 彼の 商業を 吸收し 得る 乙とは 敢て疑 ふの 餘地 •かない、 
又戰時 R 於て は 支那 又は 其の 他の 交戰國 間の 商業を 中止せ しめる 事は 一層 易 
今た る 話で ある、 か、 る 利益の 楔を 左右 すれば、 東方に 版圖 ?: 擴張 せんとす 
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る 明白なる 英 の計畫 R 支障し 干涉 する 乙とは、 恐らくは 茶飯事 ^ 過ぎぬ であ 
らう 

黐 

と 言餘 6 に 豪壯に 過ぎた るの 嫌は あるが、 然も 印度に 於て 讓 $ たる 佛國 が、 
をの 寶庫 たる 點 k 於て 優る とも 劣る ことなき 支那の 天地 ^ 、 その 報償を 得ん が 
爲め  安 南を 楷梯 として 步を 進めん とし 穴る 勃々 穴る 野心の 半面は 窺 a 得て 餘 
i あると M ふ 〇 

却說 安 南對佛 國の關 係は、 安 南 嘉隆王 存命の 間は、 極めて 佛國に 取ぅ 有利 
であつ たが、 同 王の 死後 (一八 二 〇 年 以後) 弘文 •弘時 •諸 王の 時代に 入つ ては、 盛ん 
に 排洋 主義を 鼓吹し、 或は 佛國將 校の 放逐と なぅ、 或は 天主 敎の 嚴禁 となぅ、 
宣教師の 幽閉と なぅ、 更らに 進んで は敎 民の 死刑と なぅ、 佛國の 抗議 も 何等の' 
効な く、  一八 四 七 年 以後 六 一年に 至る ま V 兩國の 爭鬪は 久しく 解けな かつた、 
然るに 柴棍に 於け る 最後の 激戰 R 佛國 か大捷 し、 又 安 南國內 偶々 變亂の 勃發し 
た爲に 、安 南は 今や 策の 施すべき やぅ もな く、 遂に 和議を 佛の 軍門に 請 ひ、 柴 
棍條 約を 訂して 其 局を 結んだ、 時に 一八 六 二 年 六月 五日で ある 0 


佛國は 右 柴棍條 約の 結果と して 二) 安 南に 於け る佛 人の 保護の 保證と (二) あ 
る 範圍內 の 通商 自 * の權 利と (三) 邊和、 嘉定 、定祥 の 全 三 州 並に ブ丨 口！ コント 丨 
ル 島の 割譲と (四) 二 千 萬 法の 償金と を 受けた ので あつたが、 をの 後に 至 $ 佛國 
の對 安政 策は、， 武斷 主義を 棄て 、懷柔 主義を 採ぅ、 一 八 七 四 年 三月の 佛安 和親 
盟約に 於て は、 佛國は 安 南に 對して 下の 如く 賣 恩し 二) 安南獨 立の 承認 (二) 戰 
.時に 於け る 援助 (三) 軍艦 銃砲の 贈與 (四) 敎師 技師 軍器 等の 供給 (五) 前約 賠償金 
殘額 に對 する 支拂の 不要、 そして 之れ に對 して 獲 ^ る 主要なる 報酬は (一) 安 南 
の 外交 權 (二) 下 交趾六 州の 割讓 (三) 紅 江の 通航 權 (四) 交 都 チン ナィ、 寧 海に 於け 
る 自由 通商の 權 並に 此 等の 地 R 於け る佛國 守備兵 配置の 權利 (五) 安 南國內 R 於 
ける 佛人對 土人、 佛人對 外人 0 訴訟 及び •犯罪に 關 する 處分權 等で あつたので あ 
る、 そして 云 ふま T もな く 安 南を 保護 國 とする は、 支 佛の關 係を 益 濃厚なら し 
める 所以で あ A、 紅 河 通航の 權利は 漸次に 雲 南を 侵す の 前提で あつた。 

然るに 本條 約 ^ 對して は 安 南は やがて 悔悟の 狀を 示し、 彼の 淸國 人餐永 福の 
率 ゆる 黑旗 軍の 侵入と 共に、 遂に 反佛 熱の 爆發 となぅ、 俱に 提携して 佛人旣 得 

一四 七 
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の 權利を 侵害す るの 擧に 出で た、 玆 R 於て か 佛國も 砲火の 間に 彼等と 抗爭 した 
が、 曩の 和親 條約 k 快から ざる 淸國が 、該條 約 並に 今次の 安 南 攻擊を 以て、 淸 
國 を 無視した る 行動な 6 との 理肉の 下 k 抗議し 來るに 及び、 佛安關 係は 更らに 
支佛の 直接 交涉 とな A、 駐 淸佛國 公使 ブ I レ I 對李鴻 章 間 k は 結局 一 固の 平和 
案が IT せられた ので あるけれ ども、 此時恰 かも •佛 國內 閣交迭 し、 そして 新たに 
外相の 椅子に 倚れる ラク I 〆 が、 再び 安 南 攻撃を 繼續 し、 遂に 安 南側の 請 和を 
餘儀な からしめ た 結果と して、 玆に 一八 八 三年 八月 二十 五日を 以て、 彼の ハレ 
マン 條 約の 締結と なぅ、 安南は全然佛國の保護國とな$了せたのであつ /2 〇 
而して 以上 各種の 積鬱の 問題が 生 / L だ 彼是の 事情が 導火線と なぅ、 そして 支 
佛間に 起れ る戰 端の 果てが、 一八 八 五 年 六月 九日を 以て 締結せられ た 天津 條約 
となつ たので あるが、 該條約 (十 個條を 有す) 第 七 條に 日く 

本條 約が 佛支 間に 恢復せ /I とする 通商 及び 善隣の 關 係を 一層 便宜なる 條毕 に 

發達 せしめ /L が爲 め、 共和 國の 政府は 東京に 道路を 開通し、 且つ 鐵道 敷設を 
獎勵 すべし、 


地方に 於て 淸國 は鐵道 敷設を 決定せ る 時は、 佛國の 工作に 委 すべき 事を 約す、 
而して 共和 國の 政府は、 必要の 人を 佛蘭 西に 求む る爲 ^ は、 可成 的總て の 便 
宜を 之れ ^ 與ふ べし、 但し 該項は 佛蘭 西の 爲 tr は獨 占の 特權 を 構成す る 如く 
思惟す る Z: とを 得ず 0 

と、 顧みれば 佛國 がその 昔 宣敎師 隊を安 南の 一角に 送. つて 以來、 凡そ 二百 七十 
年を 經 過した る r 八 八 五 年に 於て 支佛 間の 鐵道 問題は 起ぅ 來つ たので ある、 そ 
して 玆に 獲た る 天津 條 約の 結果を 問へ ば、 假 令淸國 が一 金を 拂はず 一地を 割か 
ず、 殆んど 對等條 約に その 局を 結べる Z: とを 誇示す ると も、 佛國 は旣 1に 安 南の 
保護 權を 承認せ しめ、 雲南廣 西の 前啃た るべ 5 老開諒 山の ニヶ 所を して 市揚た 
るべ く 開放せ しめたので あつた 0 

第二 欵 鐵道 延長 權と 勢力 範圍の 樹立 

曩に 吾人の 附言した 如く、 佛國對 安政 策の. 奧堂は 飽く迄. も 支. 有 富 源の 開拓に 
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存した 0 で あるから、 一八 八 五 年の 天津 條約以 後、 南部 支那に « 入 せんとす る 
佛の 努力は 益 濃厚と なぅ、 安 南鐵道 延長 問題は、 絕へず 彼等の 野心を 刺擊 した、 
果せる 哉 一八 九 五 年 六月 二十日には、 彼の 「境界 及び 通商に 關 する 修正 追加 條 
約」 が 締結せられ、 仑 して 境界に 關し ては 上部 湄公 河の 東岸 迄を 佛領 とし、 從 
つて 江洪 k 屬 する 該 河畔の 地は， 總て 佛國 領土た るべき を 確認し、 通商に 關し 
ては、 前約に 於て 佛國 の爲に 開 市した る 龍 州、 蒙自 、蠻 耗の內 、最後の 一市を 河口 
に 代へ、 更らに 思 茅の 一箇所を 加 ふる Z: と、 し、 電信 R 關して は、 淸國思 茅と 
安 南孟阿 間に 電線 接續を 決定し、 尙ほ 鑛山鐵 道に 關して は、 その 第 五條に 左の 
如く 妥 商し  : 

議定 中 國將來 在 雲 南 廣西廣 東開礦 時、 可 先 向法國 (佛 國) 廠商 及礦師 人員 商辦 
其 開 礦事仍 遵中國 本土 礦政章 程 辦理、 至 越南 之 鐡路或 已成者 或 日 後 擬添者 彼 
此 議定、 可 由 兩國酌 商 妥訂辦 法 接 至 中 國界內 
佛國 は玆に 一般 安南鐵 道の 淸國內 地 延長 權を 保留した 〇 

一方に 於て は旣に 開放した る 廣西省 龍 州 あぅ、 他方に 於て は 今次の 延長 權あ 


6、 佛は 其翌 一八 九 六 年を 以て 廣西龍 州鐵道 敷設 契約を 成立せ しめ、 龍 州よぅ 
廣安境 上の 鎭南關 に 至る 鐵 道の 敷設を 請負 ひ、 之れ よぅ 安 南 地 帶の諒 山を 聯結 
する の 方策 1: 採つ ^ Q 

然るに 一八 九 七 年 二月 四 日英 支 間に 於て、 一 協商の 記名せられ る 事件 •か 起る 
と、 佛國も 亦 之れ ^ 相當の 報償を 獲得 せんとし、 同月 十三 日佛國 公使 ィム •ジエ 
1 力 1 は、 佛蘭 西の 名に 於て 慶 親王に 對し 左の 如き 要求 (註 一) を 提出し 

一、  百 色 又は 雲 南府に 至る 迄 か、 或は 決定すべき 他の 點に 至る ^ で 龍 洲鐵道 

延長の 件  .  ,  , 

二、  佛國 政府が 最も 實 行し 易しと 認むる 道路 及び 方法 (鐵 道を 意味す) によ $、 

雲 南 省 就中 雲 南府に 至る までの 佛國 通商の 接近 及び 貫通の 件 
をして 之れ R 對し 大要 次の 如き 回答 ?: 受け 

一、  諒山龍 州 線 完成の 後には、 南鸾 及び 百 色の 方面に 向 ふべき 該 線の 延長に 
關 し、 佛國會 社に 依賴 する 乙と 

二、  安南國 境と 雲 南 省 城の 間 ^ 、 或は 百 色 河の 流域に よる か、 或は 紅 河の 流 
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域を 通じて 鐵 道を 敷設す るの 權 利を與 ふる 乙と 
爲に佛 國は龍 州 鐵道廣 西省內 延長の 二路 (龍 州 南 * 及び 龍 州 百 色 M に 安 南 雲南府 
間の 一路 (後 滇越鐵 道と して 現は る) に 對 する 敷設 權の豫 約を 握つ た 0 

越へ て 一八 九 八 年 四月 十日 佛國は 北京 k 於て せられた 公文書の 往復 (註 一 ごに ょ 
多、 「廣 州 ® 租借の 豫 約」 並 k 東京 雲 南鐵道 敷設 權の 讓與を 取ぅ 極め、 又 同年 S 
月 二十 八日の 交換 文 t 註 三) にょ 3、 南髯 北海 間の 鐵道 敷設 權を 獲得した が そ 
の 翌年 一八 九九 年 十一月には、 彼の 廣州灣 租借 條約 (註 四) ^ 成立せ しめて、 同 S 
九十 九ヶ 年の 租借 * を 確定し、 續 い て 彼の 廣州 灣鐵道 並 k 赤坎暗 舖鐵道 敷設 權 
の豫 約を 收めた のみならず、 此間亦 左記の 重大 項 

淸國は 海 南 島 並に 東京 邊 is 諸 省 即ち 廣東廣 西 雲 南 三省 ?: 他國 k 讓與 又は 租借 
出典せ ざるべき rj と 

を 嚴 約して 勢力 圈 樹立の 標石を 置いた 0 

惟へ ば 支佛間 第二次 鐵道 問題の 惹起せられ た 頃 二八 九 五 年 六月) から、 支那 0 
國 情は 急 轉 直下の 勢を 以て、 對 列國關 係の 紛糾を 來し 始めた が、 一方 露 國と是 


#  ,  OS  4  .  .  - - - —1  」 ： - i •1  i  -1-. -vifl , ん] ioj] 

携して 或は 遼 東半 島還附 問題に 斡旋し、 或は 次で 賠償金 問題に 對 する 露佛 借款 
を 成立せ しめ、 以て 北京に 於け るを の 勢力を して、 優に 他の 列 强と诘 抗し得 る 
の 地盤に 立た しめたる 佛國 は、 他方 一八 九 七 年 二月を 以て、 當時 斯國 急進派の 
首領と して 又 姚向星 befideal) の 手腕家と して 有名なる ドゥ メ丄 o og§) を 安 南總 
督の 椅子に 据へ (註 五)， 依つ て 南支 經 營に對 する 縱橫の 奇策 1: 擅に せしめた、 され 
ば ^ 方の 經綸と 北方の 勢力と が 互に 策應 して、 着 令 佛國の 利益 ® 道 鑛山通 ■辟に 
關す る) を 伸長した のは 當 然と 云 ふべ くそして 單に兩 廣雲貴 諸 省の. 地と 云は ず 
遠く 四 JII に 入つ て 巴 蜀の寶 庫を 獨占 せんとす る 彼れ の 野望と 實 勢とは、 彼の 印 
度ょ. CS 滇蜀を 侵し 香港ょぅ 南支に 擴が らんと する 英の 勢力に 對抗し 又 之れ を 威 

嚇し 得て 餘 6 ある ものと なつた ので ある 0 
(註 一) 一八 九 七 年 二月 十三 日に 於け る 交換 文’ 書中には、 尙 ほ兩廣 .雲 南の 鑛山 採掘 權 問題 

(註 二) 一八 九 八 年 四月 十日の 交換 文書 中には、 尙 ほ淸國 郵便 事務員に 關 する 一項 あり、 

(註 三) 一八 九 八 年 五月 二日、 廣西 省內に 於て 佛 國宣. 敎師ぺ ル トレ ー虐殺 r 利 -/ 1S り、 が 
國は爲 に 之れ が對 償を 要求した が、 同 五月 二十 八日の 交換 文書は その 耍求 r 關す 
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ものである、 _道 
(註 四〕 廣州灣 は佛國 
未だ 同灣 占領の 口 
リニ 十八 村 莊を燒 
るに 及び、 佛國は 
又 七 千の 陸兵を 進 
ので ある 〇 

〔註 五) ドウ メー -H  J 
安 南內政 上の 不安 
いたので あつた、 
張し、 親しく  土地 
遣して # 般の 調査 


利權 問題は 該 
が豫 てょ リそ 
實が なかつ た、 
き、 掠黎 暴 a 
絕 好の 口實 ，を 
めて 廣州灣 を 


條項 中の 
の 海軍 极 
，然るに 
を逞 ふし 
握リ、 忽 
占領し、 


一項 0 である 〇 
據 地たら しむべく 
偶々 遂溪縣 下の 暴 
たる その 餘波が 、 

ち 東京 灣 頭に 向つ 
そして 後同灣 租借 


一 五 四 

耍 望した ので あつたが、 

徒 蜂起し、 十一 兵 營を破 
二 名の佛 國 士官を 殺害す 
て その 東洋 艦隊を 差 向け、 
條約 締結の I 幕を 開いた 


八 九 七 年 一月 

も あリ、 又 彼 
然るに 彼れ は 
人民の 狀 態を 
を 行は しめ、 


佛本國 を 
れ 程の 悚 
此の 狀態 
視察し、 
黃金 政策 


出立して 翌 二月 着 
腕 家 もな くして、 

を 一新した、 彼れ 
又 支那に 對 しては 
に 依つ て 支那 官吏 


安、 彼れ の 就任 以前には 
鐵道 問題 も 寧ろ 進 渉を 欠 
は 一年の 過半を 地方に 出 
技師 商人 宣敎師 の 類を 派 
の 買收に 努めた。 
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第 I 歎 利 權一覺 


二  一一 六 六 七 ニー  ー  ニニ 

三九三五〇〇五七 八 八 六 二 五一 九 
三 三 八 一 六 六五〇 三 〇 〇〇〇 三 三 


鐵 

道 


哩 

數 

地 

方 

利 

權 

種 

類 

獲 

得 

年 

月 


雲  南 
同  上 
廣  西 
廣 東、 廣西 


廣 


東 


廣 東、 廣西 

廣 東、 廣 西、 貴 
州、 雲 南、 四川 

湖 比、 河南 
直隸 

四川、 湖南 
湖北 

直隸 、山 西 
河  南 

同  上 

直隸 、山 東 
江 蘇、 安徽 

國 


承辦權 
敷設 權豫約 
敷設 權及 支佛 合辦權 
敷設  權 


同 


1 - 


敷設 權及 支佛 合辦權 


借 


款 


權 

上 


同 

(英佛 日 共存) 

同  上 < 
(英米 獨佛 共存)  ， 

露國 名義の 借欵權 資本 的實 力の 
割込 

白 IP 義 名義の 借欵權 資本 的 實力 
の 割 ^ 

英國 名義の 借欵權 資本 的 實力の 
割込 


同 


h 


一八 九 八 年 四月 及 
一九 〇 三年 十月 

一九 〇 三年 十月 
一八 九 六 年 及 九 七 年 六月 
一八 九 八 年 五月 
一八 九九 年 十一月 
一九 〇〇 年. 

一九 一四 年 二月 
一九 〇八年 十月 
r 人 一一 年 五月， , 
一九 〇 三年 八月 
一九 〇 三年 十一月 
一九 〇五年 七月  . 

一九 〇八年 一月 

一 五 五 


滇越鐵 道 
蒙 茅鐵道 
龍 州鐵道 
南 寧鐵道 
赤 安鐵道 

廣州 灣鐵道 

欽論鐵 道 

京 漢鐵道 

粵川 漢鐵道 

正 太鐵道 

汁 洛鐵道 

道 淸鐵道 

津浦南 段 
第二 


海. 蘭鐵道 
同 成鐵道 


、三 〇〇 
九六〇 


白 耳義 名義の 借欵權 資本 的實力 
の 割込 
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江 蘇、、 河南 
陝 西、 甘肅 
四川、 陝西 

山 西、 

(備考〕 右 表 中 南寧鐵 道は 最近 欽渝 線の 利權 獲得に ょ 
く、  單獨の 敷設は 必要な きこと となつ た 0 


h 


一 五六 

九 r 一年 九月 
九 一三 年 八月 


後 ^ の 一部と して 敷設 さるべ 


第一 

軍 獨 投資 機關 


欵 投資 機關一 


名 


稱 


東方 滙別鈒 行^ 

w ln(me  de  la  Ina c - 

Chine. 

中法實 業 ffi 行 

Banoiue  Industi •一 elle 

ae  clime. . 

義 品放款 銀行 

Credit  Foncier 

(V Extreme  orient. 

義興銀 公司 


資 


本 


法 


四 八、 〇〇〇 、〇 〇〇 


四 五、 〇〇〇 、〇 〇〇 


未 

同 


詳 

上 


同 

同 

同 

佛. 

國 

國 

籍 

上 

海 

津上 

、海 

漢、 

口 天 

北 

M 

廣上 

束 海 

支 

那 

所 

在 

摘 


要 


佛國 の機關 銀行、 利權問 題に 最も 關障 
大 

九 一三 年 設立、 一般 名義は 支 怫 
合辨の 株式 會社 、株式 割當 左の 通 リ 
.支那 政府  二 九、 〇〇〇 株 
■福 公司 株主  四 0、 〇三六 株 
一般 公衆  一七、 九 六 四 株 
計  八ヒ、 〇 〇 C れ 
從つ て英闕 資金 も朽人 す、 


二 國際 投資 圑 


立 

る 

關 

i 

考 

ナ 

を 

r\ 

備 

考 

の 

m 

考 

五 

四 

英 

1 

1 財 

の 

餘 

風 

評 

し 

ル 
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支那に. 於け る鐵 M 利 權と列 5k の 政策  一 五八 

であらぅ か、 又 右  「佛國 協 # 」  なる ものは、 同 成 利權の 表面の 役者た る、 s3c s: t CD« pf 
4aile  da  B- Ig.que  と 提携した る  suci s-' 6  G 6 n CD> rple  ds  Paris  ならん。 

(備考 四) 福 公司、 支那 鐵道會 社 等の 如く 國籍は 英國な る も、 事 實佛資 を 混ず る ものは、 
ある 意味に 於て は佛國 の 投資 機關 とも 見られ 得る けれども、 先づ 國籍 別に 從ひ茲 に 
は 記せず 國 際財團 中の 英佛白 組合 も 英國の 章 下 參照〇 


第三 節 利權 獲得 個別 小史 

前節 第一 欵利權 一 覽 中の 利權 全部は 說明 .せず、 從つて 以下 記述に 漏れた る ものは 他 

國の章 下に 就き 夫々 參照 ありた し 〇 

0 

第一 欵 南支の 利權 

〆 

第一 項 滇越鐵 道 承辦權  ■ 


佛國は 一八 九 五 年 六月 支那 政府と 協商して、 境界 及び 通商に 關 する 修正 追加 
條約を 締結し、 をして 安南鐵 道を 淸國 境內に 延長し 得る の權 利を 豫 約した が、 
技に 安 南 總督ド ウメ  I は 豫て其 腹案た る 安 南 大鐵道 敷設 計 劃 R 對 する 調査を 進 
め、 一八 九 七 年の暮れには 旣に二 千哩の 敷設 案を 決定し、 內に 海防よぅ 起つ て 
河內に 通じ、 紅 河の 流域に 沿 ふて S 南に 到らん とする ものを も 含め、 鐵 道接續 
の 準備に 吸々 たる ものが あつた、 さらぬ だに 當時諸 外國が 支那よ $種々 の特權 
を 父 得しつ、 ある 狀態に 均衡の 地位を 保たん とする 佛本國 の 意向 R も 甚だしく 
火急な 點を存 した 爲に 、遂に 一八 九 八 年 H 月 七日 佛國 外相 イム ニ ノト T は、 北 
京駐 割佛國 代理公使 イム •デュ バイ ル (p w ubail) に 書を 送ぅ、 ！ 京 雲 南府鐡 道の 確 
定 特許 要求の 旨を 諭し、- 次で 同月 三十日 左の 公文を 以て 對支交 涉を傳 命し 穴 0 
東京 雲南府 間の 鐵 道の 爲 め、 淸國 政府に 要求す るに、 該 線の 特許は 佛國 政府 
若く は佛國 政府の 撰擇 せる 會 社の 手 k 歸 すべく、 淸國 政府は 唯 道路 及び その 
附屬 物に 必要なる 土地を 供給すべき 任務の みを 有すべき を 以てせよ 
佛國 公使は 右に よつ て 直ちに 交涉を 開始した が、 淸國 總理衙 門は 四月 十日 附を 

笫二章  佛  國  一 五 九 


支那に 於け る鐵道 利權と 列强の 政策  一六 〇 

以て 次の 同 答を 與へた 。 

淸國 政府は 佛國 政府 若く は ® 國 政府の 指定せ る會 社に、 東京の 國 境よう 雲 南 
府 R 至る 鐵 道を 敷設す る權 利を 與ぶ 、但し 淸國 政府は 唯 道路 及び その 附屬物 
の爲 め、 土地を 供給すべき 他の 任務を 有する のみ、 該 線の 踪跡は 此の 瞬間よ 
6 調査せられ、 をの 後兩國 政府の 合意に よ 6 て 決定 せらるべし、 又 合意の 上 
一窃 程を 編成すべし 

斯 くして 佛國は 雲 南鐵道 敷設の 權利を 鹫 固 ならしめ た 後、 越へ て 一九 〇 三年 十 
月 二十 八日を 以て 彼の 雲 南 安 南鐵道 敷設 契約 (註 一) を 締結した ので ある 0 

而 して 之れ が 敷設 開業の 當事 者に 關し ては 右 契約の 次第 書中 k 日く 『 . 現 

に 法國 政府は、 東京よう 雲 南 省 城に 至る 鐵道 を 敷設 開業せ しむる 爲め 、•滇 越鐵 
路法國 公司を 選定した 6 云々』 と、 抑も滇 越鐵路 公司なる ものは その 表面の 名 
義は 淸佛 合同 經營に して、 一九 〇 三年 九月 九日を 以て 組織せられ、 支那 政府よ 
うは 土地 買收 費の 一部を 支出した が、 之れ 單に 名義の 保留に 止まう、 その 實權 
に 至つ ては 全然 佛 人の 手中 R 存 し、 佛國の 爲に鐵 道の 承 辦權を 設定せ し R 等し 


き 結果と なつた ので ある、 又 之れ が 線路に 關し ては、 その 第 一條に 日く 『東京 

境 上よ 6 » 南 省 城に 至る 鐵 道は、 河口を 起 黙と し蒙自 或は 蒙自 附近を 經て雲 南 

.  4 

省 域に 至る ものと す 云々』 と、 曩に ドク メ丨 は、 彼の 緬甸に 於け る 工事の 難趟 
k 躊躇 逡巡 せる 英の 緬甸， 雲 南 四川 鐡 道の 將來に 對 比し‘ 江河の 流域を 走つ て 雲 
南 R 入らん とする 佛の鐵 道 計 書の 利便 多き に 得意の 笑みを 漏した と 云 ふが、 事 
實 海防に 起 3 河內を 連ね そして 雲 南の 境 上 k 到るべき 東京 部の 線路は、 槪 ね} 
路坦 々たる 平野を 走る ものなる が 爲に 、旣に 一九 〇 三年 九月 滇 越鐵路 公司 成立 
の； 當時 は、 右 東京 部 線は 竣工して、 公司は 之れ が 經營權 を も 安 南 總督府 よ 3 讓 
受ける に 至つ たので ある、 若し それ 雲 南部の 線路 k 至つ ては. 丘陵の 起伏 高原 
の 連亘 後段 說く 如く その 難エた るは 固と よ $ 免 かれ 能は ない が、 それと て 省內 
の 他の 線路 k 比較 すれば、 寧る 甚だ 易々 たる 工事に 屬 すべき もの、 雲 南の 佛は 
雲 南の 英に 優先す る 乙 と 萬 令で あつた 0 

初め ドク メーは 本線 敷設の 佛國會 社を 組織せ ん爲 め、 交趾 支那 銀行と 巴 里の 

「コントラ •ナシ ヨナ〆 •デス コント ニ 及び 「ソシ エース！  ♦セネ ラル」 との 間に 斡旋 


支鄱に 於け る 鐵道利 櫂と 列强の 政策  一-六 一一 

し、 弗 蘭 西 シンデ ヶ i 卜 1: 成立せ しめ、 資本金 千 二百 五十 萬 法を 以て その 敷設 
に當 らし めんと した、 然る K 右の 資金は 餘 5+に 少額に 過き 全線の 敷設 豫算と 
しては 九 千 二百 萬 法を 要する が爲に 、 一方 シンデ ヶ 1 卜の增 資を行 はしめ、 他 
方 總督府 よ 3 は先づ 千 二百 五十 萬 法を 支給し、 同年 末よ 6 工事 ^ 着手した、 然 
るに 當時 此の 地方の 人民は、 殊に 文明の 利器を 忌み 外人の 經營を 喜ばず、 その 
虽 哽 なる ものは 保地會 なる 團體を 組織し. 土地の 買收を 拒み 工夫の 募集を 妨げ、 
遂に 會 社を •して 同地 方の 工夫 募集を 斷 念して、 遠く 浙江省 寧 波 地方に 就て 之れ 
を 求む るの 餘儀な きに 至らし め、 然も 漸く 集め 得た る數 千の 工夫 3 へ も、 瘴癘 
の 地に 於け る 艱難の 作業に 堪へ かね、 多くは 罹病 者と なう 逃亡者と なる の狀態 
で b o た、：^ つ ' 1: 工事の 進涉 頗る 遲 く、 當初の 計 劃に 大 なる M 顧を 來し 豫定 
資金は 九 千 二百 萬 法な うしに 拘はら ず、 實 際は 一億 六 千 五 百 五ナ萬 法を 要すべ 
く、 從來の 儘に ては 到底 事業の 繼續 不可能と な A 會社は 遂に 一九 〇九 年を 必 
て 解散し、 玆に 本鐵道 事業は 轉じて 佛領 印度支那 政府の 手に 移う、 而して 之れ 
•か 買收 費よ、 本國 々會の 協賛を 經 公債 發 行に よつ て 之れ 1: 調達し、 一カ ー〇年 


三月 漸くに して 全線の 開通を 見る 乙と が 出 來た〇 

因に 一九 〇 三年の 契約 第 十 一條は 規定して 『幹線 落成の 後 若し 果して 利益 あ 
れば、 雲 南 省の 地方 長官と 其方 法を 商定 し '/ 2 る 後— 更らに 北京 駐紮 佛國 公使と 
外務 部と 協議して、 幹線ょぅ 支線を 敷設すべし』 と あるが、 之れ 恐らくは 彼の 
普 押の 茶 ?: 東京 市場に 送らん •か 爲に計 劃せられ たる 蒙 自臨安 思 茅 線を 暗示す る 
ものに 相違な く、 又 その 三十 四條の 規定 『淸國 政府は 八十 年の 期限 滿了 する 時 
は ffi 國 政府と 商議して、 敷地 鐵道 及び 鐵道 に屬 する 一切の 財産を 回收 するとを 
ね 云々』 に 關して は 吾人は 該 規定の 果して 役立つべき 將來な る や 否やを 斷じ能 
はな S の T ある。 

(註 一) 本契約は 淸國欽 命總理 外務 部 事務 總理慶 親王と 佛國 特命 全權 公使 ヂユバ ィル (呂 
斑) との 間に 较結 せられ、 別に 附屬書 あり、 佛國 市場 1C 於て 該鐵道 株券の 賣出 しある 
時にね、淸國人も之れが購人權あることを規定す0  . 

« 

第二 項 龍 州鐵道 敷設 及び 合辦權 

溶 二 章佛國  一六 三 


支那 ., C 於け る鐵道 利權と 列强の 政策  一六 四 

本鐵道に對する « .國の_關係は、 一八 九 五 年 六月 二十日の 境. 界及び 通商に 關す 
る修 ：止 造 加 條約 〇 結果と して、 佛國が 得た る 安 南 鐵道淸 國境內 延長の 權利に 準 
據 し、 東京 諒 山を 經て當 時の 開 市場た る 龍 州に 至らん とする に 遡源し、 翌九六 
年 彼の 總理衙 門 總辦章 京戶部 郞中舒 文と 佛の 費務林 (フィ ブ •ソ ユ丄 公司 工事 監督 
葛理 義と會 商の 上 締結せ る 廣西龍 州鐵道 敷設 契約に よつ て、 佛國は その 工事 請 
負 並に 經營 を擔任 するとと なう、 更に 九 七 年 六月の 鑛山 道路 及び 鐵道に 關する 
淸佛 (往復 文) 協定 ic よつ て佛國 の地步 1: 確定し、 廣西官 局 並に 右 記 費務林 公司の 
合辧事 業と な &、 前者の 出資 三百 二十 萬 雨、 後者 二百 七十 九 萬 雨、 合計 總 資本 
額 五 百 九十 九萬兩 、而 して 工事は 一八 九 六 年を 以て 着手し 一九 〇 一年 竣工した、 
道路 說をな す もの あ $、  本線は 元 佛國が 安 南よう 廣西に 入らん として、 寧る 
鐵道其 物の 收 支を 度外視して 敷設を 敢行せ る もの だと、 或は 然らん 、將來 他の 
廣西諸 線と 連絡す るに 於て 始めて 佛 _ 年來の 希望は 達せら るべき もので あらう 0 

第三 項 廣州 灣鐵道 敷設 及び 合辦權 


廣 州灣鐵 道とは 廣東省 廣州灣 頭の！ 一一 百塘 を基勲 として、 北方 逐溪 を經て 欝林 
k 至る ものと、 逐溪よ 6 高 州に 至る もの、 即ち  ス 

(一)  三百 塘—欝 林  一八 〇哩 

(二)  三百 塘—高 州  八三哩  . .  ： 

の兩線路を云ひ. 現在 ^ 於て は尙 ほ豫定 線に 屬 し、 淸 佛合辧 但し® 租界の 鐵道 
は佛商 (廣 州灣鐵 道會社 乏 を 敷設し、 中國屬 地の ものは 淸人 之れ を 敷設す る 筈で、 
若し 淸商に して 資金を 急 要する 際には、 佛 商よ 6 之れ を 融通す ベ 5 契約を 有し、 
總豫定 資金は 一千 萬 元で ある。 

木 鐵 道の 沿革と しては、 一八 九九 年 十一月 廣州灣 租借に 關 する 條約に 依つ て、 
佛國は 赤坎 よ. 〇 暗 舖の 附近に 至る 一鐵 道： 赤暗鐵 道の 項參 照) の 敷設 權 を 得た がを 
の 翌年に 至つ て 廣東 總督周 馥は 、廣 州佛國 領事よぅ 巴 里 ^ 於て 廣州灣 鐵道會 社 
設立の 許可 ？: 與 へたる 旨の 照會を 受け、 該 公司 代理人 祁琍久 華商と 久しく 熟議 
を . it ねて 漸く 茲に 本線の 敷設 5: 决定 したので ある、 元來高 州 ® 林 及び 廣州灣 

は 相互 大な る關 係を 有し、 其 等の 地を 接續 する こと. は、 土地 的 繁榮を 誘 ひ 從つ 
第二 章  佛  ^  一六 五 
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て 佛國商 勢を 伸長し 得. る 事故、 彼の 廣州灣 租借に 關 する 條約 締結の 前年 即ち 一 
八 九 八 年 五月 二十 七日 佛國 公使 ピションが 其の 租借 區域 及び 彼我の 權 利を 規定 
せる 條約 案を 總理衙 門に 送致し 承認を 請へ 6 と傳 へらる、 もの、 中には、 其の 
第 七條に 於て 『淸國 政府は 廣州灣 の一熙 ょ $ 雷 州府に 至る 鐵 道、 雷 州 西海岸 上 
k 於て 指定す る 一地 點 に 至る 鐵 道、 及び 暗® の 附近 (C 至る 鐵道を 敷設す る 乙と 
を 佛國に 認 許す』 なる 文字を 有して ゐ た、 されば 佛國が 其 後 巴 里 ^ 於て 廣州灣 
鐵道會 社 設立の 許可を 與 へ、 更ら k 淸國に 對 して 資金の 融通を 約す るに 至つ た 
乙と も、 决して 偶然な 結果では ない、 

唯今 日に 於て 尙ほ 之が 敷設を 見ない のは • 廣州灣 其 物の 價 値の 疑問が、 佛國 
をして ^ の豫 定の實 行に 躊躇を 與 へつ、 あるの、 たとの 說も ある、 

t  • 

第 四 項 赤 暗鐵道 敷設 權 

赤暗鐵 道とは 廣州灣 頭の 赤坎 ょぅ、 北方 暗舖に 至る 延長 六十 哩の 豫定 線で あ 


吾人は 本線 對佛 國の關 係を 說く爲 R 左に 一八 九九 年の 廣州灣 租借に 關 する 條 
約 第 七條を 引用す る、 日く 

淸‘國 政府は 佛國 に、 雷 州 府所屬 廣州灣 地方 赤坎ょ A 暗舖に 至る 地に 鐵 道を 敷 
設し 、陸路 電線を 建設す る 乙と を 准す、 而して 之れ が爲め 要する 土地は、 佛 
國 官吏ょぅ 淸國 官吏に 照會 し、 地方 官を經 て 時 價相當 の代價 を淸國 人民に 給 
す、 而 して 鐵道 敷設の 爲め 要する 處の各 材料 及び 電信 線路 修築の 爲め 要する 
費用は、 凡て 佛國の 負擔に 歸し 、而 して 淸國 人は 規定す る處の 項目に 從 a 
鐵道 電線を 使用す るの 便益 V」 得べ し、 鐡道 及び 陸路 電線 R し 1: 淸國に ある も 
のは 淸國 官吏 之を 保護す るの 責あ $、 借地 內 R 在る ものは 佛國自 から 之を 管 
理 す、 又 晴舖鐵 道 電線の 通ず る 地に 於け る 水面 及び 沿岸は、 凡て 家屋を 築造 
し、 並に 佛國各 商船を 停泊し、 貨物を 積 卸す るを 准し、 以て 往來に 便なら し 

むる Z. とを 議定し、 依つ て 邦 交を 重んず 云々 
と、 即ち 佛國は 之れ が 敷設 權 並に 經營 權を收 めた もので、 資本金と して 四百 五 
十 萬 法を 豫定 した、 然るに 元來の 目的が 廣 州灣鐵 道と 同 樣廣州 灣繁榮 策に ある 
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力爲 に、 その 今日 迄 敷設 着手に 至らない 理由 も 亦 斯國の 廣州灣 政策の 動 搖に基 
因す るので ある 0 


第二 欵 中央 縱 貫の 利 權 

(京 漢鐵道 借款 權) 

京漢鐵 道 k 關し ては、 佛國は 前後 二回に 利櫂關 係を 持つ、 前者は 即ち 一八し 
八 年 六月 二十 六日 白國シ ンデヶ 1 卜を 表面の 役者と する 京漢鐵 道 合同涤 約 k 於 
ける もの、 後者は 即ち 一九 〇八年 十月 八日 東方 滙理 銀行の 綺 結した る 京 漢鐵道 
回收 資金 借款 契約に 於け る ものが 夫れ である、 吾人は 以下 之れ 上 「前の 利權」 
及び 「後の 利權 J の 名の 下に 論述す る D 

ムリ  >  lojd  • 

ぎ C7: ネ權 

一八 九 八 年の 京 漢鐡道 合同 條 約の 當事者 としては、 表面 佛國の 名は 出て ゐな 
S 力 一度 白 B 財 團の內 幕を 檢す るなら ば、 之に 對 する 佛 國の實 勢力の 如 可 こ 


大な るか， は 容易に 判明すべき 事柄で あぅ、 又 露の 南下佛 の 北進の 融合の 事 貧ょ 
6 見る 時に、 佛國が 如何に 經濟 上の 目的 以外 政， 治 上の 野心に 驅られ て 該利權 獲 
得の 裏面に 飛躍した か 系 想像が 出來 る、 彼の 合同 條約 締結の 日を 去る 僅かに 二 
日、 六月 二十 八日の 「レ •テン ブス」 紙が、 當 時佛國 外相の 公信と して 京 漢鐡道 
建設 材料 供給の 實權を 獲得した る 旨を 揭载 した 上、 鐵道 問題が 支那 及び 列强の 
關 係に 極めて 重大なる 使命を 有する 秋に 當つて 成就せられ た該 締約は、 政治 上 
經濟上 佛國を 祝福す る もので' あるとの 意味を 添說 した 如き、 當時に 於け る佛國 
の 眞 意を 語れる もので、 をして 白 國財團 か 本 債を 弓 受け ^ 翌年の 四月 ^ 以て 
之れ を 佛白瑞 和 四國の 市場に 賣 出した が、 公債の 五分の 三は 實に巴 里に 於て 應 
募せられ た處 であつ た、 要するに 佛國の 佥權は 白國 シンデ ヶ I 卜の 聲譽を 高め 
盟主 露 國の採 配の 下 R 强 敵英國 をして 該利權 の 確立に 對 する 妨害を 斷念 せしめ 
たので ある 〇 

その後 本線の 起工に 對 し、 多少の 紛爭も 起つ たが それ も 解け、 漢 口ょ 6 着手 
の ' d と R 决定 すると 同時 一八 九 八 年の 秋季を 以て 起工し 始めた が、 更ら k H 事 
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急進の 必要 上 南北 兩 端よ $ 着手の 乙と、 し、 一九 〇〇 年の 春季に 於て は、 旣に 
保 定正定 間 約 百 基 米の 線路を 竣工した ので ある、 然る ^ 偶々 北 淸事變 起う 右 線 
路は 悉く 破壤 せられた 結果と して、 聯合 軍保定 占領 後、 佛軍は 同 線路の 修築を 
擔 任し、 且つ 豐臺 よう 新に 一枝 線を 導き 正 陽 門外に 至らし めた (玆に 於て 蘆漢 
鐡道 の稱を 廢して 京漢鐵 道と 呼ぶ) そして 這般の 損害に 對し佛 白兩國 は、 之れ 
が 賠償を 支那 政府に 要求し、 鐵路 總辦盛 宣懷と 折衝して、 遂に 「京 漢鐵道 被害 
賠償金は、 政府よ 3 同鐵 道 R 對して 支 拂ふ乙 と、 但し 佛白 兩國 は淸國 政府に 代 
つて 立 替拂を なす 事」 を 承諾 (註 一) し爲に 約 五 千 萬 法の 別途 立替 金 ?: 提供した の 
であつ た。 

前後 八ヶ 年を 費し、 一九 〇五 年の 暮に 至う、 京漢鐵 道は 全線の 開通を 見る-こ 
と、 なつた が、 然も 此 頃よ 6 支那の 自辦熱 旺盛を. 極め、 又 第三 國の回 收助聲 運 
動 も 起 $、  遂に 條 約の 規定す る据置 期間の 満了と 共に、 一九 〇八 年を 以て 白國 
財團對 京漢鐵 道の 關係は 斷絕 (支那 回收の 結果} する 乙と、 なう、 從 つ て 佛國も 亦 
該利權 の •實 質を 失つ た ( 此 等の 關係は 白 國の章 下參照 ) 但し そは 白國 .財 國 R 關與 


する 佛國 とし 1: の絕緣 なる 乙とは、 吾人の 所謂 「後の 利權 J に 於て 明かで ある」 

後の 利權 (現在の 利權)  , 

白 耳義シ ンヂヶ 1 卜借 款總計 一億 二 千 五 百 萬 法 (五 百 萬磅) に對 する 償還 資金 

としての 郵傳部 公 * に對 し、 一九〇 八 年 十月 八日 佛國 東方 滙理 銀行は 英國 (滙 
豐 銀行) と共に 各 二百 五十 萬磅 宛の 引受に 成功した が'  佛の京 漢利權 に 對 する 前 
後の 飛 移ぅ の 行動が、 かく も 巧妙に 出來 上つ たのは 何故で あるか 〇 

« 

思 ふに 支那 政府は、 當時白 耳 義財團 の 野心 換言すれば 露國の 野心を 恐れた の 
は 事實で ある'  そ 乙に 行く と 支那 中原の 佛國 は、 支那ょ 3 云へ ば 露國ょ 6 も 幾 
段 か 與し易 S もので あつた、 されば 白耳義 借款 償却 問題は、 畢竟す るに 露淸銀 
行の 排斥が 主要なる 目的の 一つ だつ た 事は 爭へぬ 、 又回收 援助の 第三 •國 例へ ば 
英國の 如き も その 運動の 眼目は 露國 勢力の 驅逐 にあつ た、 之れ 京 漢回收 資金の 
借款に 對 し、 佛國の 依然として 存する 理由の 第一で ある 0 

とは 云へ 當時の 支那ょ 6 見れば、 英にも 亦 露に 讓らぬ 材 狼の 慾が あつた、 故 
に 白 國財團 派を 抑へ て英 にの み 偏す るのは 却つ て 危險で ある、 玆に 於て 支那は 
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以夷攻 夷の 政策に ょぅ 英に配 する に 他の 一國 又は 數國を 以てする 必要が あつた、 
之れ 佛國 存續の 理由の 第二で ある 〇  . 

同じく 借款では、 ある も の、、 前回の ものと 今回の ものとは、 借款の 對償 即ち 
利權の 內容に 重大な 相違が ある、 彼には 敷設 權 並 ^ 經營 代理 權あ るに 對し此 は 
單 /;?: 借款 利益 (利潤) を 目的 (少 くと も 表面は) とする に過ぎない、 然らば 支那と して 
は ある 點 まで、 その 英た ると 佛た ると を 問は ず 進んで 之れ が 出資を 歡迎 せざる 
を 得な かつた ので ある、 之れ 佛國 存續の 理由の 第三で ある C 

京漢鐵 道に 投資せ る佛國 侧の舊 債主は、 直ちに 新 公債に 乘換へ 得る の 便宜 も 
あ $、 又を の 資金 も 全部を 歐洲 市場ょ 6 持ち去る ものに も あらぬ 爲め賣 出 容易 
なるべき 見込 あ 6 し 事は、 淸佛 間の 妥協を 容易なら しめたので ある、 之れ © 國 
再存の 理由の 第 四で ある。 

即ち 右の 如く 今回の 借款に 關し ては、 支那 側に 於ても 佛國を 見る こと、 前の 
露怫白 一派に 對 すると 同一の ものでは なかつ た爲 に、 機敏なる 佛國 資本家は 此 
點 を 利用して マン マと 成功した ので あつた 〇 


(,  一) a iit 院監督 局 編輯 「支那の 鐵 道」 大正 四 年 四月 改訂の ハ 刀  一三 七 百 

.  \ '  *  '  •  '  〆 • 

第三 欵 西部 縦貫の 利權 

(欽渝 鐵道 借款 權) 

佛國は 一九 一四 年 二月 十一 日を 以 C、 彼の 東京 灣 頭の 欽 州に 起 i r 寧 百 色を 
t p て 與義に 出、' て、 西 折 雲南府 を 連ねた る 後曲靖 よう 北 走して 威 寧に 到う 叙扑に 
伸び、 それよう 長江の 北岸を 東行して 瀘 州よ $ 重奧渝 州) に 達せん とする 全長 凡 
を 一. 千 二百 七十 哩 、廣東 廣西貴 州 雲 南 及び 四川の 五 省に 跨る 大鐵 道の 利權を 獲 
得した が、 這は 實に 佛國の 政策に 於ても 亦 支那 並に 他の 列强 のをれ に 於ても、 

極めて 重大な 關係を 有すべき 線路で ある 0 

嘗て 一八 九九 年 一 支 人 唐なる ものは、 その 頃 東京よ i 南 清に 流入す る 佛國勢 
力の 澎湃穴 らんと する に 反撥し、 雲 南 省 城よう 廣西省 百 色に 到る 間に 鐵道ビ 敷 
設 し、 百 色 以東は 西 江の 舟運 t 利用して 廣 東に 通 ぜんとす るの 計 劃を 樹て 、を 
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して 時の 雲 南 總督 に 向つ て 之れ が ® 許を 出願し /2 が、 彼れ の 主張の 骨子と する 
と 乙 るは、 大略 左の 如き 意味の もので あつた 0 

英佛 兩國が 或は 緬甸を 通じ 或は 東京 1: 通じて 支那を tt さんと しつ、 ある 寺に 
當 6、 我 ^ の 要求す る 第一は、 我 商業の 發達に 資し 兼て 佛國の 企圖を 打破す 
べき 鐵 道の 建設 T ある、 今 雲 南 百 色更ら k 進ん V 南 寧に 至る ベ 土 線は、 國 
人に 對して 雲 南 以東の 交通路を 與 へ、 豐饒 なる 鑛產 1: 開發 し、 全國中 屈指の 
商業地た る 廣東省 との 關 係を 密接に し、 又 一朝 佛國 と戰端 を 啓く が 如き 場合 
には 廣 西貴艸 雲 南の 野 k 向つ て 敏速なる 兵員の 輸送を なさし め 得る であら 
ふ 〇 

然し 此は刁 幸に して 物には ならな かつた、 物には ならな かつた けれども 少 くと 
も 支那の 識者の 共鳴を 誘 ひ 得て 餘 i あつた、 それ か あらぬ か 越へ て  一 t 一 一年 
郵 傳部尙 書は 特に 技師を 派遣して 同 線の 調査を 命じ、 雲 南廣西 兩總瞥 k も その 
旨を 通じて 秘密 裡に 事の 進行を 計つ たので ある、 然るに 此 間 ?: 以て 發 したる 革 
命亂 は、 汎く 同地 方に 於け る紳董 豪商 共の 事業 !: 破壤 し* 從つて 建設 資金の 涸 


渴を餘 儀な くし 事業は 一先 づ頓 挫した が、 翌 一九 一二 年 五月に 至う 該問題は 再 
び 大總 統袁世 凱の 卓子を 訪れ、 玆に 總統は 新 R 二人の 技師 5: 送 6、 彼の 雲 南 ^ 
路公 司の * 接師为 る ド.. レ t(w.  S.  Dawley) と共に、 その 實査に 當 らしめ ると 同時に、 
S 南® 督に對 しては 兩廣貴 州の 總督 等と 協働し" 之れ が 資金の 調達 方に 盡 力す 
ベく、 中央政府 も その 事業 監理の 任を 果 すべき 旨を 激 It した％ 雲 南 總督も かく 
して 同 問題の 緊急を 自覺 し、 事業の 遂行を 期せん が爲 めに 雲 南鐵路 局を 組織せ 
しめ、 そして 先づ 第一 期 線と して 雲 南 以東の 一部 線 (某 錫鑛 山に 至る) の 起工を 主 
張した ので あつたが、 鐵路 局は 又 別個の 意見を 有し、 若し 一部 線の 起工なら ば、 
寧る 將來 支那 國人に ょう 建設 せらるべき 必要 ある 雲 南 四川 鐵 道の 階梯た う 得る 
一線 (雲 南 霑益間 かと 思は る) に 着手す るに 若かず となし、 能 ふ 限う 佛 B 鐵 道の 營 
養 線たら ざ らんを 期した ので ある、 震る ^ 線路の 决定に 先つ て 復々 資金 自辦の 
不調. 問題が 起つ たが、 e 幸か不幸か 佛國 は遂 R 之れ 5: 探知し 穴、 かくて 佛國の 食 
指 大に纺 かざる を 得な かつた 折も折、 第二 報は 續いて その 耳に 警鐘を 激 打し a 
南 百 色 線 (塡 百鐵 道) 敷設 費 三百 萬砖の 借款 契約が、 將に獨 支 間に 妥訂せ られん と 
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しつ、 ある 5: 吿げ た、 (一九二 一一 年 盛夏の 頃) 即ち 南支に 於け る その 優越 權の 侵害に 
遇へ る 佛國、 その 佛國の 驀進は 玆に 至つ て 止み難き 必勢 とな 多、 北京に 於け る 
同國 公使の 活躍は 始まつ た、 如何なる 悚腕を 振 a 又 如何なる 秘策を 弄した かは 
不明で あるが、 その 翌年の 初頭を 以て 遂 R 彼の 中法實 .業 銀行を して マン マと 欽 
渝利權 (註  一) 1: 奪 CA 去らし め、 從つて 雲 百 借款 問題に 對して も、 彼れ は 獨 支の 關 
係を 打ち破つ て 所謂 一彈二 鳥の 成功を 收めた ので ある 0 

然らば 本線に 對 する 佛國の 政策は 如何、 今 之れ が 關係 1: 一瞥す る k 當 $、 吾 
A は 之れ 1: 左の 順序に よぅ 論述す る〇 

一  南方の 終點 を 欽州 としたる 理 ® 、  ' 

佛國旣 得 利 權の關 係よぅ 云 ふ も、 又 線路の 延長 問題よ. CN 見る も、 南方の 終 培 
は. 正に 北海た るべ く 想像せられ るに 拘 はらず、 彼れ は 殊更に 欽 州を 撰定 した、 
是れ 一見 奇怪なる 如くに して 實は然 ちず、 欽州は 北海に 勝る 天然の 良港な ので 
ある、 彼の 外廓を 廻る 四 丘は よく 颶風の 襲來 を 防ぎ、 港灣は 水深く して 北海 W 
如き 着船の 不便がない、 鐵 遒 の 工事 も 附近は 槪して 難 エの裼 所少 く、 佛國の 翮 


港 政策に 於て は實に 適當な 土地柄で ある 〇 
I 1 廣 西利權 問 E と 南 寧 中心 政策 

若し、 一八 九 八 年 前後の 狀 態を 以てすれば、 廣西 省に 於け る 佛國の 勢力は 英國 
の それに 數 倍すべく、 鐵道 利權の 如きは 殊に 優勢 匁 立場に あつたに 拘はら ず、 
その後に 於け る 勢力 '/！ r 展の 速度は 甚だしく 减 却し、 利權 政策の 緩漫は 却つ て 支 
那及び 英國侧 の乘ず べき 機會を 助成した、 一九 〇五年 以後 利權囘 收の聲 支® 0 
朝野を 動し、 廣西省 亦 その 渦中に 投じて 以來、 佛國は 徒らに 省 民 怒 號の票 的と 
なぅ 或は 嘗て フ ィブ •ソ ユー會 社の 旣得 利權 とも 見做 3 れ たる 梧 A ^ w la 並 ic 
梧州龍州線の如きものも、彼の廣西全省鐵路有限公司によつて回汷そられ、 一 
九 〇八年 同 公司が 株金の 不足よ 6 して 借款 (二 千 萬 雨) の 止むな きに 至れる 際に も 
佛は 之れ •か 獨 占の 功 1: 逸して 英 と共に 折衝した 如く‘ 支那の 他 省 R 於け る その 
利 權 活動の 割合よ- <=> すれば、、 廣西 省內の それは 寧ろ 大 なる 不辰 の時咤 を寶 けた 
ので ある、 然る R 今や 欽渝 利權の 掌握に よつ て'  本省の 經營も 一大 刷新の 時 幾 
に 入らん とする に 當 3、 玆に 吾人の 見逃し 能は ざる ものは、 •佛國 の 採れる 南 寧 
第一 一章  佛國  l fc t: 
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中心 主義の 努力で ある、 彼の 西 江の 流れに ょつ-て 東西 南に 舟航の 便 1: 有する 南 
寧は、 一九 〇七年 一月を 以て 市場の 開放を 行 ふて 以來 、目醒 しき 通商 上の 發達 
を 遂げ、 一九二 一年に 於け る 輸出入の 總 計は 七 百 三 萬 三千 八 百 二十 五 海 關兩を 
算 し、 從來の 記錄に 對し實 に 三十 割の 增加を 示して ゐ る、 况して 將來 北は 百 色 
雲 南 重慶を 聯ね 、南は 欽州 なる 良港と 結び、 西は fi 州諒 山ょぅ 河內に 及び、 そ 
して 東は 梧 州に 經て廣 東 R 到るべき 鐵道 系統 あるを 考へ 合せれば、 南 寧の 好望 
は 云 ふ 迄 もな く、 やがて 南 寧を 支配す るは、 全廣 西を 支配す るに 均しき 時代が 
來は しな S か、 佛が .欽渝 利權 の决定 と共に、 同地 ^ 心 政策 R 腐心す る敢て 偶然 
ならぬ 次第で あらぅ C 

三、 四川の 開 發と同 成 線の 聯絡 

巴 蜀の古 史に 名高く、 峨眉山 月の 詩に 謳 はれた る 四川 省は、 また 東西 稀れ に 
見る 富 庫の 地で ある、 從つて 之れ が 開拓の 武器を 左右す る ものは， 今 も 昔 も關 
中の 王者と して 支那 十八 省に 臨み 得る、 利 權競爭 の 激甚なる 當 代. 英佛 何れ か 
その 榮 冠を 奪 ふの 勝利者た る、 印度に 後れた る 佛國は 四川 R 先んぜず して 止み 


得る 筈は ない ので ある、'  然るに 二國の 勢力は 一緊 一張して 容易に 之れ が 優劣を 
決し かねた 計 $ でな く、 彼の 一九 〇〇年 前後に 於け る乇〆 ガン 鑛 山利權 (次 節參 

照) は 英の 功名と な 6、. 又 一九 一三 年 六 七月の 交には 重 慶廣東 線の 假 契約 (後 取消 

>  二  • 

しとなる) ^ よつ て 英は 再び 佛を 脅かし、 折角 雲 南 ^ 先鞭した る 佛國の 努力 も 或 
は 過半の 意義を 失 ふなき やの 不安 i: 感ずる 正當の 理由 も あつたので ある、 され 
ば 此 等の 點 よぅ 見て •佛 の欽渝 利權の 獲得は、 彼れ の 四川 開拓 政策に 多大の 權威 
を 附與 する ものと 云 ふを 得べ く、 四川の 貨物は 雲南鐵 道を 通じて 東京に、 或は 
貴 州廣西 線を 經て 海港に 送致せられ て來 るの みならず、 彼の 一九 一三の 夏季を 
以て 彼れ の 與黨白 耳義シ ンデヶ I 卜の 獲得した る 同成鐵 道と 成 都に 於て 連聯せ 
ら るべき 將來を 想像 すれば、 南東 京よぅ 北 蒙古に 通じ •支那の 西部を 南北 it 縱 
貫すべき 恐るべき 政治的 色調の 隱顯 する さへ あるので ある 0 

(註 一) 本 借款 契約は 未だ 詳細を 知る に 至らず、 從つて 借款 明細 (卷末 附錄) 中に 記載せ ず、 
又鐵道 企業 組織 別哩數 調査 (支那の 章 下〕 中 1C は 未確定の 分と して 計上す。 

•  .  . .  ' 
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S 節 i 協約 問題 

支那に 於け る英佛 間の 勢力 範圍 又は 投資 範圍 R 關 する 協約は、 前後 左の 三回 
に 行 はれて. Q る、 即ち 

(一)  一八 九 六 年の 協約 (雲 南 四川に 於け る利權 共通 k 關 する もの) 

(二)  一九 〇五 年の 協約 (支那 中央 鐵道利 權に對 する 利害 共通に 關する もの} 

ニニ) 一. 九 一四 年の 協約 說 (長江 流域 並 k 兩廣雲 南に 於け る 投資 範圍に 關 する 
もの) 

之れ である、 吾人は 以下 此等 協約の 成因、 趣旨、 及び 其經 過に つき 槪說 (協約 文 ば 省 
略) する 〇 

二) 一八 九 六 年の 協約  / 

一方 佛國が 一八 八 五 年の 天津 條約 にょぅ、 安 南の 保護 權 を 確立し、 東京 鐵道 
問題を 惹起す ると、 他方 英國は 一八 八 六 年を 以て 緬甸 全土の 主權を 併呑し、 か 
くして 相互 ^ 雲 南に 入 6 四川を 突かん とする の 準備を 整へ つ、 あつ ^ が、 M へ 


て 一八 九 五 年と な 6、 同 六月 二十日には 淸佛 間 R 於て 「境界 及び 通商に 關 する 
修正 追加 條 約」 が 締結せられ、 佛國は 英國が 嘗て 支那と 約して 不割讓 地と 定め 
たる 湄公河 上流の 地を 割 取した が、 之れ に 就て は英國 側の 輿論 甚だしく 沸騰し、 

*  .  ...  • •<« ■ .-* .  J  V；  *、  ，•「•.二  . 

對佛 抗議 問題 も 中々 に 八ヶ間 敷かつ た、 とは 云へ 從來 南方 亞細亞 に 於け る兩國 
の關 係を 熟知せ る 英國當 局は、 佛國に 向つ てを の 地 1: 爭はず 、：寧 る此 機に乗じ 
.て 多年の 懸案た る湄公 河岸 及び 南支に 於け る二國 の繫爭 問題 1: 决定 する 乙との 
急務なる 5: 考 へ、 彼れ は佛國 に 對して 之れ が 協商を 申込ん、 た、 然るに 佛國 側に 
於ても か、 る 英國の 希望に 對 し、 無下に 之れ を 排斥す るょ 6 も 寧ろ 協商して 大 
局の 打算を 計る に 若かず となし、 遂 R 一八 九 六 年 一月 十五 日、 英京 偷敦に 於て 
英國 外相 ソ f ルスべ リ I 卿 (Lord  sarsbury) と、 駐英 佛國 公使 ド •ク T 〆 シニ， 男 
(Baron  de  Courc 名 es) と會 合の 上、 彼の 「暹羅 及び 上流 湄公河 事件 並に 雲 南 四川 二 
省に 於け る權利 共通に 關 する 協商」 なる もの ?: 成約し、 その 第四條 (全體 六 ヶ條) 
に 於て 規定して 

兩國 政府は 一八 九 四 年 三月 一日 及び 一八 九 五 年 六月 二 日、. 淸！ I と 締結せ る 各 
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自の條 約に よう、 或は 佛蘭西 或は 大丕 列巔 ic 對 し、 雲 南 及び 四 ; II の 二 淸國省 
に 於て 許容せられ たる 通商 上 若しくは その他の 特權 及び 便宜、 或は 佛蘭西 或 
は大 as 列 顧に 對 し、 以上の 二淸國 省に 於て 今後 允許 せらるべき 總ての 性質の 
特 8 及び 更宜 は、 總て兩 國に關 係 ^ 有する 以上は、 兩國 、兩國 の國民 及び 所屬 
民に 共通 ^ 許可せられ、 且つ 兩國は 之れ が爲 め、 淸國 政府の 仰に その 勢力 及 
びその 扶助を 行 ふべき 事を 契約す、 

となし、 以て 雲 南 四川 問題の 妥協を 作つ / 2 ので ある、 

謂 ふまで もな く 協約の 成立を の ものが、 旣に兩 者の 利益に 出立す る 以上、 之 
れが 將來の 履行 も 不履行 も f •は 畢竟 利害 關係 如何によ つて 終始す る、 國際關 係 
は往令 にして 個人 道德の 準繩の 外に 漂遙 すべき 超越 性を 持つ ので ある、 

右 協約 締結の 年 (一八 九 六 年) 淸 國李鴻 章は 歐米 漫遊の 途に 上う、 そして 初夏の 
交を 英京に 送つ たが、 其 際 彼れ は英國 顯官の 紹介に よつ て ブソ チャ r ド 4  , ガ 
ン (Mr.  Pritcllard-Morgan) に會 し、 同人を して 支那に 於け る鑛山 採掘を 開始せ しむへ 
き議を 取う 纒め たのが 初緣 となう、 一八 九 八 年 十一月 二十 五日を 以て 四川 省內 


鑛山 採掘 豫備 契約が モ， ガン 對 支那 當 局の 間に IT 成せられ、 翌 一八 九九 年 一月 
三十日には 本契約の 調印を 終へ、 四 川 に 於け る 採 鑛利權 は英 人の 掌中に 歸した 
(註 一) ので あつた、 英佛 協約 R 忠な らば、 英ば その 利權の 半ばを 佛國に 配與 せし 
め 1: 然るべきで あるが、 彼れ は 果して 此擧に 出た か、 右 契約の 成立を 耳に した 
る駐 淸佛國 公使 H ム •ピチ オン ( g .  S&B) が、 曩の 協約を 楣に英 に 抗議し 支那 政 
府に對 しては 之れ が 批准な からん 乙と を 强 要した 時に、 英の 回答は 佛國 をして 
二言な からしめ たので ある、 日く 『該 契約は 單に 支那 鑛山 局を 創設し、 英人は 
之れ が 管理者た るを 規定す るに 過ぎず、 從つて そは 協約に 違反せ ず』 と、 然も 
記 臆せょ 英 Q 四川に 抗議し ^ る佛國 は、 一八 九 八 年を 以て 雲 南の 鐵道利 權を確 
立した る當事 者なる 乙と を 

(註 一) モルガンは 契約 成立 後、 一八 九九 年 干 月 十二 日を 以て、 資本金 三十 萬磅の ィー 
スタ ー ン •。ハ ィオ-ー ア in ンパ -1 AThe  Eastern  Pioneer  Co. ) を 組織した。 

(二) 一九 〇五 年の 協約. 

一 A 九 六； 年の 英佛 協商 後、 兩國の 政策は 飽く迄も 對 進し、 必ずしも 雲 南 四川 
* 
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の 利 權に關 して 和衷 協同の 實を示 S ず、 彼の 佛國 東方 滙理銀 行 4: 首腦 とする 財 
團が 、漢口 信 陽 地方よ 6 四川 成 都に 至る 鐵道を 敷設し、 更ら k 之、 れを ffi 南に、 接 
續せ しめんと する 企劃を 有する 時には、 英國 財團も 浦信鐵 道を 延長し、 成 都よ 
6 轉じ て緬甸 に 達せん とする 宿望を 有し、 各 その 實現の 期の 一日 も 他よ 6 早 か 
らん 乙 とを 願 a つ、 あつたが、 恰かも 此時這 般二國 の 爭奪戰 を 利用し、 漁夫の 
利 5: 獲ん とする 米 國財團 の 飛躍が 現 はれる と、 佛國 は玆 に英國 との 妥協の 必要 
を 感じ 始め ^ 、  何故ならば 若し 米に して 利權を 漁夫 6得 /2 6と假定すれば、 支 
那 中原 並に 四川 方面に 對して 彼れ は 英の外 更らに 米 1: も 有力なる 競爭國 として 
持たねば ならぬ 將來 となるべく、 又 米 R して 單獨に は 成功せ ざる 場合に も、 佛 
ic して 英と 飽く迄 力爭 す. るに 於て は、 英は 或は 米と 提携す る や も 測 3 難い、 然 
も 英米の 提携は その 前例に 乏しから ぬので ある、 又轉 じて 英國側 の 立場を 見る 
に 彼の 北京 シンデ ヶ丨卜 の實權 が、 旣に佛 白 資本家の 掌裡 k 歸し 居る 關 係よ 
ぅ、 英の 中原 政策には 少なからぬ 「佛國 の 影を 伴 ふ」 の 事實が あつたが、 一九 
〇〇部 以降 英國は 一方に 於て 南 亞戰爭 の爲に 支那 利權 活動を 數 年間 封 ぜら れ、 


他方に 於て 强敵獨 逸の 長江 侵入を 受けん とし、 從つて 彼れ は 佛 資を曳 s て も此 
等の 不利 不安を 除去 せんとす るの 傾向を 示した、 落花 流水の 投情な きを 得ない 
英佛は 、先づ 一九 〇四 年に 於て は 支那 中央 鐵道會 社を 成立せ しめて、 公然の 秘 
密裡に 提携の 素地を 見せた ので あつたが、 折も折な 6 日露の 役は 露國の 大敗に 
ょつ て 其 局を 結び •極東の 舞臺 はガ ラリ 變つて 領土 主義の 本尊を 葬ぅ、. 盟邦の 
凋落に 遇へ る 佛國の 孤容は 索然と して 南 北大 策の 過去に 苦笑を 漏す ゆみ、 歐洲 
本土に 於け る 英佛の 握手が 此間に 助勢 ^ れつ、 あつた 如く、 支那に 於け る二國 
の 接近 も かくして 爛熟期に 入らん とした、 果せる 哉 一九 〇五 年佛國 植民地 狀况 
調査 委員 H ム • デシ ャネ， が、 大統領， I ベ 1 に 提出した る對支 經營决 議案の 條 
項 中には、 實に 左の 如 さ 二 項を 有し、 

(一)  佛國は 支那の 鐵道 制度 ?: 設 くるに 就きて その 行動を 共に する 爲 め、 英國 
と 協定を なすべき こと 

(二)  支那 及び 極東に 於け る 英佛の 利益を 計る が爲め 、 二 新 圑體を 組織すべき 
こと 
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又 同年 八月 英國 外務 次官 パ I シ r は、 外務省 豫算 案の 討議に 際し 演 舌して 
英國 政府は 淸國 1¢ 於け る英佛 共通の 利益を 增 進す る爲 R は、， 佛國と 協力す る 
M との 甚だ 必要なる 乙と を 熟知す る、 是を以 て 今や 四川 省の 豆 沙溪に 至る 揚 
子江岸の鐵道を、兩國均一の利益享有を基礎として、兩國にて敷設せんとの 
交涉 中で あるが • 之は 遠からずして 纒るで あら ふ 云々 
と、 そして 同年の 秋 十月 二日に 於て、 有名なる 一九 〇五年 協約 (Tile  1905  Agreement) 
が、 在 支兩國 資本 團 (註  一) ^ ようて 取 3 結ばれ、 支那 中央部 R 於け る鐵道 事業の 
獨占を 宣言した、 協約 (十四 ヶ條を 有す) 第 八條に 日く 

浦 口よう 成 都に 至る 鐡道 及び 津浦鐵 道を 除き、- 組合が 今後 計畫 し經營 する 鐵 
道に 雇用すべき 技師 その他の 歐洲 人は、 出來 得る 限 6 英佛 臣民 中よ 6 同一 割 
合を 以て 採用すべく、 所要 材料 其 他 上記 鐡道に 關 する 凡ての 注文は、 同一 割 
合を 以て 英 佛兩國 製造者 及び 諸 負 業者 R 渡すべき ものと す、 

と、 又 第 十 一條に 日く  、， 

英佛 兩國は 各 本 組合に 持 株を 有する 限う、 本 組合 主要 事業と 競爭の 地位 R 立 


つべき 凡ての 企業を 妨碍 撃破す るに f の 全力を 用 ふるに 一致せ $ 

と、 今 之れ を國 家的觀 念の 立場ょぅ 云へ ば、 英國 政策 (長江 谷に 對 する) 一面の 失 
敗で あ. CN、 足つ て 佛國 側の 成功で あるが、 本 協約 も 亦 何日 迄を の 實質 を 保ち 得 
たら ふ、 やがて 英國は その 餘 3 に 佛資 迎合 主義の 過大を 悔ゆ る R 至つ たので あ 
る、 (第一章 第五 節參 照) 

(註 一) 協約 締結の 各 財團は 左の通り 
(一)英國財團|代表者 0 § 1—< ^ |ブ 

(a)  The  British  I  chin—  Corporation,  L2.  (b)  The  Pekin  syle,  L2.  cc)  Tho  Yif  v—y 

Co.,  L 2 , 

(一一〕 佛 國財團 1 代表者 Stanislas  Simon. 

(a)  The  Bank  de  —-chine.  (b)  The  comptoir  N1—  d H scompte  de  Is.  (c)  The  so— 
GErale.  (d)  The sl egie  6 rale  de  chemips  de  Fer.  (e)Messiei  N.  J.  &  S.  Bardllc. 

(三) 支那 中央 鐵道會 社 H cll 5- i  Central  Railway〆 1 」2.) 

01 一) 一九 一四 年の 協約 說 

一九 一一 年の 革命 亂以 後、 支那 政府の 執ぅ し 財政 策內 面の 決裂は 列强 政策 


支那に 於け る鐵道 利權と 列强の 政策  , r w 八 

の 勢力 範固 主義 V 復活せ しめたが、 英は 長江 政策に 於て 最も 覺醒 し、 兼て 長江 
印度 聯絡 主義を 緊張す るの 方法と して 寧湘沙 興 諸 線の 敷設を 劃し、 佛は南 方 及 
び 四ガの 利 # を 固め / L が 爲め 露 白と 携へ同 成 利權を 獲て 先づ 北方の 鈴 • !§ を 安 
全なら しめた 後、 •彼の 欽渝 利權を 奪 a 去ぅ 積年の 大 策を 實 現す るに 多」」 であつ. 

た、  . 

一九 一四 年 四 五月の 交、 恰かも 寧 湘利權 契約が 英 支の 問に 成熟し つ、 あつ ^ 
前後で ある、 一 飛電は 揚子江 流域を 以て 英國の 投資 範圍 とし、 雨廣雲 南を 以て 
佛 脉 の 投資 範圍た らしむべき 密約が、 英佛の 間に 成立した る 旨を 報 U た、 事の 
V M M3 を C かむ へき 餘裕を 世人に 與 へずして 時代は 測らず も 世界の 大 洪水 こ 見舞 
はれたる爲め 本 密約 問題は 當時 如何なる 程度 迄 進んで ゐたか 、 又 其の後 如^,. 
なる 成 行と なつて ゐ るかに 就て は、 吾人の 臆斷を 許さない が、 當 時の 評論 界の 
一般 " 0 調 T は 大 f? に 於て 右 密約の 成立を 是認 (肯定) したので あつた*  S ふ R 同 
年 二月を 以て 佛國の 獲た る欽渝 利權 は、 英國の 描ける 長江 印度 聯絡 鐵 道の 中途 
を 遮 r する に 足る のみならず、 均しく 同國の 企圆た る 雲 南 四川 線を 出し 故く ド 


となる、 英國の 立場よ 6 すれば、 佛國 が英に 何等 一言の 沙汰 もな くして か、 る 
重大 利 « を 獲. 得し ^ 乙 とは、 决 して 默過 する 事の 出來な S 理由が ある、 又佛國 
の 側 R 於て 之を 見れば 萬 一英 國 に-して 支那 K 抗議し、 且つ 一大 决 心を 以て 佛國 
に 當 $、 之れ が 取消し 間 題に して 惹起 せらる、 場合 あ $ と せんか、 夫は 實 (C 佛 
國の 鴻謨を 誤る の 危險が ある、 されば 若し 英に して 曩の第 一 次 協約を 楣 (都合よ 
ければ 協約は 互に 利用す) に、 佛 國に對 して 何等かの 善後 問題を 提起す る ある 場 
合には (恐らくは 提起し y2 ので あら ふ) 佛たる もの 又 何物 かの 妥協に 滿 足しな け 
れば ならぬ 狀態だ つたと M. はれる、 英の 長江に 對し佛 は 兩廣雲 南の 不割讓 を 支 
那と嚴 約して ゐるが 、 假令 前者と 後者と が、 その 土地 的價 値に 於て 同日の 比で 
はない k しろ、 英國 が一 面に 欽渝を 佛に讓 ぅつ、、 他面 吸々 として 長江 政策の 
緊張を 策し つ、 ある 近時の 狀 態よぅ 推せば、 右 投資 範圍 協定 問題の 傳說 は、 寧 
ろ 吾人の 想像に も裕 かな 所で ある、 

密約 か、 それとも 單に 交涉の 試み か、 そは 兎 も あれ 「一九 一四 年の 協約 說」 
たるに 遺 存はな S、 吾人は 此 意味 R 於て 「 英佛 協約」 の 題 下、 之れ が 添 記を 敢 
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てす る、  . 

......  〆 

第五 節 對支策 健在 

顧みれば ド ゥメ  I の 東京 總督た 6 し 時よ $、 鐵道 政策に 一定の 計 書を 立て、 
惑は ず、 國內 金融 社會の 意思を して 政府 外交の 方針と 並行せ しめ、 又 その 領事 
勤務 5: 整理して 能く 所定の 企劃に 盡力 せしめ、 更らに その 宣教師を 督勵 して 各 
地に 亘$ 善く 探檢 報道の 任務に 當 らしめ た 結果は、 斯國 の豐裕 なる 財權 と® 俟 
つて、 彼れ の 利權を 築いて 優勢なる 地步に 置いた、 彼の 「大體 よう 觀 察する と 
5 は、 支那に 於け る 英國の 威力は 南方に 偏し、 露佛 同盟の 威力が 支那の 全部 k 
跨うて、 多く 緊要の 地點を 占めつ、 あるに 如かず」 とする 世論の 如 5 も、 近 土 寸 
の佛露 提携が 一時の 緩漫 よう 蘇生して、 偉大なる 縱撗 利權を 把握せ るの 事實に 
考證 すれば、 その 必ずし 7^ 短評に 終らぬ を 知る であらう、 况して ド 氏の 計 劃に 
係る 印度支那 縱 K の大鐵 道が、 今や 殆んど その 三大區 間の 開通を 見、 之れ が 終 


局の 55 患た る暹 羅の國 境ょ 6 安 南 沿岸を 經て 遠く 雲 南に 直通す る 日の 到 來も期 
して 待つべき 狀態な るに 於て は、 彼れ の鐵道 政策. が 如何に 此 等の 地方 並に 支 邦 
に 於け る斯國 勢力の 增進に 寄與 すると Z. る あるべき かは 想像に 堪へ たる 次第て 
ある、 

固ょう 何國の 政策と 雖 も、 恒に 完全なる 能は ざるは 云 ふまで もな く、 佛國の 
如き も 支那 南部に 於け る 植民 政策に 可也の 失敗を 殘 したのは 事實で ある、 去う 
ながら 對 支那 利權 政策の 全 體 として 云へ ば、 彼れ は 矢 張 3 列强中 有數の 成功者 
である、 その 資本 的 活躍の 廣汎 なる 乙とは、 政治的 植民 的缺陷 を 補 a 得て 餘う 
ある v  く、 殊に 近時に 於け る 投資 機關 刷新の 一大事 實は、 印度支那 銀行の 掄張 
にも 又 中 法 實業鈒 行の 利權的 雄飛 (鑛山 及び 鐵 道) R も その 一般を 窺 ひ 得る ❷であ 
る、 

今次の 大戰が 佛國の 經濟界 に 與ペ つ、 ある 激震は、 蓋し 吾人の 言を 須つ 爻 で 
もな いが、 セダンの 後の 回復力の 意外に 大な うし 事實に 想到 すれ ぼ、 戰 後に 於 
ける 囘復も 亦 東洋人の 想像 以上に 速 かなので はなから うか、 對支 策の 將來 毛從 
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つて 健在なる ベく 豫想 せざる 1: 得ない ので ある、 
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第一 節 政策の 眞相 

白 耳義は 過去に 於て 支那に 對して 二 個の 條約を 有する、 一は 一八 四 五 年廣東 
に 於て 締結し、 一は 一八 六 〇年 北京，^ 於て 締結した る も の、 而して 之れ 皆 通商 
k 關 する 條約 にして 政治問題 ^ 關して は、 未だ 之れ を 有しない ので ある、 從來 
彼れ の對支 政策を 目して 單に 商工 政策に あ. となす 論者の 說は 必ずしも 短見な 
らず 、彼れ が 列 强と鐵 道 利權を 爭ふ k 至つ て、 尙ほ 支那 政府は 毫末， P 白 耳義の 
意思 1: 疑は ず 「白 耳義は 陸海 軍を 有せざる 小國 なれば、 その 支那 ic 關係 せんと 
する は、 單に自 國の製 出に か、 る鐵 器の 賣先 を 求めん とする に 外なら ず」 と 思 
惟せ し 如き 必ずしも 白國 公使が 一場の 甘言 巧辭の 力の みでは ない、 とは 云へ 右 

の 如 &推斷 は 幸か不幸か 一八 九 五 年 以前の 彼れ に 適用すべく、 然も 以後の 彼れ 
第. 三 章  白耳義  一九 三. 


安那に 於け る 鐵道利 權と列 强の政 策  一九 四 

を律し得るものではなかつ' 72 、 事實日 淸戰後 支那 利權 k 對 する 國際競 爭の發 生 
時代に 入う、 白 耳 義の對 支 政策は 從 前の 夫れ R 比し 偉大なる 變 化を 齎らした、 
假令 をの 商工 主義の 根底に 變動 なしと する も、 少 くと も斯 主義 5: 達成 せんが 爲 
めの 手段 方法が 違つ て來た 、 槪言 すれば 温厚 小心なる 海 商 政策ょう 惡悚 大膽な 
る利權 政策 U 轉化 したと 見るべき が 近時に 於け る 白 國對支 策の 眞 面目では なか 
らふ か、 一部の 批評家が 「白 耳義 恐る、 に 足らず、 白耳義 シンデ ヶ r 卜恐 るべ 
し」 と 云へ るは、 確かに 這般の .消息を 傳ふ るの 言で ある、 斯國 名義の 白 耳義シ 
ンヂヶ ー トなる ものは、 支那が その 財團の 出現の 當初 R 於 七 想像した 如くし か 
く單純な組織或は內實を有するものではなかつ /2 、 その 鐵を賣 らんと する 意思 
に 相違は なくと も、 賣 込の 規模と 市場の 範圍 とを 擴大 せんが 爲に、 極めて 巧妙 
に その 財團の 構造 並に 運動の 方法が 出來 てゐ た、 即ち 彼れ は 一方に 於て 露國の 
政治的 野 , 15 の 傀儡と もな う、 他方に 於て 佛國の 經濟的 利益の H  •セントと もな つ 
<、 利權 問題 ^ 繫爭 したので ある 〇 

即ち 知る、 彼の 渺 たる 白 耳義の 名を 冠せられ たる シンデ ヶ I 卜が、 鐵 道利權 


の 國際的 抗爭裡 に 於て、 意想外な 大實 力を 擁し、 英米 日 獨の諸 財團に 對抗 して、 
常に 屢々 大快戰 を 試み 來れる 原因 も、 また その 繫爭せ る 利權の 性質が、 多くは 
政治的 又は 軍事的 色彩に 濃厚なる 理由 も、 つゆ 遇然な らぬ 系統の 上に 存 する 乙 
とを 〇 

} 

第二 節 利權 及び 投資 機關 

第一 欵利權 4 覽  . 
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C# 考 こ 汴洛 線は 線路と しては、 海 ! 1- 鐵 道の 一部で、 あるが、 借款は 今日 尙單 .獨に 成立 
してゐ る 〇 

(備考 二) 利權 の內容 は卷末 「借款 明細」 參 照、 


(二) 第三 國の 名義なる i 白資の 侵入 ある 利權 
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(三 一白 國が 獲得 運動を 試みた る 主要 利權 
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露淸 銀行と 在 支 鐵道及 市街 鐵道會 社 (白) との 內的關 

#' による、 

福 公司の 株式 中に 白資 あるに よる、 

支那 中央 鐵道會 社中に 白資 ある 1C よる、 

同  上 
運動 年 | 觀軸 所有 國 
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同  同  同 白 

-  國 

同  同  北 天上 

京 津海 


一九 〇〇年 三月 二十 六日 設立、 白耳義 
シン ヂ ケート として 知られ、 一九 〇 三 
年汴洛 一九 一二 年 海 蘭利權 を 獲得す 內 
容は 前者と 大同小異な リ、 

一九 七 


白 耳義の 機關 銀行に して、 利 權關係 深し 

佛資 を 混ず 


華 比 銀行 

X ino-B  Igian 'w a-nL 

吳法邁 銀行 

支那 鐵道硏 究協會 

父 ociete w elge  pour 

F  EUide  de  Cliemiiis 

de  l oJ r  eu  clllllp 

在 支 鐵道及 市街 鐵道會 社 
c o ml)agnlo  Geuerale 

d c GllsnlJls  de ^ o r 

e ct- de  Tramways  op 

cllm? 


法 


五〇 、〇 〇〇、 〇〇〇 


未 


司 


詳 


1WI 
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張 

鐵 

道 

七 

九 

昼 

江 

直 

西 

隸 

日 

英 

本 

米 

九 

■  ■ . 癱 

革 

— a 

九 

為 

_  美 

日 

本 

支 

那 

政 

府 

(備考) 京 漢利權 には 成功した る 後一 九 〇八年 支那 政府に 回收 せられ 白 國利權 消滅 粤漢 
利權は 米國會 社の 旣得權 を會社 株式の 買 占 K ょ リ橫奪 せんとし' て 遂に 失敗 0 

第二 歎 投資 機 關一覽 

名  稱一資  本 | 國籍 / 支那 所在  摘  要 


支那に 於け る鐵道 利權と 列强の 政策  一九 八 

普通 白 耳義シ ンヂ ケート として 知らる 
一九 一三 年 同 成 利權を 獲得す、 之は 常 
に 佛 國の大 投資 機關た るソ シヱ テ—* 
■ゼネ ラル •オブ •。ハリスと 聯合して 活動 
す、 又 左記 「備考 三」 に 示す 如く、 五國 
國 中の 露 國團 の內 部に も 其 名を 列す る _ 
ょり 見て 本 協會の 活動 fc も露佛 白の 提 
携は 明かで ある 0 

(跪 考 一〕 彼の 國際 投資 團 とも 稱 すべき 英佛 組合 中、 白 國財團 が 一 萬 株を 有する ことは 
旣に 英國の 部 (第一章 第二 節 第二 欵) に 示した 通りで ある、 又 福 公司に も白資 ある こと 

* 

は 云 ふまで もない 0 

(蒲 # 二〕 下の 事實 は白國 投資 機關に 直接の 關係 はない が、 白 國の對 支 投資 熱を 證 する 
一端と もなる こと X 思 ふ、 卽ち 一八 九九 年 彼の プリ チヤ ード •モルガンの 發 起した る 
ィ ー スタ ー ン •。ハ ィオニアー 翁コ ンパ- 一-が 設立せられ る 時、 白國に 對 しても 株主を 募 

集した が、 白國前 皇帝は 進んで 投資せられ、 モルガンに 次ぐ 大 株主と なられた ので 
あつた 0 

C 備考 三〕 白 耳 義財團 にして 且つ 國際團 中の 露國團 たる もの、 內容 として 傳へら る X 處 
の もの ほ 左の通り 

(l〕 w anque!lusso-Asiatique( ^ toi ^ ^ )  (2)  A.  Spitzer pp Co.  (3)  J.  Henry  schroeder ^ .o o.  (4〕 
Eastern  Bank,  Led.  (5)  Banque  Sino  Beige  f ft vr b  辯 ^ )  ( 05 〕 Soci 6 s: Belge Ri Etude  de  Chemins  de  Fer 

§  chine.  ハ 7  ノ  S0c s; t4  G4n s' ale  de  Belgique,  (8)  Banque  D o utremer  (Belgian). 


白 耳 義協會 

soci CDS t CDN G CDN n CDS rale  de 

Belgique 


同 


Ini 


IP) 


第三 節 財團 の利權 運動 

第一 欵 硏 究協會 と京漢 問題 

京漢鐵 道の 敷設 問題に 對 しては、 一八 九 六 年の 初頭 資金の 三分の 二は 淸國 ~ 
の 手に ょ 6 、一一 一分の 一は 外人の 懐から 出し合は された 一個の 會 社が 成立した る 
やの 風說も 起つ た、 又 米人ゼ ッファ I ブ なる 者が、 本線 敷設 契約 R 成功した と 
の 評判 も あつた、 績いて 同年の 八 九月の 交には、 實權英 人 R あ 6 と 云は れた一 
廣東 財團と 支那 政府との 間に、 北京 漢口 及び 漢口廣 東の 幹線 鐵路の 借款 契約 力 
締結され たかの 流言 も 起つ た、 然も 右 諸 說の紛 令た $ しに 枸らず 、同年 十月 迄 
は 京 漢鐵 道に 關 する 計 書は、 その 何れも 纒爻つ 穴 ものは 出來な かつた ので ある 
想 a 起す 一八 八 九 年 支那が 初めて 地方 總督 及び 重臣ょぅ なる 鐵道 會議を 北京 
に 開く や、 時の 湖 廣總督 張 之. 洞 現は れ來 つて、 一方 進歩 派を 挫き 他方 保守派を 

一九 九 
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一一 〇〇 


支那に 於け る鐵道 利權と 列强の 政策 

籠絡し、 以て 李 氏の 滿洲 線に 對抗 して 京 漢鐵道 敷設を 提唱し、 遂 k 朝廷の 裁可 
を 握. CN しこと を、 然も 當時 彼れ 張 氏には 敷設 R 對 する 一定の 成算な く 唯 望む と 
乙ろ は兩 派の 爭に乘 じて 自己の 名聲 5: 羸ち 得 / 1 とする にあつ たが、 同 寺 こま 2 
政府 者の 如き も 漫然 自國 資金 R ょつ て 敷設を 試みん とする 夢の 如 S 道程 ^ 彷徨 
した 0 であつ た、  3 れば其 後に 於て 百方 株主の 募集に 努め、 富豪 紳商を 勸 誘す 
るに 至つ て 始めて 成功の 望な & 乙と が 知れて 來た、 その 結果と して 先づ張 5 
の 借款 築路 主義が 起う、 次で 政府 當 局. の 承認 あるの 段 取 6 とな 3、 . 遂に 盛宣* 


八 九 六 年 十月を 以て 之れ に 關す 


を 以て 總辦 となし 本 問題の 正式 解決を 急ぎ、 

る敕 令を 發し たので ある 0  . 

然るに 日淸戰 後 k 於け る淸國 財政の 不幸なる 暴露に ょ 3、 極めて 不利益なる 
條 件に 甘ん せざる 限ぅ、 三千 七 百萬兩 の' 借款 (敷設 費 豫算約 五 千 萬 雨の 內 、淸國 
の 自辨し 得る 見込 額 一千 三百 萬 雨) は 到底 成立の 見込がない ので あつた、 故 C M 
多の シンデ ヶ I 卜は 前後して 貸款の 申込を したに 拘はら ず、 皆 其の 條毕は 過® 
に して 借款 問題の 前途 も覺束なく見ぇ /2 0 


去る 程に 玆 R 白 耳義シ ンヂ ヶート のみは 何故か 支那に 對して 步令 調和の 傾向 
を 示し、 總辦盛 氏の 如き も 左記の 理由に ょつ て、 該財團 との 握手 k 滿 足の 意を 
漏し 始めた。  • 

一、  白 耳 義財團 の 借款 條件が 一見 支那 政府に とぅ 有利なる 乙と 0 

二、  支那は 白耳義 シンデ ヶ I を 以て、 東亞に 政治的 野心な き 白 耳義國 の財團 
な. CN と 信じた る 乙と 〇 

思 ふに 國際 利權競 爭の漸  /S  激甚な らんと すぞ 時に 當 6、 特に 見 立ちて その 借款 
條 件の 有利なる らしき 反面 R は、 亦 何等かの 陰謀 秘策 あぅ 得る とも、 當 時の 支 
那 R して 冷靜 ならば 或は 讀み 得た 事で も あつたで あら ふが、 目前 三尺の 考察に 
-のみ 多忙なる 彼等には、 不幸に して 洞察の 餘裕 がな かつた、 果せる 哉 支那 政府 
は翌 一八 九 七 年 三月 二十 七日 湖 廣總督 の 任 處武昌 に 於て、 同 シンデ ヶ ー トと第 
一回の 合同 條約を 締結し、 次で 同年 七月 二十 一日 上海に 於て 第二 回の 條 約を 締 
結したに拘はらず、九八年一月第一回の借款金拂込をなすべき約を蹂躪して、シ 
ンデヶ 1 卜は 新に 不當 なる 難件を 提出す るに 至つ た 0 である、 卽 ち露淸 銀行を 
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支那に 於け る鐵道 利權と 列强の 政策  二〇二 

して 資金 取扱 銀行たら しむる 乙 と、 並に シンデ ヶ r 卜の 責任 輕减 問題を 提起し 
たが、 支那と しては 今更 如何と もしが たき 場合と て、 遂に 一八 九 八 年 六月 二十 六 
日 上海に 於て、 盛 宣懷と 財團の 代表者 ユー ベルトとの 間に、 二十 九 ヶ條の 合同 
條約は 締結せられ、 次で 十 ヶ條を 有する 同 追加 條約も 成立した、 玆に 到つ て 知 
らる V 所は、 財團 最初の 好條 件は、 單 に 競 爭者 排撃の 手段に すぎず、 又 野心な 
しと 見られ 浼白耳 義財圓 は 又 必ずしも 弧 立 無援の 純なる 商工 主義者では なか 〇 
たので ある 〇 

先つ 本條約 (註 一) の 性質ょ 3 云へ ば、 淸國 .政府が 築路費 不足 額を 借款 せんが 爲 
めに 締結した る 所の もの 故、 借 入に 關 する 條項は 仑 の 主たる Z. と 勿論で あるが、 
然も 之れ k 附帶 して 各種の 重大なる 利權 (敷設 經營の 代理と 云 ふが 如 &) が 財團の 
手中に 歸 し、 又 財團內 部の 關係を 見れば、 そが 當時 極秘に 附 せられた に 拘 はら 
ず、 彼の 借款 取扱 銀行と して 露國の 官府 的機關 銀行た る露淸 銀行を 指定した る 
事と 云 a 、 更らに 一九 〇〇 年佛國 政府の 公表せ 5外交文書中 ^ 、」該協會は佛白 
兩國 資本家の 合同ょ 3 成 3、 蘆 漢鐵道 借款 總額 一億 一千 二百 五十 萬 法 中、 佛國 


資本家の 引受けた る もの 五分の 三、 白國 側の もの 五分の 二な ぅと 明記し ある 事 

實 と云ひ 、 露佛 白の 關係は 蔽ふに 由な き處で あつた 〇 

か、る內外の關係を有する京漢間題の一段落と共に、 財團の 眼は 漢口廣 東 線 
に 移.^、 やがて その 手が 延 I びて クオ I, スト？ I 卜に到 $、 該 線の 利權を 旣得 
せる 華美 啓 發會社 (The  American  China  Development  CO.) の 株式 買 占 (米國 の 章下粤 漢鐵 
道の 項參 照) を斷 行して 粤漢 利權を も 併せん とした 一九 〇三 、四 年代は 實に 白耳義 
シンデ ヶ I 卜の 名は 惡 鬼の 如く 支那 及び 列强の 恐怖と なぅ、 天馬空を行く 如き 
をの 活動は、 ょく 南方の 佛國と 北方の 露國 とを 漢 口に 握手せ しめ、 好漢 米國を 
屈辱の 淵に 陷れ つ、、 長江の 英 を戰慄 せしめ 山 東の 獨の顏 色を 奪 ひ、 北京の 大 
官を して 白 國財團 の 虎ょ $ も猛 き 1: 思は しめたので ある、 然も 遂に 時なる 哉 
粤漢橫 奪の 一幕 敢なく 最後の 五分 時に 破れて 以來、 一葉 天下の 秋を 語る もの か 
南北 縦貫の 大策 漸く 望みな からん とし、 能 ふべ くん ば 京 漢利權 に根據 して、 河 
南 以北の 利權を 固め (次 欵參 照)、 以て 他日の 再擧 R 備 へんと しつ、 あつ 穴 力 一 
九 〇五年 以降 露國の 退勢と 支那 自辦 熱の 旺盛とは 玆に京 漢利權 回 收の氣 勢を 段 
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支那に 於け る 鐵道利 權と列 强の 政策  二 0 四 

長し 彼の 合同 條約第 五條の 規定を 楣 に、. 据置 年限の 到來 と共に、 遂に 一九 〇 

八 年を 以て 支那 政府の 爲に 囘收 せられた、 未だ 當 年の 野心の 何程を も滿 足せ ざ 

る內 に、 好個の 利鐵を 失へ る 白 耳 義財團 の遺慽 もさる 乙と ながら、 初 奇兵を 放 

つて 凱歌— げ、 S 奇兵を 放たれて 返却した る、 その 不思議な 運 八 叩の 縫合 こ 
を  なか  <  に 吾人の 感興を 引く ので ある 0 

(註 一〕 合同 條 約の 主要な 條 項を 示せば 左の通り 〇 
用  途京 漢鐵道 敷設 費 0 
公債 發行池  露、 佛 、白 0 

起債  額 2£ 百 萬镑 (第一 回 一億 千 二 百 五十 萬 法、 第二 回 千 二百 五十 萬 法)。 

手  取  額  九十 〇 

年 五分 G 

每年 六月 一日、 十二月 一日 0 

元利 支拂 事務 取扱 金高の 千分の 八 半 0 

! 九 一八 年 0 

每年 抽籤 同額 償却、 一九 〇七 年後は 何時に て •も 全部 償還す る ことを 
得 0  - 

保 (一〕 本鐵道 線路 其 他所 屬 全財產 ■及び 本鐵 道收遂 0 


带  子 
利子 支拂日 
手數料 
元金 償還 最終 年度 
償還 方法 


(二〕 淸國 政府は 其總歲 入を 以て 元利 支 拂を保 證す〇 

.特殊 條 # ( 一〕 fl 國シ ンヂ ヶート は、 淸國 政府に 代 リエ 事を 管理す、 並 1C 本 借款 

.  * 

字 續中其 經營を 司 リ、 其 報酬と して 純益 二割の 配 當を受 く 〇 
0 1〕 白國シ ンヂ ヶート と淸國 政府との 間 {C 紛議を 發 生した る 際には、 

駐 淸白國 公使 之を 裁 斷す〇 
- -  (三) 技師 長は 白國 人と す 〇 

(四) 漢陽鐵 製 局ょり 供給す る もの、 外鐵道 材料は 全て シン ヂヶ ート之 
を納 人す る 事 G 

(軎 考〕 京漢修 約の 成立に 對 しては、 當時 北京 駐在 露國 代理公使 C パブロフ 氏 yM,  Iv.vloff) 並 
に 佛國 公使 等大に 斡旋す 〇  • 


♦第二 欵 在 支 鐵道會 社と 汴洛 利權 

河南 省 開封 (汴 梁) ょぅ黃 河の 南を 西 走して 鄭 州に 至ぅ、 更に 河南へ 洛 陽) に 通ず る • 
交 a 路は 河南 省ょ*®' 陝西 省に 入り 西 安府に 達する 古來の 大道で ある、 從つ て Yt 
洛兩府 間の 鐵道 敷設 問題は、 元 支那 自辦 の計畫 にょ 6 起つ た •もので あつたが、 
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支那に 於け る鐵逍 利權と 列强の 政策  二〇六  、 

之が 敷設 資金 並 k 建設工事 上の 不便は、 到底を の 目的 i: 達す •る rJ と !: 許 3な い、 
時に 恰かも 京 漢鐵道 敷設 問題 (C 成功した る 白 耳義シ ンデケ r 卜は、 本 w « を も 
獲得 せん ものと 運動し 始め # 、 玆に 於て か 支那 も 遂に 借款 築 路の議 1: 決し、 一 
九〇 三年 十一月 上海に 於て 鐵 路督辦 大臣 盛 宜懷と 白 耳義シ ンデヶ r 上 在 支鐵道 
及 市街 鐵道會 社) の 代表者 ァグ マン ル ファ ー との 間に 二 十九 ヶ條 ょぅ 虎る 敷設 ft 
款 契約を IT 成し、 二 千 五 百 萬 法 (一 百 萬磅) の 借款 權と 敷設 並に 借 欵繼續 中の 經營 
代理 權とが 同 財 園の 手中に 歸した ので ある 〇 

而して 翌 一九 〇四年 測量を 終^ V、 一九 〇五年 工事に 着手し、 一九 〇九年 一月 
鄭州 河南 間 竣成した が、 此- 間 一九 〇 七 年を 以て 一千 六 百 萬 法の 追加 借欵 契約 成 
立し、 玆に財團の貸款額は前後通計四千一百萬法(註一)となつたのである0 
抑 も 該利權 の主體 如何に 關し ては、 本契約 第二 十八 條は 規定して 日く 
在 支 鐵道及 市街 鐵道會 社は、 一九 〇〇年 三月 二十 六日 白耳義 法律の 下に、 白 
耳義の 資本を 以て ブラ ツセ， に 於て 組織せられ た 60 

中國鐵路公司は本契約の目的の爲に，上記の契約者たる白耳義會瓧を承認す、 


會社 は决 して 白 耳 義人 以外の 國民 若く は 他の 國籍の 人格に 本 契を 交附 すへ き 
權 利を 有せ ざ るべ し〇 

と、 之 ょれば 少 くと も權 利の 主 體は 、白 耳 義人 又は 白 耳義會 社に 限られ， た 
る も、 その 會社の 株主の 黠に 於て は敢て 拴索 せず、 加 之 現に 公債の 發行 地を 露 
佛白 とせる 乙と、 並に 本鐵 道の 經營を の 他 監督の 方法を 京漢鐵 道の ものと 同一 
にした る Z. と、 或は 更らに 佛國 外交文書に 在 支 鐵道及 市街 鐵道會 社は、 ^ 洛利 
權を 獲得した る も、 該會 社は 佛 白合辦 組織に 外なら ざるを 以て、 該會 社 R 於て 
佛國賓 本家が 優越の 地步を 占む る こと 明かな A との 旨記载 しある 等に 見て、 之 

れ亦 露佛白 共同の 利權 たるべき ものである 〇 

同 シンデ ヶ 1 卜は その後 彼の 海蘭鐵 道なる 東西に 渉る 一大 利權 '次 欵參 照) を 獲 
たが、 前後の 事情を 點綴 すれは、 該 汴洛鐵 道なる ものは 這の 海蘭鐵 道に 對 する 
一 固 〇 前提、 たつた ので ある、 そして 前者の 借款は 後者の 夫れ にょぅ 早晚見 替へ 
ら n - る存 期 も來 るで あら ふが、 今日の 處は 未だ その 事な く、 利權は 相互に 獨立 
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の 態を 備 へて ゐる〇 

.  卜 - ' 

(註 一) 追加 條約は 起債 額 並に 手 取 額 (第一 131 の ものは 八十、 第二 回の ものは 九十 五 半) (C 
於て 相違す る 外、 他の 條 件は 同一て ある 0 

X 第 I 回 及 ひ 第二 回 借款 額は、 合計 四千 I 百 萬 法 (百 六十 四 萬磅) であるが、 實際 受渡 
額は、 英貨 九十 八、 萬 八 千 七 百 五十 磅だと 云 ふ 0 

. .  /  ...  ---  一... 

第三 欵 在 支 鐵道會 社と 海 蘭 借款 

4  • 

t  t 

一度 蘆漢 を 屠ぅ、 二度 奧漢を 脅かし*、 而して 三度 汁 洛 を 奪 a 去つ たる 白耳義 
シンデ ヶ I 卜の當 年の 雄姿は、 之れ 5: 一九 〇五年 以後 數 年間の 舞臺の 上に 見る 
乙とは 出來 なかつ た、 之れ 何 •か 故と 間 ふ 迄 もな く、 日露 戰爭に ょつ て 打開され 
たる 國際的 支那 利權 問題の 局面 •か、 露西亞 主義 即ち 侵畧 主義の 實行 1: 不便なら 
しめた 結果で ある、. 露 國が をの 利權を 南満に 喪失せ るは 云 ふ も 更らな 会、 彼等 


が圖 南の鴻 謨を 達成す るが 爲の 一大 階梯た る 京漢鐵 道は， 一九 〇八 年を. 以て 支 
那の爲 に 回 收せ られ •今や 露 白 一味の 旣 得利權 としては、 その 雄 翼を 斷れ たる 
東淸鐵 道の 外は、 支那 本部 內に 於て 僅かに 正 太 汴洛の 二 線を 存す るに 過ぎない、 
3 れば かゝる 不振の 狀 態を 以て、 之れ を 他の 列强の 政策が 經 濟主羲 R 迎合し つ 
V 展 進し、 殊 R 津 浦と 云 ひ 粵川漢 と 云 ふが 如き 重大 利權を も 割 取せ る もの k 對 
比すれば、 露 白た る もの 咬た 何等かの 畫策 なくして 止む 乙とは 出來 ない ので あ 
^ : ■' .-. 脾 肉の 嘆に 堪へざ る 彼等は、 をの 報復 的 活躍の 時機の 一日 も 早から ん を 願 

〇 てゐ た 〇  ‘ . 

一九一1年の秋十月武漢革命の.起ると同時に、 外國 政府に 對し ては 局外中立 
維持を 協定し、 且つ 四 * 財 團を監 督して 全然 獨立 借款を 起す の餘 地な からしめ； 
又 日本を 誘 ふて は 共に 債務 國たる 立場ょ- CN、  支那 財政 k 關與 せざる ベ § 態度 1:: 
示せる 露國 は、 同年 十一月 白 耳義獨 立財團 (註 二の 代表者と して 北京に 來れる ド、 
ヴォス (de  VOS) 氏に 依賴 して、 露淸 銀行が 公然 取扱 a 得ざる 鐵道 借款 問題 R つき 
支那 政府と 秘密 的 協議を 遂げし むる ことと したので ある、 玆に 於て か 白 耳義財 
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團の 代表者 R して、 同時に 露國の 手先た る、 ヴ 氏は、 財政 窮乏せ る 支那 政府に 對 
し、 兩 三回 金錢の 融通を 試み、 先づ 恩を 當局 者に 賣 {たる 後 愈々 その 大使 命の 
實 行に 取- CN 掛つた 0 

果せる 哉 時は 漸く 革命 亂の 終局に 際し、 袁世凱 臨時 大總統 とな.^ 唐 紹儀國 
務總理 となる や、 一九 一二 年 三月 十日 締結の 四 國財團 との 借款 契約と 前後して、 
突如 京 張 鐵道擔 保と する 一 百 萬磅の 白耳義 借款なる も のが 傳 へられた、 是れょ 
6 先き 淸 末の 政府が 財政の 融通を 計る の 目的を 以て、 米國 銀行 團に對 し 該鐵道 
?: 擔保 とする 同額の 借款を 申込んだ 乙と が ある、 そして 政府が 何故に 米 國に協 
定を 試みし や k 就て は 理由が あつた、 元來 京張鐵 道は 露國が 蒙古ょ. CN 北京の 背 
後 _を衝くべき唯一の利器なるが故に、彼れは積年仑の利權の獲得を夢みて止ま 
ず、 故に 若し 右 借款を 歐洲の 資本家に 謀れば、 露國の 之れ R 干與 するな き 1: 保 
し 難い、 財政 困 倒の 窮地 {(: ある 當 時の 支那 も 「露國 の 手」 の襲來 k は出來 得る 
限 6 の 警戒 ?: 取つ たので ある、 然るに 米國が 四 國財團 (米は 財團 中の 一人) の 協約 
を， rl 壤す るの 恐れ あぅ との 見地ょ 3 該厝款 の 應諾を 拒みし 結果、 右は 成立に 至 


ら ずして その後に 及んだ. 露國側 ょ 6 云へ ば 之れ 正に 天祐で ある、 加 之 當時支 
那 公債に 對し 排他的 選 擇權を 賦與 3 れ たる 四 國財團 は， その 特權 を恃み 自己に 
有利なる 條件 のみを 提出し、 動もすれば 支那 財政の 焦眉の急を 顧み ざ るが 如 S 
傾向を 示し、 支那 も 亦 重大なる 特權 を財團 に賦與 せる を悔 ひ、 他の 財團 を援き 
その 專橫を 抑制せ ん との 下心を 有した が、 這の 一， 方に 於て 京 張擔保 問題が 未 解 
决の 儘に 存續 し、 他方に 於て 支那に 四國團 牽制の 意思の 存在した ZL とは、 露 白 
の R つて 乘す べき 絕 好の 機會 であ- CN  口實で あつた、 即ちヴ 氏の 巧妙なる 廻 策は 
此間に 働いて 上記 白耳義 借款は， 成立 せんとした ので ある、 時報 記者 嘗て 云 ふ 
『之れ 新 政府は 露國と 白耳義 との 關 係を 知ら. ず、 又 露國を 恐れし 前 政府の 用心を 
知ら ざ. CV しな 6 』 と 果して 然る か 又 然らざ るか、 そは とも. あれ 玆に收 まらざる 
は 四國團 である、 支那 政府の 外交 上の 不信に ょつ て 賣られ たる 彼等は、 這般の 
風聞を 耳に する や 否や 憒 起して 猛烈なる 抗議を 支那 政府に 送ぅ、 遂に 該 借款は 
之れ を 「善後 借款」 中に 繰 入るべく 餘儀 なくした が 爲に、 所謂 京 張擔保 借款 III] 
題は 儍 くも 再び 流產の 結果と な* 〇  了つ た、 露 白の 遺慽思 ふべき である 0 
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.京 張 事件の 失 g 後、 1 四 國圓外 S ちし 露國 は、？ 急變 して 此等 財團者 
の 群 R 投じ (此 時日 本 も 加入す)、 四 國財團 は玆に 所謂 六國 財團 とな $、 而して 財 
倒對 支那 政府の 間に 彼の 善後 大借款 の 協定が 行は れんと した、 然るに 同 借款 使 
途の 監督 並に 擔保 問題に 關し雨 者の 意見 k 扞格を 生じ、 互に 協定の 不調に Is み 
つ \ あつ. た 際 . 一大 白耳義 借款 成立の 報は 傳 へられ、 再び 列 强團を 呆然たら し 
めた 即ち. 民國 交通 部總長 朱啓鈞 と 支那 鐵道及 市街 鐵道會 社 代表者 ド •ヴ ォス氏 
gf の 間 k 一  千 萬磅の 隴秦豫 海鐵道 (海 蘭鐡 道〕 借款 契約が 締結せられ たので あ 
る. 時 } ' 九  一一 --* 年 九月 二十 四 H で あつた、 泡を 喰へ る 六 國團の 憤激 も此 度は 
遂 1C その 成立 5: .如何と もな し 得ず して、 支那の 中部を 東西 k 撗斷 する 一千 三百 
哩の一 :大鐵 道 利 權は白 耳義シ .ンヂ ヶ丨卜 の 掌中に 落ちた ので ある 0 

惟 ふ R 右の 成功は 決して 一朝の 收果で ない. 一面に 於て 支那 政府が 六國圓 ，の 
專橫抵 制 策たら しめんと した 己と、 並に 京 ^ 事件の 流產が 共に その 成立を 激釀 
したには 相違ない が* 他面に 於て 之は、 ヴ氏來 燕の 當 時ょ 6 旣に 隱密 的交涉 を. 重 
ねつ . V あつた 處' て、 所謂 彼れ の 大使 命中の 一つ だつ たので ある、 露國が 六 13 圑 


中の 一員に 加入した 乙と も、 今にして 思へ ばゲ 氏の 飛躍を 列强の 眼前に 蹈晦し 
「1. 露國」 を裝 はんが 爲の狡 手段た— かと や否 や、 さる にても ヴ S 
何を キ ツカ ヶに海 蘭 利權の 交渉を 開いた か、 そは 第一に 彼の 一九 〇 三年 締結の 

汗 洛鐵道 借款 契約 中の 同鐵道 延長 優先 權の 規定 即ち  . 

、白 國會 S 開封 府 河南 府 間の. 鐵道 i す i 事を 本契約の 各條 S 遵據 して 
良好に 完結し、 而し て淸國 政府が 河南 府 ょぅ 西 安 府迄鐵 道を 延長す るに 决し 
たる 場合は •淸 國鐵道 督辦 大臣は 該計 書を 要する 借款に 關し 本契約の 條項及 
び條 件に 一致して 先づ會 社と 協商 を試 み、 而 して 取捨？ 會社 に與 ふる 乙と 

を 約す (同 契約 第二 十三 條第 一項)  ，  , . 

と あるに 根據 し、 第二に 支那 政府が 豫て ょぅ 汁洛 及び 洛潼の 二鐵— 中央 區域 
とする 一— 幹線— の 意思 あるに 投合した の である、 而 してを の 豫定 線路は 
甘 肅陝西 河南 及び 江 蘇の 四 省 に百了、 分ち て 東部 線 (陕西 省 西安府 以東) 及び 西部 
線 (西 安府以 西) となし、 從來 の旣設 未設 豫定の 各 小 部 線を 連結 せんとす る もので 

ある、 即ち 
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東部 線に 於て は 

二/ Fy 潼鐵道 陝西省 潼關西 安間 西 ® 鐵路 公司の 豫定 線、 延長 一 百 PJ 

三： 洛潼鐵 道陕西 省潼關 よみ 河南 省洛 陽—— 至る 洛潼 鐡路 公司— 
延長 百 六十 哩 (工事中 完成 近し) 

(三)  汴洛鐵 道) 河南 省 河南 府 開封 府間 借款 官辦 の旣成 線、 延長 百 三十 八哩 

(四)  開 徐鐡道 河南 省 開封 府江蘇 省徐， 州 間官辦 未成 線 X 事 中)、 延長 一八 七哩 

(五)  徐淸鐡 道 江 蘇 省 徐州淸 江 浦 間 江 蘇鐵路 公司の 豫定 線、 延長 百 四十 哩 

(六)  海 淸鐵道 江 蘇 省 淸江浦 海門 間 元淸江 浦よ 6 海 州に 至る、 べ鼻書な ぅ しを 
變更 、延長 約 百 七十 五哩 

西部 線 k 於て は、 元陝西 廿肅兩 宵の 合同 敷設の 議あ A し 西蘭鐡 道、 即ち K W 

省 西安府 SS5  S 定線 S らんと す f の 震 
東西 r 部 線 合計 延長 約 一千 三百 哩 に 上る 0 

然ら ば 之れ が 利 權の價 値は 如何 あ る ベ—、 之れ 固と よぅ 將來 £ る 問題に 
屬 し今遽 然として その 論 斷を敢 てす る 乙とは 出來 ない が、 然も 現在に 於て 隱 


じ 得らる、 li れ ば、 西— 肅とニ キス t との 交通路と して、 從來 
水利— 廣大 なる 地 f  si に、 支 1外 の鐵道 と 聯絡す るの 他日 あ 
5 7 •へく、 中部に 於て 黃 河— の 豐饒 なる 地方 I じ、 隨 所に、 同 成— 諸 線と 結 

び、 i らに東 S 於 VI と し is 東海 SS する ことは、 

白 耳 1— ょ赢る 水—  一  S1 I 國の政 U 
1 も 中央 亞細亞 {支那の 中部に 突入すべき 一大— たると 同時に 
の 不凍港 獲得 問題に 對 する 至 重の 解決 線た らんと し t ある、 况 してや f 權 
の 獲得と 因果し V、 白 1S る鐵道 沿線の— 權の 如き、 愈々 以て 本和 

權の價 値を 擴大 する ものと 見なければ ならない、 •一九 〇 五 年 以後 可也 久し i< p 

t、  1 L 1 11 ^ 以裘 こ 於て 復活した  海 蘭 
愚の 地 ^ あ$ し 白耳義 シン ヂヶ 1卜{  ブ  i  * 

>-こ、&亭ょ豇らこ活躍し ?2 、彼等は一九一三年 ^ 
の 一線 之れ を 語つ て餘办 あるに 彼等は 瓦ら…^-® ナも 

於て 同成鐵 道を 獲た ので ある 0 

(2〕 ド •ヴ 子ス 氏の 代表す る 白 耳義獨 立財團 とは、 彼の 白 耳 義協會 である。  、 
S  .  1、 』 rr  它 W  t 首」 & 市街' 鐵道會 社で ある 
(註11)海蘭鐵逍借款契約の當事者は、本文にーハ  <  :丨 
一' 一  二 一 五 
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ヴ 氏は 本來の 代表者で ばない ので あるが、 彼は 臨時 代， 表 者と して 利植を 得た 〇 

(註 三) 一兀來 西部 線は I 二 路の豫 f 存し 、南路 は 鳳 翔、 秦州 、鞏 H 日 を經 て M 州に 至り、 

北路は 乾 州平凉 安定を 經て蘭 州に 達する もの、 巨 離に 於て は 共に 大なる 相違は ない 
•か 現在に 於て は 北 路說が 優勢で ある 〇 


第四欵 白 國圑と 同 成鐵道 

吾人は 玆 R 記 臆し 置く を 要す、 海 蘭 借款の 決定した る 一九 一二 年の 九月、 a 
世 凱が 孫 逸 仙を 以て 支那 鐵 道の 總辧 たらしむ るに當 つて (註 一) 各 國買辦 の 徒は 
多くは 上海に 赴き 孫 氏と 商量し 〇 、 あ 6 し 間に あつて、 獨う 彼の ド、 ゲォス 氏の 
みは 北京 k 留 う、 徐ろに 政府 當路 象と 親交を なし 來れる ことを、 時し ネーし 一 
三年の 夏季 ic 入う、 第二次 革命の 騷評江 西に 喧傳 3 れつ、 あ うし 最中 こ 於て、 

復 もや 一大 白耳義 借款は 成立した、 之れ ど 白 耳 義財團 の 代表老 たる ゲ氏が 民國 
交通 S 長 朱 啓® と 會し同 八月 四日を 以て 締結した る 同 成鐵道 一千 萬 S 款で 


あつたので ある 〇  :  . 

鶴つ て 思 ふ 孫が 鐵路總 辦の印 絞を 帶ぶる や、 例へ ば 英國の 如き も 直ちに 馳せ 
て M と會 商し、 有名なる 廣重鐵 道 (廣 東重慶 間) の 借款 假 契約 S へ 協定せられ た 程 
であつ た、 然るに 革命 亂の 勃發 と共に 袁世 凱は 孫が 此 等の 借款を 革命 資金に 流 
用 せん と を 恐れ、 その 總辦の 印 絞を 解ける が爲に 、孫と 協約せ る 借款 契約は' 皆 
正式 調印を 延期 せらる、 運命に 落ちた、 玆に 到る とヴ 氏の 滯燕 には 偉大な 効果 
が 伴 文ざる を 得な S. 固と よ $ 彼れ が 革命の 變亂を 豫 見しての 仕事と 見做す わ 
けには 行. かなく とも、 彼れ が 北京の 實 勢力 ^ 接近し 置く の 有利なる ?: 知覺 せし 
處こ 成功の 秘鐵 あ-^ しを 認め © る、 即ち、 ヴ氏は 從來の 接近を 利用し、 且つ 北京 
政府が か、 る 借款を 以て 對 革命の 融通 資金たら しめんと する の 意向 あるを 見越 
し、 斯くは 列强の 裏を かきて 遂 k 本 利權を 獲得した ので ある 〇 

然らば 同成鐵 道の 所在は 如何、 彼の 山 西 省の 北部 大同よう 南下 太 原に 至う、 

汾 河の 流れに 沿 ふて 平 陽、 臨晋 、蒲 州を 經て陝 西 省潼關 R 達し、 それよう 西 安府ま 
では 海 蘭 線に よ 3、 更らに 西南に 進み 劍閣 よう 四川 省 城 成 都に 連る 延長 凡 ^ 九 
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百 六十 哩 5: 算 する 線路に して、 今 之れ を 經濟 上よぅ 見れば、 山 西の 寶 庫と 四川 

の 富 源と を 開拓す べしと 云 ふに 於て、 その 價 値の 一般を 察知し 専、 、/  く、 之 1 ご 

政治 上 軍事上よ 3 見れば、 北に 張綏 並に 蒙古 縱橫 の兩鐵 道に 結び、 南に 欽渝鐵 

道に 結へ ば 露佛の 勢力は 一擧に して 支那を 南北に 縱 貫す るの 將來 あるべく、 

若し 中間 k 於け る 海 蘭 線との クロ ッス ラィン 1: 描く 場合を 想像 せんか、 少 くと 

if の 西北 部の 一區 劃は 容易 ^ 露國的 色彩の 蔽被 する 處とな るべき 事 も 自然の 

數で ある、 又更 らに單 純なる 交通 關 係よ. CN 見る も、 木 線經 過の 途上、 太 マ4 こ 於 

ける 正 太鐵道 平 陽に 於け る 平澤鐵 道、 覺關西安に於ける海蘭鐵道、 並に 成 都 

に 於け る 川漢鐵 道との 聯絡 あるべく、 觀じ 來れば 本線の 將來は 亦 甚だ 多忙な 6 
と 云は ねばならぬ 〇  ‘ 

r して 本 借款 契約の 要項は 海蘭鐵 道の 夫れ ic 類似し、 借款 額、 利率、 償還 條件、 
技® 材料 優先 權 等の - it 項 皆同樣 であるが、 その 利 權の主 體は白 爾財圑 k して 同 
時に 露佛白 共同の 實質 なる 乙とは 玆 k 切論 1: 要しまい と 思 ふ 0 

(茼 考) 報道 子傳 へて 云 ふ、 借款 締結 後 白 耳義シ ンヂヶ ートは 、急速に 之れ が 建設に 著 


手せ ん とし、 先づ 本鐵道 敷設に 要する 第一 回 資金を 四 f:j 萬磅と 計上し、 三年 三月 十 
五日ょり 同 四月 十五 日に 至る ー ヶ 月間を 期限と して、 此が 公使 茲集 をな すと 共に、 

同 三月 十日を 以て 同 成鐵路 局長 陳 某と 白國 技師 シヱべ ール とを 太 原府に 到らし め、 

太 原 大同 -nil を 第一 期 線と して 實測に 著 手せ しめたと 0 
(註 一〕 孫 逸 仙の 支那 鐵路總 公司 總辦 となりし は 一九 一二 年 九月 九 口、  然るに 同月 二 十 
四日を 以て 締結され たる 海 蘭鐵道 借款 契約の 支那 側の 常事 者は 交通 部總 長で ある、 
之は從 來の關 係 上 交通 部に 於て 取扱へ る ものと 思 ふ、 因に 北京 政府が 孫の 總辦の fr: 
を 解きし は 一九 一三 年 七月 廿三 日で ある 0 

第 四 節 白 耳義と 日本と 江 西利權 

一九 一三 年 八月 中、 東亞 興業 會社 (、日本 y か、 江 西 全 省鐵路 公. 司 協 理趙幼 梅と 
第一 案  n 本 技師 R て 工事 1: 督する 乙と 

第二 案 日本ょぅ 財政 監督 人を 置く 條件 {(: て 更らに 全線 所要の 借款を 契約す 
る 乙と S  ! 1 
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の 二 案を 交渉した 時に、 趙には 第二 案に 對 する 專斷權 のない 爲に、 交渉は 移つ 
て 南昌に 於 V 議せ られ た、 然るに 當 時の 南 昌は 革命 亂後 財政 金融 共に まだ 涸渴 
滯の 域を 脫 し' て 居らず、 民營の 意氣も 自然 揚らな S 計ぅ でな S、 當時 親日派 
(註 二) の 失脚 問題な どが 起つ た 結果と して、 到底 日本の 新 要求を 容れる 乙 との 出 
來な S のは 無論の 乙と、 場合にょつ ては 日本の 勢力の 根滅 を 企圖 しつ、 ある や 
の風說 S へ傳 へられた ので ある、 即ち 南昌 協議の 結果は 

(一)  此 際を 期し 日本との 關 係を 全然 絕 つか、 

(二)  或は 日本との 關係は 今：！！ 迄の 程度 ^ 止め、 東亞 興業の 今回の 提議は 之れ 
^: 退^^る ZL と、 

と 云 ふに あつた Q  -  • 

•而 して 决議の 一を 採る も 二を 採る も、 江 西鐵道 建設 假事 業、 を 抛棄せ ざる 限ぅ、 
何等かの 新 財權と 握手し なければ 公司の 目的 1: 達し 得ざる は 明かで ある、 玆に 
於て 彼等の 間には 依つ て 立た / 1 とする 三 個の 主張を 生じた、 

その 第一は 在京の 江 西 人 李盛繹 等の 首唱せ る 白耳義 借款の 主張で ある、 


その 第二は 白耳義 借款 說に對 して 株主 間尙 幾多の 批難 あう し爲 め、 寧ろ 南潯 
全線を 擧げ て國 有に 移さん とする 主張、 例 之 同年 九月 二十 七日の 株主 總會 
に 於け る 總理吳 伯 琴說の 如き ものである Q 
.その 第三は 白耳義 借款の 官辦に 移 § ん とする もの、 例へ ば 江西宣 .撫 副使 趙惟 
孕： が 株主 總會に 出席して 試みた る演說 『政府は 必ず 民 困 1: 察し 地方を 救 ふ 
の 見 也ょう して 巨款を 籌 撥し 路 H を 開き 速成 乂 4: 期す るに 相違な からむ、 若 
し 更に 南 昌萍鄕 線を 敷設 せんとす るには、 佘は 白耳義 借款に 依らん 乙と を 
勸吿 せんと 欲す、 夫れ 白 耳義は 唯 利を 欲する のみに して 何等 政治 上の 野心 
なし、 佘は 白耳義 資本家との 連絡を とる 事に 對し盡 力す る 所 あるべし』 (註 
三) に 見る 如 会主 張， V ある 〇  、  ：  • 、  . 
B ふに 支 こ. は 各自の 負 擔輕减 せらる、 話 か、 さもな くば 國家に 依賴 して 
直接 自己の 腹 1: 痛めず してす むが 如 & 問題 かぐ 最も 多く 歡迎 3 れ る、 從つて 各 
第三 說が 見事 一氣 R 可决 せられし 如き 寧る 當 然の歸 結で あらう C 

夫は ともあれ 一千 餘哩の 延長を 算 する 江 西 全 省豫定 鐵路の 敷設に 對し ては、 
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をの 國有 たると 民有た ると に 論な く、 借款の 到底 避くべからざる は昭ら かな 事 
柄で ある 「 されば 此 間の 消息を 見て とぅ 事の 成功 R 雀躍せ る ものは 白 耳義シ ン 
ヂヶ 1 卜の 一派で あつた、. 彼の 京漢 最初の 利猶 問題 k 支那を 誘 ふて 其 目的を 達 
せし 如く、 這 般の南 潯鐵道 借款 權 獲得 運動に 於ても、 所謂 「領土の 無 野心」 を 
標榜して、 彼等は 支那 官民の 好意に 投じつ、 あつたので ある 0 

要するに 一九 一四 年の 江 西の 空氣 は、 日 退 白 出の 經過を 殘 したが、 然も その 
白 國財團 が 佛國財 權の假 面に 過ぎざる 事、 並に 佛國が 久しく 江 西の 地に 垂诞才 
る 事實を 知れる 吾人は、 彼の 趙惟 熙 •か 『夫れ 白 耳 義は唯 利 5: 欲する のみ、 何等 
政治 上の 野心な し』 とせる 重大なる 迂濶を 冷笑し、 か、 る 油斷が 將來に 生む 支 
那の 不幸を 弔は ざるを 得ない ので ある 0 

(註 一) 趙協 理と會 社との 交涉の 內容 如何に 就て は 種々 の 說ある も、 吾人は 其 最も 確實 
らしき 要 網を 採つ た 0 

(註 二) 親日派と しては 李 烈鈞等 然り〇 

(註 三) 鐵道院 監督 局 編 「支那の 鐵道 し第二三七頁〇  . 


.  第五 節財團 活動の 最後に  ， 

支那に 於け る鐵道 利權に 對 し、 白 耳義が 如何に 露佛 と共に 左 提右携 の 事實を 
語 $ つ、 活動した かは、 上來の 記述に ょつ て 略 ぼ ^ の 梗槪に 近き ものを 說き得 
た 乙と と 吾人は 思 ふが、 然も 右鐵道 問題と 交互し、 世人の 見逃すべからざる ® 
要 特種 利權が 、白 國財圑 を脤は した かの 事 說を添 記し、 戰 前に 於け る 彼等の 行 
動が 尋常一様の もので なかつ た 裏書と したい。 

一九 一四 年の 春、 支那 政府と 白耳義 資本 園との 間に 商議 熟し、 中 比 興業 公司 
なる ものが 成立して、 大 k 世人の 注意を 喚起した、 今 同 公司の 內 容に關 し、 當 
時 北京 漢字 紙. の傳 へた 所を 以てすれば、 大凡 左の 如き もので あつた 〇 

資本 額  一千 萬 元にして 支那 及び 白 耳# 折半して 負擔 す。 

但し 支那 側は をの 負擔 分を 出資せ ず 白 耳義に 於て 全額を 出資し、 その 代 6 
支那は 隴泰豫 海鐵道 及び 同 成鐵道 沿線の 鑛山 を抵當 とする に 同意す。 
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目的 實 業の 振興 及び 外資の 輸入 5: 目的と し、 各地の 鑛產を 13 介し、 外資を 
輸入して 開 採を 行 ふ〇 

總辦 支那 人 白 耳 義人 各. 一名 宛〇 

權限 支那 人總理 は專ら 支那 政府との 交涉に 當 う、 白 耳 義人 總理は 外人との 
交 涉鑛山 開 掘 技師聘 '用 並に その 監督 事務を 擔 任す 〇: 

技師 長、 會計 主任 技. 師長は 白 耳 人と し、 會計 主任は 支 白 兩國人 各 一名 宛と す〇 

本 支店 本店を 北京 it 、 支店を ブラッセルに 置く  〇 

即ち その外 形の みを 見れば、 略 ほかの 中 白實業 公司 R 類似す るが、 その 實質 
の 優 厚なる 點に 至つ ては， 到底 同日の 話で ない、 實 k 白耳義 資本 團が僅 令 五 百 
萬 元を 貸與 する Z: と ^ ょつ て 隴海同 成 雨 線の 沿途 蜿蜒 二 千 有餘哩 の鑛山 採掘 權 
I: 擧げ て その 掌中に 收め 得た うと 稱す るのは、 その 所得の 餘 うに 過大なる 爲め、 
却つ て 信賴し 難き 程で ある、 但し 沿線 各省の 內鑛 山の 豐 富を 以て 聞きつ、 ある 
は 河 Ir .u M •陝 西合肅 及び 四川の 五 省で あるが、 陝 西の 油田は 旣に米 人の 先 占 
する 處、 又 四川の 採鑛權 は英 人の 優先 權を 主張す る R 遭遇すべし として、 殘る 


各地の 鑛 山を 開 掘す るに 於て、 支那 政府は 果して 何程の 實權を 其の 鑛 山に 保留 

» # 

し 得べき かは 大に 疑問たら ざるを # 1 いと 思 ふ〇 

先頃 公布せられ た 鑛山條 例に 依れば、 外人は 鑛山に 對して 資本の 半額 以上を 
放 下す る 能は ず、 從つて その 權 利の 半 以上を 掌握し 得ない 規定で ある、， 去> な 
がら 支那 政府 及び 同國 資本家の 現狀を 以てすれば、 中 比 興業 公司の 鑛山開 掘 計 
書に 應 じ、 その 輸入す る 外資に 追随して 之れ と 同額の 資金を 醵出す る 乙との 不 
可能な のは 火を 賭る ょぅ も 明かな 話で ある、 該公司 成立の 裏面に 如何なる 秘密 
の 潜める かは 吾人の 想像し 能は ざる 所で あるが、 そは 兎 も あれ か、 る 曖昧なる 
計 書が 將來 支那の 鑛 業界 引 S ては 支那の 一般 企 業界に 深甚の 禍 患を 貽す ものな 
る 事は、 何人も 容易に 看取し 得る 所た るべ く、 列國も 亦ら くは 之れ を 傍 觀し能 
はざる に 相違な い、 公司 成立に 關 する 消息 一度 世に 洩る 、や、 S 漢字 紙は 齊 しく 
非難の 聲を 揚げ、 新 公司は 支那の 鑛山權 を 外 國に賣 出す 機關に 外なら ずして 
その 害毒の 恐るべき 事は 彼の 漢冶萍 乃至 陝西 石油 契約 以上に あ纟と 論じ、 殊 1C 
亞細亞 日報の 如きは、 該 公司の 成立に 關して 驚くべき 內 幕を 暴露す る さへ あつ 
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たので ある 〇 

同紙の 說 にょれば、 白 耳義シ ンデヶ ••卜 と該 契約を 締結した ものは、 梁士諸 
熊希齡 及び 農 商部鑛 政局 長 楊 廷楝の 三 名で あるが、 之れ ょ 3 先き 熊 及び 梁は 龍 
泰豫 海鐵道 建設 資金と して、 白 耳義シ ンヂヶ I 卜ょ 3 前 渡せる 八 百 萬兩を 費消 
し、 をの 中 四百 萬兩は 後に 同 シンデ ヶート ，と 契約せ る 同成鐵 道の 前渡金 k て 補 
塡 し ^ ので あつたが、 此の 陰 事 1: 探知した る シンデ ヶート は、 梁 等の 弱 點に乘 
じ 奇貨 措くべし となして 前記の 如き 公司の 組織を 迫ぅ、 玆 に 梁 等は 止むな く 之 
に 應じ て鑛 政の 當路 者た る楊廷 棟を 抱き込み、 遂に 白人の 野心を 滿足 せしめる 
に 至つ たと 云 ふ。 

思 ふに 黨派的 爭鬪に 新聞紙を 利用す るは 寧ろ 一部 支那 人の 常套手段で ある、 
從つて 右 事件の 摘 撥 記事の 如き も、 或は 幾分の 割引を 耍 する 乙と なるや も 知れ 
ぬ、 とは 云へ 之れ を 以て 全然 無根の 捏造と なし 去る は 尙更ら 危險で ある、 支那 
政府 部 內の政 系內實 の紊亂 と、 白 國財團 の豫て の 巧妙なる 外交 上の 手腕との 交 
錯 する 處、 吾人は 寧ろ か、 る 事實の 可能なる を B ずる ものである 0 


即ち 上說の 如く、 利權 問題 k 對し て飽 くな & 白 國財團 の 活動は、 愈 出で、 愈 
辛辣を 極めつ、 あつたが、 さて 今次の 大戰 R よつ て 白 耳義本 國の國 土は 獨 軍の 
蹂躪す る處 となぅ、 市民は 敵國の 暴虐 R 呪は れつ、 ある、 戰 後に 於け る 彼れ の 
面目 如何なるべき かは 不明なる も、 彼の 西班牙の 壓 迫よ $ 脫 離して 獨立 自由の 
國民 とな 6、 嘗ては 世界の 金權國 として 宇內 に 雄飛し ^ る 和 藤 をの 和 蘭の m 
鮮を脫 して 立國 せる 白義 耳には、 和 蘭 勃興の 當時に 於け るが 如き 天才と 新銳の 
氣あ $ しが 爲に、 かゞる 小國を 以てして 尙ほ 現代 有數の 工業 國債 權國 となる に 
至れる 事實、 並に 上は 當 代の 國主ァ ，ベ， トー 世よ 6、 下は 微賤の 婦女子に 至 
る 迄、 今回の 大戰に 際して 發 揮した る 國民的 意氣、 或は 世界の 齊 しく 意外とす 
る 迄に 優秀なる 實 力を 備 へし 斯國の 軍 力、 此 等の ものを 綜合し 配置す る 時には、 
從來に 於け る 彼れ の對外 活動の 旺盛な ぅし 所以を 知るべく、 彼の 對 支利權 問題 
に於てせるをの政策振6も、單に强國露佛の意思に阿附せるものにあらずして、 
或は 却つ て 露佛を 鞭韃 せる の 節 あ $ しや も 計 6 難き を 思は せる と 同時に、 その 

將來 の國力 回復に 對して も從 つて 好望を 語つ て 止まない。 
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. 第 四 章 露國. .  ■  ■ 
第一 節 利權及 投資 機關 
第一 欵 利 權一覽 

(一) 第一 種旣 得利權 
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(備考) 齊愛鐵 道 利 權は 契約 內容 未詳に 付き 卷末 「借款 明細」 中には 揭載せ ず。 
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(二) 第二 種旣 得利權 
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(三) 露國が 利權の 獲得を 切望せ る鐵道 
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(備考) 露國は 北滿の 鐵道網 中 右揭諸 線の 外齊々 晗爾伯 都 訥問 及び 伯 都訥晗 爾 rl fln の鐵 
道を 計 劃して ゐる、 此は 日本の 利權 政策に 對抗上 案出され たるら しく、  東淸 線と 共 
に 三角 鐵 道を 形成す る こと X なり、 斯國 勢力の 布植に 都合ょ し、 該兩 線に して 敷設 
問題 進行 すれば、 齊洮線 問題は 一時 現狀の ま i 保留 せらるべし とも 傳 へらる 0 


% 


第二 欵 投資 機關 


名 


稱 


華 俄 道 勝 銀行 

(露淸 又は 露亞) 

The  Husso — Asiatic 

Bank 


一 • 

'五 
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r\ 
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資 
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國 
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上 北 

海 

等 京 

支 

那 

所 

在 

摘 


要 


露國 の機關 銀行に して、 支那 政府は 
名義 上 三百 五 + 萬 雨を 出資す. し 


(備考 一) 露國其 物の 對 支那 利權 投資 機關 は、 上記 露亞 銀行の 外見るべき ものな し 0 
(備考 二) 露國 K 投資 機關 の缺 如せ る 結果は、 佛白 財團と 聯合して 所謂 白 耳義 シン. ヂヶ 
丨卜を 成し、 白國 の假 面の 下に 活動す 0 

S 考 三) 歐洲に 於 打る 露佛 の 同盟 (一八 八 五年以 來兩國 接近し、 一八 九 一年 軍事 規約 成 
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支那 2 於け る鐵道 利權と 列强の 政策  二 三 二 
り， 一八九七年露都に於て同盟を結ぶ)过、 支那に 於ても 鐵 道利權 問題の 上に 现はれ 
たが、 一九 〇四年 前後 歐洲に 於け る佛國 は、 從來露 國の爲 になした る 外債 合計 百 二 
十億 法が、 償還 せらる、 見込の なきに 愛憎を 盡か し、 同盟 提携の 不利益を 嘆 じた C 政 
治 上の 理由 も 別に あつた〕 と 云 ふが、 さも あらん 露國は 貧乏 國な ので ある、 佛は 支那 
に 於ても 此感な きシ 得ない 場合 も あつたで あら ふが、 唯 露國の 政治的 軍事的 野心の 
大な る處 に、 佛 白を 曳く力 も あれば、 又 佛白も 露に ょ 0 英獨に 對抗し 得べき 威勢を 
得る 利便 も ある、 之れ 支那に 於て 最近に 至る 迄三國 提携の 行 はれ 居る 所以で ある 0 
(備考 四) 露國は 五國團 中の 一員と なつた •か、 その 露 國團の 內容 は、 第三 章笫二 節笫二 
欵の 「備考」 中に あり、 就て 參 照の こと。  一 

*  ^ 

第二 節 黑龍江 岸ょり 
第一 歎； 滿洲 南下 史 

露國が 未だ 東方の 海港を 得ず、 黑龍江 岸の 占領に 腐心し つ、 あつた 當 時， 


時 


の 東部 西 比 利 亞總督 4 ラヴィ ョフ將 軍は、 旣に西 比 利 亞撗斷 の 大鐵道 敷設 計 書 
を 樹て 、本國 政府に 向つ て 之れ ♦か 建議を したので ある、 玆に 於て 力 政府ち-/ 
五八 年右將 軍の 意見を 容 n て、 その 實行 に當 らんと したが、 不幸， にして 政府 部 
內の 有力なる 反 對說に 支障せられ、 折角の 企圖も 一度は 餘儀 なく 挫折した ので 

あっ为〇 

惟へ ば當 時露國 S 方 政策は、 ムラ I ョフ將 軍 等の 抱懐す る 2 主義と、 
卜務 大臣 ネッセ 〆 口  I ド 伯 一派の 把持す る 非 侵略 主義との 存在に ょつ て、 を 乙 
に 大—ヂ レンマ •かあつた、 嘗て ムラ ゲィ ョフ將 軍 S 懐して 『S 十餘 年間 
放棄され たる 黑龍江 沿岸 1 の 經營を 開始して 以來 、自己の 最も 苦心した 所は ® 
土の 嚴峻 にあらず 淸 人の 豪 岸に あらず して、 實に彼 得斯堡 政府咅 內 i 於け る 反 
對 論者を 沈默 せし むる に 在つ た』* と 言つ たが、 此 等の 事情は 西 比 利 亞鐵道 敷設 
問題の 上に も 出現し、 反對 ^ 者は 口を 極めて 未だ 建設の 時機に あらざる を 云 ひ 
若し 該鐵 道を 敷設す とせん か、 其 東方の 終點ぼ 之れ を 何 處に决 すべき か、 未だ 
沿海 洲を得 ざ -5 の 時代に 於て、 强て 之れ を 决定 せんと 欲すれば 勢 ひ 廣漠 たる 原 
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支那に 於け る鐵道 利權と 列强の 政策  一一 三 R3 

野の 中に 求めざる 5: 得ない、 而して 此は 愚策で ある、 從つて 東方 然るべ ぎの 

點に 達する 迄は 鐵 道の 敷設は 不可能で ある、 益 ぅとて 侵略は 之を 敢て する を 欲 

せず 要は 青果の 熟して 自 から 露國の 手中に 入る を 待たねば ならぬ と 主張した 〇 

とは 言へ 侵略 主義は ム將軍 一個 0 野心で ない、 沿海 洲 占領 問題は 愛琿 榮約以 

來の 懸案で ある.. 露國 東進の 大勢は 寧ろ 當 時 ^ 於け る 一個の 不可抗力で あつ 2 

かも 知れない、 時は 一八 六〇年 八月、 英彿 聯合 軍は 天津を 攻擊 し長驅 北京を 陷 

れ、 淸國の 社稷は 正に 累卵 の危刍 狀態に 落ちた、 此の 形勢を 觀て 取 〇 た 時の 北 

京駐紮 露國全 權ィグ ナチ H フは、 淸國 及び 英佛 間 k 斡旋して 居中調停の 勞を R 

$、 遂に 双方の 間 ^ 和議 1: 成立せ しめ、 淸國の 感謝を 一身に 集めた、 ィ 氏の S 惑 

は當 つたの て ある、 彼れ が 賣 恩の 報酬は 越へ て ニケ 月 同年 十月 二日 1: 以て、 皮 

の 露 支障に 於け る 北京 條 約の 締結と なつて 現は ^ 、 玆 it 露國は 烏 蘇 里 江、 興 凱 

« . 白稷河 瑚布圖 河、 琿春 河、 圖門 江、 以東の 地を 獨 占し、 東海に 浦 鹽斯德 
港を 建設す るに 至つ たので ある 0 

斯く して 浦 港を 獲た る 露國は 之 . n を 以て * 易 港* 軍港たら しめんが 爲 K 、 諸 


般の 設備を 施す と 同時に、 彼の 二 年 前 一度 否决 せられた る 西 比 利亞鐵 道の 敷設 
問題 も、 一方 本 國と浦 港， とを 聯絡す るの 計 書 1: 以てせる ィダ ナチ ユフ 等の 建 * 
となぅ、 他方 亞歷山 三世 0 & 治 的 並に 軍事的 見解に よる 敷設 賛成と なつて 遂 
に 全線を 六區に 分ち、 その 兩 端よ 6 起工す る 乙と に决定 し、 夕やが て 工事 ^ 着手 
した、 然るに 本 線路 中の 二 大難 工事た る 貝 加 爾湖廻 岸 線と 黑龍江 沿岸 線との 中 
前者は 之れ を 回避し 能は ぬ 地勢なる が爲 に、 這 ゆ 假令萬 難を 排 すると も 開通せ 
しむる の 必要 ある も、 後者に 至つ ては 必ずしも 然ら ず、 黑龍江 沿岸 線の T 禾 T 
便 多き に 反し、 一度 南方を 望めば 支那 領土 內實に 適當 なる 進路が 展け てゐ る、 
露國の 鞭は 玆に 於て か 南を 指した。 

斯く する 內日 淸戰爭 起ぅ、 その 結果 露 國が豫 て囑 目せ る南滿 朝鮮の 地域が、 

冬 こ 日本の 勢力下に 歸せん とする に會 し、 野心 燃 ゆるが 如き 露國は 遂に 默 止に 
堪 へずして、、 獨佛を 誘 ひ 日本を して 遼東 半島の 還 附を諾 せしめ、 ま / 2 もや 支 5 
に 賣 恩の 機會を 捉 へ、 以て 南下 策の 樹立に 便なら しめた C 

如上の 關 係よ $ 北京に 於け る 露國の 勢力は 日 淸戰後 漸く 增大 すると 共に、 そ 
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支那に 於け る鐵迓 利 權と列 强の 政策  二 三 六 

の 巧妙なる 外交 策は よく 七 擒八縱 の 秘術を 盡 し、 遂に 李鴻章 の歡 心を 買 ふに 至 
ぅ、 一八 九 六 年 駐 淸露國 公使 カ シー ー T 伯は、 李 氏を 慫慂 して 莫斯 科に 於け る 露 
帝の 戴冠式に 參列 せしめ、 その 機會を 以て 露 國大藏 大臣 ド •クィ ツテ氏 (外務大臣 
ロ パノフ 氏 k 代 6) は 李 氏と 會して 所謂 カシニ _ 條約 o ag ^. H. o QPYStion) を 締結し、 

次で 再び カシュ ー 伯の 悚 腕に よつ て、 支那 政府 反 對 派の 銳 鋒を 挫き 同年 九月 三 
十日 北京 k 於て 淸 帝の 批准を 得た ので ある 0 

今 左に 之れ が 主要なる 條 項を 示せば  • 

一  露國は 西 比 利亞鐵 道を 「ブラ ゴ H チ H ンス ク」 の 附近よ. CS、 物 產豐饒 な 

る 滿洲內 地 (愛 琿—齊 々哈 爾— 伯都訥 —吉 林— 琿璿) を 通過して 浦鹽 港に 接績 
せしめ 得る 事。  . ：  ' 

二、 黑龍江 省 及び 吉林 省內に 於て、 露國 k よぅ 建設 せらる ゞ鐵 道は 全て 露 
國の經 費と 法規と k よつ て せらるべく、 支那は 之れ に 對して 何等 干渉の 權 
.利な く、 全 支配 權は 今後 三十 年間は 露國 之れ を 有すべし、 但し 右 期間 滿了 
後は 支那に 於て を 0 買 戾權を 保留す る 事 0 


三、  露國 は吉林 山海 關鐵道 敷設 R 對し て 優先 權を 有す、 淸國が 之れ I 敷設す 
ると 否とは をの 權 ft. にあ^' とする も、 淸國 にして 之れ を 敷設す る 時は 遼 
東半 島に 敷設すべき 鐵道 と共に、 篇の鐵 道 規則に 據ら ざるべ から S 事。 

四、  露國は 右 線路の 附近に 步騎の 兵を 屯 在せ しめ 且つ その 附近の 鑛 山を 採掘 

し 得る 事。  v 

五、 '  淸國は 露國の 攻守を 便に する が爲 に、 東方 不穏の 際 十 五ヶ 年間 膠洲灣 を 

租貸 する 事〇 

六、  旅頁大 連は 日常 淸國そ の 防禦の 任に 當 るべき も、 戰 時の 際は 露國 陸海 軍 
の 集中を 許す 事 0 

等を 有し、 かくして 露國 の滿洲 侵略は 愈々 具體 的の 問題と' なつて 來た 、而 して 
彼れ の 政策が その後 如何に 展 進し、 又展 進の 餘 日本と 衝突して 南 滿を 失へ る 穿 
件の 如きは、 吾人 之 1: 東淸鐵 道の 項 下に 讓う为 い 〇 
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f  • 

第二 欵 .東 淸承辦 權 .の 獲得 

一八 九 六 年 八月 二. 十七 n 時の 駐露 淸國 公使 許景 澄と 露淸 銀行 代表者 ロ トシ ユ 
ティンとの 間に 於て 「東清 鐵道會 社 設立に 關 する 條約」 (註 一.) が 締結せられ、 露 
國は西 比 利亞鐵 道の 一端 (後 貝 加 爾線 j ょ 6、 淸國 領土 內を 貫通して 浦鹽 港に 達す 
べき 鐵道 敷設 * 力 •シー ー 1 條約 中の 線路を 變更) を 獲得す ると 共に、 之れ が 敷設 並 
に經營 上の 基礎 問 ® 承辧 問題) を 確定した の T ある 0 

而して 同年 十二月 k 至 $、 東淸. 鐵道會 社條例 裁可せられ、. 右記條 約の 槪利義 
務は玆 に 悉く 會社に 移された (之れ 上記 會社 設立に 關 する 條 約の 規定に 從ふ結 果 
である)、 次で 翌 一八 九 七 年 二月、 該條 例に 基き 東淸鐵 道會社 組織せられ、 三月 
日 創立 式を 擧げ 、株主 總會を 開き、 駐 露淸國 公使 許景 澄を 總裁 とし、 露國參 
事 院議 官ヶル ベ ッッを 副 總裁に 擧げて 之れ k 一切の 業務を 委ね、 本社 VJ 彼得堡 
に支社を北京に、 哈爾賓 に 鐵道廳 を 設けて 露 國大藏 省の 直屬 としたので ある、 


然るに 翌 一八 九 八年獨 逸の 膠州灣 租借 事件が 起つ て 來る と、 露國も 之れ に 傲 CA 
同年 三月 十五 日を 以て、 支那 ^ 對して 所謂 ハ バロ フ條 約を 締結し、 二十 五 年間 
遼東 半島の 租借 權を 得、 多年の 宿題た る 不凍港 獲得の 目的を 達し、 且つ哈 爾賓 
ょう 旅順大 連に 至る 支線 敷設の 允許を 握う、 一八 九九 年 二 月 十八 日哈 爾賓以 南 
の鐵道 營業權 、汽船 會社 設立 權 、營口 及び 他の 諸 港と 聯絡せ しむる 臨時 支線 敷 
設權、 並に 遼東半 島露國 租借地に 於て 税關 設立の 場合、 {の 組織 及び 監督は 之 
れを 束淸鐵 道に 委 托する 事 等を 規定. したる 十ー ヶ條の 第一 追加 條約を も 成立せ 

參 

しめ、 司 時 R 工事は 1 冷 進埗を 見る 乙と、 なつた ので ある、 即ち 一九 〇一 年末 
k は、 早く も 北方 露 支國境 滿洲 里ょう 哈爾賓 に 至う、 更に 南に 分岐して は大連 
旅 狼に 及び、 哈爾賓 以東 k 於て は 露 支國境 なる ボグラ-一 I チ ナャに 達し、 牛莊 
支線を 合計し 全線 延長 約 一千 七 百哩に 涉る假 開業を なし、 一九 〇 三年 七月 十四 
日を 以て、 露國 政府は 之れ が 正式 開通を 公表し、 列車 運轉 時刻 乘客 貨物 運賃の 
表示を 行つ た 〇 

然も 其 後日 露 戰爭の 結果と して、 寬城子 以南の 鐵 道は 之れ を 日本に 讓 渡し、 
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露國の 現に 保有せ る鐵 道は 寬城子 以北の 一千 〇六 十七哩 となつ たが.、 猶ほ艾 那 
に 於け る 所謂 外 國承辦 鐵路の 最長 線路た るを 失は な S ので ある 0 

(註 一) 該條 約は 十二 箇條を 有す、 又 同 第 十一 一條の 規定に よれば、 會社の 承辨權 は鐵道 
の運轉 開始の 日より 滿 八十 ヶ 年間 存續 すべく、  八十 年後は 無償に て鐵道 一切の 財產 
は 支那 政府の 有に 歸 する こと、 但し 運 轉 開始の 日より 三十 六 年後は 支那 政府に 於て 
代金を 支拂 へば 回 收の權 利 ある こと 0 

(備考) 東淸 鐵道會 社は 一九 〇六年 秋を 以て、 從來露 國遞信 省の 直轄な りし 烏 蘇 里鐵道 
(本線 並に 蘇 城の 炭坑 線と 共に〕 を、 二十 五ヶ 年 問の 契約に て 借 受經營 する こと \ な つ 

た 0 

第三 欵 東淸 鐵道價 値 © 變遷  . 

抑 も 露國が 東淸鐵 道を 建設した 其 意は、 必ずや 將來全 満洲が 自國の 版 圖に歸 
すべき ことを 豫 期した からに 相違な S、 若し 否らず して 滿洲が 支那の 領土と 
して 保全 せらるべき を 豫 期した とすれば、 露國は 之れ が 爲め 啻に 4b 滿洲に 於 


ける 從來の 地位を 惡變 した 計う でな く、 全滿 洲に涉 つて 經濟的 競爭 者と 政敵 
とを 創造して、 自ら 永 續的大 打擊を 招致し ^ に過ぎない 0 

露國は 他人の 家屋が、 將來 自己の 所有 ^ 歸 すべし と 確信し、 巨資を 投じて 之 
れが 改築を 試みた* 然るに その 結果は 全く 豫期に 反し、 此の 家屋は 露國が 常 
に 危險視 せる 隣邦の 利益の 爲に 犠牲に 供 せらる、 に 至つ た、 。ホ ー ッマス 條約 
は 露國 の經營 事業を 极 本ょ & 破壊し、 今や 東淸鐵 道は 常に 露國を 威嚇す る 一. 
種の 武器た る やの 觀 ♦か ある 0 

滿洲の 咽喉 部た る 南 滿鐵遒 が、 日本の 所有と なれる 今日、. 假令 北滿汧 が 露國 

の 領^. こ， 歸 する Z. と あう とする も、 東淸鐵 道は 最早 露領 極東 R f. し 何等 貢 

、  / 、 ▼ 

獻 する 所は ないで あらう 云々 (註 一) 

とせる 露 人 メルク—  ロブ 氏の 所論は、 果して 一場 一の 激 1 終るべき か 如何、 實 
R 日露 戰後 日本の 地位は 變 じ、 亦 之れ に 傚 ふて 滿洲に 於け る 支那の 狀勢 も變化 
した、 時勢の 推移は 東淸鐵 道の 價 値に 對し 測らず も大. なる 變化 を與 へざる を 

得な かつ ^ ので ある 〇 
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露國が 從來 左の 如き 莫大なる 消費 資金を 投じ 
無保證 株金 

保 證附四 分利 公債 U 八 九 七 年 募集) 

四 分利 附 公債 (i 減 Si 料 ^ 集) 


二 四 一一 


敷設 當 時の 利子の 資金に 加算せ しもの 
右に 對 する 利子 

戰時 軍用 R 供す る爲め 支出せ しもの (一九 〇六年 迄) 


五、 〇〇〇、 0  0  0 留 
一 五、 〇〇〇 、〇 〇〇留 
三 五一、 九 七 六、 三 四五留 
二 三、 二 七 五、 六 〇四留 
五、 三 六 九、 ニー 〇留 


九 八、 四 五 


〇〇留 


合  計  X 
又 左の 如き 巨大なる 支出 超過を 繼續し 
一八 九 六 年 
一九 〇〇年 
一九 〇 三年 
一九 〇七年 


四 九九、 〇七 二、 二 五九留 


r 五〇〇 、〇 〇〇留 
七 五、 五 〇〇、 〇〇 〇留 
〇三 、九 〇〇 、〇 〇〇留 
三 一 r 〇 〇〇、 0 〇 〇 留 


かくても 尙ほ 東淸鐵 道を 通ず る パン •スラ ヴ 4 ズムの 雄 翼を 支那 境 內に伸 さんと 
したので あつたが、 如何せん 寬城子 以南の 鐵道を 失 ふて 以來、 東淸鐵 道の 價値 
ょ 漸く. 變遷 して、 クロパトキンの 所謂 『安價 なる 黃色勞 働 者と、 低廉なる 穀物 
とを 誘 ふて、 吾人の 領內 (露 領) に 流入せ しむる、 我國 (露國 ) に 取ぅて は 一種の 運河』 
とな. CN、 更らに 「餘 6 に 高 價なる 文明の 利器」 とな $、 茲に 一九〇 六 年 S 梦 の 
交に 於. ける メンシコフ 氏の 東 淸鐵道 放棄 說に 次で、 當 時の 露國 首相 スト リピン 
氏に 發 し / 2 る 賣却說 は、 露淸 銀行 露 都 總裁ゥ ヰンチ H ル 氏の 支那 政府 並に 白獨 
米の •部 合 (某) シンデ ヶ I 卜に對 する 具體 的交涉 となつ たが、 幸か不幸か 該交涉 も 
遂に 物に ならず、 その後 露國 政府は 之れ が經 營に對 し、 依然として 左の 如き 補 
助 金を 下し， 
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の如& 多少の 好 潮を 示しつ、 ある も、 然も 同 鐵道會 社の 支出 中 k は、 鐵道營 業 
以外の 費用 例 之 守備 軍費、 民政 部 費、 交 涉局費 等大約 一千 萬留內 外の 支出を 含む が 
爲に 、をの. 經營は 近時と 雖も决 して 容易なら ざ るの .7 > ならず、 鐵道 をの もの、 
經營 難易の 問題を 超越した る 全鐵道 政策に 於て、 露國は 絕ぇず 不安 不足 i 感じ 
つ、 あるので ある、 今 左に 之れ が 主要 點を 列擧 すれば 
第一  軍事上の 憂黠  • 


(一) 浦 港と 滿洲 とを 聯絡す る鐵 道は、 急激なる 日本の 侵 擊を受 くる 恐れ ある 
己と (露 人の 説).  . 

(一一) 現在の 狀態 にあつ ては、 本鐵 道を 利用し 満洲に 直接 主權を 樹立す るは 不 
可能 事た るべき Z. と 〇 

(三)  西 比 利亞鐵 道の 東部が、 南 滿洲中 殊に 人口 稠密なる 地方 1: 通過した. 事は、 
支那 人を して 他日 露國 が滿洲 三省 1: 奪 ふの 意圖 あるな き やを 疑は しめ、 彼 
等に 危惧の 念を 强 からしめ たる 黙 k 於て、. 國交 上の 妨害た る 乙 と C 

(四)  北 滿洲と 露國と 若し 聯絡を 絕つ事 ある 場合 k は、 此の 地 帶內に 住する 露 
國 農民は、 危險な る狀 態に 陷 るべき を 考へな S わけに 行かな S、  如何と な 
れば 軍事的 行動の 起る に當 つて、 露 國の戰 § 上ょ 6 考ふれ ば、 此の 地帶 に 
住民 ある 事は 露國の 利益と ならず して、 却. つて 彼等 保護の 爲に 軍隊を 區分 
派遣して 己の 兵力を 殺ぐ 事と なる から. V ある 〇 

へ 五) 鐡 道が 支那 領土 內を 通過す るが 爲に、 一朝 有事の 日 支那 人の 襲擊を 受け 
て、 歐亞聯絡を斷たる人恐れは常に露國の頭上を壓する問題たる乙と〇 
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第二 經濟 上の 憂點 

二) 東淸鐵 道を 中軸と して、 その 周圍 又は 沿線 都市の 發達の 爲に 、最近 露國 
が 北 滿洲に 投じた る數 億の 經費 も、 未' た その 希 S を 達する に 至らず して、 
却つ て 支那 人を して その 利得 R 與 らしむ る 結果と なれる こと 0 

(二)  支那 人が 鐵道に 依る 彼等の 經濟的 利益を 念は ずして、 稍 も すれば 排外 思 
想に ょ 6、 該鐵 道に 危害 5: 加 へんと する 傾向 ある 乙と 0 

(三)  東淸鐵 道が 外國 向き 滿洲 物產の 輸送 數量を 增 加し、 その外 國に 於け る販 
路擴 張を 容易なら し ^ 、 以て 満洲 住民の 經濟狀 態を 益 令 良好に 導き、 延 い 
て 露 領沿黑 龍 地方と 隣接す る 北 滿洲に 多大の 支那 移民を 誘致した に 反し、 
人口 稀薄に して 植民 容易なら ざる 今日の 「露 領 極東」 の 墓 礎に 對し ては、 
却つ て 不安を 增大 する 如き 惡現 象を 呈せる 乙と 〇 

(四)  東淸鐵 道は 沿黑龍 地方 } C 於け る 露 人の 生計を 良好なら しむべき 黑 龍江航 
行船舶の積荷を奪ひ、從而同地方に於ける經濟狀態に惡影響を及ぼせる乙 
と。 


本鐵 道の 運賃 政策 R 悲觀點 多く、 その 結果 下の 如き 自繩 自縛の 狀 態に 阳 
n る 乙 と Q 

(甲) 東淸鐵 道が 屢 々運賃 低减を 行へ るが 爲 に、 滿洲 R 於け る 農業 經營狀 態 
は、 沿黑龍 地方に 於け る 露 人の それに 比し 優良と な 6、 隨って 滿 洲產穀 
物の 沿黑龍 地方に 向 ふ 輸出 數 量を 益々 增加 せしめた る 乙と 0 
£) 露國 政府が 露國 の各鐵 道ょぅ、 東淸鐵 道 ^ 聯絡して 輸送す る 貨物に 對 
し、 待 R 運賃を 低减 し、 爲 R 滿洲に 於け る 露國品 需要 者は、 露國々 庫ょ 
3 間接の 恩惠を 受け、 西 比利亞 及び 後 貝加爾 地方の 住民に 比し 遙 力に 
.低廉なる 露國 品の 供給を 受ける、 然るに 西 比利亞 及び 後 貝加爾 地方の 住 
民は、 方今 滿洲 住民と 經濟 的競爭 をな す 必要 R 迫られっ、 ぁる R も拘は 
らず 、上記 運賃 制の 採用は、 寛に 政府を して 徒らに 損失を 負擔 せしめる 
外、 何等 効果の なきものと なれる 乙と 〇 
ハ) 鐵 道の 支持は 露國を して、 今日 尙ほ純 損失 最小限 一千 萬留 を負擔 せしめ 

つ 、 ある 乙と 〇 

二 四 七 
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思 ふに 斯の 如き 東 淸鐵道 政策 上の 悲觀黠 は 斯國を して 同鐵 道を 放棄す るか、 
若く は その 存在 あるが 爲に 蒙る 損失を 忍んで 現狀を 維持す るかの 問題に 煩悶せ 
しめ、 又 多數の 政府 顯官 を 始め、 同鐵道 建設 主唱 者 ゥヰッ テ 伯に 至る 迄、 同鐡 
道の 建設が 經濟上 露國の 一大 失錯た ぅし ことを 認識せ して ふ 近時の 風說 は、 必 
ずし 7^ 風說 k 終らない かも 知れない、 遮莫 極東に その 念 1: 斷たざ る 露國 の雄圖 
は、 鐵道 政策に 關して も、 決して 悲觀裡 に 現狀 -1: 維持す る 乙と を 專ら としな い、 
吾人は 東淸鐵 逭價 値の 變遷を 舒 したる 後に 於て、 をの 價 値の 减少を 補足すべき 
露國の 企圖の 存在を 肯定す る、 例へ ば 新 黑龍江 鐵 道の 敷設の 後、 東清 及び 新黑 
龍 江 兩鐵道 間に 鐡道 網を 作 3 出 3 んと せる 如き ものは、 彼の 有名なる 滿洲 併合 
論の 發生に 裏書し、 そして 露國は 現在 及び 將來に 向つ て 如何に 東淸鐵 .道を 利用 
すべき や ^ 腐心せ るかを 證據 立てつ、 ある ものである、 日露 三次の 協商の 如き 
も 露國は 滿洲の 全部 1: 擧げて 、之れ を 日本の 自由 意思に 一任し 去ら / 1 とする 迄 
に 大膽な 內容を 有せざる 乙 と 勿論で ある Q 

(註 一) 一九 一四 年 春 メルク ーロフ 氏は、 「露國 の 極東 政策と 東淸鐵 道」 なる 題 下に、 そ 


の鐵道 政策を 痛擊 した (ノゥ ォエ ゥレ ーミャ r 聞 r 氟〕 

第 四欵〃 北 滿鐵道 網 中の 主要 線 
第一 項  1 齊愛鐵 道 

, '  -  -  i 

黑龍江 省內、 南は 齊々 哈爾よ 6 北 は 愛琿に 至る 三百 哩の 間に 鐵道を 布設せ ん 
乙とは、 露 支 相互の 宿望で あつた、. 支那が 經濟 上よぅ も 寧る 北邊 防備の 必要よ 
$、 曩 に 黑龍江 將軍朱 慶攔に 命じて 之れ が 調査を 行は しめた 事が あつた、 然る 
に 右 調査の 結果 敷設 費 二 千 五 百 萬 元餘を 必要と し、 爲に 政府は 黑龍江 省よぅ 九 
百 萬 元* その 餘は 之れ 1: 吉林盛 京 二 省に 分擔 せしめ /L としたが、 財政 窮乏の'  爲 
め 目的を 達せず、 一先 づ その 計 書は 中止せられ た、 玆に 於て か 機を 見る rc 敏き 
露國 は、 己れ 歐 洲の大 戰に參 加せ るの 身を 以て、 尙ほ 東方 經營 の實 行 ^ 忘れ か 
ね、 遂に 一九 |四年十月四日を以て本鐵道の敷設權を握つて列强を驚かし /2 〇 
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思 ふに 本線は 將來齊 桃 或は 齊伯 と共に 東 淸鐵 ia の營養 線と もな ぅ、 又 露領黑 
龍 江 州と 北満の 中部と を 結ぶべき 捷路 とな 6、 更 らに 對大 線と 共に 池 方 開 K の 
血脈と なるべき 名 の、 實 k 露 國の爲 に 重きを なすの 一線で ある、 嘗て 錦 愛 問題 
によつ て 脅 ^ れたる 彼れ は、 今や 自ら 起つ て その 半 程の 敷設 ^ 當 るべき 權利を 
握つ た。 

^  ■  -  -  - •  * ン  . •  •.二 

第二 項 對大鐵 道 

露國が 對大鐵 道 敷設 * を 要求した 0 は、 一九 一三 年 九月の 事で ある、 未だ 7P 
の 要求に 對 する 支那の 回答は 詳 知し 得な v' が、 豫 定利權 として 露國が その 目的 
を 達した る なきやの 想像は、 下の 事情よ $ 起 6 來 るので ある、 即ち 本線に W す 
る 露國の 野心は、 久しき 以前よぅ 抱か れゐた のみな 6 ず、 該 要求は 齊洮可 « の 
夫れ と共に、 滿蒙 五線に 對 する 日本の 要求と 前後して 提出せられ た點よ 6 見て 
7P、 日本の 獲 y2 る 利權の 程度 (敷設 借款 假契約 の 締結 rc 於て は、 露國 とし y その 


交渉を 遂 r べき 土地 的關 係を 有した からで ある。 

抑 も 對大鐵 道. は、 南は 哈爾賓 の 西方 二十 九 露 里を 隔てた る 東淸鐵 道の 一驛對 
靑 山を 起點 として 北方に 向 a 、 呼 蘭 •殺 化 •海 偷を經 て 西北 墨爾 根に 至う、 •史ら に 
東北に 折れて 愛琿に 及び、 夫れ よう 黑龍江 岸に 沿 ふて 大黑 河に 達せん とする も 
ので、 その 延長 三百 五十 哩の 間には、 彼の 豫定 線た る 呼 蘭よ $海偷 に 至る 間の 
海綏線 •海 偷 よう 墨爾 根に 至る 吉黑 線* 及び 墨爾 根よう 愛琿 に 至る 間の 齊愛 線の 
一部を 包 有する ので ある 0 

而して その 吉黑 線は、 旣に 一九 〇 六 年 吉林黑 龍 兩將軍 等に よ $、 吉林省 北部 
の 三 姓よ 6 黑龍江 省 東南の 呼 蘭を 經て 北團林 子に 達し、 M ら に墨爾 根に 至る ベ 
き 線路と して 支那 政府に 要求せられ たが、 露國の 抗議 R 遇 ふて 中止し、 又海綏 
線は 一九 一 〇年黑 龍 江 省 諮議 局が、 五 百 萬兩の 株式に. よ 〇 て 敷設す る 乙と に决 
し、 (翌 一一 年に 至 6 更に 東 三省よう 百 五十 萬兩を 出資す るの 外、 民有 土地 一晌 
に付き 上 地 ーヶ年 銀. 六 銀 下地 三錢 を三ヶ 年間 官廳に 納めて 百 五十 萬兩 とし、 合 
せ r 三百 萬 雨の 資本を 以て 鐵道會 社を 起す やの 議も あつた) 呼 蘭よ 6 北 團林子 (綏 
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化) を經て 海偷府 k 達せん とし、 吉黑 線の 頓挫 R 代ぅ 計 劃 3 れた ので あつたが (註 
ご 之れ 亦實現 せられず して 遂に 露 國の 手に 落ちた ので ある 0 
玆に 於て 到達すべき 問題は、 露國は 何故に かく も 本線 k 執着す る やと 云 ふ 事 
である、 2 口 すれば 本線を 通ず る： 露 國の 政策 如何と 云 ふ. 問題 T ある、 而し- し 之 
れ k 對 する 回答は 先づ 本線の 地 Jfn 的 考察から 始めなければ ならぬ 0  . 

固と 海綏 線の 經過 地と して 知られた 呼 « 綏 化. 海偷の 地方は、 氣 候溫暖 •土地 肥 
沃 にして 開墾 も M に 行 はれ、 實 k 黑龍江 省の gl ナ倉で ある、 加 之. 人口 も 多く 商工 
業亦觀 るべ & もの 少なからず、 海偷财 近の 石炭は 殊に 有名で ある、 線路 海 & ょ 
6 西北して 本省の 中部に 入れば、 此處は 興 安 大嶺の 山 谷を なすが、 然も 墨爾根 
(嫩 江府ぼ 愛齊 間の 要衝と して 水陸の 便を 備へ 將來の 鐵道關 係に 於て は、 恐く は 
中央部 隨一の 樞區た るべき 地で ある、 更 らに 本線. の 終點を 藏 する 本省 ifx 北部の 
地理は 如何、 北に 黑龍 江を 控 へ、 之れ を 以て 露領 アム I ル 州に 界し 、南に 興 安 
小 嶺を負 ひ、 內 地に 未開墾の 廣大 なる 山野を 包み、 彼の 著名なる 金鑛 所在地と 
し' て、 又 露 支關. 係の 緊要 地方と して 知らる 、のみならず、 殊に 終點 火黑河 (黑河 


府又は 大黑河 屯と も 云 ふ) の 如きは、 對岸 ブラゴヴェシチェンスクとの 間に 盛ん 

なる 貿易の 行は る、 さへ あるので ある Q 

若し 夫れ ® 道 敷設 後の 將來を 一考 すれば、 東南 呼 蘭 河 支流 沿岸の 地方は 益 
令 開拓せられ て 重要なる 豆 小 麥の產 地た るべ く、 又 現 時營口 方面よ $ 輸人 する 
綿糸 布 雜貨の 類は、 省の 朿南 部に 限られず して、 本線に よう 一 擧露領 の 市場を 
見舞 ふで あらう、 亦 同時に 北部の 產物は 捷路 直ちに 南滿の 都市に 送らるべく、 
本線の 經 濟的價 値は、 豫想以 上の 好 果を收 むる かも 知れない、 加 之 本敍か 露 r 
ブラ ゴゲ H シ チェン スク と哈 爾賓 とを 通ず る 乙と に 於て、 又黑龍 東清の 二大線 
路を連結する乙とに於て、 更ら k 齊愛 線と 共に 東 淸鐵道 並に 附近 地帶 の受 くべ 
き危險 、即ち 南方よう の 襲撃に 備ふる 利器た る點に 於て、 露 國に 取う 重要なる 
軍事上の 價値 ある 事は 云 ふ 迄 もな く' 鐵路の 走る 處北黑 龍 江よう 南東 淸 r 道 ^ 
線に 至る の 間、 露領の 民は 云は ずして 南下すべく、 遠からずして 其邊一 帶露國 

的 政治色の 橫溢 ある 日も來 る T あらう 〇 

(註 一) 東洋 協 會編支 那 鐵道綜 覽參照 0  r 
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第三 節  貝加爾 湖畔ょり 

I 

A 

/ 

第一 欵 露 蒙の 關係 

其  一 

エ， マ I クの西 比利亞 征服 以後、 十七 世紀の 中葉に 當 6、 露國 皇帝 •か 修交の 
目的 ？: 以て 使臣を 支那に 送 久 途上 蒙古に 對して も國 交を IT せしめた 乙と ば、 

露 蒙 間. 隊商 牲來の 端を 啓いた ものと して 知られ、 次で 一六 八 九 年の 彼の ネ， チ 
ンス ク條 約は、 露 支 蒙 三國の 貿易 關 係を 成文 R ょぅ 規定した る 最初の ものと 云 
はれて ゐ る、 越へ て 一七 二 七 年 八月に 於け る ブラ 條 約の 後、 同 十月を 以て 結ば 
れた恰 克圖條 約は、 所謂 國境 貿易 塲の 建設 (露國 は 恰克圖 を 支那は 賣買 城を) を 决 
定した のを 以て 有名で ある 〇 


かくして 時代が 十九 世紀に 入れば、 一八 五一 年に 於て 蒙古の クリ ジャ 及び チ 
ユス チャ クを 開放せ しめ、 更らに 一八 五八 年の 天津 條約 一八 六〇 年の 北京 條約 
の 締結に ょつ て、 締約 國 臣民の 國境 地帶に 於け る 無税 貿易を 許し、 庫偷 並に 張 
家 口に 於け る露國 臣民の 商業 權を 保留し、 一八 八 一年 彼 得 堡條約 成つ て、 全 蒙 
古地 內に涉 つて 露 人の 無稅 貿易 權 を 掌握し、 玆に 蒙古に 對 する 露國の 經營は 一 
生面を 開拓す るの 時代に 到達した デ 

翻 つて E 心 《ば、 ニ ハ 八 九 年 露國が 支那と ネル チ N スク條 約を 締結した る當時 
にあつ ては、 蒙古 人は 未だ 獨 立の 體 面を 維持し、 露に 與 すべき や 將又 支那に 赴 
くべき やは 不確定の 狀態に あつた、 然るに その 頃 具 加 爾湖以 朿 の露領 には、 單 
に 薄弱なる 哥薩克 兵の 屯 集 あるに 過ぎぬ 狀態な 6 し爲 に、' 當時淸 朝の 英主 康熙 
帝は、 時の 活佛を 調停者 どして 蒙古の 一部を 割讓 せしめ、 次で 兵を 派して 殘餘 
の 蒙古 領を 攻略した ので あつたが、 をの 後 R 於け る 支那の 對蒙 政策は、 一面に 
は 皮の 活佛 たる 庫偷， 根の 歡 心を 損せ ざらん 乙と を 恐れ、 相當 の懷柔 策を 採つ 
六には 違いな いが、 又 他の 一面には 朝貢 國視 する 輕 侮と 壓 迫と、 をして 過酷な 
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る收歛 とを 以て 之れ を 遇し 來れ るに 反し、 露國の 政策は 飽く迄も 懷柔の 一途 ^ 
終始し、 淸 朝の 夫れ k 數層 する 苦心と 巧妙と を存 した Z. とは、 彼のボ ド ブネ 丨 
フの 筆に 俟つま でもない 事實で おる、 加 之 蒙古の 立塲 ょう 見る に、 庫偷格 根は 
由 來西藏 なる 達賴 喇嘛の 下風に 立ち、 之れ に隸屬 する 乙と を 欲しない にも 拘は 
らず、 淸 朝の 所規は 必ず 彼れ をして 拉薩 法主の 下に 屈せし めんと 强ふ る、 即ち 
宗旨の 上に 於て 西藏 ょう 獨立 せんとす る 格 根の 倚賴 は、 自ら 露國に 傾かざる を 
得な かつた、 又庫偷 と西藏 との 間には、 懔悍 にして 劫 奪を 事と する 東 干 族の 住 
する が爲に 、北 蒙古 人 不斷の 深憂は、 即ち 東 干 族の 來襲 にあつ た、 故に 彼等が 
をの 防備に 於て 有力なる 援助 者を 得ん とする ^ 當 う、 之れ を 遠き 淸廷 R 求めず 
して 近き 露國に 見出 5 ん とした 乙とは、. 蓋し 自然の 趨勢 だつ たの、' て ある、 (註 r 
即ち 庫偷 恰克圖 地方の 喇嘛 敎 民と、 具加爾 湖 及び ァルダ- 一 河畔に 散在す るブ 
リャ I ド 人 (喇嘛 敎 民) との 聯絡を 甚礎 とする 露國の 巧妙なる 對蒙 政策は、 年と 北 ハ 
に 着々 實 効を收 めノ 通商 上の 發 達と 政治 上の 親密と を 加へ 來つて 、 蒙古に 於け 
る 露國的 S 彩は 愈々 鮮明と な $、 斯くて 蒙古を 通ず る 東亞の 交通路 問題 も 自ら 


潑淛 たる 政策を 伴 ふに 至つ ^ ので. ある o  . 

(註 一) 外交 時報 十四 卷第 十四號 、大庭 景秋氏 「庫 倫 格 根と 露 _ の 手」 參昭 G . 

•  攀 

其 二 

■一  •■-  .  • 

支那と 蒙古との 關係 は、 恰 .かも 土 耳 古と ァグ バー ーァ との 關 係に對 比し 得べ く、 

久しく 蒙古の 人心を 失へ る 支那の 政策は、 露國の 夫れ. に 反比例して 前途の 危險 
が增 して 來た〇 

日露 戰爭の 結果と して 東淸鐵 道の 南満 線が 日本に 割讓 せられた 事は、 露國の 
東亞 政策に 偉大なる 影 * 變 化) ^ 與へ たのは 事實で ある、 去ぅながら 彼れ. の對蒙 
政策は、 その 對滿 政策の 受けた る 打撃に 依つ て 何程の 動 搖を來 したで あら ふか、 
吾人の 見を 以てすれば、 彼れ の對蒙 政策は 日露 戰爭に ょ ■つて 何等 指摘に 値する 
减 退を 見な かつた のみ か、 寧 ^ 却つ て 東に 失へ る 所を 西に 得ん とする、 著る し 
き 頃 向が 助長せられ て來 たので ある、 即ち 一九 〇五年 以後の 露蒙關 係は 一層 侵 

4 一 

% 

出しつ V あつたの V ある 0 
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果せる 哉 一九 一一 年 革命 旗 一度 武漢の 野に 翻く や、 をの 年 十二月 初頭を 以て 
蒙 7^ は獨立 を 宣二 言し 活佛 (格 根) を 擁立して 外蒙古 大王と なし、 西南 新疆 並に 西 
藏と呼 應し て、 所謂 外藩脫 離の 運動を 試みた、 而して 之れ に對 する 露國の 態度 

は 如何、 彼れ は翌 一九 一二 年 一月 二十四日を 以て、 左の 如き 「對 蒙聲 明」 を 發 

表した Q  、  •  \ 

蒙古 人は 庫偷に 於て 其の 獨立を 宣言し、 宗主 哲矿尊 丹^  f 圖 f 圖を 擧げて 王 
となし、 露國 k 後援を 求め 來れ ぅ、 帝國 政府は 蒙古の 此 依頼に 答 ふる ^ 、 愼 
重の 行動を 採 $、 且つ 淸國の 承諾 1: 得べき 途を 求む るに 努むべ きを 勸吿 せ. CN、 
在庫 偷露國 領事は、 自 から 仲介者と して 張 家 口 庫 偸 間の 電線 破壤 及び 大淸銀 
行庫偷 支店 掠奪の 計 書を 未 前に 防止す るを 得、 又 淸國最 高官 三 多の、 蒙古を 出 
發 し、 露阈境 土を 通過す るに 無難 阻滯な § 援助 ?: 與 ベた. CNO 
其 後 北京 政府-の 蒙古 交涉 使に 任ぜる 大 官桂芳 は、 在 北京 露國 代理公使を 訪 ひ、 
該交 涉に關 し帝阈 領事の 友諠的 仲介を 求め 得べき や 否を 質問せ ぅ、 同時に 蒙 
古人 も 露 國 政府に 蒙淸 間の 仲介の 勞を 取るべく 依 a し來れ 60 


帝國政 府は兩 者の 依賴を 合致せ しびる との 可能なる を 認めた'^ 淸國と ^ ¥ 
との 妥協は* 單に 蒙古 固有の 制度を 安全に 保障し 得れば 足る ものにして、 帝 
國政府 の 意見と し ' 1: は、 其の 妥協は 淸國が 蒙古 固有の 制度を 破壤せ ざるべき 
保證 を與 ふる 何等かの 條約を 以て 9 明せ ざるべからず、 蒙古 人の 認むる 制度 
侵害なる ものは 次の 三點ぁ 5、 蒙古 ; C 於け る淸國 行政の 施設、 蒙古に 於け る 
淸國 制規 軍の 編制、 蒙古に 於け る淸國 人の 移住と す、 北京 政府が 大宵 桂芳 ?: 
通し 仲介に 關 し依賴 し來れ る 回答と して、 帝國 政府は 淸蒙協 豹の 基礎と なる 
べき 以上 三點を 指示せ ぅ'  帝國 政府は 右 協約と 同時、 蒙古 發 展に關 する 蒙古 
國內の 諸般： 施設が'  露 淸兩國 政府の 協賛す る 所に して、 露 淸兩國 には 蒙古に 
關し 何等の 懸隔を 存せざ る Z1 とを 蒙古 人が 認む るの 時 ^ 於て 初めて ff -i 丨 
於け る實 際の 安寧を 認め 得べき ものと す 0 

帝國 政府は 蒙古の 生活 狀態を 改良すべき 行政 上. 經濟上 •開明 上の 諸般 必要なる 
計書/に、友諠的援助を與ふるに準備せる乙とを表示するは、 露 淸兩國 及び 蓬 
古の 爲に 共通す る 利益と 信ず。 
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以上は 露國が 兩關係 者の 侬賴、 に 基き、 淸蒙 間の 仲介者た る 乙と を 承諾せ るの 
趣旨に して、 淸國 政府 ^ は 北京 代理公使を して 通吿せ しめ、 之に 附加 する に 
此の 趣旨に 基き 淸蒙關 係を 明白 R すべき 協約 成立の 際は、 兩國 外交 者は 蒙古 
人に 淸國 との 關 係を 斷つ ベから ざる ^ と ?: 信服せ しめ、 且つ 其 義務の 履行 1: 
監視す る k 努力すべき を 以てせ AO 

此條 件 ^' 以てする 露爾の 仲介を 採用す ると 否し 'C は、 淸國 政府の 任意な. CSO 
露國は 淸國に 現に 進行し つ、 ある 紛爭 k 干與す るを 望まず、 又 蒙古 R 進取 的 
意圖を 養は ざる も、 露國は 西 伯 利亞に 隣接し 貿易 上 重大の. 利益を 有する 國に 
於て 鞏固なる 秩序 > 設定す るに 關し ては、 之を 不問に 附す るを •得ず、 蒙古と 
淸國 との 武裝的 闘爭 は、 右の 我利 益を 侵害す る 5: 避く ベから ざれば、 そは 露 
一: の 望まざる 所な-^、 帝 國 政府は 之を 忖度し、 淸國と 淸國に 反抗す る 蒙古と 

の 間に 立ち、 仲介者た る 困難の 勞を 採る の 準備と して、 第一に 指導せ し 所と 

す。  ,  •  Z 

又 一方 ' SI 古に 於け る 重大の 利益は、 帝國 政府 5: して 事實上 蒙古に 設置 せらる 
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べき 政府を 無視す る 能は ず、 蒙古 k して 支那との 關 係の 斷絕 する 時は， 淸蒙 
紛爭の 根絕を 見ん との 總ての 希望を 有する 帝國 政府は、 最早 有形の 力を 以 1, 
♦蒙古 政府の 事態の 關 係を 措置す るの 要 あるべし。  ' 

.實に 蒙古. の獨立 問題は、 支那の 爲には 北方の 危機に して •露 國の爲 には 年來 
所望の 好機 到れる もの、 右聲 明の 末 段の 一節に、 斯國 政策の 眞 意を 觀 取し 得る 
のみならず、 更らに 同年 四月 二十 七日 露國 外務大臣 サゾノフ 氏の 同 國議會 に 於 
てな せる 左記 宣言 

露 固の 利益は 露國と 境を 接する 外蒙古に、 軍事上の 關 係 ^ 於て 强國の 起ら な 
い 乙 とで ある、 支那に 對し て獨立 せんと 企圖 しつ、 ある 喀爾喀 が 露國の 隣邦 
たる 間は 西 比 利亞國 境の 防禦は 安全で ある、 故に 露國 政府は 支那と 喀爾喀 と 
の 妥協を 成立せ しめんと する、 是れ 蓋し 露國 外交の 義務で あら ふ、 露 國は外 
蒙古を 支持して 自治 制を 布 かしめ んと 欲する ものである 
に 於て 「自治 制」 の 一語 實 k 千 斤の 重み あ $ と 云 ふべ く、 吾人は 當時露 國の對 
蒙古 方針の 要綱と して 傳 へられた る. 
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二) 支那 本部と 蒙古との 妥協、 協議には、 露 國の立 會干與 を 要す'、 

(一 ご 露 國は喀 爾喀に 對して 、喀 爾喀が 財政 並に 國內の 秩序を 維持す るに 足る 
べき 兵力 等を 始め、 其 他 A 治 的 政治の 端緖を 開く に 要する 援助を 與ふる 乙 

と 

の 二 項を 見る 時に'  露國の 勢力は 異常な 力を 以て 蒙古の 內 部に 侵入し、 事實の 

上に 支那の 主權を 掃蕩し つ、 あぅ しを 思 ふので ある。 

- .  - 

其 三 

露國 は旣に 蒙古 (外蒙古) を擒 にした、 彼れ は 列强の 面前に 於て 如何に 7 ての 飜弄 
の 妙技を 演ずる か、 一九 一四 年の 秋 露 支 蒙 間の 恰克圖 會議が '殆ん ど 行 詰ぅ の 
窮境に 陷るに 當つて 、 彼れ は曩の 西藏會 議決 裂の 際に 於け る 英國の 故知 H を 襲 ひ、 
英藏 間の 秘約 •にも 對比す べき 露 蒙 交通 條 約を 綺 結した と傳 へられた。 

即ち 西曆 一九 一四 年 十月 一日 駐蒙 露國 代表者は、 庫偷 政府/の 全權 委員と 恰克 
圖に會 し、 交通問題に つき 協議を 遂げ、 先づ 蒙古 鐵 道に 關 .して 左の 如き 條 約の 


調印 5: 了へ たので ある o  ,  一 

露國 政府と 蒙古 政府とは、 蒙古 地方の 商業を 振興せ し 〇 る 目的 r 一  以て、 蒙古 
鐵 道を 敷設し、 本線 若く は 枝 線を 出して 西 比 利亞鐵 道に 聯接 せし むる 事に 合 

m  '  \  ...  j  f 

意す、 兩國 政府は その 相互 間の 睦誼 に據 6、 左の 條欵を 議定す。 

第 一條 露 lil 政府は 蒙古 政府が、 その自國領土內に於て、永遠に鐵道敷設權 

-  • 

を 有する 事を 承認す Q 

第二 條 露國 政府は 蒙古 政府と 共同し、 鐵道 線路 及び 將來 敷設すべき 鐵 道の 
順序を 議定して、 露蒙兩 者の 利益を 增進 せし むる 事を 承認す。 

第三 條 該鐵 道を 敷設す るに 當ぅ ては、 露國 政府の 經 費に 依る と、 蒙古 政府 
芳くは 個人 資本に •衣る と R 論な く、 露國 政府は 蒙古 政府に 對して 相 當の援 
助を 與ふ べし。 

第四條 該鐵 道と 露國 所有の 鐵道 とを 聯接 せし 1; る 場合には、 露國 政府 並に 
蒙古 政府は、 露 蒙鐵道 聯絡の 條 件、 權利 及び 鐵道收 入處 分の 方法 等に 關 し、 
別に 協商を 行 ふ 〇  .  . 
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第 五條 蒙古 政府は その 自國の 領土 內に鐵 道を 敷設す る權 利 ?: 有する を 以て、 
若し 自 から 經費を 支出し、 有益の 鐵道を 敷設 せんとす る 時は、 露國 政府は 
之に 干渉す るを 得ず、 但し 蒙古 政府が 權利 を 他國に 讓與 せんと 欲する 時は、 
隣邦なる 露國 との 交誼に 鑑み、 讓與 以前に 露國 政府と 商議し、 該 規約 書が 
露國の 經濟上 軍事上の 利益を 害する 事な き や 否やを 確む る 1: 要す 〇 

第六條 本條 約は 露 蒙 雨 文を 以て 各 二通を 作ぅ、 一通は 露國 駐蒙總 領事館に 
一は 蒙古 外交 部に 保存す。 

鐵道 問題が 政治的 經濟 的國土 開發の 骨子た るは 玆 に 贅せず 、 彼の 蒙古 縱斷線 
に 對して 一九 〇六年 以後、 支那に 對 する 敷設 權の 要求を 繁 くし、 一九 一一 年 夏 
蒙古 通の 名に 高き 露 人 ボボ r フ 氏が、 莫斯科 技術 協會の 席上 ム ィソ— ヮャ 恰克 
圖枝 線の 敷設 (註 一) を 提唱し、 更らに 蒙古 橫斷 線に 對して は、 民 ® 革命 亂の 混雜 
に乘 じて、 利權 獲得の 運動を 起せし 如く、 蒙古 鐵道に 對 する 露國の 企圖 は、 妥 
協の 望少き 支那に 謀らず して、 今や 直接 蒙古の 手ょ 為之 n を 受けん とした ので 
ある 0 
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右の 鐵道 協約 問題と 前後し、 蒙古 政府は 露國 郵便 事務局に 許す に， 孟 達よ 令 
ィ〆 クックを 經て •蒙古 烏 里 雅蘇臺 地方 U 達する 電信 線の 架設 權を 以てせる や 
の 風評に 接した る 吾人は、 更らに 同年 十二月に 於け る 露 蒙 新 借款の 成立に よつ 
て 驚かされた 〇 

即ち 庫 倫駐紮 露國總 領事 ミル レダ 氏と 外 蒙 政府との 間には、 左記 內容を 有す 
る 三百 萬留の 借款 契約が 締結せられ たので ある 0 
二) 露國は 三百 萬留 1: 蒙古 政府に 貸與 す、 但し 利息を 付せ ず。 

(二)  明年 (一九 一 五 年) 一月よ 6、 每月 五十 萬留 宛を 交 附 し、 六ヶ月にて止む〇 

(三)  蒙古 政府は 此の 借款を 以て、 財政 5: 整理し 蓄產を 振興し 鑛山を 開 採し、 
及び 軍隊 敎官を 傭聘す る事〇  • 

(四)  蒙古 政府は 借款の 用途に 關し 、豫め 露國 代表者と 商議し、 その認 諾を經 
て 然る 後實 行すべし‘ 露國 代表者が 第三 條の 目的に 違背 T と 認めた る 事項 
に對 しては 支出す る 乙と 1: 得ず Q  丨 

每 月の 支出額は 露國よ 6 交附 .する 金額を 超過す るを 得ず 0 
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玆に 於て か 想 ひ 出す. は、 嘗て 遠 東 時報が 支那 鐵 道と 國 際の 權 謀を 論じ、 露國 
の 政策の 歸結 k 對して 述べた る 一節で ある、 日く 

露國の 陰謀は 其の 蒙古 併呑 及び 內 蒙古 支配に 於て 表 はれた ると 同じく* 大鐵 
道に 於ても 亦 明瞭と なる に 至 〇 た、 支那が 次第 ! C 內 蒙古を 北方 種族の 手に 奪 
はれ、 其の領土權は所謂獨立蒙古政府の握る所となると同時に、 露國の 外交 
はを， の 効果を. 收め て、 長 城は 即ち 露國 の新國 境た らんと しつ、 ある、  3 れば 
這般の 危機の 救 濟の爲 に、 一月 八 c： (一九 一四 年 夭總統 令を 以て、 支那は 張 家 
口. 歸化城 •多 偷諾 寧赤峯 •洮 南府 及び 龍 口を 開放し 穴が、 夫れ とて 露國の 南下を 
防止す る ^ 足る ベ & 多數 の -^ 國 商人が 果して 入 込み 來るや 否や、 殆んど 望な 
しと 云は ざるを 得ざる 狀態で はな S か、 機の 到る 迄は 露國 は耐忍 もす るなら 
ん 、然も 時機 一度 到れば 多年 希望し 來れる 庫偷張 家 P 歸化 城の 線路は 即ち 其 
の 手中に あるべく、 斯くて 張 家 口を 經て 北京に 至 $、 大同を 過ぎて 西部 支那 
を橫斷 し、 雲 南に 於け る佛國 鐵道に 接續 する 一大 聯絡を 出現す るに 至る であ 
らぅ (註 三)  .  、 


と、 露佛 側の 機 關紙ジ ニナぐ ド •。へ カンと 共に、 吾人は 果して 『夫は コナン 
ィ, の 探偵 小說 が、 其の 讀 者に 與 へし 興味と 大羞 なからん』 の 筆法を 以て r 

報の 記事を 眺め 得る か 如何。  ，r  B  くら 

(註 一) ム ィソ _ヤ险克 圖 線に 關 しては、， 一九 0 六 年の 頃 一度 露國 側の 計 f ぁ 
'つ'  一九二 年のポ t フ 氏の 計 書に 依れば、 S の延 .長 二百 二 拾 四 露 里の 問 四 
個の 墜 道と セレン ガ 河の. 架橋 ーヶ 所を 有 •し： 丄事费 豫算は 二 千 六 5 留 •て 览 
(註 二〕 一九 一四 年 一月の 同紙 0 

e  ,25  ^——.=  , 


第二 欵 蒙古の 鐵道 問題 


第一 項 蒙古 縱斷 


張 家 口恰克 圖鐵道 敷設 問題は 久し 

第 四 章 露. 國 


露 支兩國 間の 懸案で. ある'  彼の 本 ^ 适 に 
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支那に 於け る 鐵道 利樓と 列强の 政策  二 六 八 

對 する 南 段 線と も 見るべき 歸張鐵 道の 建設に 關 し、 佛國人 某が 支那 法 部員 外郞 
葛 維 森の 名を 以て 出資し、 合同 訂正を 爲 さんと した 一九 〇六 年に 於て ■露國 は 
陰に 支那に 說 S て 右 合同の 助成 k 力め'  同盟 國佛の 資本の 侵入を 歡迎 したので 
あつたが、， 支那は 之れ 1: 卻けて 却つ て 一部 英國の 援助 k 賴 らんと した’ 玆に於 
て 乎 露國は 佛國 と共にを の 裏を かき、 張 家 口 歸化城 間は 勿論 張 家 口 恰克圖 間の. 
鐵道 敷設に 關し ては、 列國 1: して 支那との 提携に 一指 だ も 染めし めず、 孤立 無 
援の 支’ 那 をして 該利權 の 自然 的 抛棄 ^ 出で しめんと した 乙と も あつたので ある、 
其 後 露國は 右歸張 線 ^ 依らず、 直接 張 家 口 恰克圖 間の 鐵道 敷設を 計 劃し、 一 
方 支那 政府に 對して 之れ •か 敷設 權を 要求す ると 同時に、 他方 鐡道隊 、技師 等を 派 
遣して、 庫 倫 張 家 口 兩地點 よぅ 該 線路の 踏査に 從事 せしめた •か、 思へ ば 露國の 
軍事的 並に 政治的 見地に 於て， 本線の 敷設が 如何に 重要なる かは 云 ふ 迄 もな く、 
f の 經濟 的觀點 よぅする も、 露 支 蒙 三者の 貿易 交通を 助長すべく、  蒙古 開發の 
一點 のみに て も 可也 に大な る 意義が ある、 然るに 右の 實測 によつ て、 線路 敷設 
の 必ずしも 困難 3: ら Vo るの みか、 工事中に 要する 諸 物資の 供給に 於ても、 大な 


る 不便の ない 乙と が 知れた、 從つて 露國の 本線に 對 する 執着は 益 加 $、 彼れ は 
數 囘に涉 つて 支那 政府に 交渉した ので ある'  然るに 支那の 立場と しては、 之れ 
を 露に 讓る 事は 恰かも 敵 ^ 3a を 渡す に 等しき 結果を 生 〇 が 故に 支那は 露 ^ の 
要求を 容れず して 自 から 敷設の 計晝を 起し、 歸化城 恰克圖 間 一千 十七 哩の 線路 
に對 し、 一九 一〇年 京 張 鐵道副 抜 師長 命 人 鳳を して その 踏査を なさし めた の、 て 
ある。 

斯 くす る內に 支那 R 革命の 變亂が 起"^' 變 亂に乘 じて 露 國の 手は 庫 倫なる ff 
佛に 働き、 活佛 をして 蒙古の 獨立 を宣せ しめ、 al らに 蒙古と 約して 交通 條 約を 
結び、 該線 敷設の 新政 策を 樹立した ので あるが、 曩に露 園が 一九 〇六 年の 頃を 
以て、 西 比 利 亞鐡道 後 貝加爾 幹線の 一驛 .莫 伊索亞 ょぅ 恰克 圖賣買 城に 至るべき 
線路 (所謂 賣 買城ゝ 鐡道) の 測量を なし、 敷設 費 一千 ® 留の 豫算を 立 ' 1 南下の 孔道 
の 一. 節 2 らし めんと した tf 劃 も、 今や 徒爾なら ざ. る氣 運が やつて 來た 、加 之 一 
九 一三 年を 以て 彼の 大同 成 都 線を 獲得した る 露國の 政策は、 愈々 蒙古 縱斷鐵 道 
の 利權歸 屬の决 定期を 速 進せ ずには 置かない の' て ある C 
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又 那 に 於け る 鐵道利 權と 列强の 政策  . - 一七 0 
•(做 考一〕 張 家 p *lv> 克圖線 にして 四 比利亞 鐵 道と 聯絡す る. に 至れば， 北京ょ リ恰克 1 1 ィ 
ル クック、 オムスク、 彼得堡 、伯林を 經て巴 里' に 達する 行程 二百 二十 一時間、'  卽ち 九晝夜 
五 時 問に 過ぎな. いこと、 なる 0  • 

■(備考 二) 歸張鎰 道の 進 渉と 云 ひ、 同成鐵 道の 敷設 决定と 云 ひ、 此等の 關係ょ リ露國 の 
計 劃せ •る恰 張鐵 道は、 線路を 變 じて恰 克圖歸 化 城 線と なるべき .校 樣 である 0 

第二 項 蒙古 撗斷  、 

•  •  •  *  * \ .  » 

曩に 一九 〇七年 郵傳部 傳侍郞 が、 軍事上の 必要 ^ 基き黑 龍 江 省 呼 ir 貝爾 ょぅ、 
外蒙古を 東西に 橫斷 して、 庫偷烏 里 鴉 蘇 臺の二 要地を 過ぎ 科 布 多に 達する 延長 
約 一千 九 百 五十 哩の鐵 道 敷設を 豫定 したが、 其 後 支那 中央の 政策と 財政の 窮乏 
とは、 容易 R 之れ が 實行を 許 5 ず、 然も 此間 露國の 野心は 斷へず 本線の 利權獲 
得を 夢想し、 現に 一九 一一 年 支那 革命の 起る に當 つては、 露 國は 機に 乘じ て、 
西新疆伊犁に起ぅ科布多、札薩克圖を過ぎて烏里鴉蘇臺ょ纟庫倫に、更に'車臣汗 
を 橫斷 して 洮南府 に 出で、 其處 にて 齊洮鐵 道と 聯絡し 以て 外蒙古と 東滿洲 とを 


結ぶべき 一大 線路の 敷設を 目論見つ、 あつたと も傳 へられた が、 殊 k 例の 活佛 
の獨立 宣言と 共 k 漸次 露 蒙關 係の 色彩が 濃厚と なぅ つゝ ある 近時の 狀態 よぅ 見 
れ. ば、 露國は 早晩 何等かの 方法を 以て、 之れ が 敷設を 實現 する に 至るべく、 • 一 
說 k よれば 旣 k 本線 R 對して も 露 蒙 間 敷設 R 關 する 內約 ありとの 事で ある C 

'■-. 第 四 節 後 裏 海より 

•  • 

第一 欵 西部 亞細亞 問題の 一瞥 

從來 西部 亞細亞 (中央 亞細亞 を 含む) に 於け る 露國の 政策に 支障し 衝突した もの 
は、 支那を 外にして は 佛に あらず 獨に あらず して 吳、 •てあつた、 或は 波斯灣 頭の 
一波 一浪に 國際 危機の 渦紋 ■を 見、 或は 西藏の 高地 印度の 境 上に 不祥の 怪雲を 呼 
ぶ 事 も あつたので あるが、 此は 幸に して 一九 0 七 年 八月 三十 一日を 以て、 兩國 
間 R 締結され たる 協約 K 一  以來 、恰 かも 一掃せられ たる 如き 形勢と な 6、 をし 
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支那に 於け る 鐵道利 權と列 强の政 策  二 七 二 

て 彼の 八 百 露 里に 涉つて 波 ® に、 一千 七 百 八十 二 露 里を 以て 亞富汙 に 接する 露 
英兩國 の 勢力圏は、 相， 互に 利益を 尊重 するとに よう、 且つ 政治的 並 k 經濟的 協 
調に よつ て、 平和の 裡に 各自の 經營は 行は れつ、 ある、 英國 に 於て は 前 外相 ラ 
ンス ダゥン 氏が、 露國 の對亞 政策の 根本的 變更を 指摘して、 今後 絕對 的の 信任 
を 置いて 可なる を 論じ、 露國に 於ても‘ ィズボ ，スキ ー 氏が、 英露 協商の 目的は 
某々 問題に 限られ 居る も、 然も 之れ によう 兩 國の關 係は 一層 親密と な $、 範圍 
外の 問題に 於ても 一致の 行動を 採う 得べき 旨を 演說 した 如き、 或は 又 『英露 協 
商の 有難 味は 今囘 印度の 國に 起れ る 騷擾に 依う* 十分に 認識せられ た 6』 とす 
る當 時の 偷敦發 電に徵 する ネ、 更らに 最近の 狀態 によつ て 見る も、 特種の 重大 
事件 發 生せ ざる 限 $、 西部 亞細亞 に 於け る英 露の 關係 は圓滿 な 筈で ある。 

露の クロパトキン ー派は 說を なして 云 ふ  . 

露 國の爲 に考 ふるに、 露 國が亞 細亞に 於け る英國 領土の 一部分を も收 めて 自 
己の 領土と な ^ ん は危險 多くして 又 不利な $、 單に 之れ のみならず 英國人 ♦か 
亞 ‘細亞 A よ. 〇壓 迫せられ、 印度 民族は 獨 立を 唱へ、 印度に 於け る英 人の 勢力. 


に變 動を 起す が 如き 乙と ある も 亦 露國の 不利と なる. 何と なれば 勢の 馴致す 
る處、 中央 亞細亞 に 於け る 露國の 勢力を 弱む るに 到る ベければ なぅ、 從而露 
國 人の 爲に 計れば、 印度に 於て 英人を して 鞏固に をの 地位を 維持し 得て 失墜 
する 己と なから しむる ^ 如かず、 此黯に 於て 露國 は、 英 人の 利益を 保 獲す る 
に 足る 能力を 有す、 蓋し 我 二 個 0 大鐵 道は、 歐 露と 中央 亞細亞 とを 結び、 印 
度に 於け る英 人の 危急の 際は、 速 か K 必要なる 兵力を 亞 富汙國 境 R 輸送し、 

英 人を 援 くる M とを 得れば な* ev 云々 (註 一 一) 

と、 然ぅ露 國の國 情ょ 6 すれば、 西南 亞細亞 の 海面に その 手足を 延す 事の 艱難 
なる 限ぅ、 西部 亞細亞 問題は 現狀の 平和を 欲すべく、 而して 寧る 實 現の 容易な 
る對支 政策の 發展を 期す るに 如かな S ので ある、 そして 英に 南方の 歐亞 聯絡 鐵 
道の 計 書 ある 如く、 露國 にも 亞細亞 中部 5: 貫通す る 大鐵道 政策が ある、 然らば 
該 政策は 果して 如何の 狀態 にある、 吾人は 項を 更めて 之れ/ど 說 く。 

C 註- •一〕 露國が 西部 亞 細亞鐵 道を 延長して、 之れ を 英國の 印度 鐵道に 聯絡せ ん とする 希 
望は、 波斯 方面に 對 する ものょ リも 薄弱で あある が、 E も 一九 〇七 年の 英露 協約 中 
第 四 章露國  *  二 七三 


支那に 於け る鐵道 利 權と列 强の 政策  •  二 七 四 
「波 斯國に 關す る' 取 極」 としては、 その ^ 一條 及び笾 二條に 於て 左の 如き 規約が ある。 

第 一條 W 大丕列 顚國は 「カスリ、 シリ ン」 ょ 9 「イス フア ハン」 「イ H ツ ド」 「カ ーク J を經 て、 波斯 
國境に 於け る 露西亞 及び 「アフガニスタン」 兩國 々境 交叉 點上に 至る 線の 外方に 於て 
銀行、 鐵道 、電信、 道路、 運輸、 保險 等の 如き 政治的 若く は 商業 的 性質を 有する 何. 等 特許を 
自國の 爲めに 要求せ ず、 又は 大丕 列顚國 臣民 若く は 第三 國民の 利益の 爲に 之を 支 
持せ •さる ことを 約す、 且つ 词地 方に 於て 露 西亞國 政府の 文 持せ る 右の 如き 特許の 
要求に 對 し、， 直接 若く は 間接に 反對 せざる ことを 約す、 上 載の 各地 方は 太 玉 列 傾 
國が 前記の 特許を 要求せ ざる ことを 約した る 地方 fc 屬す るは 勿論な リ とす 〇  . 

第一 一條  露 西亞國 は、 又 「アフガニスタン J 國 境ょり、 「ガジ ツク」 「ビル， シヤン ド」 「ケルマンし 
等を 經 c、 r ベン デル、 アツ バス」 に 至る 線の 外方に 於て、 鐵道 、銀行、 電信、 道路、 運輸、 保險 
等の 如き 政治的 若く は 商業 的 性質を 有する 何等 特許を 自國 の爲に 要求せ ず、 又は 
露 西 亞幽 臣民 若く は 第三 國臣民 の 利益の 爲 に、 之を 支持 ざせ る ことを 約す、 且つ 
同地 方に 於て 大丕 列顚國 政府の 支持せ る 右の 如き 持 許の 耍 求に si し ffl: 接 若く は 間 
接に 反對 せざる ことを 約す、 上 載の 各地 方は 露 西亞國 政府が、 前記の 特許を 要求 
せざる ことを 約した る 地方に 屬す るは 勿論な りと す 〇 
(註 二.) ク a パト キン 原著、 邦譯 「滿 蒙處分 論」 第一 〇 —— 一二 頁 0 


第二 欵 中央 亞細 亞鐵 道の 聯絡 

t 

初め スコベレフ 將軍が 、 後 裏 海 州に 於け る トルコ メン 種族を 綏撫 すべき 命に 
接 \ た k 寸 、彼 n ょ 先 づ少 くと もゲ ォク 、テベの 近傍に 至る ま' ての 鐵道 敷設を 露國 
政府 こ. 請求した •之れ 實に後 裏海鐵 道の 起源を 爲す もので、 後年 中央 亞細亞 の 
截定こ 共 こ、 此の 鐵道を 延長す る や 否やに 關 し、 議論 百出す る 有樣だ つたに 枸 
ょらず 遂に 延長に 決し. 今や ブカ ラ、 サマルカンドを 經て 支那の 國境に 近き アン 
ヂシ ャンに 達し、 タシ ユ ヶントに 至る 支線を 有し、 陸軍省の 所管を 離れて 中央 
亞 細亞鐵 道と 稱す るに 至つ た 0 

此 の 如き 生 a 立ち 1: 有す. る 中亞鐡 道は、 軍事上の 目的を 以て 敷設せられ 露 
國の 中亞侵 略史に 裏書す る ものであるが、 其 後に 於ても 本鐵 道は 同一 目的に の 
み 供せられ つ、 あ $ や 否や、 經濟 的價値 如何に 就ても 一言す ベ § 必要が ある、 
由來 露國は 英國に 次で 多額の 棉花を 要する 國な るに 拘はら ず， その 原料は 總て 
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支那に 於け る鐵锊 利楛 と列强 の 政策  二 七 六 

装 ^ 並に 埃 及ょ 6 仰 S だ、 故. に 一朝 有事の 日には、 恰かも 南北 戰爭 の英國 に 於 
ける が 如く 莫斯哥 の 棉花 工業は 非常なる 恐慌に B るの 憂が ある、 然る R 中央 亞 
細 亞 ■は 晋ょ -CN 綿花 產出 地と して 有名なる ばか 6 か、 中亞鐵 道の 終點た る ァンデ 
シャン 地方は 最も その 耕作に 適し 勞働考 としては 直ちに 土人を 使用し 得べ く、 
且つ 水利の 便に も 乏しから ぬ；， 若し 多額の 資本を 放 下し 十分なる 經營を 行 ふな 
らば、 他日 同 國の棉 .花 工業に 對 する 原料の 大部分は、 自國 領土內 ょぅ 得らる ベ 
& 見込が あつた、 故に 露 國も旣 に 此點に 着目し、 該 、鐵 道は 此の 棉花 輸送の 機關 
として 盛んに 利用せられ、 以來 設計者の 豫知 しな かつ / 2 好果 を收め つ、 あるの、 
である、 吾人は 妓に 之れ が 輸送に 關 する 數字 上の 統計を 詳說 する の餘裕 1: 持た 
な い •か、 要するに 本線が 軍事上の 目的 以外、 今や 經濟 上の 目的の 爲 にも 重要な 
る 役目を 杲 しつ、 ある ことは、 本線が 單に 歐亞 連絡 上の 前哨の 一 區 として、 不 
毛 礫 砂の 地に 露國式 勇斷を 以て 置かれた る 鐵條木 枕に 過ぎざる なきやの 疑問を 
拂 ひ 去るべき 明白な 證據で ある 〇 

然らば 次に 本婊 は將來 如何に 支那 鐵道 re 對し て聯結 せらるべき か、 此は實 に 


三 個の 方面を 持つ てゐる  卽ち 

一、  西 比 利亞鐵 道に 聯絡 せんとす る もの 0  . 

二、  蒙古 橫斷鐵 道に 聯 せんとす る もの。  •  ' 

三、  新疆鐵 道に 聯絡せ んと する もの。 

之れ である。 

中亞鐵 道と 西 比 利亞鐵 道と が 果して 何れの 地 點に會 すべき やは 未定で あるが、 
露國に と 6¢ 事 及び 植民 上の 必要ょ 6、 早晚 之が 聯絡の 行は る、 事 丈け は 明か 
である、 然るに 之れ に關し 支那 國境に 近き 線路 通過 地に 就て は、 露 @ の) 部 - a 
者は 少なからず 支那 人の 襲撃を 恐れつ、 ある、 卽ち 伊犁ょ 6 伊 犁の谿 谷 i: 經 て 
來る 支那 人の 侵入は、 恰かも 西 比利亞 線が 庫 偷恰克 圖地黙 に 於て 彼等の 威嚇に 
愚/ると 同樣だ と 論じて 居る、 思 ふに か、 る祀 憂の 存 する ^ 徵して も、 本線が 
西 比 W 亞 線と 接續す る爲に 通過す る 地域は 餘程 支那 國境 R 接近した 豫定 線路な 
る rJ とは 5 、 一說 にょれば 右 豫定線 中 五 百 露 里に 亘る地 黙は、 支郝國 
境を 隔つ る Z. と 僅かに 百 五十 露 里の 地を 通過す ると 云 はれ ^ 〇 
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次に 蒙古 橫斷鐵 道 聯絡の ものに 就て 見る に 此は兩 線の 接續は 、 恐らくは 支那 
國境 塔爾巴 哈毫塔 城 0 邊 ic 於て せらる、 に 相違な く、 それよう 科 布 多 •烏 里 鴉 蘇 
臺を經 て 庫偷に 達せん とする ものである、 嘗て 歐亞の 交通 里程を 短縮して、 西 
比 利亞鐵 道と 便利を 爭ふの 目的よ 北京 莫斯科 間鐵道 敷設の 議が獨 逸の 某々 
資本家に よう 提唱せられ、 米國 資本家 も 亦 之に 附 和して、 頻 うに 言を 露國 政府 

看 

に 献じた r が あつた、 當時 露國は 未だ 充分なる 注意を 之れ に拂 はず、 後 中國革 
命し 蒙古 獨 立を 宣言す 3 に 至つ て、 玆に露 人は 蒙古 經營の 良策と して 之れ が 硏 
究に從 ひ、 一方 日露 協約 說に よつ て、 蒙古 か 露國の 勢力 範圍 となう、 他方 獨帝 
の露國 訪問に よる 兩國 資本家の 提携を 利用し、 本 問題 實 現の 運動は 益 劇しく、 

斯 國內閣 大臣は 遂に 斯案を 議院に 提出した との 說も 起つ た、 當時傳 へられた る 
處に よれば、 鐵道 資本は 暫く 之れ を 八 億留と 定め、 株式に よつ て 五ヶ 年 內に募 
集し、 その 汽車 未だ 開通せ ず 未だ 收入 あらざる 以前に 於て は、 利息は 悉く 露國 
政府よ $ 之れ 1: 擔 保すべし と 云 ふので あつた、 而して 本 問題に 對 する 露 國.々 內 
の 論議は 二 派に 分れ、 斯國 外交 團及び 國家 行政 機關は 之れ に反對 して 云 ふ 


若し 本線に して 成ら ば、 中 國に與 ふるに 蒙古に 入る の 導線を 以てする ものに 均 
しく、 且つ 將來中 露兩國 一旦 遼東に 於て 平和 決裂し 釁を 啓か ば、 中國の 軍 rr 輸 
，便を 斑 ハへ 此鐵 道に ょう 邊疆に 向つ て 露國の 中途を 扼 すべし と、 又 云 ふ 本線 
の 竣工 後 亞細亞 に 於け る 露 國の國 有線と 私有 線とは、 必す 衝突して 各權 利の 在 
る 所を 爭 ふの 憂 あう と、' 然るに 露國 銀行 團及び 技師 等は 之れ R 賛成し、 本線が 
可也の 缺 SII する に拘 はらず、 少 くと も經濟 上の 行 S るを 失は ずと 主張し 
その 目的を 達せん が爲 に旣に 請負人を 招集し、 途を 分つ て その 計 P する 所の 線 
路に 赴き、 軌道の 測量に 從事 せしめた る やの 風說 さへ も 生じ 穴ので ある。 

更らに 第三 線 即ち 新疆鐵 道. 聯絡の ものは 如何、 中亞鐵 道は 延 ひ て 伊犁を 過ぎ、 
支那の 豫定線 新疆鐵 道に ょつ て 肅州 'に 至う 今次で 蘭 州に 達する に 於て は、 玆に 
支那の 鐵道に して 白 國耳シ ンヂゲ I 卜の ものた う、 白 耳義シ ンデゲ ！ 卜 の もの 
にして 露國 の利權 たる 海' 蘭鐵 道に 通ず ベく、 以て 支 都の 中部を 連 西に 橫斷 する 
の 雄圖を 施し 得る ので ある、 思 ふに 上記 第二 線の 計書當 時、 その 實行 上の 二大 
難 點たる 建設費 ^ 對 する 露 國負擔 額の 過大なる 乙と (一) 建設の 提議 露國ょ $ せら 

二 七 九 
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る、 が爲に 、支那が 果して 之れ を 允許す る や 否や (二) の 問題の 如きは、 本線に 對 
しては 今や 何等の 懸念 も ある まじく、 第一 點 の經濟 問題、 第二黠 の 政治 關係は 、 
之れ を 海蘭鐵 道の 經過 及び 現狀 ょぅ 推すならば、 總て 之れ 思 半ば ^ 過くべき 事 
件な ので ある、 民國 成立 後 海 蘭 鐵道案 發生以 來 、第二 線. 0 問題が 杏と して その 
消息な きに 見る も、 這 個 裡の關 係は 啻に 吾人 一個の 臆測には 止まる ま s と 思 ふ 0 
要 之 中亞鐵 道に 對 する 露國の 政策が、 政治的 » 至 軍事的 立脚地に あると、 

將 又經濟 主義を 加味した ると 否と を 問は ず、 その 對支鐵 道 政策との 契 結は、 今 
や先づ 第三 線の 完成に 向つ て 進められつ、 ある、 若し 夫れ 斯 線の 竣 f 後に 於け 
る價 値に 至 〇 ては、 彼の 西 比利亞 線に 優越す る こと 更らに 數段 なるべき 1: 信じ 
て 疑は ない C  ^  -  、 

X  ,  •  - ..1  - -- 

■  V 

0  ■/ 

I  • 

第三 欵 新 疆鐵道 問題 

•新疆 省は 支那の 西域に 位. Q する 天 山北路 即ち 準噶 爾、 及び 天 山南路 即ち 喀什 


，爾の 地 ^ して、. 露 領土 耳 機 斯坦と 土壤相 隣合し、 嘗ては 可也の 繁榮 を 見た の 
みならず、 印度の 文明 西歐の 文化 も此 土を 經て 支那に 輸入せられ た 時代 も あつ 
，たが、 か、 る俤は 今や 全く 失せ去つ て、 四面を 廻らす 高峻な 山峯 と、 中に 包ま 
れ た 廣漠 なる 沙漠との 外は、 河流は あれ ども 舟運の 便に 乏しく 鑛產は あぞと 
も開發 進まず、 農牧の 業の 如き も 一地 方に 限られて、 五十 五 寓五百 七十 九方哩 
の 面積を 有する 該 地域は、 云は 然的將 人爲的 原因に よつ て'  土地 的 虐殺の 
悲運の 裡に橫 6 つ V ある Q 

而して 今日 右の 地方が、 露國 勢力 侵入の 地帶 として 傳 へらる、 は 何故'' て ある 
か、 思 ふに 北京よぅ 陝西省 西 安 府甘肅 省 蘭 州 府を經 、.萬 里の 長 城の 最西 端なる 
嘉峪關 を S へ'  十數 日を 要すべ $ 戈 壁を 橫斷 し、 本省の 首都 迪化府 即ち 烏 魯木 
，に 至る まで、 支那 里數に 於て 九 千里 1: 算 し、 その 行程 一 百 二三 十日を 要する 
に 反し、 露領 よぅ 之に 入る は 頗る 便利に して、 西 比 利亞鐵 道の オムスク 驛よ务 
新疆省 西北 方 第一の 關 門！？ W" ぽ^ * I に 至る 僅か k 十一 一三 日、 若し 西 比利亞 線を 
利用す るに 於て は、 北京よ 3 此所 R 至る も 三十日の 行程に 過ぎない、， 加 之 省の 
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西邊は 露國 南下の 一孔 道た る 裏海鐵 道の 終 S サマルヵンドに 近接す るを 以て 見 

一 

れば、 新疆 と露領 とは 現在 旣に 密接なる 關 係に 立ち、 將來 進んで 同體 とな 6 易 
き 地理 上の 形勢 r 有して 居る、 又 本省の 民氣 、文化、 風俗、 習慣は 蒙昧 粗 豪で、 漢族 
の繁文 縟禮に 同じから ぬ、 殊に 彼の 纏頭 回と 呼ぶ ものは、 露 領土 耳 機斯坦 人と 
其の 種族 同ぅ せる に 反し、 漢民族とは 累代の 仇敵と も 云 ふべき 間柄なる 乙とは、 
此 等の 地方が 折れて 露領に 入 6 易き 人種的 關 係を 有する 證據で ある、 加 之由來 
支那の 之れ に 臨む や、 常に 壓 制と 暴虐と を 以てし、 就中 彼の 長髮 賊戡定 の名將 
左 宗棠の 此の 地を 征討せ る 時の 如きは 未曾有の 大虐殺を 演出し、 幸た して 漢人 
鋒鏑の 危難を 免れた ものは、 皆 露領に 走ぅ 去つ た、 而して 露 人の 之を 待つ や 所 
謂歡 迎惠卹 至らざる なく、 ^ 從つ て此等 避難民 及び 其の 子孫 等は、 偶々， 以前の 故 
鄕なる 新 疆へ歸 省す る 每に恒 に 親 露 主義を 鼓吹した ので ある、 斯く 露國が 政治 
上 拔く ベから ざる 恩威と 權勢 とを 新 疆の民 k 扶植した 事は、 同省の 向背が 露に 
有利に して 支那 R 不利なる 政策 上の 關係を 示して 居る、 更らに 又 一朝 有事の 日 
に 於て は、 露 支兩國 の强弱 貧富 R 大差 あるの みならず、 『支那 本部 內旣 JC 決裂 潰 


故の 勢 あう、 人々 目前 必爭の 仇 あら ば、— 千 萬 里 外 不測！ く —あら 

ん や』 の— には 容易に 達し 得る ので ある、 之れ 新疆 省の 今日 及び 明日が、 露 
支 雨國の 軍事的 關 係に 於ても、 前者の 側に 優— るべ— 實を 語る もので— 
支那が 嘗て 束は陝西省西 安府に 起\ 西は 甘肅 11 州 •凉— 州— 1 
西を 過ぎ、 新疆 省哈密 •吐 魯蕃 M 化 •精 河よう 更らに 伊犁に 達する 幹線 約 二 千 六 百 
八十 八哩 と、 吐魯蕃 よう 焉耆 111 ぎて 疎 勒 に 至る 支線 約 一千 
モ百 五十 JI とを 計 書し、 名け て 新疆鐵 路と稱 し、 西 蘭 間の 敷設 費攀算 を 三千 五 
百 萬 元と 計上し、 iQilt し H へく、 5 蘭 m 
經營に 任じ、 sf リング 商會 よう 借款すべく 、をして 支線は 之れ を 政府 自 
辦の豫 定を 立て、 f に 於け る 聯絡 豫定線 西潼鐵 道の 落成 後に 於て 之れ が 起工 
I 手の 事と し、 一九二 年 先 づ西蘭 間を— し、 翌 一二 年 以後 漸次 S の步 
I めんと し S で ある •か、 それ も 1 ては 大半 仇と 唯 西 安 蘭 州 P 日- 

が  海  蘭 線の  一部と し ' t:  實 現の  道程に ある  計"' である 〇 

ち.、 本線の 將來は 如何に 成う 行くべき か、 新疆に 於け る 露 支の 勢力 關 係は 旣 
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に 上記の 如く、 又 折角 起工の 望み ある 西 蘭 間の 鐵道は 、 之れ 亦 露 白の 手中に あ 
る、 若し 夫 n 中國 革命 R 際し、 新 疆流謫 の 端 郡 王 父子を 擁立し、 そして 獨立を 
宣言し 穴る 回 敎徒二 萬の 大兵が、 甘 肅新疆 の 野に 惹起した る 彼の 揆亂に して、 
同省 內の對 支那 人氣を 具象す る ものと したなら ば、 大勢の 赴く 處亦 知るべき で 
はなから ぅか 〇 

第五 節 鐵道 問題と 露英の 衝突 
第一 欵 京 奉 枝 線の 葛藤 

一八 九 八 年 三月 露國が 旅順大 連を 租借す ると、 英國は 勃 海灣危 しとな して 威 
海衞を 占領した、 英は佛 の 如く 南方 割據を 以て 滿 足せず、 所謂 全 支那 政策 k ょ 
つて 少 くと も 經濟 利益 k 飽かん とする、 露國が 滿洲に 東淸鐵 道の 敷設 權を 獲た 
るを 見て 英國 は關 內外鐡 道の 利權を 收め、 以て 後年 露國 南下の 策に 備 へ / 1 とし 


た、 然るに 露 國 としては 北支に 於け る英の 活動は 自國の 領域を 侵犯す る もの、 
如く 思は n i: ならな S、 京關 線の 利權 旣に然 う、 况して 山海 關牛莊 線の 議 起ん 
淸國は その 全線を 抵當 として、 滙豐 銀行ょう 敷設 費の 支出を 仰がん とする に 至 
つては、 露國た る もの 默 止すべき 筈がない、 彼は 一方 佛 白を 誘 ふて 列 國間英 の 
同情を. 薄から しめ、 他方 北京 駐在 露國 代理公使 パブロフ (g.  g ^ o K y どして 該英淸 
契約の 不承認 公 唱へ しめ、 親 露 派の 巨頭 李鴻章 を擒 にし、 若し 山海 關牛莊 線を 
以て 抵當 に充つ るに 於て は、 夫は ヵ シー ー 1 條 約の 優先" « の ® 定並に 旅大租 借の 
追加 條 約に 違反す る ものと して 抗議せ しめた、 然も 英國 とし 1: の 立場ょう 見れ 
ば、 該鐵道 敷設に 對 する 資金 調達 〇 問題は、 旣に前 約を 有する もの 事 今日に 起 
れる 問題で な S のみならず、 《京 漢利權 に 於け る霡 白の 活動は 近く 目前の 話で あ 
る：： 東清を 與へ 京漢を 譲 办而 し. V 又 本線を 捨 つる 乙とは、 單に 露國の 野心を 遂 
げしめ、 英國 南方の 勢力を 覆へ さる、 恐れ ある 計& か、 實に公 使 マクト ナ〆 1 
の 所謂 『列强 並に 淸國の 間 k 英國々 權の惯 値を 疑は る、』 問題で ある、 英 {a は 
到底 露國の 抗議に 屈する 乙とは 出來 ない、 假令 兵力に 訴 •へても 露と爭 ふの决 心 

二 \ 3£ 
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を 示した ので ある、 玆に 於て か 一八 九九 年 二月 七日を 以て、 北京の 問題は 彼府 
の 問題と な 6、 露 國駐荆 英國 大使 スコットに 致せる 露國 外相 ムラ ゲィ ョフの 移 
牒を 初と し、 文書の 往復 數回に して、 遂 R 同年 四月 二十 八日 左の 如き 協商が 成 
立した Q 
U)  一般 協約 

一-'-  •  f 

大丕列 顧 及び 露 西 亞二國 は、 支那に 於て 雙 方の 利害の 接觸 する 同 題 ic 關 し、 
衝突の 一切の 原因を 除去 せんこと を 誠實に 希望し、 且つ 該帝國 の 或る 部分 
R 於け る 經濟上 並に 地理 上の 重力を 考慮し、 次の 如く 協約せ 彡〇 
第一  大 丕列巔 國は自 國の爲 にも、 若く は大丕 列巔國 臣民の 爲 に も、 若く 

は 他の 者の 爲に も、 支那の 長 城 以北に 於て 鐵道 敷設の 許可を 要求せ ず、 且 

*  f 

つ 其の 地方に 於て 露西亞 政府の 支持す る 鐵道 許可に 對 する 要求を、 直接 若 
くは 間接に. 妨礙 せざる Z. とを 約す 〇 

第二  露西亞 國は自 國の爲 に も、 若く は 露西亞 K 臣民の 爲に も、 若く は 他 
の 者の 爲に も、 揚子江 流域 k 於て 鐡道 布設の 許可に 對 する 要求を 直接 若く 


は 間接に 妨凝 せざる 乙と を 約す 0 

兩 締盟 國は 、毫も 支那 主權 若く は 現 # 條 約を 侵犯す るの 意思を 有せず、 而 
して 此の 協約は 雙方 間に 於け る 紛議の 一切の 原因を 除去し、 絕 東に 於け る 
平和を 確保し 支那 自國の 從來の 利益を 增 進すべき 性質の ものた るを 以て、 
之を 支那 政府に 通知す る 乙と を 過らざる べし 0 
即ち 之れ にょつ て兩國 勢力 範圍を 協定し、 更 ら に (同日) 

(二) 特別 協約 

支® に 於け る鐡 道の 築造 及び 運轉に 關 する 許可の 範圍を 分 劃す るに 就き 
本日 交換せられ たる 交 書を 補充 せんが 爲 に、 兩國は 此 追加 文書に 於 i: 中 
英 公司の 爲に 行動す る滙豐 銀行と 支那 政府との 間に、 をの 築造に 關して 已 
に 貸款 契約を 締結した る 山海 關牛莊 間の 線路に 關 する 協約を 記载 する ^ と 


に 同意せ hQ 

前顯の 文書 R ょぅて 確定せられ たる 一般 協約は、 毫も 右 * IB の貸款 契約に 
5 て 獲得した る權 利 ^ 侵犯せ ず、 而して 支那 政府は 該 線路の 築造と をれ 
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歸屬 したる 金錢の 支出と 1: 監督す る爲 に、 一名の 英人 技師 及び 一名. の歐人 
會計官 を 任命す る Z: とを 得、 但し 此の 事實は 所有 權若 くは 外國の 監理を 構 
成す る ものと 見做すべからず、 而し て該 線路は 依然 支那 政府の 監理の 下に、 
支那の 線路と して 存續 し、 且つ 支那 以外の 會 社に 抵當 若く は讓 .渡す る 能は 
ざる NT と ?: 妥協せ 6 〇 

前記の 制限に 附 加して、 小黑山 よう 新民廳 f に 至る 支線は、 支那 自から 之を 
築造すべし、'  而して 支那は 時々 之を 親 察し、 且つ 工事の 適當 k 執行せられ 
つ 、 ある やを 確保す る爲 め、 歐人 1 必ずしも 英 人 ^ る 乙と を 要せず— の 技 
師を 任命す る 乙と を 得、 本 特別 協約は 固よう 露 ® 亞國 政府が 適當と 思惟す 
る 場合に 於て、 滿洲の 本線よう 分派し 西南 方に 向 a 、 新 民 廳牛莊 に 於て 終 
極す る 支那 線路 1: 築造す ベ § 地方を 邐迤 する 鐵道 敷設の 許可に 關 する 露 西 
亞 臣民 若く は 團體の 要求を 助成す る 露西亞 政府の 權利に 毫も 干涉 せず G 
を 約 IT して 京 奉 枝 線に 對す る英國 借款 權の 設定を 認め、 露英の 抗爭は 一先 づ落 
着した ので あるが、 さるに て も 「協約の 嚴 守」 が 何時まで 續 い为 か、 一九 〇〇 


年 北 淸事變 の 際に 於け る 京 奉 線と 露國、 並 R 一九 〇 三 四 年に 於け る粤漢 利權と 
露 白の 態度は、 恰 かも 一九 〇七、 八 年の 交に 於け る 錦 愛 問題の 英國の それと 共に、 
や •かて 協約の 權威を 無視す るに 至つ たので ある 〇 . 

(備考) 露英 協約の 後 同年 五月 十一 日淸國 政府は 右 協約を 承認し、 n. つ 二國 民が. 滞 國に 
謀らず して、 淸國に 關 する 協約を II 結す る 能は ざる ことを 聲 明した C 

.第二 欵 海 蘭 鐵道終 點の不 fp 

t 

鐡道 敷設 問題 中、 其の 終點を 如何に 决 すべき かは、 至 重 至要の 問題で、 敢て 
經濟鐵 道た ると 將又 軍事 鐵道 たると 1: 問は ない ので ある C 

露國は 今や 白 耳義シ ンヂゲ ！ 卜の 名の 下に 西は 甘 肅省蘭 州ょぅ、 東は 江 蘇 省 
海門 R 至る 全長 約 一千 三百 哩の鐵 道 利權を 獲得した が 思 ふに 此は 、歐亞 連絡の 
捷路 たる 點に 於て、 線路 通過 地の 槪ね 富饒 なる 點に 於て、 露國の 南下 東進の 雄 
略を 達すべき 恰當の 武器た る點に 於て、 將又 その 昔鐵道 南下 策に 一敗 三 躓せ る 
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ものに 對 する 報復 的 意味を 有する 酿 i に 於て、 實に 露國の 一大 成功 (： Q ll K- c tr §.? 
mellt") と 云 は ねばならぬ 0 

然るに 露 國の該 成功に 對して 最も 不快を 感ずる ものは 英國で ある、 英國が 之 
れに 不快なる 理由は 三つ ある 0 

第一、 本線に して 敷設 せらる、 曉に は、 支那は 南北に 兩斷 せらる、 事と なぅ、 
然も 同じく 露 國の實 權內に 落ち 來れる 同成鐵 道と 共に 益 令 西部 及び 北部に 
於け る斯國 勢力の 增大を 呼び、 從つて 英國の 地位に も 少なからぬ 動搖 ある 
べしと する 懸念 0 

第二、 英國の 長江 印度 聯絡の 政策は、 更らに 延びて 波斯を 通ず る歐亞 聯絡の 
政策に 合致す る もの、 然る k 西 比利亞 線に 滿 足せず して 中央 亞細亞 を 經由 
する 歐亞 の大 幹線を 劃す る 露國の 雄圖は 、英 に對 する 先鞭の 實を擧 r る も 
のな とする 羡 5 ^ ~  . 

第三、 海蘭鐵 道の 終點が 、長江 流域に 决せら る、 事は、 同地 帶 ic 於け る物貨 
の 集散、 都市の 盛衰にまで 影響すべく、 海蘭鐵 道の 有望なる 丈け、 をの 東端 


0  ----- -1m  , 

一  ■-  ^  /  參 

の 終點 如何が 英國の 利益を 害する の 恐 •れ あう とする 不安 c 
而して 右三 點の 內、 第一 及绾 二の 理由は 暫く 措き、 今 第三 點に 就き 兩國 政策 
衝突の 樣を檢 する に、 龜蘭鐵 道 問題 惹起の 當 初ょ*^、 露の 執， 着と 英の 苦悶とは 
可也 激烈に 交錯したので ある、 即ち 同鐵道 東方の 終黠が 現 時の 海門た るを 決す 
る 迄に、 旣に をの 候補地の 三轉 した Z: とに も、 此 間の 消息 U 明白で あるの みな 

らず、 海門 决定 後の 今日に 於、 て 二 者の 反目は 一層 顯著 となつ て來 た〇 

\  •  * 

當初 終點の 候補地は、 彼の 江 蘇 省の 東北 部 海 州て あつ / 2 が、 元來 同地は 海港 
としての R 値 極めて 少なく、 爲に 彼等は 之れ に 對し大 規模なる 築港を 計 劃し、 
旣に 工費 槪算を も 計上した ので あつた. 然るに 長江 下流の 勢力 圈內に 露 白 一味 
の 侵入 あるを 恐れつ」 あう し英國 は、 盛んに 徐州以 東の 線路 延長を 拒み、 遂に 
露 白を して 海 州 到達の 企圖を 抛棄せ しめ、 をして 徐 州ょう 東北忻 州に 至 $更 ら 
に 膠 州に 達する の 一策を 描かし めた が、 をは また 相僧獨 逸の 旣得 利權 中の 一線 
なる のみならず、 # 膠 州に 至る も靑 島 1C 出ず る も 畢竟 獨 逸の 繁榮を 助長す るに 過 
ぎざる 結果と なる が爲 に、 露 白は 復々 轉 策の 必要を 餘儀な くせられ た、 窮餘の 

第 四 •章  露  0  一一 九 一 


支那に 於け る鐵禮 利權 i. 列 强の 政策  二 九 二 

妙策と 云 ふべき もの か、 彼等は 玆に 一策を 案じた、 仑れは 海蘭鐵 道の 主體は 支 
那 であぅ、 彼等は 單に 支那の 爲に 貸款し 兼ねて その 敷設を 指導す るに 過ぎず と 
する 堂々 穴る 正面の 楣で あつた'  そして 自 啓の 策に 自發 して、 彼等は 同じく 浍 
州 以東に 延長す るの 必要 あるから には、 大なる 發展を 期し 能は H- る泸 州を 棄て 
一、 白國 技師 調査の 結果/他の 適當 なる 候補地を 决定 せんとし、 遂に 支那を 誘 a 萬 • 
難を 排して 、.彼の 崇明 島の 對岸 楊子 江 口 水深 優に 三十 尺を 有する 海門を 撰 足し 
了せ たので ある 〇  ... 

海門は 旣に 決定した 英人は 之れ に 對して 如何 R 不安を 感じつ、 あ 6 や、 嘗て 
倫敦 タィ ムス 北京 通信は 云 ふ〇  -  ■■ 

(上略) 後 之れ を變更 して 上海を 去る 五十 哩餘 なる 海門と する に 至つ た、 斯の' 
如き 豫定 線の 變更は 、 英國 の經營 せる 津浦鐵 道の 南路と 併行す る 乙と、 な ぅ、 
その 津浦鐵 道に 及ぼす 影響は 蓋し 甚大で あら ふ、 而して 此は尙 ほ 看過すべし 
とする も、 英國の 極東 貿易を 左右す る 上海の 附近 ^ 一大 海港を 建設し、 恐ら 
くは 支那に 於て 最長の 鐵道 たるべ & 海蘭鐵 道の 基點 とな 3 ん とする 一事に 至 


.つては、 英國 民の 最も 注目せ ざるべからざる 事實で ある、 最近 佛國が 浦 口 商 
. 埠の 建設 借款に 成功せ し 折 柄、 更ら に 露佛の 事業た る 海門 經營 成ら ば、 英闕 
の 長江 一帶 k 於け る 貿易は、 果して 如何なる 運命に 陷るで あら ふか 
と、 英の 不安は 吾人 一人の 强說で な S、 實に海 蘭 終 黙の 問題は 一見 小に 似て 然 
も大な る 內容を 有する 露英 葛藤の 一齣な ので ある C 

•  .■“  . .  .  .. 

第 六 節 動搖乎 不抜， 乎 

•  I 

觀ずれ ば 北極圏に 蒞める 廣大な 西 比利亞 を掩 有する モス コ、 ヴァィ ト帝國 の 長 
腕が、 東に 伸び 南に 擴がる 時は 常に 支那の 運命の 危險視 せられる 時で ある、 日 
露戰後 露國は 暫時 對支 活動の 猛 勢を 手控 へたが， やが V 起れ る 支那 內變 の續發 
に乘 じて、 彼れ の 南下 東進 策は 蒙古 及び 西部 支那に 鯨波を 打ち、 一九 ー ー年以 
來 支那に 對 する 露 國禍は 再び 世界の 注意を 惹 くに 至つ ^ 、 即ち 同年の 夏季、 延 
長 二百 二十 四 露 里 工費 二 千 六 百 萬留の 豫定を 有する 蒙古 西 比利亞 聯絡 鐵道案 •か 

•第 四 章  露  國  二 九 三 


支那に 於け る 鐵道利 權と 列强の 政策  二 九. 四 

莫斯科 技術 協會に 於て 彼の 蒙古 通の 稱 ある ボボ I フ氏 R よぅ 提唱せられ， 蒙古 
貿易の 中心地 /e る 庫 倫を 露領 貝加爾 地方に 連結 せんとす る 具體的 問題の 出現に 
續 S て翌 一二 年 三月を 以てして は、 有名なる 京 張 鐵道擔 保 事件 あ 6、 七 八月の 
交 R は 外蒙古 割譲に 均しき 條項 を 有する 對支 要求 說傳 へられ、 九月に 至れば 海 
11 鐵 道を、 又 一三 年に 入つ ては 同成鐵 道を 白 國の假 面に よつ て 奪 a 去れる のみ 
ならず、 ^ 31 らに續 S ては、 铍の歸 化 城よ 6 北 走し 恰克圖 R 達すべき 延長 一千 二 
十 哩の鐵 道 敷設 權に對 する 白 耳義シ ンヂゲ 1 卜の對 支 要求と なつて、 鐵 道利權 
問題は 愈々 高騰した、 云 ふ 迄 もな く鐵道 問題は 一國 政治的 經濟的 政策の 骨子で 
ある、 國 內的國 外的 開拓の 血 M である、 殊に 露 阈の 如く 陸地を 以て 支那に 接續 
しつ、 ある 國 家に •取 6、 又 彼れ の 如く 膨脹 主義の 國是に 則れる 國 家 ^ 於. て、 •鐵 
道 問題の 起伏に 狂奔す るは 寧る 見易き の 道理で ある、 曩 に斯國 陸相 スホム リノ 
フ將 軍の 極東 視察を なす や、 零國 の野黨 新聞は 『慳吝 なる 陸相は 旅費 討伐を 試 
みたる. に 過ぎず』 と 嘲笑した に 拘はら ず、 ス將 軍の 眞の 目的は 極 朿鐵道 網の 軍 
事 的價 値の 硏究 にあつ たと 云 はれ、 又 彼の 熱心なる 東方 研究に して、 當 時樞密 


顧用官 兼 輸出 ^ 長官 ^ し デニ ソゥ 氏’ か、 一九 一四 年の 夏季を 以て 發 表し ナる 
浩瀚なる 報吿 書中には、 露國の 對滿蒙 政策 中 殊に 鐵道 問題に 關 する 多大の 力說 
あ § と傳 へられた 〇 

歐洲 大戰の 開始せられ て 以來 、露國 の 主力は 西方の 戰埸 ic 多忙なる が 爲 め、 
今日 鐵道 利權 問題は 戰 前の 如き 活況を 呈し ない が、 戰後 彼れ が歐洲 南岸の 海港 
を 得る と 否と に 關せず 、 極東 間 題は 旣に大 露 西 亞帝國 の パンの 問題で あるが 爲 
に、 彼は 現在の 國家 多忙の 際に 於ても、 英米 日の 對支 活動に 後れ ざらん を 期し 
從來の 利權を 擁護し 將來の 利權を 生育 せんと 努力し つ、 ある、 惟 ふ ic 露 國力極 
東 問題 R 於て 最も 不安を 感じつ、 ある 處の ものは、 西部 支那に 於て 英國と 東 
邛 こ 令て 日本と 如何に 侵 出の 協調を 保つべき やに あるが、 幸 ひ 前者に 於て は、 
一九 〇七 年以 來雨國 政策の 緩和した る 上に 今次の 大戰の 聯盟が、 極東 中東の 問 
題に も 親密 互讓 の fc" 、 る、 も、 のを 提供すべく、 所謂 北方の 態と 南方の 鯨との 大規 te 
.の 爭鬪は 近き 將來 R 於て は あ $ 得べ からざる 狀勢 となぅ、 露國も 自ら 進んで 
『印度は 英國 の ® 制に 苦しむ、 之れ を 奪 ふは 征服に あらず して 解放な 6』 とする 
第 四 章 露國  r  二 九 五 
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が 如き 積極策には 出ないで あら ふ、 又 東部 滿蒙に 於け る 日露の 關係 も、 最近に 
於け る兩國 の交歡 は、 遂 k 日露の 新 協約と なつて 現 はれ、 大局 上 相互の 不安は 
大に减 退した ものに 相違な S、 と 同時 ^ 此等 東西の 露國に 取う 有利なる 形勢は 
戰後に 於け る斯國 の對支 活動に 數 層の 利便を 與 ふるが 爲 に、 彼れ の對支 政策 そ 
の 者は、， 從來以 上に 靈動 するな きを 保し 難い、 一方 k 於て 日英と 握手し、 他方 
に 於て 佛 白と 提携せ る 露國の 立場ょう 見る 時には、 假令戰 後 重大なる 內政 問題 
の 解决に 急を 吿 ぐる もの あ 3、 又 國債激 增の關 係 あ*^ とする も、 吾人は 一部 - a: 
論の 高調す る 如く、 露 國の對 外 政策 (殊 k 東亞 k 對 する) は 今後 二十 年間 窘窮 の餘 
儀な かるべ 5 ものと 斷 ずる わけ k は 行かない ので ある、 毆洲 大戰の 結果と して、 
仑の 最も 有利なる 狀態に 置かるべき 國 家の  一 〇 が 露國 なる 如く、 對支列 强中露 
の 政策は 將來 二十 年 5: 待たず 十 年を 俟た ずして、 その 特色 ある 政策 振う の 卓立 
すべきを 信じて 疑は ない、 嘗て 樗牛を して 『魯 帝が 解 兵の 提議は 白 晝の假 面の 
み、 猶ほ牲 年 コルチャ コ ッフ が、 正當 防衛の 爲にな 3 れ たる 中央 亞細亞 侵略 方 
に その 極限に 達した i との 宣言に ょうて 歐洲 列國を 欺きた るが 如けん のみ』 (註 


一と 言は しめたる 一八 九 八 年 前後とは、 極東の 形勢は 今日 少なからぬ 變化 もし 
たが、 然も 單獨 又は 提携に ょつ. て 設定せられ たる 彼れ の 對支鐵 道 政策を 見る 時 
に、東に讓つて西北に獲んとするをの領土主義の嚴存は寧 /) 旣に他國の政策を 
趙 越した 問題で あぅ、 又を の 對支侵 出の 國策は 到底 ッァ 1 の 幽閉と 同時に 終焉 

V  -  〆 

する が 如き 性質の ものでは ない と考 へる 0 

S1) 樗牛 全書  第 四 卷五〇 四頁〇  ,  •• 
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.  •第五 章 米國 

第一 節親菩 主義 

エム ブレス •ォブ •チャィナ 號の 支那 訪問が 1 七 八 四 年を 紀 念して 以來 旣に一 
百 三十 年を經 過した が、 其 間 一八 四 四 年の ヵレ ッブ •ヵッシングの 條約訂 結を 初 
めと して、 一八 五八 年 一八 六 八 年 一八 八〇年 降つ 1: は 一九 〇三 年と 順次に 條約 
.は 成立し、 米 支 間の 政治 通商の 關係は 愈々 複雑と なつて ゐる 、をして 米 支關係 
がかく も 時代と 共に 展 進し 來れる 間に 於て、 米國は 恒に列 强の對 支 政策に 比し • 
餘程 毛色の 違つ た (少 くと も 表面的に 一政 策を 採つ てゐ る、 それは 即ち 親善 主義の 
實行で ある。 

試みに 之れ が 從來を 大觀 する に、 彼の 所謂 米 支 濠 三角貿易 時代の 單純 なる 初 
期の 海 商 政策 ^ 現は. れ为溫 和 主義に 遡らず とも、 今を 去る 凡を 七十 年 前 時の 
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米 阈 大統領 タィラ— 氏が、 書を 支那に 送つ 一て 好 親の 基礎を 植えた 後、 又 米國使 、 
節 クッシングが、 廣 東總督 との 間に 阿片 禁止 條約を 締結して 以來 、特に 阿片 問 
題に 關して 多大の 斡旋を 試みた 如き、 或は 一八 六 七 年 自ら 公職を 辭して 支那の 
招聘 k 應 じた 前米國 公使バ r リンケ— ム氏が 、 使節 外遊に 對して 奔走した 如き、 

皆 親善 主義の 裏書で あつた、 然るにを の 後一 八 九 八 年米國 が、 一方に 於て 菲律 
賓を 獲得した 結果と して、 東洋 問題に 多大の 注意を 拂ふに 至つ たと と、 他方 米 
支 貿易の 發達に 伴 ふ 利害 關 係の 深 入ぅ とは、 愈々 米國 をして 支那に 於け る發言 
權 問題 k 留意せ しめ、 一八 九九 年には 彼の 米國 共和 黨の雄 腕に して 時の 阈務卿 
たぅし ジョン •ヘィ 氏は •支那に 關係 ある 英佛 露獨 日伊の 六國に 對し公 文を 以て 
支那に 於け る機會 均等 門戶 開放の 提議を なし、 以て 勢力 範圍 主義に ょる 支那の 
事實的 分割を 防止し、 一面 此に對 する 各國の 言質を 得て、 將來 支那 問題に 於け 
るをの發言權を保留すると共に. 他面 米支關 係の 好 親を 導 &、 次で 一九 〇〇年 
列 國の太 沾砲擊 に 際して は 『米 支 間戰爭 なし』 と稱 して 砲撃を 避けた 米 提督の 言 
動を 初めと し、 その 團匪 事件の 賠償金 輕减 問題に 盡 力し、 自國の 要求 額 五 千 萬 


圓は 之れ を 支那 R 返還し、 そして 支那 留學 生の 米國 派遣を 以てを の對 償と する 
に 滿 足し ^ 、  又 一九 〇四年 •日露 戰 役の 當 初に 於て、. 彼れ は 支那の 爲に戰 局の 限 
定と 局外中立 問題と に 多大の 努力を 惜 まず、 米國 艦隊の 東洋 訪問に 當つ 1: は： 
彼れ. は 日本を 誘 ふて 所謂 日米 宣言を 發 表し、 兩國 共に 侵略的 傾向に 制せら る、 
乙と なく、 太平洋の 現狀 維持 ^ 力め、 支那に 於け る 領土保全 主義を 尊重し、 此 
等の 主義を 侵犯す るが 如き 事件の 發生 する 時には • 兩國 政府は その 有益と 認め 
る 昔 置に 關し 協商を 遂げん が爲 めに、 互 R 意見の 交換を なすべき 旨 5: 約す る 等 
苟 くも 自國の 經濟 利益を 擁護 增 進し、 且つ 同時に 米 支 親善の 傾向を 助長すべき 
機會の 捕捉に 於て その 失敗な からん を 期した ので あつ ^ 0 

彼の ジョン •ヘィ 氏の 政策と して 傳 へらる く 所の 『支那 保全は 米國の 利益で あ 
る、 諸强の 手に 依る 勢力 範圍の 新設 若く は 擴張は 、 勢 ひ 獨占的 便宜を 該强國 に 
與 へ、 機會均 等門戶 開放の 主義と 反する ものである、 米國は 一方に 於て 各 國勢 
力範圍に於ける機會均等を主張すると同時に、 他方に 於て 又 飽く迄 勢力 範圍主 
義の擴 張 rc 反對 し、 列强の 勢力 增進は 微細なる ものと 雖も 之を 阯 止しなければ 
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ならない、 即ち 米國は 今日 自ら 支那に 領土 的 野心を 有しな S か ^ 、 宜敷 米國の 
經濟的 發展に 有害な 他 强國の 膨脹を 防止し， 以て 自國の 商業 的 經濟的 利益を 確 
保せ ねばならぬ』 の 主張は 同國に 於け る 共和 民主 兩黨 によぅ、 その後 何等 著る 
しき 動搖 もな くして 繼續 せられた 處で あるが、 斯策は 支那に 於て 根據 地を 持た 
ぬ 米國 ic と 6 最善の ものた る 乙とは 云 ふ 迄 もな く、 そして 之が 結果は 明かに 支 
那 朝野の 信賴を 博し、 經濟 上に 於て は 米國 資本家に 對 する 好感と な：^、 通商 貿 
易の 發達 となぅ、 又 政治 上に 於て は 親米 派の 增加 となつ たので ある、 假令 彼の 
日露 戰役 中支那 人の 米貨 排斥 熾ん に 行 はれ、 爲に 貿易 上 少なからぬ 打撃を 受け 
た 事實、 或は 一九 〇六年 以後の 貿易 額漸减 (註 一) の 事實は あるに しても、 それは 
這般の 主義に 基く 米國 政策の 觖 敗に 歸すべ き. ものでは なく、 前者は 主として 米 
本國に 於け る 移民 問題に 基因す る 支那 國 民の 一時的 反感に よ 6、 後者は 寧ろ 日 
支 貿易 隆盛の 結果 JC よつ て 起つ たもの、 玆に 吾人の 强說を 須つ爻 でもな く、 米 
_ の 遭遇し /2 此 等の 不幸の 如き、 もの も、 若し 從來の 親善 關怪に してな S ならば、 
一層 甚大な 惡 結果を 殘した に 相違な S、  米國 •かか、 る 不幸に 逢着す る 每に益 令 


斯 主義の 濃度を 加へ'  躍起と な 0 て. 積極的 親善 政策を 行 ふの も實に 偶然では な 
S ので ある、 或は 滿洲鐵 道 共同 經營 案を 提唱して 支那に 受け、 或は 第一 次四國 
借款の 成立を 援助して 難 有が られ、 或は 民國 政府の 樹立に 對 し、 眞 先に 之れ が 
承認を 與へた 如き 味な 筆法は、 吾人の 記 臆に 新な 處で ある 0 

去れば 米國が 支那に 於け 一る 鐵道 利權を 爭ふ に當 つても、 斯 主義. の 影響が 餘程 
米 支 提携を 助成した には 相違な いが、 唯米國 としては 左記 三 個の 缺陷を 有した 
が 爲に 、彼れ の 政策 も 思 ふ 儘の 收果 ic 接し 能は ぬ 觀が あつた、 即ち 

一、  米國に は對支 活動の 根據地 (一定の 勢力 範圍) ♦かない 爲 に、 鐵道 利權の 獲得 
に 對して も、 恒に 各所に 轉戰す るの 必要と、 『此の 利權計 6 は』 と 云 ふ 死守 
に 値する 特殊 利權の 皆無と にょ 3、 利 權爭奪 上の 努力に 於て 著る しく 集中 
力を 缺 如した Z: と〇へ 

二、  他の 列强の 多くが、 植民 的 領土 的利權 政策を 經 とし， 經濟 的利權 政策を 
緯 とする が 如き、 痛烈なる 爭奪戰 を 試み、 支那 政府を 威壓 して 迄 も 目的の 
貫徹を 謀れる に 反し、 米國は 寧ろ 經濟 主義 的利權 政策を 主 (一面は 自發 的に 
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他面は 餘儀 なく) とし、 從つて を 乙 ^ 經濟收 支 1: 超越した る國 際的隱 謀の 存 
在に 對 する 洞察力を 缺如 する 傾向の あぅ し Z: と 〇 
三、 由 來米國 には 反 トラスト 主義の 高等 政策を 存した が爲 に、 對 支利權 活動 
に 於け る 米 國財團 は、 稍 も すれば 半身不随の 狀 態に 置かれ、 他 列强の 夫れ 
に 比し、 著る しく 政府の 保護を 受ける 程度の 薄弱な 嫌 あ {しこと 〇 
斯 くの 如く 米國 は、 一方に 於て 列强 間に 卓越した 親善 主義を 發揮 すると 共に、 
他方に 於て 利權 政策 上の 悲觀點 を も 有しつ、 支那 大陸に 活動した ので あつた。 

(註 一〕 米 支 貸 場は 一九 〇六 年に 於て 最大限を 示し、 同年 以後は 左の 如く 漸減を 示して ゐ 
f^o 
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第二 節 利權 及び 投資 機關 


第一 欵 利權 


一) 現在の 利權 
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三〇五 


直 江同滿 北 楊 廣兩江 直 湖 直 

蘇隸 4 匕隸 

安山 河 

隸 蘇上洲 方 江 東 湖徽東 南 


京 漢鐵道 

津 ，浦鐵 道 
粤漢鐵 道 

中央 鐵道 

滿洲鐵 道^ 1 > 
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一九 〇四年 

自 一九 〇五年 
至 一九 〇九年 

其  間 
一九 〇九年 
一九二 年 


請負 條件 不調、 

調 金 不如意に て 他國に 奪は る 
利權 獲得 後 喪失 

讓 g 一 ) 

他國の 反對に ょぅ 斷念 
同  上 
白國 に出拔 かる， 

辭 退、 
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二) 關係あ i し 主要 鐵道 
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£1) 米國が 揚子江 谷に 於け る 支那 中原 鐵道の 利權を 獲得 せんとし っ、 あリ しは 明か 
であるが、 彼の 英佛 シンヂ ヶート の 成立せ ん とした 一九 〇四年 (協約は 一九 〇五年 で 
あるが) に 於て、 英佛 側は 米國の 加 人を 認容した に 拘 はらす、 米國は 何故か 之れ を受 
けなかった、 事實 同年 華盛頓 駐剳 英國 公使は、 —: 米 國財團 は該 紺 tr に 加入す るの 意思 
あ 9 や 否や」 を 問 合は さんが 爲 に米國 政府に 對し 公式の 照 會を發 した 程で あつた 〇 

第二 欵 投資 機 關一覽 

(一) 單獨 投資 機關 


米 

m 

令 

際 

企 

業 

會 

社 

げざ d 花 

C  C 

•e ゴ 

S  B 雄 

?  i 銀. 

挙行 

名 

稱 

五 

〇 

〇 

〇 

〇 

6 

〇 

〇弗 

一！  メ 

ハ 

五 

〇 

〇 

〇 

〇 

8* 

資 

本 

同 

米 

國 

國 

籍 

上 

海 

北上 

— - 、ノー 

等、 

廣 

東， 

支 

那 

所 

在 

道 支 
利那 
權南 
に洋 
公方 
然面 
關の 
係 企 
せ 業 
るに 

も從 

の 事 
は + 
な、 

し 支 
〇那 
鐵 

けの 支 
る業那 
如務南 
く を洋 
先 行に 
々 ふ活 
米  > 動 
國英す 

のの1* 

關豐锊 
銀佛及 
仃 のび 

で滙植 
ぁ理民 
る に 銀 
於 行 

摘 

要 

第五 章  米  國  三 〇七 


支那に 於け る鐵逍 到 權と 列强の 政策  3 〇 八 
(備考 一) 米國ダ ラ ー商會 なる ものは、 彼の 滬杭 m 鐵 道中 嘉興杭 州 間の 借款 權 c 三十 萬 砖) 
を 有す . 一九 一二 年 五月、 

(備考 二) 近時 米 支 銀行なる もの 設立 C 資本金 一千 萬 元、 米 支 各 半顗、 上海に て〕 せられん ど 
したが、 未だ 實現せ られず 、但し 此-は 利權的 投資 機關 なるや 否や 不明 0 

(二) 過去に 於け る 投資 機關 
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(備考〕 米國 開發會 社は 粤漢鐵 道 利權 に關與 したので 有名で あるが、 初め 同社の 社長を ブ 
ラィスと 云 ひ、 支那 鐵道 企業 1C 對し豫 てょり 大計 畫を 有して ゐた 人で*  津鎭鐵 道 敷 
設問 題に 關與 して 以來 有名で ある、 一八 九 八 年の 秋 死去した が、 金力 も 人望 も 併せ 
有した 人物で あつたら しい 〇 

へ 三) 國際團 中の 機關  . 
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利權 運動 小 記 


歎 京漢の 失敗 

日 淸戰後 張-之 洞 王 文韶が 設計 委員と なぅ. 盛宣懷が總辦となつて、愈々線路 
の 則 量に 從 事した 結果、 到底 も淸 國官紳 の 力には 及ばない から、 之 U は 矢 張ぅ 
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鐵 道を 擔保 として 外資に 依る 外分 別 も ない と 云 ふ rJ と R なた 玆 R 支那 交通の 
.大動脈 京漢鐵 道の 敷設 利權 は、 彼の 犲 狼の 如き 列强の 目前に 抛げ 出 5 れ た、 時 
に 一八 九 六 年で ある、 然も 之れ に 對 する 英佛露 白の 行動は 世 R 喧傳 せられ 居る 
に拘 はらず、 をの 渦中に 投じた 米の 事情は 餘 6 多く 聞ぇ て ID ない、 宜な 4 米は 
利權に 敗れた からと て 英の 如く 激烈なる 抗議 1: 支那に 送らず、 科 權 を 望む から 
とて 國 家の 名を 借ぅて まで も衙 門を 恐喝し なかつ た、 仑 の 來るも 去る も 共 k 大 
なる渦紋を書かず、彼れは闇然として裏面に運動したのであつ /2 0 

初め 盛 宣懷が 未だ 公然と 總辦の 印 絞を 帶ばざ る 時代、 彼れ は セネ 丨夕 T  •ヮッ 
シュバ r ン (senator  Washburn) の 代表せ る米國 資本 園と、 測量に 關 する 契約を 締 
結して、 至急 實測を 開始す る やぅ 要求した ので あつたが、 線路の 敷設に 關 .して 
は 何等 契約 上の 取 極は なかつ た〇  •  ， 

かくする 內宣は 愈々 總辦 となつ た、 而 して 總辦 たる 彼と しては、 玆に考 ふべ 
き 當面二 個の 問題が あつた、 卽 ち、 

(一) 總辦た らざ i し 以前の 宣が、 總 辦を裝 ふて なせる 米國 資本 團 との 契約は、 


瘳 


果して 政府 當局 をして 滿 足せ •しめ 得る や 否や 
(二) 米國 資本 圑にま れ 他の 財團に 嗦れ 、敷設に 關 する 契約は、 如何にして そ 

の條 件を 決定すべき や  、 

彼れ は 之れ に對 して 如何なる 斷 案を 下した が、 その 狡猾ら しき 微笑と ^ 丨 左 

の 如 刍 决定 を自. らに與 へた Q  ] 
凡ての 問題は 先づ 測量し S の 話で ある、 S 果して 米た るか 否 t 測量 後 
の 風向に ょる、 S 敷該 契約の 條 件の 如— 之れ が 基礎た る 線路 * 0 調査を 終 
ら なければ 决定は 自然 不可能で ある、 f 米 國を督 して 其の 測量を 行は しめ 

ね 文なら な V1 

と、 宣の巧 妙なる 口車に 載せられた 米國 資本 團は 、キャブ テン •リッチ (II 
1 1) 統率の 下に 愈 今 同年 十一月を 以て 測量 隊を 派遣した、 彼等は 先つ 漢 口ょ 办 
着手し V 約 五ヶ 月の 後 北京 S し、 5 測量の 一 報告書を 總辧に 送 つ た、 然る 
に 恰かも その 頃を 以て、 該利權 獲得を 目的と する 新 財圑が 1 はれた、 それは 露 
弗の 後援を 有する 白 耳義シ ンヂヶ I トゼ あつた こ 

3  三 二 
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宣は 事件の 進行が 思ふ壶 には まつた のを 喜び、 此等 財團の 間 ^ 起 U る 競 爭 を 
利用す るに 於て 何等の 容赦 もしな かつた、 と 同時 R 益 令 不利益の 立場と なつた 
のは 米歐で あつた、 元 來米國 資本 團は此 等の 利權 問題に 對して も、 依然として 
平素の 單純 なる 商業 取引の 心 持で 居う 之れ が 敷設 費豫 算に對 しても、 正直な 利 
益 5: 計上した る 請負 額を 提出した が、 反 之 白 國財團 の 如きは 算盤 上の ffi は づ L 
を 厭は ず、 少 くと も競爭 者を 排滅 する 迄は、 あらゆる 支那 誘引の 術策を 弄した 
ので ある、  3 れば 好條 件を 有する 一個の 條 約を 締結して 自己の 力量を 誇らん と 
する に 急なる 盛 宣懷が 、 白 國侧を 採用した のは 偶然で なかつ た、 正直なる 米國 
團は遂  の 敗北 者と ^ つて 了つ ^ ので ある 0 

思 >'  : / 利權の 爭奪戰 k 於て は、 其處 k 經濟 問題を 超越す る 政治的 或 ま 軍 
事 的 野  潜伏が ある、 又 政權を 手先に 使 ふ經濟 的の 企 書 も ある、 况して ある 
意味に 於て は 狡獪 極うな き 支那 當路の 裁 斷に .俟 つの 必要が ある、 此 等の K 、 へ 人、、 
て 白國 側の 老巧なる 對戰 振う k 引き 換へ、 米國 資本 團の 手腕は まだ^. 靑かつ 
たと 云は ねばなる まい。 


第二 欵 粵漢 水泡 始末 

^  ^  ^  / 

第一 項 利 櫂の 獲得 

f 

同じく 京 漢利權 の 失脚 者では あるが、 英國 資本 園と 米 國財團 とは、 支那の 氣 
受けから 云へ ば 决して 同樣で はな かつた、 米 國財團 がその 背後に 英國 ほどな 國 
家 的 野心を 持たず、 利權 獲得の 運動に も 左程 獰 惡な處 もなかつ た 事が、 支那 側 
の 好感を 誘 〇 たのは 事實で ある、 先 づ京漢 失脚 後間 もな く、 米國財 團と當 時の 
鐵 道總辦 盛宣懷 との 間には、 次に 起らん とする 粵漢鐵 道の 利權 は、 之れ を 米國 
シン ヂヶ 丨卜に 與 ふべき 默契 成立した るを 手初めに、 一八 九 七 年 十二月に 於け 
る 同鐵道 敷設 ^ 關 する 建議 中には、 鐡道は 之れ を 中 國鐵路 公司の 經營の 下に 置 
き、 不足 資金は 外資に 依るべく、 然も その 外資た る 之れ を 米國に 求めん とする 
意味 1: 以て 末 段 左の 如き 暗示を 與へ た〇  , 


皮 那に 於け る鐵道 利權と 列強の 政策  三 一四， 

該 H 事は 之れ を英に 許す も佛に 許す も、 將又獨 に 許す も 皆 反對を 生ずる 事で 
ある、 建白 者は 本件 5: 以て、 華 盛 頓駐剳 の 公使 伍廷芳 R 通信すべき ものなる 
乙と を 進言す る、 思 ふ k 彼れ は廣東 人な れぼ 全力を 擧げて 本件の 成就に 盡す 
で あらう 云々 0 

斯 くして 粤 漢利權 k 對 する 米 支の 握手が 交換せられ 政府の 允許を 得た る 後、 遂 
に 一八 九 八 年 四月 十四日 駐米 公使 伍 廷芳と 華美 啓 興 公司  (The  Ameri—  China 
1 >evelcpment  Co.)  i の 間に 粤漢鐵 道 合同 契約を 締結し 廣 東よう 漢口 k 至る 幹線 並 
に 廣 東よう 海岸に 至る 支線の 外、 交通 上 必要なる 場所に 適宜 枝 線を 敷設し 得る 
事と し、 借 入 資金 四百 萬磅は 中 國鐵路 公司 k 於て 米國會 社よう 借 入れ、 五十 ヶ 
年內に 返濟 すべく、 米國會 社は 右 期間 內は、 建設費の 五分の 報酬に て鐵 道 5: 監 
督 し、 諸般の 執務に 任ずる 事 但し 期限 後と 雖も 、公司に して 反對の 意思な くば 
尙ほ 之 1: 繼續 する 1: 得べ く、 調印の 日よ"^ 三 ヶ年內 k 工事を 竣成すべき 筈で あ 
つた、 をして 右 契約は 支那 政府の 批准を も 終へ、 之れ が 敕令發 布の 時機 も 刻 令 
近づきつ、 あつたの T ある。 


飜つて 說く曩 に湖南の民が時局に憤慨して、該鐵道の敷設に對する禀請書を 
政府に 送つ た當 時は、 政府 も 直ちに 其擧 R 賛同し、 支那の 資本に ょる 廣東 武昌 
間 (武昌 は 漢 口の 對岸に あ 6 、武漢 聯絡の 爲 R 架橋す る 計 書は ^ の 後に 現 はれた) 
の 敷設 問題が 决定达 られ、 そして 彼等は 時を 移 ^ ず 株式 募集に 着手した ので あ 
つたが、 W 如何せん 一千 二百 寓兩を 集め 得た のみで、 その 豫 定額に 對 する 四百 萬 
磅の 不足は 到底 支那 自辦の 方法な き 破目に 逢着した が爲に 、その 不足 額に 對し 
右 記 米 支 契約が 締結せられ る 乙と、 なつた ので あつた、 云 ふ 迄 もな く専漢 鐵道 
敷設の 問題は、 支那に とつて は 極めて 重大な 問題で、 北は 「九 省の 會」 と稱せ 
ら る、 漢口 を 扣へ、 南は 殷賑なる 廣東に 通じ、 京漢鐵 道と 共に 支那 南北 縱 貫の 
一大 幹線を なすの みならず、 その 沿道の 地方を 窺へ ば 實に 寶產 積々 たる 湖廣の 
富 源 A その 開拓を 待つ てゐ る、 湖南 省 氏の 最初の 自辦 熱と 云 a 、 英佛露 白の 垂 
诞と 云 a 、 決して 偶然な 關係 でない、 r& n ば* 彼の 京漢に 於け る 白 國財團 の 得意 
と 同等な ものを、 今や粤 漢に 於て 米國は 之れ を 得た 筈で あつた 〇 

然るに 該 契約 調印の 後 僅かに 六日を 隔て、 彼の 米西戰 爭起 $、 爲に 同年の® 
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十月 右 戰爭の 終結に 至る までは、 鐵道 問題に 對 し米國 資本 團は 何等 進埗を 計る 
べき 餘裕を 持たな かつた 計で な S 、  彼等が をの 秋 頃 1: 以て 支那に 派 遺した る 技 
師長 バ I クレ！ パ I ソン (Mr.  Bel.cky  parsons) 通譯兼 監督者 チヤ--， ス. デンビ I 
(Ml..  Charles  Denby) 等ょぅ 成る 測量 隊 •か 上海に 到着した 頃は'  恰かも 支那' には 光 
緖帝 幽閉せられ て 西 太后 垂 簾の 政を 執ぅ、 守舊 的排洋 主義の 政策を 再現した 時 
代で あつたから、 測量 隊の 蒙れる 不利 不便は 决して » 少、 ては なかつ たので ある 
中 ic も 湖南の 官民は 外資に ょる 鐵道 線路を して 自省 內を 通過せ しめる こと ？: 欲 
せず、 盛宣懐 並. に 湖南 總督を して、 米國會 社に 對し 線路 變更 (江 西 省に 出で しめ 
ん とした； の 申込を な 5 しめたが、 米國會 社は 爲に 支那 政府に 哀願して、 f 米國會 
社の 测量隊 をして、 安全に 貴 省內の 測量に 從事 せしめる 樣 保護を 賴む』 との ^ 
達を 同省 總督 宛に 送つ て 貰つ た 程 だつ た。 

兎角して 测量隊 は實 測に 取 3 掛つ たが、 その 結果. 豫定 線路 即ち 廣東湖 鹿 線 (C 
於て、 彼等は をの 土地 的價 値の 優秀な 事を 認め、 鐵道 利權に 對して 一層の 執着 
を 感じた と 同時 It 、 地勢 上 多額の 敷設 費を 要すべく、 到底 現在の 豫定 資金を 以 


,  1 ''1 S 1 厂，-  - -  . . .  ■  J 1 J .1 ::  U 」  ,: 

I  一 

•  ,  、 •  /  /  -  )  . 

. 、 、  -  - -  •  *»•  / 

I  V  V  -  /•  .  >  - 

*  /  .4 

てして よ、 何とも 方法な き 事を 知つ たので ある、 此報に 接して 米國會 社は 遂に 

-  \ 

條約 修正の 必要を 感じ •玆に 紐 育 辯 護 士會々 員た る ミ スタ！ キアリ t  (.Mr.  Cary) 
をして 追加 條約 商議の 爲め 支那に， 赴かし めた。 

キアリ I の 使命は 上記 資金 問題の 外 敷設 着手に 際し 必要なる 權利を 確定し、 
大體の 規定に 對 する 細則を 決定す るに あつたが、 幸に して 商議 纏う、 遂に 一九 
〇〇年 七月 十三 日を 以て、 駐米 淸國 公使 伍 廷芳来 國會社 代表者 ジョン •フレンチ 
の 兩氏會 商して 粵漢鐵 道 追加 契約は 締結せられ 穴、 今 追加 契約の 要黯 二三を 列 
擧すれ ば 

二) 借 入 資金の 增加 

資本金と し i: 曩の 契約は 四百 萬磅 なう しものを 四千 萬 弗と する 事 

、 (二) 支線の 決定  • 

本契約に よう 支線は、 萍鄕 線、 岳 州 線、 三 水線の 三者を 决定 し、 三水綠 は 先 づ 
廣州三 水 間を 連絡し、 將來三 水よ 6 幹 « の一點 に接續 し、 三角 鐵道を 形成 
する 事、 條 文 ^ 所謂 『之までの 迂路を 合して』 云々 は 即ち 之れ を 云 ふ もの 

.m 
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(三) 擔 保の 確定、 ■ 

前約には 擔保を 一定せ ず、 本契約に 於て 幹 支線 全鐵道 及び 附屬 財產を 以て 
擔保 とし、 其の 間該鐵 道を 他 R 抵當 (C 供し、 又は 賣 却に 附 する 等の 處 分を 
なし 得ざる 事 〇  . 

(四 j 着手 期限、 

本契約 批准の 日ょ 3 十ニ ヶ月 經過 後に 於て、 尙ほ 工事 ^ 着手せ ざる 時は、 

該 契約は 無効と する 事 Q 

(五)  鐵道 警察、 

鐵道 沿線 及び 其の 財産を 保護す. る爲め 、淸國 人 及び 外國 人 ?: 以て 鐡道 警察 
を 組織し 得る 事 0  、 

(六)  競爭 線布設 禁止、 

淸國府 政は 該鐵道 本 支線の 利益を 害する が 如' き鐵 道の 敷設 權を 許可す る 乙 
とを 得 ざ る 事 0  ,  . 

(七)  竣工 期の 延長、 


IS A R は三ヶ 年と 定めし も 本 約に ては 批准の 日ょ A 五ヶ 年と する 事 c 

'  ヂ • 

尸 

第二 項 利権の 喪失 

.一 

斯 くして 無事 R 締結せられ た 追加 條約は 益々 米國會 社の 利權を 鞏固に する を 
辱 2 が、 此間本 利權に 對して 虎視眈 々たる 白 耳義シ ンヂヶ I 卜が 兎角 暗中飛躍 
を 試みつ、 あつた 事は、 會社 側に 於ても 可也の 知識は 持つ て ゐ ^. 何故ならば 
皮の ミス タ！ キァリ ー が、 追加 條約 協定の 爲に 上海に 着し 協議の 歩を 進め. んと 
する に 當つ て、 甚だしく 白 耳 義財團 の 防碍に 接し、 盛宣. 懷の 如きす ら該 約の締 
結を 喜ばざる 風が あつたから である. 然し 幸 k して 米本國 並に 北京 政府の 援助 
を 以て 會社は 目的を 達する 乙とは 出來た が、 さるに て も 一方 白國 侧の樣 子は ど 
うか、 彼等は 「次の 手」 を 工夫し つ、 あつたので はなから ふか。 

果せる 哉 白 國財團 の 活動は、 上海ょう 移つ て 紐 育に 至う、 會社 株式の M 收 を 
書し、 會社の 實權を 掌握 せんとし ^ ので ある、. タィ ムス 上海 通信員は 當時右 活 
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動の 變 化 ?: 評して 日く、：… i 5 ^ o g- p l—< p&? iL ^ ? ©&§】 £- aQ- 3ovementfinul 2. al、t、 0 
國財團 の 手は 蛇の 如く 延びて 行つ たので ある 0 

内面 か、 る 災禍の 起$ つ、 あつた 時に、 外面 敷設 上の 實行に 於ても 米國の 採 
れ る ステ ッブは 實に 緩漫を 極た ので あつた. 會社は 重要なる 幹線の 工事に 着 -# ■ 
する 前に、 寧ろ 枝葉の 問題た るべき 三 水線の 敷設 ^ 取ぅ 掛つた ’か、  4 、れ すら 遲 
々たる. 工事 0 進埗で 、 優に 競 爭 者反對 M の 弄 策を 誘 ひ 得て 餘 $あつ穴、 單に白 
國財團 の 恐るべき 形成 ある 計 6 か、 1 •條 約の 期限 5: 過ぎて 尙ほ 起工せ ざる 乙と 四 
年』 の口實 を 獲た る 支那 國 人の 不滿は 彌々 增大 した 〇 

加 之 白 耳義シ ンヂヶ I 卜の假 面を 着けた る 露佛の 手が、 クオ r ぐ スト リ丨卜 
に 跳梁す る 乙と を 知つ た 支那の 輿論は 一層 沸騰し、 『條 約の 目的は 米 ® 人を して 
鐵 道を 經理 せしめ、 先づ 何事ょ {も 白耳義 一派の 毒牙を 避けし める にある、 其 
の 目的の 貫徹と 否と に 注意す るは 米國 人の 責任では な い か』 と 詰問し、 米國側 
.が 『條 文の 說明に 於て は、 旣に盛 氏も滿 足し、 又 熟知 もして ^) たこと であ §、 
氐つ 追加條 約の 商議に 際しても、 其の 黙は 持 R 注意 深く 說 明した * である、 j と 


辯 明した が 聽かれ なかつ ^ 、 思 ふに 米國會 社は、 米國の 法律に ょつ て 設立 せら 
れ、/ その. 株主を 米國 人の みに 制限す る 事は 出來な かつた の ■•て あるが'  事の 實際 
に 於て 今 支那の 最も 厭へ る 白 耳 義財團 の 侵入を 許 5 ビる を 得な かつ ^ 一事は、 
兎に角 重大な 惡 結果を 殘した ので ある 〇 

支那 官民 0 氣 «§ は 益々 揚〇 ^ 一九 〇 四 年の 初夏には 湖南 商 民の 總理衙 門に 
對する 上書と なぅ、 同年 秋には 兩湖 及び 廣東紳 董の會 合と な {、 反米 熱に 因果 
する 自辦 主義の 鼓吹と なつた、 米國會 社は 事の 急なる に 驚き、 代表者 バッジ ユ 
をして 駐 淸米國 公使 コンガ 丨に 依賴 し、 外務 部 尙書那 桐に 哀願して 下の 如く 具 
陳せ しめた、 日く (大意) 

事玆に 至る は 鐵道 契約の 代表者の 死去に 因る が、 今日 以後 更めて 白 耳義シ ン 
ヂ ヶ丨卜 の 手に 歸 せる 株券 悉くを 回收 し、 公司の 組織を 一變 し、 新 ^ 米國資 
本家を 糾合し、 以て 工事の 竣成を 期すべき にょ $、 廢 約の 不幸を 見ざる とを 
切望す る Q 

と、 かく 一面 米國 側の 陣容 稍淸 新の 氣を帶 び 來つた 時 k 、 他面 日露 戰 -^ の 結果 
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に ょぅ、 北京に 於け る露國 勢力の 减退 と共に、 後援を 失へ る 白 國財團 の 利權橫 
奪 熱 も 冷却し 始めた が、 然も 時なる 哉 支那 政府は 回 收自辦 熱の 高潮に 坐し、 今 
や 米國會 社の 懇望を 容 る、 の餘地 なく‘ 遂に 一九 〇五年 八月 二十 九日を 以て 兩 
者の 間に 買戾 契約 成立し、 會社は 三 水線と 幹線 敷設 權の對 償と して、 金貨 六 百 
七十 五 萬 弗を 受け (註 一) 折角の 利權 と絕緣 する k 至 〇 たので ある C 

(註 一) 賠償 額の 割當は 左の通り、  - 

(一)  全線测 量 二 {Q1 分、 三 水 廣東間 旣成 三十 二 哩の鐵 道 買 收、 廣 東ょり 五十哩 の 完成 
土工 費、 以上に 對 して 三 rl 萬 弗、 

(1D  全線 利‘ 權の 喪失に 對し 三百 七十 五 萬 弗、 

合計 六 百 七十 五 萬 弗、 し 

尙ほ米 支 間に 本 鐵道の 引繼の あった のは 右 契約の 年 (一九 〇五 年) 十月 十二 日で ある 0 

第三 欵： 号 川漢 借款 利權 

紐 育 モルガン 會社 、紐 育ク 丨ン •口 丨ブ會 社、 紐 育 第一國 立 銀行 及び 紐育阈 立 市民 


銀行の 四 者ょぅ 成る 米阈 シン ヂヶ 丨卜は、英獨佛三國の資本團と共に、 一九 一 
一年 五月 二十日を 以て、 粵川 漢鐵道 公債 六 百萬碎 (米 國分百 五十 萬磅' V の 引受に 成 
功し、 技師 及び 工事 材料の 供給に 於ても 一部の‘ 優先 權を 獲得した 〇へ语 款條件 は 
本書 附錄參 照)  •  • 

抑 も 本 利權は 米國か 支那に 於て 有する 現存 鐵道 利權中 最大の ものと して、 斯 

V  二 

國の對 支鐵道 政策 上 特筆すべき 問題の 一つで あるが 故に、 吾人は 之れ が 經過 R 
就て 多少の 回顧 1: 必要と する。 

粵 川漢鐵 道は 粵漢 及び 川 漢兩鐵 道 P 總稱 であるが、 米國の 獲得した 該 借款 利 
權 も、 當初二 筋の 經路を 有し、 後 合して 一つの ものと なつて ゐ る、 卽ち 
粵漢鐵 道利權 獲得 運動 一 

粤 ; *7 漢鐵 道利權 獲得 運動 

川漢鐵 道利權 獲得 運動 一 
の 順序で ある 〇 

吾人の 旣說に 明かなる 如く、  粵漢鐵 道 第一 次の 利權關 係は、 一八 九 八 年 及び 
一九 〇〇 年の 兩回に 支那 政府と 華美 啓 興 公司 (米 國 開發會 社) の 間に 成立して、 一 
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九 〇五年 消滅した、 然るに 其 後 湖南 湖北 雨 杏に 於け る該 線路の 支那 自辦 主義は、 
資金 募集の 困難の 爲に 到底 滿足 なる 結果を 得ず、 湖 廣總督 張 之 洞は 遂に 借款 築 
路の 方針を 採 6 英佛 獨三國 銀行と 之れ が 協定を 行 ふに 至つ 穴、 時に 一九 〇九年 
六月で あつ 穴が、 米國は 之れ に 關與 して ゐな かつ ^ 〇  . 

然るに 他方 四川 總督錫 良が 張 之 洞と 共 R 一九 〇三 年 ^ 以て 其 敷設の 允許を 得 
たる 川 漢鐵道 問題は、 豫て 列强 と共に 米 國も亦 利權の 獲得を 希 M した 處で あつ 
たが、 愈該 線の 自辧 •か 決定す るに 至つ* て も、 特に 英米 兩國は 强て その 敷設 權の 
讓與を 力 請し、 遂に 「他日 若し 該鐵路 の 借款を 必要と する 場合には、 先づ 之れ を 
英米 二 國の資 '本家に 商るべし」 て ふ 外務 部の 言質 (、註 一) を 獲た ので あつたが、 そ 
れょ -CN 二 年の 後一 九〇 五年恰 かも 省辦川 漢鐵路 公司の 成績 面白から ず、 問題 漸 
く pt 騷を來 3 ん とする R 當 ぅ、 米國シ ンヂヶ 1 卜は 支那 當 局ょ $ 該線敷 設 を 目 
的と する 國愤 引 受 R 關 する 相談を 受けた、 然るに 同年は 彼の粤 漢鐵 道の 利權抛 
棄 問題 さへ 惹起せられ、 ⑴ い て 一般 米 國財團 の 結束に 缺 けたる 事情 あ 6、 爲 に 
本件ょ 一先 づ同國 側ょ纟 謝絕 する に 至つ たけれ ども、 其 際米國 公使は 將來 支那 


鐵 道の 外債には、 米國は 常に 關與の 機 會を與 へらるべき 約束を 支那と 取 6 結ん 
だので ある。  i 

然るに 一九 〇九 年に 至う、 張 之 洞が 川漢 鐵道鄂 境 部 並に -^ 漢鐵逍 雨 湖 部の 敷 
設に對 し、 之れ に 要する 外債を 一括して 英獨佛 三國 ょう h. 借款 せんとし、 •旣に 五 百 
五十萬磅の借款契約草稿(本文二十五ヶ條細則十ヶ條を有す ¥ 訂成するに至つて， 
米國は 驚き 舞 臺に現 はれた、 駐 .淸米 公使は 外務 部に 對 して 利權の 豫約 (一九 〇三 • 
年の 言質に： ^  に關 する 詰 間を 試み. t た 時の 大統領 タフト 氏は 此の 借款 事 # 
k 重要視し、 直接 淸國攝 政に 打電して 前約に 基き 這 般の鐵 道 外債に 仲間 入う し 
たき 旨 1: 申込んだ、. 淸 米の 交 涉十數 回の 後 英佛獨 も 亦 遂に 妥協に 决し 、同年 六月 
二 十五 日 (淸 暦) 米國 公使は 外務 部を 訪 ひ 三 銀行 代表者と 會 見して、 玆に四 園 間 左 
記四條 .の 約款を 議定した、 即ち 

第 一條、 借款 額を 增加 して 六 百萬磅 とし、 粵漢兩 湖 線、 川漢 湖北 省線に て 二 
分す る こ と。 

m 二條、 川漢鐵 道の 一半 百 五十 萬磅を 米國 ょう 貸付け、 其 他の 利益 及 材料 契 
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約を も 三 國と 同一と する ZL と Q  , 

第三 條、 將來川 漢鐵道 借款を なすと きは 米國ょ $ 半額を 貸付く る 乙と。 

第 四條、 四國は 以上の 意見に 從 a 契約し、 更に 淸國 政府の 許可を 受 くると と 
し、 米國は 技師 長を 爭は ず、 只兩三 名の 技師を 供す る'  と〇 

ラィンシュ 敎 授が當 時の 經 過を 顧みて 『此 時の 米國 人の 遺ぅ 方は 手遲れ では 

» .  •  •  * 

あつた けれども、 非常な 努力を 以て 他の 諸國に 追 a 付いた ので ある. . 支那 政 

府一/ 之れ に 對して 煩る 好意を 示し、 其の 時の 情勢から 見る と 或は 遺慽 ながら 旣 
に 取引濟 なれば など、 の 口實の 下に 拒否し 得られ ^ に 相違な いものを、 態々 借 
款 交渉の 全部を 更新し、 最初から 遣 6 直す 乙と ^ して 吳れ たの T あつた』 と 云 
ふ 米 支 好感の 肌合を 語つ たのは、 恰 かも 帝國 主義 論の 著者が 『最近 合 衆 國の對 
淸經營 刮目すべき 發展を 呈 し、 北淸 事件 賠償金の 還附以 來 、自 國留學 生に 特別 
制を 設け、 水害 義捐金 ^ 他國を 壓 し、 滿洲鐵 道 租借地 主權に 抗議を 提出して 露 
_ を 淸 國に屈 せしめ、 阿片 會議の 開催に 主唱 者と なぅ、 海 關税增 率の 爲  'に 列國 
0 間 R 斡旋す る 等 好意を 示す の擧措 至らざる なく、  盡 ， 3 てるな く、  其 局 モルガ 


ン、 クーン ロ ー ブ 合同 シン ヂヶ ートは 川 漢鐵道 借款に 割込み 得た 6』 一 註 三) とせ 
るに 對應 して、 米 國對支 親善 主義の 効果た るを 是認す る ものに 外なら ね、 即ち 
米國は 一九 〇九 年 1: 以て 粵 川漢鐵 道利權 獲得の 前門に 入つ たので ある Q 

然 6 .前門には 入つ たが 未だ 正 堂に入つ / 2 わけでは なかつ た、 •何故ならば 此は 
合同 草案 (豫備 契約) たるに 止 1 ぅ、 正式 調印を 終へ たのでは なかつ たからで ある、 
其 年 九月# 川 漢鐵道 督辦張 之 洞 死し、 該線の 管理は 直ちに 郵傳 部に 引繼 がれた、 
然るに 四國 借款 豫 約の 成立を 耳に したる 兩 湖の 人士は、 遽かに 借款 反 對の議 を 
唱 へ、 一時は 郵傳部 も 二者の 採決に 苦んだ ので あるが、 一九. 一一 年 一月 盛宣懷 
郵 傳部尙 書た るに 及び 彼の 幹線 國有 借款 築路の 大方 針の 決定と 典に、 兩 湖自辦 
主義は 破られた、 史 によるに 此間四 f 國は 支那 內部 のか、 る狀 態を 袖手傍観 すると 
なく、  一九 〇 九 年 秋よ ゝ二年 春に 至る ま T: 四國 公使の 照 會督 促は 前後 八 回、 等 
しく 皆 張 之 洞は 國 家を 代表せ る もの 故、 其の 草せ る 借款 契約を 速 k 决定 せよ、 
若し 否らず んば 中國 政府 此れが 責任を 負 ふべ しと 意氣 捲き、 殊に 盛宣懷 就任 以 
來郵傳 部對 四 ® 銀行の 協商 四 閱月會 晤數十 次を 重ねた 結果、 遂に 同年. 五月 二十 
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日を 以て 借款 契約の 締結を 見、 米 國も玆 に 正式 利權を 亨受し 得 / a ので ある 0 
彼の 川 漢國有 問題 1: 動機と して 旋轉 したる 支那 內 政の 大波 瀾 後、 民國 政府 R 
及んでも 本 利權關 係は 固と よぅ 存續 して ゐるが 、 唯該 線路に 對 する 米國受 持區 
の 工事 甚だしく 困難なる 爲め 、到底 豫定の 借款 額に ては 成功の 見込な く、  從ソ 
て 之 等に 對 する 協定 問題が 若干の 未了 事件と して 殘 3 れ居 るので ある Q 

(註 一〕 遠 東 時報 一九 一四 年 一月 號 (三 〇四 頁) には、 支那 外務 部より 米國 公使 コンガ ー 
(Mr.  c(ler) に 對 し、 同豫約 公文を 送つ たのは 一九 〇四 年と あり、 附記して 參考 とする 0 
(註 二) 一九 一三 年獨 逸の ッ アイト シリ フト 、フュ ール 、ポリ チー クニ 掲載した る米國 ゥイ 
ス n ンシ ン大 學敎授 ラインシュ 博士の 論說 「東亞と 米國 との 關 係を 論ず」 より 0 
(註 三〕 大西猪 之 助 氏 著  帝國 主義 論  五八 頁り 


第 四 節 滿洲鐵 道 問題の 曲折 

へ，  •  _  _ . - * 

時の 米國 大統領， 丨ズ ベルトが、 日露 戰举を 調停して ボ I ツマ ス條 約を 締結 


せしめた のは、 固と ょ 5 人道主義の 行動た ぅしは 云 ふ 迄 もない が、 同時に S 露 
に與 へたる 右の 好感— 礎と して、 豫 てょ" 米 國の少 くと も 商工 的 S 诞 せる 
満洲の 地に、 斯國の 勢力を 樹立すべき 恰當 の機會 が、'^ に 這の 時を 以て 至來せ 
る ものと— せし 米 人の— t しと i 5 あ つべ 彼 の滿洲鐵道問 
題に 關 し、 米國が 當而の 役者と して その 繫爭の 舞 臺に現 はれ 出た のは 實 し 
九 〇五年 以後の 事件'' て ある。 

-C  -  -  -  IJ  ^  TJ  tb  〇  >1^^  *^ 7) ^ *- ツマ ス fi# ^5 •の 調  cul 

思 ふに 米 國對满 洲鐵 a 間 ®: の 最初の ものは 孤：  丨 
となく 米 上 リマン 氏—.  E.  H.  H—屋 に 依つ \」 提唱せられ た 「南 滿鐵 道に 對 

する 米 日 合同」 0112 至、 彼 S 日本の 伊 if  I 同に 關 
する 契約 馨を 交換し、— 財政に 窮乏せ る— は鐵 f 提供し、 S は 之 r 
に要 する 資金を 提供す るの 內 約は 成立した ので あつたが、 然も 同年 (一九 C 1 
十二月 二十 二日に 於け る 日 支の 北— 約は、 不幸に して 米 日 合同の 實 f 不能 
ならしめ、 HH 本の 小 村 全 權は當 時 東京-並に ハ リ マン. 氏に 打電し V  I 支那 政府は 
南 滿洲鐵 11 中に 米 資を迎 ふるを 欲せず、 彼等は i 同し v 適— る 
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經營を行はん乙とを希望せ$」と聲明したのみか. 豫て 米國 がを の P 達を ョ 1 
視 したる 滿洲鐡 道 再 築 資金 も、 日本は 之れ を 英國に 募 •集して t  p  t と 成功した 
る 結果と して、 玆に 流石の ハリマンの 企 畫も敢 果ない 最後を 吿げ たので ある、 
n 本が 米國 との 提携を 拒絕 した 事に、 眞實 「滿 洲門戶 の 閉鎖」 の 意味は 毫末 も 
あ 6 得 なかつ たので あるけれ ども、 米國 の對滿 政策 上ょ. C\ 見れば、 右 合同 問逼 
の 失敗は 單 に 一私人 ペリ マンの みの 遺慽 k 終らず して、 國民 的國家 的に f  n 本 

は 滿洲を 閉鎖せ と 世界 } C 吹聽 し、 他日 之れ に酬 ゆべき 何等かの 機會を 待つ た 

ので ある 0 

一九 〇六 年の 夏季に 至ぅ、 東淸鐵 道 R 關係 ある 露國の 官憲は、 該 線路の 賣却 
問題を 提起して 米國 資本家 ^ 近づいた、 米 國と雖 も 多分の 色氣は あつたに B ii 
ない が、 價 格の勲 k 於て 折 合 ひ 兼ね、 容易に 協定を 見る ^ 至らな かつた、 然る 
に翌一九〇七年八月時の奉天米國總領事ゥキラ丨ド.ストレート(序.ギ巨良穿暑 ^ 
は 支荆 政府を 代表した る唐紹 儀と 會して 満洲 銀行 設立 問題を 協定した、 之れ 
豫 てょ 6 滿洲に 英米を 曳いて 日本の 勢力を 牽制 せんとの 下心 ある 支那 政 & との 


倩 意 投合の 結果で ある、 かくて 一九 〇八 年の 夏、 ス氏は 右滿洲 銀行の 設立に 要 
する 二 千 萬磅の 募債 ^ 關する 奉天將 軍の 調印せ る一覺 書を 携帶 して 華 盛 頓府を 
訪ふ たが、 恰 かも 之れ と 前後して、 滿洲 政廳は その 財政 關 係よう 英國ボ —リン 
グ商會 の 代表者 口  I ド •フレンチ (Tbl*d  French) と 協商して、 南は 京 奉鐵 道の 一點よ 
$ 北は 齊々 哈爾に 至る 鐵道 建設を 決定した ので あつたが、 一度 此の 報を 耳に し 
たる 米國 は、 齊々 哈爾 よう 北方 愛輝に 至る 右鎭 道の 延畏 は、 正に 米資 によ 6 滿 
洲® 行 之れ を擔當 すべき ものな うとし、 就て は此等 の & 要 問題の 滿足 なる 决定 
を导ん が爲 めに、 米國は 支那に 向つ 1: 充分なる 責任と 資格と ある 一 代表者の 渡 
米を苽した、 玆に 唐紹 儀は 上記 特殊の 使命を 帶び 同年 九月 二十四日 北京を 發し 
て 米國に 向つ た、 そして 一方 米國 側に 於て は旣に 十一月の 初め j 若し 滿足 なる 
條陣 を 具備し 得るならば」 て ふ 前提の 下 ^ 、 ハリマン 銀行 及び クーン •口  I フ會 
社は滿洲銀行の金融に當るべき旨を米國政府に言明したのであつ /2 。 

好事 魔 多し 米 支の 提携が 右 記の 狀 態に 進 埗 しつ •、あ うし 間に 於て、 M a かけ 
なき 支障 問題が 二方 面に 起つ て 來た 、即ち 一方 k 於 - 1: は 十一月 十四、 十五の 兩日 
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を 以て、 光緖 皇帝 並に 西 太后が 相 前後して 崩御せられ、 爲に 支那の 內 政に 變化 
を來 し、 他方に 於て は 同月 三十日 1: 以て、 支那の 保全 並に 機會 均等に 關する 日 
米 外交文書の 交換が 華 盛頓府 に 於て 行 はれ、 對支 日米の 關 係に (少 くと も表而 的 
には) ある 種の 轉化が 現 はれた ので ある、 か、 る 支障の 起れ 6 とも 知らず、 废 紹 
儀は 恰かも 日米 文書 交換の 當 日を 以て 米 都に 着いた が、- 使命は 遂に 滿足 せられ 
ず、 翌年 一月 彼れ は本國 k 召還せられ たので あつた 〇 

3 ぅなから 羨 日 的對滿 洲觀は 米國 上下の 大勢で あつて 見れば、 日米協 調の 表 
而の 粉飾が 何日 ^ で 剝 落の 運命を 避け 得たら ふ、 時日の 推移は 再び 米 人の 眞意 
を 暴露した、 即ち 一九 〇九年 秋 十月 米國 資本家は、 强壓 的 R 支. 那 政府を 說 得し 
て 錦 愛鐵道 建設の 豫備 契約に 調印せ しめ、" 又 同 十一月 ノックス 氏 (Mr.  Secretary 
Knox) は 彼の 滿洲鐵 道中 立 問題 5: 提起して 英國 政. 府の 同意を 得ん とした、 然るに 
英國の 之れ に 對 する 態度は 極めて 冷靜を 持し 「若し 右の 問題に 關與 する 列强に 
して 賛同を 表する 場合には」 と 前提して、 唯 僅かに 米國の 提議に 逆らは ざる 風 
を裝 〇 たので あつた •か、 好漢 ノックス 氏は 英國亦 彼れ に 助勢を 惜まざ る ものと 


f  SS 國ミ— す べく3當面の關 係 f  f と！ 試み 

U とし以 ので I •就 i ☆ノ 氏の 所謂 中立 案 なるもの は、 滿洲 "於け る 日 

111 收 すべく  5 S 日露 する こ 
國祭 シン ヂヶ ー トを作 $、 右 滿洲鐵 道を 上記 諸 ^ の# 有物ブ 

あつたが、 又 同時 S し 右の 提議に して 別强の 賛同— a るに 於 V  •!! 少 くと 足 
彼の 錦 愛— の 財務 並に|に關し、國際的聯合を成立せしめんバ4  ” 
る、 時の— 米國 公使 口；： 氏—.— 農、 初 露國と 之に 關：^  U 二 n 
る こ 際して は、 單に 第一 案の み I したに 拘 はらず： 露國 政府 1.^ 
伏在— 知す るに 至つ て、 米國 の— は 却つ て露 國の疑 tf 起し ノ r 

提議は 遂に 失敗した 〇‘  、  >1帛？說 逢り— 
事玆 に 至れば 米國の 採る ベ— 一つょ 美 かつた ミ，" 1 
設問 題を 米 單獨に 進 接せし める 事で ある、 k れは 一九  一 ◦与 である^ 
と— 道に 關 する 最後の 條 約を 締結し、 l$sf 目論ん U の U  U 
一度 米國の 政策— 破せる露 國は 、その 經濟的 政治的 見地 ょぅ日オ ： 

一 f ニノ  三 三 一二 
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{: 之れ に 抗議を 提起し、 復もや 米國 の企圖 t 旣成に 打破した、 一九  一 〇 年 七月 
& o の 日露 協商が 全然 右の 如き 米國 の對滿 鐵道 政策 ^ 胚胎せ る や 否やは 不明 
である ♦か、 少 くと？^ 米國の 行動が 藪蛇の M なき 能は ざう しは 事實で ある、 一度 
二度三度 企て、 成らず、 米國は 遂に 滿洲鐵 道 問題ょ- CN 退去 | せざる を 得な かつた 0 

第五 節 米 國利權 政策の 展進 

顧みれば 一 九 〇 八 年 一， 月 支那 郵傳 部堂官 並 ^ 張 之 洞 一派の 自辦 說に發 したる 
京漢鐵 道回收 資金 募 ® 問題は、 南淸ょ A 米國に 及び、 支那 委員は 駐米 淸阈 公使 
を 通じて 米國 資本家と 交渉した る も、 調談兎角埗令しからざる ^ *際し、 英國 側. 
の 運動 著々 効を 奏し、 米淸關 係は 遂に 何等の 形體を も 成さ ゞる內 に、 本 問題は 
英佛の 手 ic ょう 解决 せられ、 滿洲鐵 道中 立 問題 ic 關 しては 「日露 雨阈後 來の爭 
端を 絕 たん」 の 美名を 借うて 滿洲に 於け る米國 投資 圏の 確立を 期した に拘 はら 
ず. 日露の不承知にょつて脆くも破れ、 一九 〇九年 開 徐鐵道 敷設に 對す る ^ 金 


貸與の 問題に 於て は •郵庳 部との 握手 將に 成らん として、 然も 後年 海蘭鐵 道の 
敷設 决定と 同時に 豫 期の 成果を 得 ざ ふし 事は、 米の 政策の 露 白の 夫れ の 惡悚な 
るには 及ばざる を 證明 •し、 彼の 一九 一一 年 支那 政府が 行政 費の 缺乏を 補 はんが 
爲 め、 張 家口鐵 道を 擔保 として 五十 萬磅の 借款を 彼れ に 提議した るに 際して は、 
彼れ の 首唱に •か、 る 四國借 款 問題の 進行 中な $ しが 爲に、 その 協定を 破らん こ 
とを 恐れて 之れ が 許諾を 與 へずして 終ぅ、 又曩 きの 錦 愛鐵道 敷設 問題 ('C 至つ て 
は、 彼 n は 露 國の鎧 袖一觸 して 二度 起つ の勇氣 もなかつ た。 

觀 じ來れ ば 從來 米國の 對支鐵 道利權 政策は、 决して 成功せ る ものと ^ ふこと 
は 出來な い、 固ょ $吾人と雖も米に帝國主義の存在ぁるを否認せず、 彼れ は 支 
那に對 して ^ の資 一 本を 植ぇ 商品を 送*^、 而して その 國家的 勢力の 樹立 1: 策せ る 
乙とは 云 ふ 迄 もな £ が、 唯を の 政策の 熾烈 S 加减に 於て、 到底 英露 獨佛の 程度 
に 至らな かつた ものと 見なければ ならな かつた、 力， デコ ブトは 其の 著英 國植 
民史の 末尾 「支那に 於け る 列强」 を 說 き、 米國の 立場に 言及して 

就中 米國に 取 6 ては、 支那は 實に 一個の 難問題な 6、 從來米 國の取 6 來 ぅし 
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對淸 政策は 非 攻勢 的な 6 き、 最初は 唯單 tt 商業と 萬 國機會 均等に pr] 戶を 開放 
せられん 事を •望みし ^ 過ぎ ざ $ 今/され ど米國 'とても 他の 諸阈が 各を の 獲物 
を 獲得せ る 間に 立ちて、 唯獨 6 袖 手傍觀 しての み 止む ベ けんや、 米國 民の 多 
數否 をの 最大 多數 は、 米 西 戰爭か 計らず も 植民地 征服 戰爭 とな 6 し 結果に 就 
き 少なからず 驚愕した う、 今 も 猶米國 の 輿論は 决し て_ 律賓の 保留を 一般に 
潔し とせざる もの、 如し、 今や實に米 11 は海外發展の岸頭に ^ 立して » ^ し 
つ、 あるな $、  而も 進取は 思は しからず 且つ 危險 なう、 されば とて 此 際默然 
靜坐 する は 忍びざる 所な- CN、 况んや 退却は 不可能なる R 於 ' 1: を や (註 一) 

と 評し 2 が、 s li: 思 ふに 十 年の 過去を 語る に 過ぎ ざ る 言と して 看過し 去る わけ 
には 行く ま 實に r 巖 頭の 躊躇」 はを の 後屢々 彼れ の鐵道 政策に も 現は n つ 

、あつ 穴ので ある 〇 

とは. 云へ 米 國の對 支. 政策は、 果して 佇立の 儘に 躊 m の 儘に 終るべき か、. 米國 
の时支 商業 政策が 口 本の 震撼 的 隆起の 事實 k ょつ て、 少なから ざる 打 擊を受 け 
た 5 S こ、 彼れ は 日本 移民の 制限に ょうその 報復を 謀れ 6 とする 所說に して 眞 


な 办 とする も、 然も か、 る 姑息 的 暗鬪に のみ 專ら にして、 その 對支 策の 根 橘を 
失念す ると も 思は れず、 又 世界 R 於け る 重要なる 各種の 問題に 對 し、 所謂 局外 
公平の 批評 者 乃至 助言者と して 存在せ し 從來の 地位ょ 6 脫却 し、 そして 自から 
責任と 危險 とを 有する 一國 として 列强の 間に 參劃 せんとす る斯國 近時の 傾向ょ 
6 すれば、 國際旋 渦の 極東の 舞臺に 於て、 彼れ は 何時まで 支那の 爲めに 計る の 
好漢た るに 甘ん ずべき か、 利權 並に 勢力 範圍 樹立に 對 する 過去の 失敗 • は 殊に 
一層 何等かの 獲物に 向つ て ^ の 執着の 勢を 附與 し來 〇 为 かも 知れない ので ある、 
果然 彼れ の利權 運動は、 近々 轉 進の 事實を 現出し、 一九 一四 年 一月 三十日には、 
時の 國民 農工 商 部 總長張 褰と駈 支米國 公使 ラィンシュとの 間に 導淮 借款 (淮河 治 
水 工事費 六 千 萬 元の 借款 ® 契約 締結せられ、 翌 二月 十日には 民國 政府と スタン 
ダ丨ド 石油 會 社との 間に， 陝西 直隸兩 .省に 於け る 油田 開發の 合同 契約 成ぅ、 列 
强の 面前に 新 彩 ある 米國 の利權 政策は 投 ぜられ たので ある。 

今次の 大戰 中、 米國は 歐 洲に對 する 戰費 軍貨の 供給に 多忙で あるが、 同時に 
支那 問題に 對 する 彼等の 注意は 一層 穎敏 とな々， 例へ ば 一九 一 五 年の 日 支交涉 
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問題に 關し ては、 日本が 支那の 主權を 侵犯す るな き や 否や 1: 監視し、 又 一九 I 
六 年の 日露 協約の 成立に 際して は、 支那 領土 侵略の ァン タント なきや 否やに つ 
き 日露 兩 國の證 言を 求め、 その外 支那に 對し ては 屢今 大小 借款 問題の 獨立 交渉 
を 試み、 現に 中央 及び 南部に 於け る 二三 鐵道 借款の 假 協定を 終へ たと も傳 へら 
れ た、 更らに 夫れ のみでな S、  近くは 五 國財團 中の 獨 逸に 代つ て、 米國は 再び 
國際團 中の 一員に 加入せ ん とする 事實 3 へ ある、 若し 夫れ 歐洲の 戰雲收 ま $、 
列强の 勢力に して 再び 支那 大陸を 襲 ふの 將來を 想像す るなら ば、 をの 秋 乙 そは 
米國が 新たに 吞 吐した る 偉大なる 黃 金力と、 尨大なる 軍備 擴 張の 覇氣 とを 以て、 
利權 獲得の 大快戰 を 試みる に 相違な く、 彼の 米 支の 接近と 云 a 、 英米の 特殊 提 
携と云 ふ 如き 問題は 數 層の 展開を 現じ 來る ものと 思は n る、 從つて 從前 寧ち 失 
敗の 歴史を 重ねた る ^ の 對支鐵 道利權 政策に 於ても、 或は 歐洲列 强の旣 得權に 
割込、 或は 新 利權の 設定を 行 ふべき 必勢 あぅ とも 考 へる、 彼の 投資家の 保護に 
•冷淡な 事と、 六國團 ょらの 撤退を 敢て した 事と にょ 6 有名なる ゥィルソン 大統 
領の當 年の 消極 政策が、 何日まで も永續 し、 幾度 も 繰 返へ 5 るべき 時勢では な 


い 


办であ る Q 

(註 C 大日 本文 明 協 會課の 同書 
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第一 節獨 逸と 山 東 

世界の 國際關 ■係が 漸くを の 面目を 一新 せんとした る 十九 世紀の 後半を a て、 
佛蘭西 白 耳 義和蘭 米 國の諸 國と相 前後し、 所謂 近世 國 家中の 一大 權威 として 勃 
興し 來れる ものは 獨逸 である、 彼れ は 一八 七 一年 帝國 統一の 覇業を 完成す ると 
共 ^ 、 政治 經濟兩 方面の 偉大なる 國家的 國民的 發展の 機運に 投入した が、 此頃 
を 以て 起 A 來れ るを の 植民 熱 貿易 熱 投資 熱の 橫流 は、 遂に一八八四年以後を，以 
て 現實 化せる 亞弗利 加、 太洋洲 諸島に 於け る 植民地の 獲得と な 6、 西部 亞細亞 南 
米 等に 於け る經濟 利益の 高騰と なぅ、 又 之れ に 伴 ふ 投資 金融 上の 特殊 機關、 例 
へば 獨逸 海外 銀 什 獨逸ブ ラジ， 銀行 獨逸 亞細亞 銀行 等の 創設と なぅ、 他の 列强 
に 對抗 して 盛 / L に 海外 雄飛を 試みる に 至つ たのみなら ず、 彼の ビス マ， クの漸 
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進 主義に 代は れる ヵィゼ ，の 急進的 甲 拳 政策には 『世界の 那邊 たるを 問は ず、 

« くも 朕の 栀を掛 くるが 爲に窗 打ち 得らる、 所には、 直ちに 起つ て 釘 打たざる 
ベから ず』 とする 如き 猛烈なる 惡魔 主義を も 抱藏せ し爲に 、 獨逸 勢力の 伸長は 
忽ち 世界の 恐怖た らんと したので あつた 〇 

顧みれば 彼の地 質學 者に して. 又 地理 學 者た るフ H  , デナ シド •フォン •リヒト ホ 
丨 ヘンが、 一八 六 九 年ょ 6 同 七〇 年に 渉つ て 支那 內地を 探撿 し、 支那の 富 源の 
廣大 無邊な る ことを 世界に 紹介して 以來 、獨 逸の 對支 那觀は 少なからず 新 彩を 
附與 せられ、 その 貿易 漸展の 傾向の 如きは 云 ふ も更な 6、 一八 七 八 年 以後に 於 
ては、 支那 政府に 對 する 借款 關係 (註  一) 5 へ も 起 ぅつ、 あつたので あるけれ ども、 
然も 世界の 富 土た ぅ 近世の 大舞臺 たらん とせ •る 支那の 何れに も、 何等 繫爭の 根 
據地を 有しな S 事は、 國家の •將 來を诲 上に 置かん とする 獨逸 を して 擅 まなる 活 
躍を 遂げし むべき 所以で な S、 露 佛英葡 の 各國が 、 當時旣 に 極東 優勢なる 根據 
地 一 支那 又は 支那に 連接す る 土地に 於て) を 有する R 拘 はらず、 獨逸ひ とり 後進の 
列 外 者と して、 亞弗利 加 又は 太 洋洲の 一部に のみ その 植民 的 遊技を 持續 する 乙 


と 太、 f 此等新 域の 地積に 於て 二百 有— 平— 犬— する もの ある にせ 
ょ、— たる 野心 燃ゆ るが 如き ヵ ィゼべ 力て セル I ずる 獨逸國 民の 堪 
へ 得る 處 V な S、 茲に 於て か 彼等は 虎視 耽々 として 支那の 國 土の 何れ かに そ 
の 爪牙を 施すべき 時機の 到來の 一日 i •からん を 期待し っ .、あったので ある。 

一八 九 五 年に 於け る 日 淸戰带 の‘ 終局に 當 ぅ、 獨 逸. か露佛 と共に 遼 東還附 問題 
1 起し S は"  5 迄 もな く 支那 S する 賣 恩の 意思に 發し たもので あるけ 
れど も、— 不幸に し v 獨逸 自身の 立場と しては パ— 不本意な— しか 齋ら 
I かった、 豫 が廣大 なる 對 償を 獲 穴る 間に 立って、 彼れ は 僅かに 一八 九 六 
年の 英獨 公債の 應 募— 功し S と、 極東 問題に 對 する 發言權 の 一般的 保留を 
確定し 得た る 外は、- 何等 彼れ が 領土 的 植民 的 野心を 滿 すべき 直接 原因とは なら 
なかつ たので ある、 然るに 獨逸 躍進の 機は、 計らず も 一八 九 七 年を 以て 到來し 
く 即ち 同年 十一月 一日 獨逸舊 敎の宣 敎師ヒ .ッ クス ジ ー クレル の 二 名 力 L-  ^ 
省 竞州附 f 於 \」 支那 暴 5f 殺 t 遭へ る 事件 S 發し SV ある S 
獨 逸が 支那に 於て 建設すべき 植民地の 候補地 V」 物色す る や、 f  — あ" 北に 
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露國 ある 時、) 假令 4>れ らの 方面に 好望の 地 あ. es とする も、 旣定の 勢力圏に 割込 
む 乙 とは 獨の 立場と して 採るべき の 策で ない 爲 に、 彼れ はを れらの 中間に 於て 
恰當の場所を見出すの必要があつ /2 、 そして 彼れ は 山 東 省に 着眼した ので ある、 
山 東の 有望なる 乙とは 嘗て リヒト ホ f ヘンの 力說 措か ざ. cs しに も 明かで ある •か、 
夙 !' c fr 來 支那 人の 間に 於ても 『能く 北京の 重 &を 爲す ものは 山 東に 如くな し、 
何とな れば 天下の 大命を 積 儲 すれば な. 〇、 渠江淮 を 中 貫し 四百 萬の 粟 皆 道 1: 取 
る』 と稱 せられた る 迄に、 支那に と 4 て も 政治 上 經濟上 重要なる 地位を 占めて 
ゐ る、 •獨 逸の 着眼の 偶然なら ぬ 次第で あつた、 然るに 右の 殺害事件 起る、 大旱' 
の 雲 霓と云 ふか 4 千載一遇の 好機と 云 ふか、 此報を 得た る獨逸 政府は 疾風迅雷 
の 勢を 以て、 同月 十四日 早く も ディ-デ リツ ヒス 提督の 率 ゆる 東洋 « 隊 ir して、 

膠 州 灣一帶 の 地を 占領せ しめ、 本國 ょ- CN は皇弟 ハィンリッヒ 親王を して 强大な 
る 極東 派遣 艦隊を 率 a 支那の 問罪に 當 らしめ た、 キニ 港畔獨 帝が 親王に 下せ 
る */ 1! の  一® 『あ、 我皇 弟、 若し 我が 權 利を 輕侮 する もの あら ば、 その 何人に 
論な く汝の 「鐵の 甲 拳」 を 揮つ て 之れ を 膺懲せ ょ』 の勵語 あ 6 し 事は、 當 年の 


史籍の 興味 ある 一齣と して 普く 世人の 熟知 T る處で ある c 

斯 くし i: 强大 なる 軍 力の 威嚇と 共に、 駐淸獨 逸 公使 フォン ニィ キンは 北京 政 
府に向 つて 强硬 なる 要求に 出で、 遂に 一八 九 八 年 三月 六日、 有名な ろ - 膠州灣 
租借に 關 する 獨淸條 約」 (註 二) を 締結し、 名は 租借 穴る も 支那の 主 權を認 めざる 
超 法理 主義の 占領 事實 は决定 3 る k に 至つ たので ある 0 

t  / 

S 一 ) 一八 そ 八 年獨逸 銀— 通 獨 亞 S の 引受なる が 如く  S る" も •同行 プノ 設立 年， 

月と 符號 せざる 點 ある チに 思， v 同行は 一八 八 九 年の 設立と 聞く) は、 中 5 事 費 公 

債と して、 牢利 五分 五 厘、 起債 額 五十 四萬磅 を 引受け、 一八 八 七 年 伯林 ヮ ー リアル 
會社 及び フラン クフ、 ォルト、 トン ネー會 社は 共同して、 淸佛 事件 費 公債 年利 五分 五 M 
起債 額 二十 四 萬 五 千 八 百 九十 磅を 引受けな どした 事實が ある： 

(註 二) 本條約 は 上記の 日附に 於て、 逸 公使と 淸國總 理衙門 事務 大臣 尙書 李鴻章 等と 會 
,4 締結した もので、 大別 三 章を 有し、 第一章に 於て 膠 州 及同灣 口の 租借、 第二 章に 
於て 鐵道 及び 鑛山 に關 する 讓與 、第三 章に 於て 山 東 省に 於け る 優先 權を 規定す る、 

ヒ f の 内界 ; 1 關 しては、 世上 山 東と 獨 逸との 關係を 記せる 書籍 多敦の 中に も 記載し 
ちれず、 繁を厭 ひ 此處に は 略す e 
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-f  ... 

#  • 

第二 節 根據 地の 覆滅 

獨帝が 勅令を 發して 、元來 租借地た るべ％」 膠州灣 を、 純然 / 2 る 獨逸帝 國の保 
護領 として 了つ たのは'  彼の 膠 州灣獨 淸條約 締結の 日を 去る 僅かに 五十二 日 目、 
同年 四月 二十 七日の 事で ある、 成程 「成功 ほど. 成功す る ものは な S  j と 云 ふ 諺 
の 通 $、 當時に あつて 支那 領土の 主權 問題に つき、 彼是と 蔭口す る ものは あつ 
たけれ ども、 旣に 目的を 達した る獨 逸の 鐙袖 政策 ^ 對し ては、 何國も 正面の 爭 
をす る ものは なかつ たのみ か、 列國は 彼れ が 暴 奪 主義の 筆. 法を 學び、 支那の 無 
力 k 乘じて 身勝手なる 要求 ^ 提出し  各 S 廣大 なる 勢力 範圍を 决定 する ^ へ あ 
つたの V ある。  ' 

獨逸は 旣に膠 州灣を 奪 ひ 去つ た、 彼れ は 一瀉千里の 勢を 以て 獨逸式 ブラン 1: 
實 行し、 該潛を 基點 として 海に 陸 ^ 能 ふ 限ぅ 許す 限 3 の 施設を 起した、 そして 
彼れ •か 一八 九九 年 以後 一九 一二 年に 至る 十三 年間に， 膠州灣 植民地 經營 の爲に 、 


.約 一億 四千 五 百 萬 馬克の 國庫 補助を 敢て し、 又 鐵道鑛 山の 爲に ^ 七 千 萬 馬克を 
投資した る 結果は 何う であつ た、 十數年 前までは 落寞 たる 一浪 村 R 過ぎな かつ 
た 靑島 は、 從來山 東の 要港た々 し芝罘 の 繁榮を 奪 ひ 去つ て 今や 北 支那の 香港た 
らんと し、 山 東鐡 道の 收益 は、 一九 〇四 年の 三十 萬 三千 馬克ょう 一九 一一 年の 
四百 三十 三 萬 三千 馬克 R 伸び、 膠 州灣の 防備 並に 港灣 設備は、 彼れ が朿洋 唯一 
の 軍事上の 根據 地た るの 實を示 し、 又 植民地 內に 於け る 立法 司法 行政と 云 ひ 財 
没 土地 敎 育と 云 ふが 如き 政治的 方面の 諸問題 も、 常に 圆滑な る發 達を 齎らしつ 
、あつ， たので ある、 加 之 彼等の 巧妙なる 對支 政策は、 一方に 於て 各種 利權を 伸 
長し、 他方に 於て 支那 朝野の 人心を 收攬 し、 英 人の 所謂 『山 .東に 對 する 獨遙の 
野心に 關 する 支那 人の 疑惑 恐怖の 念は、 今や 全く 好意的 信念に 由つ ' t; 取 6 かへ 
らる、 』 の狀態 あう しと 共に、 根據 地の 確立 R 成功した る 彼れ は、 山 東を 中心 
として 更らに 江 蘇安徽 河南 直 隸の諸 省に 向つ て、 漸次 利權. の擴大 V」 計う、 勢力 

展開 百貨 吸收の 政策を 目論見 來 つ たので ある。 

S へばべ エト ホ ォヴヱ ンの 音樂、 ゲ I テの 詩文に 培は れ /2 る 文化が 失せ -c 
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交 萍に於 ft s. 鏤逶科 樓と 列强 〇 致 策  .  三 四 A 
ビス マ， ク 、モルトケの 事業に 築かれた る 文明を 有する 獨 逸、 シヤー レ マンの 雄 
_ に 憧憬して、 軍國 主義 侵略 主義の 權化た る カィゼル •「俊 邁の 中 ic 野性を 藏 し、 
聰明の 中に 陰晦を 留む る」 獨 逸人の 濶步 する 虞は、 即ち 獨逸禍 の 及ぶ 處で あつ 
た、 而して 山 東の 地 も 亦 之れ に 見舞 はれ、 老大 支那の 將來の 危ぶまれた にも 碑 
由は あつた、 然も 遂に 天なる 哉、 一九 一四 年の 夏季を 以て 彼れ が 歐洲の 天地に' 
爆發せ しめたる 大戰の 飛沫が 東洋に 及び、 同年 八月 二十 三日を 以て 日獨 間の 國 
交斷絕 する や、 5 しも 獨逸が 六 千 有. 餘の 日子 1: 重ねて 築き上げた る、 東洋 唯一 
の根據 地た 6 對支 政策の 策源地た る 膠州灣 も、/ 日本 精銳の 砲火 ^ 敵し かね、 早 
くも 同 十一月 十六 日を 以て 開城す る ZL と、 なつた ので ある、 二十 年の 昔 支那に 
領土を 有する 乙とは、 東洋の 平和に 害な 6 として、 日本ょ 6, 遼東 半島を 奪 CA 去 
れる 獨逸國 は、 二十 年の 後 膠 州灣を 日本 0 爲に 抛棄せ ざるべからざる 奇怪なる 
運命の 訪問を 受けた ので ある。  . 

然らば 次に 日 獨戰爭 の 結果と して、 獨 逸の 蒙れる 山 東 利權の 打撃の 程度は 如 
何なる もの か， 更ら に又獨 逸勢 力轉 覆の 範圍は 、所謂 彼れ の 保護領に のみ 限ら 


月 /- ; 1 '  ;!  JI.J—  ^  I:  3  J. 

てた か、 一九 一 五 年 五月 二十 五？ /f 以て 締結せられ たる 日 支 條約中 「山 東に 關 
する 條 約」 第 一 條に 日く、 

支那 國政府 は、 獨逸國 が 山 東 省に 關 し、 條約 其の 他 R 依 6 支那 國に對 し -1: 有 
する 一切の 權利 、利益、 讓與 等の 處分に 付き、 日本 國 政府が 獨國 政府と 協定す る、 
.'一切の 事項を 承認すべき ことを 約す  . 、 

と、 又 同日 附兩國 (日 支) 交換 文書に 日く 

(前略) 日本 國政府 は、 現下の 戰役 終結 後、 膠州灣 租借地に して 全然 日本 國の自 
由處 分に 委せら る、 場合に 於て は、 左記 條 件の 下に 該 租借地を 支那 國に 還附 

すべし 〇  - 

(一)  膠州灣 全部を 商港と して 開放す る 乙と 

(二)  日本 國政府 に 於て 指定す る地區 に、 日本 專管 居留地を 設置す る 乙と 

(三)  列國に して 希望す るに 於て は、 別に 共同 居留地を 設置す る こと 

(四-右の 外 獨 逸の 營造物 及び 財産の 處分 、並に 其の 他の 條件 手續 等に 付き i: は 
還附 實一了 に 先ち、 m 本國 政府と 支那 國 政府との 間に 協定を 遂 ぐべき 乙と 
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と、 即ち 右に 依つ て 見る 時は、 山 東 及び 膠 州 灣の處 分は、 戰後 之れ を 日獨 間の 
協定に t つ 必要が ある、 從つ て戰時 中 k 屬 する 今日に 於て、 今遽 かに 獨 逸根據 
地の覆滅と云ひ、 東 勢力の 驅逐と 云 ふは、 必ずしも 正當 なる 見方で ないか. も 
知れぬ、 然しな •から 獨 逸の 將來に 對 する 吾人の 觀測に 於て、 日 獨戰爭 の 目的に 
於て、 協定 乙 そ將來 R 於て せらる、 乙と であるけれ ども、 山 東 及び 膠 州 灣に關 
する 獨逸 勢力 存滅の 問題は、 特殊なる 突發の 事件 あらざる 限ぅ、 軍事上 政治 上 
並に 經濟上 山 東の 獨逸は 最早 戦前の 隆昌なる 狀態に 復歸 すべく も あらざる、 J と 
は、 吾人 之れ を斷 ずるに 躊躇し ない 所で ある、 若しを れ戰 前に 於け る獨 逸の 對 
支鐵道 政策に 至つ ては、 彼れ •の 現狀の 如何に 不拘、 支那 及び 他の 列强の 政策 ^ 
交錯す る もの あるが 故に、 以下 一遍の 回顧を 與 へんと する 吾人の 擧は 、必ずし 
毛 徒勞な ら ざるべき を 信じて 疑は ぬ 0  . 

第三 節 利權 及び 投資 機關 


高津山 
韓浦 東 
鐵 J 鐡 鐵 
道 S 道 道 


，濟 順鐡道 

粵川 漢鎩道 
(二) 獲得 未詳 
鐡  道 

煙 濰鐵道 

滇百鐵 道 
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二八 三 
三 九 一 
ニー 〇 
ニー 〇 
一、 ニニ ー 
利權 

哩數 一地 


3  -1 

n 


東 


®L 隸 、山 東、 江 蘇、 
安徽 

山  東 
山 東、 直隸 
湖南、 湖北、 四川 


承 


辧 


m 款 

(並 K; 枝 線 借款 優先 權) 

司 

同 


權 

卜 查 

楢 

h 

上 


借  歆權 

(英 、米、 獨 、佛 、共存) 


一八 九 八 年 三月 
一九 〇八年 一月 
一九 一三 年 十二月 
同  上 
一九 一一 年 五月 


七 〇 


六三〇 


方 


山 


東 


雲 南、 貴 州、 廣西 


利權 種類 


借 


款 


権 


同  上 

(並に 鐵逍 沿線 採 鑛權) 


摘 


耍 


逸 


近時 敷設 資金の 貸與に 成 巧した る 
やの 風說 ある も詳 ならず、 (一九 一 
四 年 春 頃) 

佛 國の欽 偸 利權に よ 9 破られた る 
ものら しけれ ど、 一 說には 成 巧せ 
リ とも 1 K ふ、 (一九 一三 年 八月) 

三 五一 


第一 欵 利 權一覽 

0 

へご獲得利權 

鐵  道  哩數 | 地  方  利權 種類 i 獲得 年月 


支那に 於け る鐵 ii 利權 と列强 の 政策  ,  -  三 五 二 

(備考) 右 表 U  X 二〕 : ft ハ 「利權 種類」 中 「同上」 と 記せる は 「借款 權」 に 對す '〇 もので'  括弧 內の附 屬 

0 

利 權をも 含む 意味では ない、 各阈の 利權 表に 就ても 同. 斷で ある 0 


第二 欵 投資 機 關一覽 


二) 單獨投 資團 

摘  要 


一八 八 九 ^ R: 月 十五 日 上海 領事館に て 
登記、 獨 逸の 機 關 銀行、 創立者は 獨逸 
第一流の 銀行 商會 十三 行、 普通、 爲替' 
値 民の 業務を 取扱 ふ、 利 權關係 最も 大 
なり 0 

支那 名義なる も獨逸 實權を 握る C 


比較的 古くより 支那 借欵問 題に 關與す 0 


獨逸 クルップ 會 社の 代理店に して、 鐵 
道 投資 活動に も從 事す。 


(二) 國際 投資 團 


名 


稱 


德華鈒 行 (獨 亞) 
Deutsel r Asiatische 
to ank. 

保 商 銀行 

瑞 記 洋行 

Asllold,  Karl a- ry 

&  Co. 

禮 和洋 行 

pll.lowitz  Co. 


未 

末 

. — ▲ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 
0 兩 

七 

五 

〇 

〇 

〇 

〇 

◦兩 

資 

詳 

詳 

本 

同 

獨 

支 

獨 

國 

籍 

上 

逸 

那 

逸 

香 

未 

北 

M 

天 

津 

漢上 

口 海 

-一 F 本 

支 

那 

所 

在 

m 

港 

詳 

五 

國 

四 

國 

國 

財 

財 

際 

團 

團 

園 

英 

英 

共 

佛 

0 

佛 

同 

露 

米 

國 

獨 

德 

獨 

逸 

銀 

公 

華 

銀 

逸 

〃司 

行 

團 

獨 

亞 

銀 

行 

外 

十 

Mi 

行 

商 

粤 

川 

漢 

鐵 

道 

利 

權 

収 

得 

摘 

要 

i 

第 四 節 利權と 政策 


第一 欵 山 東鐵道 


第一. 項 敷設の 由來 

.  一  -  ， 

山東鐵 道の 敷設に 對 する 獨 逸の 企圖 は'  膠 洲灣經 略の 意思と 同時に 起つ た、 
卽ち 一八 九 七 年 十一月に 於け る獨 公使 ハィキンの 提出した る對茭 要求の 第 四 項 
乙 そは、 本線 敷設に 關 する 要求 だつ たので ある、 又 之れ が 利權の 獲得 も 膠洲灣 
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支那に 於け る鐵道 利 權と列 强ハ 政策.  三 五 四 

の. 租借 並に 山 東省內 投資 優先 權の 確定と 同時で、 彼の 一八 九 八 年 三月の 獨淸條 
約の 第二 章に 依る ものである 〇 

條約 調印 後、 獨 逸の 資本家 十四 行は、 獨亞釵 行を ^ の 代表者と し 1 鐵道 敷設 
の 許可を 出願し、 玆 k 一八 九九 年 六月 一日 獨逸 政府は 該條 約 R 準據 して、 一 方 
上記 資本家に 對し靑 島 濟南間 並に 之れ に 接屬 する 一枝 線 建設の 允許を 與 へ、 他 
方 支那 政府と 之れ が 敷設 協定を 結んで 獨支 合同事業た るの 形式を 整へ た、 斯く 
して 名義 上獨 支の 共同た るべ くして、 その 實獨 人專有 (註  一 0. 華 德 膠濟鐡 路 公司 
即ち 獨逸 樞密 顧問 官ヒ ツセ H  , 氏を 總裁 とし、 資本金 五 千 四百 萬 馬克を 有する 
山 ^ 鐵道會 社 (Die  scllalltlmg-sseubahll Q eselscllaftj  は、 同年 六月 十四日を 以て 伯林に 

創立 (註 二) せられた ので ある。 

獨 •逸 政府は 會社に 命ずる ^ 、  一八 九九 年 九 B ょぅ 工事に 着手し、 五箇 年內に 
膠 州 ® の 一角 靑 島ょ 6 起ぅ 濟南府 に 終る 四百 五十 基 米 ♦ 即ち 二百 五十六 哩の鐵 
道を 竣成した る 上 他の 線路に 及ぶべき を 以てし / a 、 會社は 右 命令に 從 ひ、 をの 
成立と ともに ® 金の 四 分の 一 即ち 一. 千 三百 五十 萬 馬克 ^ 拂込み 尋で， 一九 〇  ■一： 


年 一月 その 十分の -: 即ち 五 百 四十 萬 馬克を 拂込み  一九 〇四年 一月 更らに 七 
百 八十 萬 馬克を 拂込 み、 豫定の 如く 工事に 着手し、 一九 〇 一年 四月 八日 靑 州ょ 
ぅ濟 南に 至る 七十 七 基 米の 敷設 1: 竣成し、 九月には 膠蚓高 密間 三十 二甚 米を 敷 
設 し、 一九. 〇四年 三月 靑島濟 南 間の 全線 竣工に 續 s て、 張 店 博 山間 約 四十 基 米 
の 枝 線 も 亦 同年 六月 一日を 以て 開通し ^ ので ある こ 

獨 逸の 山 東 經營に 對 する 大動脈は、 上記の 如くに して 波打つ 生命を W 與せら 
れ、 露の 東淸 、R の 南滿、 英の九 龍. 佛の鎭 越に 對抗 する ものと なつた の’' て ある こ 

(註 一〕 發企 人中には 勿論、 株主 中に も 一人の 支 -^ 國民 は 存在し ない のが 事 實で ある、 

山 東 官憲の 株主た る や 否やは 諸說 一致し ない、 何れに する も獨 逸は 支那 人の •加 人を 
■巧みに 枢絕 し' たもので ある 事は 爭はれ ぬ。 

(註 二) 山 東 鐵道敷 設及ぴ 營業 免許 條例 並に 會 社の 定欵に 於て、 伯林の 本店は 之れ を あ 
る 時期の 後靑 島に 移轉 せし むべき ことを 規定して ゐる C 
(德 考) 山 東鐵 道の 敷設 問題に 就て は、 獨逸 政府は リヒト ホーフ ヱン 男の 意見を 徵した 
が、 男は 之れ が 爲に 一八 九 八 年 - I 山 東 省と 膠 州」 なる 一書 中に その 具體的 意見を 吐露し 
た、 先づ 『膠 州灣の 將來と 重要とは、 懸、 リて鐵 道を 敷設して 內地を 開拓し、 鐵道に ょ 
第 六 章 獨  逸*  三 五 五 


支那に 於け る鐵道 利權と 列强の 政策  三 五六 
リて豐 富なる 石炭を 採掘す るに あり、 鐵道 敷設は 一方に 於て 獨 逸の 政治的 勢力を 扶 

/  •  I 

植 すべく、  他方に 於て 經濟的 勢力を 擴 張すべし 云々』 と 胃. 頭し、 次で 鐵逍 線路を 指定 
し 左の 如き 順序に より 敷設すべし と 主張した 〇  . 即ち (大意) 

(一)  西部 線  膠 州 濟南府 間の 幹線 Q 

(二)  南部 線  ⑷ 膠州灣 •沂 州、 線、 但し 幹線 上の 高密よ リ分岐 のこと、 (b) rr 州 濟南線 〇 
(三： >  東部 線  濰縣 よリ 分岐 芝罘に 到る 0 

而 して 山 東鐵 道の 敷設 後 1C 於て、 夫は 將來 左の 如く 延長 せら. るべき も •  〇 なること 
を 主張した、 卽ち (大意) 

a :) 北京と 膠 州との 聯絡  山 東鐵逍 を 延畏 して 黃河 を渡リ 蘆 漢鐵遒 と接績 する こと 0 
(二〕 支那 各地との 聯絡 山 東鐵道 よ y 放 線 狀に延 及して III 東 省 外の 各地と 結ぶ こと 0 

-  '第二 項 利權的 觀察 

擎  .  • 

. 一八 九九 年 六月  一 m 附の山 東鐡道 敷設 及營業 免許 第 十二 條 

帝國 政府は 許可を 與 へ / 2 る n 上ぅ 計算して、 六十 年の 後 又は 其の後 五ヶ 年 0 


終に於て、 


1 ヶ 年の 前行 通 fr を 含み、 該 特許に 從ひ會 社に ようて 政設せ ら H 
たる 鐵道並 凡ての 建 S 鐵道用 車輛 附屬品 其 他鐵道 業に ようて 利 辟せ る ? B 立 金 

及新蠻 勉 資金を も 合せて 之れ 1: 購買す る 權利七 留保す . 

の 規定よう 見た る 鐵道會 社 對獨逸 政府の 關係 如何に 拘はら ず、 又 膠 濟鐵道 章 程 

第二 十八 條 

此鐵 道は 將來 支那 政府に 於て 買 上ぐ る Z: とを 得、 其 買 上の 方法は 將來 M 力に 之 
れを商 議 すべし 

の榮 項に 依つ て 將來 支那が 買 收の權 利 1: 保留す ると 否と に 關せず 、獨逸 其 者の 
立場に 於て は 膠州灣 租借 事實 の存續 する 限 立 名義 上の 期限は 九十 九ヶ々 J  ^  r. 
U 本鐵 道に 對し 純然たる 承 辨の權 利を 有し、 又 有せん としたの' て 幻つ た 
> 然 〃ながら 獨淸條 約 第二 章 第三 條は、 同 鐵 道の 敷設 及營 業に 對 する 支那 政府 

の 待遇を 規定した る 後 

本 規定は 專ら經 濟 事項に 關 する 者に して 別に 何等 他の 意義を 有する ことなし 
前記 鐵 道の 敷設に 際し、— 省內の 如何— 土地 も 併合 若く は 占有 せらる 乙 
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支那に 於け る鐵道 利權と 列强の 政策  三 五八 

とな かるべし 

と 云 ひ、 又 同 第 四條に 於て 鐵道 線路を 距る 三十 淸 里の 地 帶內に 於け る礦 山 企業 
に 對 する 支那 政府の 待遇を 規定した る 後同樣 の. 意味 1: 附記せ る 如 5 、 或は 膠濟 
鐡道章 程 中の 數條が 明規 する 如く、 獨逸が 本鐵 道に 對して 行政 權或は 軍事上の 
權利を 有する のは、 單に 租借地 內の ものに 限 $ 其 他に 於て 之れ なき ことは 明 〇 
で ある、 即ち 本鐵 道は 其 組織 及び 期限 附帶 の a に 於て は、 露國 の東淸 日本の 南 
滿に 類似す るが、 東 淸南滿 が鐵道 沿線 地方 K 行政 權を 有し、 殊に 前者が 軍事上 
の權 利 1: も 併有す るに 比すれば 徑底が ある、 陸に 白 耳義を 蹂躪し、 海に 中立 國 
の 船舶を 擊破 する のが 獨 逸の 眞價な らば、 軍事 及び 行政の 權利 なき 山東鐵 道と 
雖も その 將來の 運命は 保證し 得ない ので あつた けれども、 唯今 日 迄の 事 實の吾 
人に 語る 處は、 獨逸は 本鐵 道の 上に 期待す るに、 先 づ經濟 的利權 政策の 實價を 
擧げ しめ / L としたかに 思 はれる、 是れ 政治の 基礎 1: 經濟 R 置かむ とする 全山 東 
政策の 結果た ると 同時に、 過渡期に 屬 する 植民地 建設 事業を 扣 へたる が 爲めで 
あ 〇 穴 0  ' 


、第三 項 經營の 成績  ：_ 

一時間 六十 基 米の 速力に 堪ふ る鐵製 枕木を 使用して、 幹 枝 線 二百 八十 哩に渡 
う、 所謂 獨 -m 式鐵 道を 完成す る爲 めに、 彼は 五 千 二 T1 九十 萬  一 " T 二百 二十ナ F 
克の 建設費を 投じ. 萬 一經營 上の 損失 あう とも 敢て辭 せ ざらん とする の决 心を 
示した 所に も、 彼れの政策が將來百年の經濟主義 /2 うし俤は見ぇるのである、 

をは 兎 も あれ 幸に して 山東鐵 道の 經營は 損失を 見ざる 計 $ か、 一方 鐵 道の 運 
輸に 於て は 一九 〇四 年度の 乘客數 五十 五 萬 八 千 人 輸送 貨物 十七 萬 九千噸 ょう、 
一九 一二 年度の 乘客數 百 二十 三 萬 人 輸送 貨物 八十 二 萬 七 千嚼に 上う、 乘 客に 於て 
二倍 强 貨物に 於て 五倍 弱の 好成績を 示し、 他方 靑島發 展丄の 貢献に 於て は 一 
九〇四 年度の 靑島 輸出入 總計 三百 三十 萬 雨ょ 6 一九 一〇 年度の 千 八 百 二十 萬 ^ 
に 上 6、 ff r 六 年間に 五倍 半の 增 加を 來 S しめ /? 

然も 右の 好成績は、 堪 に 自然 的 理由 即ち 本鐵道 通過 地域が 山 東 省 中 最も 豐饒 
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支那に 於け る 鐵道利 機と 列强の 政策  三 六〇 

の 田野に して 各種の 物產に 富み、 人民の 購買力 も 稍 なる 爲めに 、 鐵道こ A 
する 知 @の增進に伴ひ、本線利用の傾向 |: 大ならしめた結果とのみ解すべきか 
否か 吾人は 其 必ずしも 否ら Vo る 所以 數個を 發見 する、 例 之 各 停車場よ 也 
に 至るべき 良 道 R 乏しく、 又 水路の 如 & も 殆 ん ど絕無 2C 等しき 狀態 なる 結果、 
沿線 以外の 住民 及び 物貨は 依. 然として 鐵 道の 利便に 遠ざか §、 貨物の 出 廻ぅ fi 
外に 難澀で ある、 之れ 沿道の 地味の 豊饒を 以て 遽かに 鐵道 經營の 易々 たるべき 
を 速斷し 能は ざる 所以で、 獨 逸の 苦心を 要せし 理由の 第一で ある、 又 元 來本鐵 
道收 入の 七 割は 貨物 運賃で あるが、 然も 貨物 運賃の 半額は 石炭の 運搬 R 由る に 
拘はら ず、 炭 量.， の豫 期 R 反して 僅少なる と 且つ 炭質の 粗惡 とは、 自然 その 用途 
を 閉塞し、 遂に 山 東 鑛山會 社を して 經營 困難の 爲め山 東 鐵道會 社に 合併す るの 
後年 あ- 0しが如く(註一)、本鐵1が樂々として貨物輸送運賃の增收を期待し净ざ 
る狀 態な-^ し 事は、 彼等の 苦. 心を 要する 理由の 第二で ある、 吏ら に 彼の 濟南以 
西の 貨物は 山東鐡 道に よつ て靑島 に 到る か、 將た京 漢鐵 道に 由つ て漢 口に 出ず 
るかの 問題の 如き、 或は津 浦 鐵 道の 開通に よぅ 將來濟 南中、 いの 貨物よ 北し で 天 


律に. 行くべき や 東して 靑 島に 來 るべ— の 問題の 如き、 皆 自然に 放任して 濟ほ 
且つ 本線の 繁榮は 期せら るべき ものでは なかつ ^ 苦心の 理由の 第三で ある 0 
而して 彼れ の 苦心が 如何なる 政策と な $ 方法と なつて 現は れ來 たかに 就て は 
吾人 之れ S 說 する の 餘裕を 持 s  s •か、 兎 為 も 山東鐵 道經營 上の 好 成 I、 
その 六 割 乃至 七 割を 獨逸鐵 道 政策の 苦心と 巧妙と に 歸ぜ しむべき ] F 當の 理由 あ 

る 乙と 丈け は 確で ある。 

(註 一〕 兩者の 合併は 一九 一三 年 八月 0 

第二 欵 ♦高 韓 借款 權 

一九 一三 年 十二月 三十  一 m 駐支 獨逸 公使、" クス タク ゼンと 支那 外交 總長孫 W 
琦 との 間に、 正式 調印を 了せられ たる 契約に ょ 獨逸 (獨亞 銀行) は 

一、  高密 韓莊間  二 西 十 pig 

二、  濟南 順德間  百 二十 哩 

第 六 章 獨  逸  一 f; ハー 
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の 二路に 對 する 三百 五十 萬磅の 借款 權を 獲得した •か、 之れ に 就て は 當時內 外の 
新聞紙が、 盛ん k その 成功を 高調した 如く、 該利權 は獨逸 側 R とぅ 極めて 重大 
な價値 又は 使命を 有する 所の ものである 0 

抑 も 高韓鐡 道とは (齊 順鐡 道は 次 欵に讓 る)， 彼の 獨逸 租借地 帶の西 端膠濟 線の 
一驛 高密よ $ 起 A、 西南 沂州 1 過ぎ 山 束 江 蘇の 境界津 浦 鐡道北 段の 一驛 たる 韓 
莊に 達せん とする もの 5: 云 ふので あるが、. 今 本線 對獨 逸の 關係を 說 くに當 つて 
は、 先 づ膠沂 線の 曲折よ $ 筆を 起 3 なければ ならな so 

顧みれば 一八 九 八 年 二月 六日の 膠州灣 租借 條約 第二 章 第 一條 ^ 依つ て、 獨逸 
は 膠 濟鐵道 敷設 權の外 

一、  膠濟鐵 道を 濟 南よ 6 山 東 畨界に 延長す る權利 (.濟 南よ ぅ德州 附近に 到る) 

二、  膠州灣 よ A 沂 州 萊蕪縣 を經て 濟南府 に 達する 鐵道 敷設の 權利 (假に 膠沂及 
び 沂濟 線と 云 ふ) 

を 獲：： が、 その後 同年 六月 十八 日 ic 至 $、 彼れ は英國 と共に 支那に 對して 天津 
鎭江線 敷設に 關 する 假 契約を 締結した、 然るに 同假 契約 第二 條に よれば、 津鎭 


鐵 道の 豫定 線は* 天津 德州濟 南を 經て 峰縣に 至 6、 更 らに鎭 江に 達すべ 5 害な 
6 し爲 めに、 前記 第一の 豫約 利權た る濟 南よぅ 山 東省界 に * する もの、 及び 第 
二の 利 權中沂 州濟南 間を 結ぶ ものは、 從 而津鎭 鐵道豫 定 中に 包含 せらるべき 己 
ととな 6、 又殘 6 の膠沂 線と 雖も 右津 鎭鐵 道の 一枝 線 中に 併合 せられん とする 
の狀 勢で あつたが、 かくては 獨 の津鎭 運動は 過半 無意義に 終るべく、 舊利權 の 
外に 新 利權を 設定す るに 於て Z: そ、 始めて 彼れ の 面目 も あぅ 又 本來の 意思に も 
添 ふわけ である、 されば 多 謀 多 算の獨 逸 / 2 る もの 何條默 止に 堪ふべ & 答がない、 
果然 彼、 れは その 交換 問題と して、 一九 〇二 年を 以 で 左記 二 個の 新 要求を 提起し 
た、 即ち 

(一)  山 東 省 界の德 州よ 6 直 隸省正 定府に 至る 線路の 敷設 權の 許與〇 

(二)  广東省 兗州府 よ-^ 河南 省 開封 府に 達する . M 路の 敷設 權の 許與〇 

然るに 此 ^ 不幸に して 支那の 容る 、所と ならず、 依つ て獨 逸は 一時 該 要求を 中 
絕の 儘に 委棄す る もの、 如く 見せかけ、 實は 本來の 目的に 向つ て 其 後引續 & 巧 
妙なる 暗中飛躍を 試みつ、 あつたの が、 殊に 一九 〇七、 八 年の 交 k 於て は、 山 東 
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巡 無 孫 寶琦を 抱き込み、 又 買 收脅壓 によつ て 中央政府に 迫 6、 遂に 津鎭鐵 道の 
豫定 線路を 變更 して 彼れ R と 6 有利なる べき 新 線路を 决定 せしめ、 又 次で 一九 
〇九年 五月 六日 淸國 政府の 德州 正定線 及び 兗州 開封 線 並に 膠州沂 州 線 R 對する 
交涉に 回答して は  - 

. 膠 州沂州 間の 鐵道 は、 淸國 の官營 として 西曆 一九 一 五 年 一月 一日 迄に 敷 

設 し， 若し 外. 資を 借る 埸 合には 必ず 獨 逸よぅ 商 借し、 且つ 獨逸 技師を 聘 用す 
ベ &  とを 條件 として、 獨逸 政府は 此鐵道 敷設 權 V 讓與 する もの 云 令( 回答 第 
二 項の 內) 

と 云 ひ、 BI らに 

膠州灣 租借 條約 第二 章 第四條 によ 6、 獨逸商 人は 膠 州よ ぅ沂 州府に 至る 鐵道 
及び 濟南府 よぅ 山 朿省 西界に 至る 鐵 道の 沿線 三十 淸里 間の 石炭 採掘 權を有 す、 
而して 今 該鐵 道が 淸 國の官 營に歸 する も’ 此 石炭 採掘 權は 依然 獨商の 保有す 
る 所な 立 同 第三 項)  . 

となし、 以て 名を 棄て實 を 取る の 方策を 樹て た。 


かくして 獨 逸の 自重 數年 に涉 ると、 一九二 年の 革命 以後、 支那 財政の— 
に 乘 じ / 2 る列强 間の 利權 運動 漸く 高騰す るの 時代と なつ / 2 力 に獨 逸は 可 
也 久し— 重隱 忍の 假 面を 脫 し、 支那 £ して 膠沂 線の 西南 延長 權 (及び 濟 南と 
京漢鐵 道と を 聯絡す る鐵 道) を 要求し、 をして 之れ が 利 權許與 の 內諾を 得る と 共 
に、 起點膠 州は 政策 上の 利便ょ 6 高密 R 變更 し、 又 終 黙は 徐州 附近の 韓莊 (货 際 
は徐 州な らん も 第三 國の 利權 R 對 する 關係 上、 工事 着手 迄は 徐 州の 名を 秘せ るか 
に 思は る) と决定 し ^ る 後、 愈 本契約を 締結す る R 至つ たので ある 

就て 一二 言すべき は、 徐 州に 於け る 右の 線路と 海蘭鐵 道との 連絡で ある、 海 蘭 
線 東方の 終點は 海門に 决せ られて は 居る けれども、 若し 本線 (高 韓) にして 竣工す 
るなら ば、 海 蘭 •の 貨物は 徐 州ょ 6 海門に 注 r か靑 島に 走る か、 海門の 繁榮 は英 
國 の嫌惡 する 所なる が 故に、 將 來と雖 も 徐州以 東の 海 蘭 線經營 策は 容 & なら ざ 
るべ く、 或 a は 期せず して 靑島に 向 ふの 運命では あるまい か、 彼の 海蘭鐡 道 一 
千哩は 本線 二百 哩の 効果 R 如かず と 評する の も、 决して 過當 にあらざる を覺ぇ 
る。 


支那 K; 於け る鐵道 利權' と列强 の 政策  三 六 六 

デ  1  V 

第三 欵 順濟 借款 權 

實に 高密ょ $ 徐州府 に 至る 鐵 道を 爪牙 とせば、 濟南府 ょ 6 順德 方面に 向 ふ も 
のは 其 羽翼な ぅ、 雨々 相 待つ て獨逸 將來の 飛躍 察する に 難から ざるな $ 
と甞て 一芝罘 通信員を して 云は しめたる 所謂 順 濟鐵道 百 二十 哩の 利權 は、 高韓 
鐵 道と 共 ^ 一九 一三 年 十二月 三十 一日 1: 以て 獨逸の 手中 k 歸し た處の 7^ ので あ 
る。 

思 ふに 獨 逸と 順濟鐡 道との 關 係は 決して 一朝一夕の ものでは なく、 其 敷設の 
ブロ グラムた る や 古く、 利權 獲得の 經路た る や 複雑を 極め、 實に 吾人の 見る 處 
を 以てすれば、 本線 位 「洗練され たる 利權の 本質」 を 有する ものは- 支那 鐵道 
中に 於て も 稀れ である、 何と なれば 本 利權の 獲得 迄には 左の 如き 曲折を 有し 0 
二) 一八 九 八 年 三. 月 六日 訂 結の 獨淸條 約 第 一條の 規定に 由つ て 獨逸が 得た る濟 
南 以西 「山 東 省の 境界に 至る もの」 たる 鐵道布 敷權乙 そは、 獨逸が 將 來直隸 


河南 山 西に 伸びん とする 前提で あつた c 

(二)  獨逸は 這の 目的を 以て 濟 南よう 山 東 直 隸の界 なる 德州 への 鐵道 布設 を豫定 
したが、 一八 九九 年 六月 十八 日 成立の 津鎭鐵 道 布 設假 契約. によう、 該線路 が 
津鎭 線の 一部と して 當然 包括せられ る k 至う し 結 觅： 

(三)  獨逸は 一九 〇二 年津鎭 問題に 關 する 折衝の 時期を 利用し、 時の 淸國 委員た 
る 唐紹儀 及び 梁 如 浩に對 して、 德 州よう 直 隸省正 定府に 至る 鐵道 (並に 一 兌 州よ 
$ 河南 省 開封 府. に 達する もの) 敷設 權の 許與を 申込んだ。 

(四)  然るに 右 申込に 對し ては 淸國は 言を 左右に 托して 應ぜ ず、 獨 逸は 止むな く 
時 幾の 到來を 待つ/^ と 六 年、 一九 〇八年 一月 十三 日津 浦鐵道 の 確定 契約の 調 
印 あう し 前後、 « ねて 膠沂沂 濟及び 濟德諸 線は 之れ を 津浦鐵 道 線路 中 (幹線 又 
は S 線と して) 抱 括辦理 したき が 如何との 淸國の 提議 あるに 及び、 獨逸 は玆に 
一面 淸國 の該 提議を 容れ、 他面 之れ •か 交換 的の 意味を 以て、 德 州よう 正定府 
に 達する 一 支線 (及び 兗州府 又は 津鎭鐵 道の 他の 一驛よ 6 濟寧 州を 經て 河南 省 
DS 封府に 達する 一線 路) を 津浦鐵 道 借款 5 is 料！ £ 結 後 十五 年 內 に、 淸國 自らの 資 
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本を 以て 布設 すべく、 若し 外國の 資本 1: 要する 場合には 必ず 獨 逸よ 6 借 入 5 
べき 事に 同意せ よと 回答し、： 此 際の 獨 逸の 申込には 同鐵 道の 敷設 權 獲得 V 主 
張せ ず) 漸く 淸國の 承認を 得た、 (註 一) 

f 五) 然れ 共獨 逸は 猶ほ脾 肉の 嘆に 堪へ ず'  彼れ は 二度 時機の 到來を 祈ぅ つ、 あ 
つたが、，好機は三度彼れを訪れた、 即ち 支那の 第一 次 及び 第二次 革命を 利用 
し、 雀躍の 裡 ic 彼れ は 德正鐵 道 計 書を 廢して 濟南府 順德 間の 鐵道 利權 (及び 膠 
沂鐵道 並に 兗 州よぅ 道 口 R 至る 鐵 道と 共 ^ ) を 要求し、 遂に 民國 政府の 容 る、 
所と なつた ので ある。 

又 本線 决 定の爲 めには 左の 如 & 犧牲を 拂 ひ 

(ご 獨逸 最初の 豫定計 書 樹立 以後 十 有 五 年の 時日を 費し。 

(二) 膠州灣 租借 條約 第二 章 第 一條 中の 獨逸 獲得の 利權の 一部 ?: 放棄し。 

(三 r 山 東鐵 道の 經營に 係る 洪山仿 子 炭坑 及び 金 嶺鎭鐵 山の 利權は 確保 せらる、 
代 一九 一一 年 鑛山會 社が 山 東 省 官憲と 契約せ る 鐵道兩 側 三十 淸里以 內 R 
於け る鑛山 採掘の 獨占權 放棄に 同意し 〇  . 


(四) 敷設 及び 經營の 利權を 放棄して、 單に 借款 及び 工事 監督 其 他の 利權に 滿足 
した。 

SI らに獨 逸は 左の 如き 考慮を 線路の 决 定に對 して 費し 

''ノ  / 

(一)  獨逸が 本利權 獲得の 决定を 見ざる 以前に 於て、 一面は 利害の 打算ょ $ 一  面 
は 支那 誘引の 策と し V、 一九 〇八年 一月 中獨支 間に 意思の 練 通を 見た る竞州 
開封 及び 德州正 定の二 線に 對 する 利 權を廢 して 尙ほ 「濟 順鐵 道の 借款 權を承 
認 3れ たし」 と 申込み 

(二)  濟順鐵 道は*  & に 支那 郵傳 部に 於て 布 設計 書を なし、 調査 測量の 上 旣に上 
奏 裁可を 得た もの 故、 獨逸は 支那 政府の 呑み込み 早 かるべき を 利用し。 

(三)  一九 一三 年 十二月 三十 一日の 獨支 契約に 於て 「本線の 終點 は、 京漢 線順德 
府以南 信 陽 以北の 一地 點を SI ぶこと を 得」 との 利權を 保留した ので ある こ 

而して 歐 洲大戰 前の 觀 測に 依れば、 獨 逸が 本 利權 に對 する 着手は、 猶豫な く 目 

近く 决行 する かに 傳 へら r たが、 要するに本.線と云ひ高徐線と云ひ、鐵道完成 

の曉に は 彼れ の對支 活動に 數段の 光彩を 添へ るに 相違な かつた ので ある 〇 
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.支那に 於け ?) 鐵逍 利權 と列强 の 政策  三 七 〇 
(備考 一〕 獨逸は 上記 借款 契約 巾 營業 規定の 項 下に 於て、 左記 二 件を 附し 敷設 監督 權と 
共に 斯 N 勢力の 擴 張を 企 _ したので あろ 〇 • 

(一)  膠濟鐵 道に 準じ 事務の 執行には 凡て 獨逸 語を 使用す る こと。 

(二)  年々 十 名宛の 鐵道 員學 生を 技術 修養の 爲 め、 獨逸 經營の 靑島 高等 學校 及び 同上 
海 實業學 校に 送る こと 0  ， 

(備考 二) 終點に 關し獨 逸は 順德、 彰德 及び 道 口鎭の 三點を 候補地と したが、 恐らく 後の 
二 地點の 內を擇 ぶべ く、  そして 二者の 內道 口鎭は 衛河の 流れに 沿 ひ、 京 漢道淸 二 鐵 
道を も 併せ 利 -rtj し 得る の 便利は ある もの、、 元 來英國 が 借款 權を 有する 鐵 道との 聯 
絡が 果して 支障な く 取り 纏る や 否やの 懸念が ある、 反 之 彰德府 は 京漢 線との i1! 絡は 
固ょり、 將來山 西 延長の 場合に と y 好 S 合なる 地 點 故、 或は 獨 逸の 內 々决定 せし 箇 
處も同 地なる らしとの 事で あつた 0 

\  • 

第 四 欵 煙濰鐵 道 問題 

山 束 竹 芝罘ょ 6 登州黃 縣萊 州を 經て 濰縣に 至ら 〇 とする 鐵道は 、 旣に 久し 


多 


く 企 畫せ られつ、 然も 未だ 實 現されて ゐない ので ある。 

ヒは大 連秦皇 島に 制せられ、 南は 靑島に 其 繁榮を 奪は れひ とする 芝 〖ん 港 保 謎 
の 第一の 楣 として、 又獨 逸の 施設に 對抗 する 利權流 溢の 豫防 策と して、 E に 山 
東 省 內膠濟 鐵道以 北に 於け る 人文 交通 上の 大動脈と して、 所謂 煙濰鐵 道の f 身 

煙— の計畫 は、 ■一九 〇七年 芝 霊 民の 間— れ 、素 濰縣 及び 濰縣 

濟髯 間の 敷設が 目論まれた、 然るに 本 計畫は 資金 募集の 困難に 因つ て 破れ. 次 
に 一九 〇九 年獨 商盎斯 洋行の 買辦譚 宗灝は 、 芝罘 商人 二十 餘 名と 聯合して 先づ 
1 一 百餘萬 元を 募集し、 芝 罘黃縣 間の 敷設 案を 樹てた 、然るに 同 招股總 公、 司の 定 
めた る 第一 期の 株式 募集は 翌 一九 一 〇 年の 五月で あつたが、 偶 i 陽 地方 S 
動に 妨げられて 果さず 、 またもや 資金 難を 訴へて 來た 、玆に 於て か #* の郵博 立" 
尙 書が 黄河 鐵橋 工事 査檢の 際を 以て 孫 巡撫と 煙濰鐵 道を 面 商し、 『商 股已に 難籌 
ならば、 官金を 投じて 速 かに 完成を 期すべし』 と 云へ るに 緣由 して、 公 ffl は as 
傳部に 電 商し、 呂海寰 に 商 資の籌 集を 依賴 したる 結果、 遂に 政府ょ 6 彳一舍 寶 
金の 投下 !: 得る 乙と となぅ、 煙濰鐵 道は 三度 轉じて 官商 合辨の 下に 敷設せられ 


支那に 於け る 鐵道 利權 と列强 の 政策  三 七 二 

ん とする k 至つ たので ある 〇 

然る R 右は 獨逸 派の 防碍に 遇つ て 止み、 爾後 數年 何等 事件の 進行を 見る 事は 
出來 なかつ たが、 •彼の 靑 島 R 於け る 獨逸 貿易の 急進 及び 龍 口 最近の 開發 等に ょ 
$、 益 衰微の 兆候 5: 呈 し來れ る芝罘 の狀 態を して 苒 荏彌久 せしめる に 於て は、 
遂に 市況の 廢滅を 見る は當然 であるが 故 ^ 、  1 巾况 囘復の 最上の 武器た る 煙濰载 
道の 敷設 問題は、 今 また 四 度 起つ て 來 た、 即ち 一九 一四 年 春 四月、 芝 3 不の 有志 
者は 協議 會を 催し、 急速 敷設 方 k 關 する 種々 の 决議を なし， 仑して 北京 政府 こ 
要 1 MP したので ある、 其の 爲め 北京 政府は 趙德 三な •る 者 V.- 派遣して 之れ が S| 査こ 
當 らしめ ると 同時に、 一部の 實測に も從 事せ しめたが、 尙ほ 資本 * 備の點 k 於 
ては 政府 も 進んで 實行に 當 るの 勇氣を 缺い たので ある 0 

右の 事惰 を悉 知せ る芝罘 內 外人は、 同年 六 七月の 交 數次會 合 協議を 重ねた る 
結果、 左記 各項を 可決し、 

二) 寸時 も 早く 煙濰鐵 道の 敷設を 實現 する に 努むる 事、 

(二) 陳情 委員 二 名を 北京 R 派遣す る 乙と、  . 


(三) 北京 政府に して 尙ほ數 年月を 經過 する が 如き 狀態 なるとき は rf .s nF 地方 ^ 
款に由 6 て 敷設す る 事、 

また 之れ’ か 實 行の 爲め 芝罘に 籌備 局を 設け、 萬一の際に於ける株式慕集に關す 
る假 規定を 各方 面に 頒布し、 頻 ぅに 一般の 賛同を 求めつ、 あつた、 而 して 本鐵 
道は 芝罘を 起點 とし、 黃掖縣 昌邑を 經 -1: 濰縣 に 至る 全長 百 七十 哩、 X 費 約 二 千 
萬圓の 豫定で あるが、 然も か、 る 巨額の 株式は、 到底 全部の 應募 者を 得る 見込 
な？ と 明か U、 一方には 外國 借款 說も起 つたので ある、 されは 此の 機 
會に 於て 豫て 本線の 敷設に 對し 深甚なる 利 .® 關係を 有する 獨逸は 、本線 築造の 
問題は 今日に 於て は 旣に 時代の 要求 六るべき を 洞察し、 將來に於てォ皆道力仅 
國の 資本に ょつ て 經營せ られ /L Z: とを 恐れ、 從來の 反 § 運 ® を  一 S し 支势 ^ 
府及び 民間 資金の 窮迫せ るを 奇貨と し、 山. 東 '® 內の 投資 優先 權を羽 月して ^ 
に 民間の 呼 號に 賛同を 表し、 陰に 德華 銀行を して 借款 利權の 獲得に 飛躍せ しめ 
た 0 

即ち 煙 濰鐵道 問題は 玆に 五度轉 じて 獨支關 係た らんと したの、 て# つ 九し 
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支那に 於け る鐵道 利 權と列 强の 政策  三 七 四 
(備考‘') 本線に 關 しては、 .獨支 問 特殊の 密約 も ありし と 云 ふが、 その 密約の 成立せ し朽 
口 及び 内容は 今日 不明で ある 0 

/ ぎ 

第五 節 投資 活動の 時代 觀 

獨亞 銀行の 創立 (一八 八 九 年) 以來、 獨 逸の 對 支那 投資 活動は 漸く 面目を 一, 新し、 
日淸戰 後に 於け る 支那の 政治 並に 經濟 借款の 高騰 ^ 伴 a 、 そは 益 多忙を 覺ぇつ 
、あつたが、 從 來滙豐 銀行の 資金 中 k は 少なからぬ 獨 逸の 出資を 存し たが 爲に、 
ある 程度 迄滙豐 の利權 活動は 同時に 獨逸侧 の 投資 運動た るの 實 質を 有し / 2 のみ 
ならず、 一面に 於て はか、 る 財團內 部の 關 係と、 他面に 於て は 未だ 兩國の 勢力 
範圍 分立し 居らぬ 狀 態なる とに ょぅ、 英獨の 投資 運動は 一般に 協同 主義を 採つ 
て ゐた 、然るに 一八 九 八 年に 至ぅ、 英 .は 長江 獨は山 東に 各自 勢力 範圍を 決定す 
るに 及び、 玆に 英獨の 投資 的 分袂 問題 發 生し (第一章 第五 節參 照) 遂に 同年 九月 二 
日を 以て 彼の 英獨鐵 道 協約 (註 ごを 成立せ しめ、 天津 鎭江 線に 對 する 特殊 協調 ^ 


除きた る 一般 鐵道 投資に 關 しては、 S 山 東 2外 之れ に 隣接す る 直 隸河抒 江 
蘇の 一部 SV 投資 範圍 とし、 S 長江 沿 slis 河南の 大半 山 西の 
一部を 以て 投資 圈 たらしむ る ことに 決定し、 同時に 英國 が中英 公司を 組織して 
楊子 江 當1 みん としつ、 t 時 二、 獨 Is 行を 中心として f 

遍 

に 山東經 營の步 を 進めた ので ある。  . 

轉じて 思 ふ、 獨 逸の 山 東鐵道 政策は 所謂 東部 線に 輕く 西部 及び 南 剖 線に m 力 
つ ミ か、.： § は 山 東 省 內の經 營に對 しても、 ガ 〈山 東 中心 主義の 大支那 政策の 遂行 
に關 しても、 その 然るべき 理由を 存し てゐ 穴、 獨 逸の 野望は 單に 二百 平方 哩の 
植民地 建設と、 五 萬 五 千 九 百 八十 四 平方 哩の山 東 省 征服と に 止 ^ らず 實に三 
十九 萬 平方 @s 河流 域 S 洋の獨 f 建設 せんとす るに あつ svt から 
西へ！ 南へ！.. をの 利益の 展開を 謀らん とする 慾 求は、 日に 增し加 はらざる を 得 
な s_ で ある、 然る に 今 協約の 結果は、 獨逸 をして 西 京漢を 越へ しめず 南徐州 
を 下らし めな S、 苦々 しきは 支那 中原を 我物顔す る英 國の繩 張$で ある、 獨逸 
利權 活動 當 面の 敵は 昨の 提携 者た る英 となつ た、 彼れ は 時日の 經過 と共に 長江 
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支那に 於け る 鐵道利 權と列 强の政 策  三 七」、 

.谷 侵入の 野心を 抑へ かね、 遂に 協約を 惡用 (或は 善用) して 律 鎭南 段の 利 * を 併 ¥ 
すべく 劃策し 始めた。  . 

恰かも 英國の 投資 活動が 內 外の 事情に よぅ 甚だしく 緩 ® とな rl る こ乘 じ、 一 
九〇〇 年よ $ 一 九〇四 年の 頃に 至る 迄、 獨 逸は 百方 弄 策して 利權乘 取 ?: 試みつ 
、あつたが.、 一九 〇 五 年を、 以て 再び 兩國 の 間.^ 協商 成.^、 本國 政府の 名 k よつ 
て津鎭 問 @ 上 先づ rr 合と なへ 一九 〇八 年を以 •て 獨は北 段の 借款® ? 1 立に 滿 
足を 裝 ひ、 長江 突撃の 野心を 斷念 せる かに 見ぇた ic 拘はら ず、 翌一 t 〇九丰 こ 
於て は、 獨亞 銀行は 英支 借款の 不調 lr 探知して 萼川 漢利權 (三百 萬膀 借款 ^ 樹立 
に 成功 せんとし、 再び 英國 をして 獨禍 の襲來 k 戰慄 せしめた が、 後一 九 一一 年 
に 至つ ては 所謂 四 國財團 の 一員と して 『中央 利權の 公開』 を决定 し、 續いて 支 
那 南北 衝突の 際 ic は、 北京 政府に 向つ て 有 ゆる 援助を 與へ 、そして 之れ が 對赏 
としては 一九二 一年 以後 ^ 於け る浙江 及び 山 東方 面の 借款、 或は 黄河 平原 政策の 實. 
現に 資すべき 重要 鐵道 利權を 獲得し、 又此間 獨の禮 和洋 行は 單騎雲 南に 活躍し 
て曩の 五 百 萬 元 (內一 百 萬 元は 武器に て 交附) 借款に 成功した る 筆法を 以て 雲 南 百 


,,、& 道 借款 契約 (註 二) を 締結して、 彼の 傳襲 的佛英 勢力に 一大 龜裂を 生ぜし めん 
とし、 列强 をして 獨 逸の 投資 活動の 靈敏に 驚かしめ たが、 彼れ は 51 ら に ^, の 形 
態に 滿足せ ず、 從來 支那に 於け る 投資 機關 として 獨亞 銀行 禮和 及び S 記 ^ 行 ^ 
が 主として 活動し 來れ狀 態の みを 以てして は、 到底 將來 の大 飛躍 S すべく も 
あらず、 餘ぅに 集中 的なる 投資 機關 主義に. 一大 改善を 加 ふるの 要 あ"^ とし 一 
し 一四 年 k 入つ ては 恰 かも 英國 の中英 公司の 如き 特種 機關の 出現を tl 一せ る やの 風 
評 も 起つ たが、 同年 七 八月の 交に 於て は、 全然 獨亞 銀行 系 外の 銀行家 ]§* 會 ^ ズ 
banking  ho—  of  schrgder  at  Hamburg を主腦 とする 獨逸有 數の實 業 家) にょぅ 一新 財 
團 組織せられ ん とし、 政府 も 之れ が 成立に 多大の 援助を 與 へつ、 あつたの. であ 

る 〇  一 

然るに 今や 萬 望 空しく、 啻に 山 東の 拫據 地と 云は ず、 全 支に 涉つて その 勢力 

は 掃蕩せられ ん としつ、 ある、 之れ を 將來に 回復す るは 彼れ と雖も 容易で ない、 
吁呪は れた る獨 逸ょ、 汝は戰 後 如何なる 政策を 齎らして 支那の 天地を 訪はん と 
する か。 

三 七 七 
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支那に 於け る 鐵道 利權と 列强の 政策  三 七 八 
(註 一) 獨英鐵 道 協約は 一八 九 八 年 九月 二 日 偷敦に 於て 獨逸 財團の 代表者 ハン セ マン 
(A.  von  Hansemann〕 英國 財團の 代表者 中 英公司 側 ヶ スゥ 4 ック (w.  Keswick) 滙豐 銀行 側 力 
メロン (El  Cameron： 一によ リ 調印、 而 して 協約は 次第 書の 外 勢力 範圍 に關す る もの 二 項 
作 鎭鐵道 敷設 問題に 關 する もの 四 項を 有し、 津鎭 線の 特種 協調と も fi るべき ものは、 
天维よ リ山東 省 南 境 迄は 獨に より、 同 南 境よ 9 鎭江 附近に 至る ものは 英に より 建設、 
準備 作業す る ものと 定めながら、 雨 線の 敷設 資金は 雨 國協一 : 募集すべく、. 又 線路 敷 
設 後鐵逍 の 經營は 合同 計算に よるべし と 規定した ことで ある 0 
f 註 二) 雲 百鐵道 敷設 資金 借款は、 香港 禮和 洋行 支配人 ロー レン ヮ (同人は 香 上 銀行の 理 
事た 9) の 締結に か X リ 、內容 としては、 

(一〕 起 倩 額  三百 萬磅 
010 利息  年 五 朱 半 
.(三) 擔保  本鐵道 の 仝 財産 

(四) 特殊 條件 (甲〕 禮和洋 行は 鐵道 材料を 供給す 2  )禮 和洋 行は 獨逸 クルップ エ廠を 代表 
L て 二 十ヶ 年間 支那 政府に 武器の 供給を なし、 又鑛山 機械の 專賣權 並に 本鐵道 沿線 
の鑛山 採掘 權を 獲得す 0 


因 こ  一 t 一三 年 五六 月頃 迄は、 雲 南に 居住す る獨 逸人は 僅かに 禮和 洋行 出張員 一 

•-  %  V 

な リ しと 云 ふ 0 


- . 
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第 七 章 日本 

•  〆 

第一 節 日本と ■支 鐵利權 

〆  、  パ 

日本が 男性的の 決意を 以て、' 東洋 平和の 爲に 敢行し ^ る 日 淸戰爭 は、 端な く 
も 世界の 列强 をして 支那 大陸に 利權 獲得の 狂奔を 演ぜし める 新ら しき 東方の 舞 
臺を開 S たが、 然も 日本の 勢力は 未だ 列强と 伍し X 支那 鐡¥ の 利權に 角逐す る 
の 程度に 至らず、'  僅かに 北は 朝鮮の 國境 に、 南は 臺灣の 對岸福 建 省に 及ばん と 
する 劣弱なる 素地を 作る に 止まつ た、 へ 然るに 十 年の 後、 日本が 國命を 賭して 極 
朿の 保全を 謀る の擧 ^ 出で ^ る 日露 戰爭 にょつ て、 玆に 日本は 列擧の 一員と し 
て、 支那の 舞臺に 鐵道 利權を 上下す るの 地步を 得た 南滿鐵 道は をの 尤なる マ 
ので あつ y2 ので ある、 即ち かく 一  轉し再 轉し为 る 日 支の 關 係 k 於て、 日本は 其 
後 己 自身は 世界の 債務 國で あぅながら、 同時 R 支那に 對 しては 債權咏 たるへ 5 
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必要に 迫ぅ、 啻に 南滿 地方の 諸 利權の 外， 或は 中部 又は 南部 (C 於ても 利 * の 獲 
得を 餘儀 なくせられ たのみなら ず、 一九 一二 年に 於て は、 露國 と共に 國際 財團 
中に 加入す る 乙と とな $、 更 らに 近く 日 獨戰爭 の 結果と して、 三度 日 支 ^ 關系 
は轉 進して、 一層 利權 問題の 繋爭を 增 加した、 吾人は 支那 鐵道 利權 問題 JC 關す 
る 日本 對 支那 日本 對列 强の關 係、 並に 日本の 獲得せ る 利權の 內容に 就き、 ^ 田. 
なる 論陳を 張らむ かと も 思へ ど、 此似又 他日の 好機に 讓るこ ととし、 今は 唯问 
權の 外輪を 寫 すに 止める 〇 

第二 節 利 權一覽  , 


部 南 直 蒙 蒙 吉蒙奉 奉 吉奉江 南 直同吉 
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(備考 四) 南 潯鐵道 借款は 右揭の もの- •外、 
百 萬圓に 應 じたが、 詳細 不明に 付 略す。 

(二) 關 係利權  . 

鐡  道 b  數地  方旣 設豫定 


三 八 四 

五月 東亞 興業 會社は 新規 借款 二 


關係者 

■If  I 

大倉組 
三 五 公司 
私，  商 

大倉組 
東亞 興業 
政  府 
同 

同 

司 

—  1  — 

同 

同 


摘 


要 


日 支 合辦運 炭鐵道 
材  料  請  負 
敷設 權獲 1¢ 運動 

三百 萬圓 借款の 擔保 、現在 
償却  濟 

借款 優先 權 の 0 
約あリ と —* ムふ 

日 支 交渉の 內借 
款優 先權 の耍求 

同  - 
同 

借款 權條 件付豫 約、 
(日 獨 協定 後 决定) 

日本 假 經營權 掌握 

日獨協 定の後 獨逸旣 
得 利權の 引受 豫約 


備考'!  n 本の 投資 機關に 就て は 詳細を 略し、 左に 財 團と其 資本 丈け を揭 示す る 0 
財  _  資本金 
橫濱 正金銀行 0 八、 〇 〇〇 、〇 〇〇 
臺灣 銀行  二 0、 〇〇〇 、〇 〇〇 
朝鮮 銀行  一 〇、〇 〇 〇、 〇〇〇 
正隆 銀行  三、 〇 〇 〇、〇 〇  〇 
東亞 興業 株式 # 社  一、 〇〇 〇、 〇〇〇 
中日實 業 株式 會社  五、 〇〇〇 、〇 〇〇 

尙ほ此 等の 外 二三 大鈸 行に して 近時對 支 投資を 試みん としつ  あ る もの あり 0 
你 ほ 五 國財團 中の 日本の 財 團は 橫濱 正金銀行で ある 0 


第三 節 政策の 針路 
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本 


三 / \ 五 
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吾人が 本論を 稿し つ、 ある 間に も、 日本の 對支鐵 道 W 係は ど A 伸びて 行 
く、 先づ 日獨戰 後山 東鐵 道の 假經營 權を掌 握した る 後、 一九 一 五 年 (大正 四 年) 五 
月 二十 五日 調印の 日支條 約の 結果と しては、 彼の 煙 濰鐵道 問題に 關し 左の 如き 

條件附 借款 權の豫 約を 獲 

支那 國 政府 自ら 芝罘 又は 龍 口ょぅ 膠濟鐵 道に 接續 する 鐵 道を 敷設せ ん とする 
場合に 於て、 獨逸國 が 煙 濰鐵道 借款 權を 抛棄した ると きは、 支那 國 政府は 日 
本國 資本家に 對し 借款を 商議すべき 乙と を 約す (同 絛約中 山 東 省に 關す る條約 

第一 一條) 

又南滿 吉長兩 鐵道關 係の 改善 以外、 I 彼の 滿蒙鐵 道に 就き 左の 如き 豫約利 權を聲 

明し 

以 書翰 致 啓上 候陳者 本日 附 貴翰を 以て、 支那 國 政府は 將來 南滿別 及び 東部 內 
蒙古に 於て 鐵道を 敷設す る 場合には、 自國の 資金 1: 以てすべ く、 若し 外資を 
要する ときは、 先づ 日本一: 資本家に 借款の 商議 可 致、 又 支那 國 政府は 前記 地 
方の 各 fl 税課 (但し 旣に 支那 中央政府 借款の 擔保 となれ る鹽 税關税 等の 類を 除 


く) を擔 保と して、 外國ょ 6 借款を 起 3 ん とすると & は、 先づ 日本 國 資本家に 
商議 可 致 旨貴國 政府の 名を 以て 帝國 政府に 對し聲 明 相 成 致 領承 候 (同條 約中滿 

蒙鐵 道に 關 する 公換 公文)  • 

ン  ^ 

次で 同年 十二月 十六 日， 附 の民國 大總統 令 R 基因す る 五分 利附四 鄭鐵道 公債 額面 
五 百 萬圈註 ごは、 橫濱 正金銀行 之れ が 發行權 を 獲得し、 一九 一六 年 四月を 以て 
同行は 之れ を 日本に 於て 發 行し、 又 彼の 大口 軍需品 對價の 問題に 關聯 して 柬淸 
鐵 道の 一部た る 長 春 第二 松 花 江 間の 鐵道 は、 今や 將 に露國 ょう 日本に 所有 權を 
移轉 せられん としつ、 ある、 即ち 日 支の 關係 更らに 切言 すれば 日本の 對 支利權 
問題は：- 日一日と 濃厚と なう 複雜 となう 從而ま た 多忙と なう つ、 ある、 嘗て 米 
國の 評論 紙が 亞細亞 大陸の 分割を 論じ， 末尾 日 支の 關係に 言及して 

世人 動 も すれ ぼ 日本 帝國の 政策が、 支那の 將來に 重大なる 影響を及ぼす 可き 
を豫 想す る 向 も あるが、 之れ ® まれる の甚 し： き 者と 謂は ねばならぬ、 日本の 
政策が 支那 帝國の 將來を 決定す るの 一要素た るが 如きは 絕 無の 事た るべ く、 
假う R 百步を 讓 $ て 之れ あ 6 とする も、 そは 常に 日本が 英 露の駿 尾に 附して 
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#v 少の發 言を 許 ^ れる 0#- R 於て 然るの み、 日本が 獨 立して 東； の 蓮 命を 左右 

すると 云 ふが 如き 乙とは、 實に 一種の 夢想に 過ぎない ので ある (註 二) 

と 云つ たの も、 或は 餘 $に 日本の 勢力を 見 S A すぎた 論斷 に終$ はす ' i い 力。 

去ぅながら 最近に 於け る 日本 勢力の 對 支發展 は、 ある 意味に 於て は糙 かに 變 
體で ある、 世界の 洪水に 押し やられ 穴る 一時的 推進の 狀態 なる なきやの 懸念は 
拂ょ i として 拂 CA 得ぬ 所ではな からぅ か、 戰 後西 歐 の列强 が 再び 東亞の 天地に 
巧沙に して 拗執な ‘る 襲擊を 試みる 時に、 日本の 政策に 動搖 なきを If るか 一時 
の作偷、こ江ち紛れ.て大局の打算を忘れてはなるまい、 若し 歐洲 列、 國の 活躍す ベ 
き 將來の 大市塲 が、 f 寧る 南米 ^ 非ず して 東洋た るべき 豫想 にして 大過ないなら 
M、 粦邦 支那の 領土を 保全し、 新 東洋主義の 權 威を 樹立す るの 責任 ある 日本の 
政策の 大綱は、 飽く迄も 此 等の 風潮に 拮抗すべき 一大 經濟 政策でなくて はなら 
な ハ、 若し 否ら ざれば 利權關 係の 如き も 之れ を 保持し 活用し 更ら に將來 の繁榮 
を 期待す る わけには 行かな S と 思 ふ Q 

今，？ ifc 界の 大戰は 我鐵 道利權 問題の 將來 R 對し 左の 如き 三 個の 不安を 投じて 


吾人 0 决意を今日に於て要求し 〇 、ある.、即ち  . 

第一  日本は 從來 支那 鐡道 利權に 對 する 投資 ♦源を、 多くは 之れ を 歐洲に 求 
めた が、 爾今 歐洲に 於け る 金融 關 係の 逼迫は、 自 から 日本の 投資 活動に 支 
障す るの 恐れ ある 乙と 0 

第二 從來 とても 日本の 對支 活動 (殊に 利權 的) は 列强の 嫌 厭す る 所 T. ぁつたが、 
大戰 中日 本の 對支 勢力の 增 進 -R ょ 戰後 一般の 反感を 買 ひ 易く、 列强の 
政策は 日本の 孤立を 餘儀 なから しめるな き やの 傾向 ある 乙と 0、 

第三  大戰 中に 增 加した る 米國の 富は、 支那に 對 する 投資 力を 增大 する が 故 
一  k 日米の 抗爭は 支那 利權 問題に 毛 一層 助長せられ、 米國は 日本の 强敵 とし 
て 現は れ來 るべき 乙と 0 

過去に 於て 咏 本の 實力 換言すれば 投資 力の 不足が 齎らした る利權 獲得 上の 不 
利 不便を 回想し、 折角 我 手に 於て 發 見し 或は 豫 約した る 各種 利權 3 へ も往々 之 
.れを 他國に 奪 はれた る 事實を 顧み、 又 當然我 勢力 範圍た るべき 地方の 利權 さへ 
も 列强の 蹂躪に 委せざる を 得ざる 不面目を 點檢 し來る 時 R は、 吾人は 一刻の 苟 
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安 5: も 貪る わけ R は 行かない ので ある、 彼の 津浦北 段と 云 a 或は 浙江福 建の 
三 四鐵道 と 云 a 、 皆解决 せらるべく して 未だ 之れ あら Vo る 懸案では ない が、 要 
する R 日本 若し 健全なる 對支 政策を 行 はんと すれば、 先づ 商工 主義の 大 旗の 下 
1C 於て せらるべき 堅實 なる 利權 系統の 設定 1: 期すべく、 而して 之れ R 向つ て徹 
S 的の 解决 を與 へる Z: とが、 日本の 支那に 負へ る 重大なる 責任の 一つで あるの 
だ。  , 

(註 一) 四鄭鐵 道とは 曩に 日本が 借款 權豫 約を 獲た る 四 平 街 挑 南 線の 一部で、 東 四 平 街 
リょ西 鄭家屯 に 到る 約 五十 三哩 半の 延長を 有する 線路で ある 〇 
今右鐵 道に 對 する 日 支 間の 借款 契約の 要項を 示せば 左の 通 90 

一、  公債 名稱 支那 政府 五分 利附四 鄭鐵道 公債 (中華. 民國 政府 五釐 利息 .) 9 鄭鐵路 公債) 

二、  發行額  額面 五 百萬圓 

三、  利率  年 五分 

四、  擔保  本鐵道 一切の 財產 及び 收入 並に 支那 政府の 保證  . 

五、  償還 期限  公債 發 行年ょ リ十 ヶ年据 置、 大正 十六 年ょ 9 大正 四十 五 年 迄 每年五 
BP 一日に ^ て 抽籤 法を 以て 額面 元金を 還 了す る ものと す 0 


i 


特殊 條件  日本人の 技師 長 及び 技師に 依りて 建造せられ、 竣工の 上は 日本人の 
手に 'C 保線し、 又は 運 轉をも 司る ものと す 〇 
•The  Eeview  of  Review,  Febl.uary,l cs 12, 
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第 八 章 支那 

% 

第一 節 鐵道 制度 

峰  '  •  / 

第一 欵 中央 官制 

支那の 鐵道 行政に 關 する 中央 官制には、 その 歴史に 於て 大凡 左の' 如き 變 
あつた C 

第一 期 總理衙 門隨辦 時代 
第二 期 外務 部 時代 

I 路鑛 ，總 局  ■ . 

~ 督 辦鐵路 大臣 
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■第三 期 商 部 時代 

1通  藝  司 

S 辦鐵路 大臣 
第 四 期 郵傳部 時代 

II 政  司 
鐵路總 局 
，督 辦鐵路 大臣 
粤川 漢鐵路 籌備處 
一律 浦鐵 路督辦 公所 
第五 期 ■交通 部 時代 

'交通 部' 
f 路政司 

， i 制) 
(鐵 路督辦 • 

一 鐵路總 公司 、 


11 in -as  .  : '-  .t  s ?  --  , 

\ 路政司 i 

路エ司 

」 ¥ 制) 

綜核司 

一 鐵路會 計 司、  . 

.(一) 總理衙 門隨辦 時代 

總理衙 門は 總理 各國 事務 衙 門と 呼び (單に 略稱 して 總署と 云 ふこと も あ 1 光 緒 
二十 七 年 (一九 〇 一年) 六月 九日 附敕 令を 以て 外務 部と 改稱せ られた 、 元 同衙門 は 
咸豊十 年 十一月 (一八 六〇 年) 創設せられ、 以來 外交の 事務 漸く 繁忙を 來し 、通商 
貿易 海關税 務、 公使 領事の 任免、 外國 人の 雇 解 等外 事に 關 す. る 一切の 事務を 處理し 
特 R 日 淸戰役 後、 同衙 門の 事務 一層 繁多と なる ^ 及ん で 大臣の 實權は 愈々 重 
大 とな- CN、 啻 R 涉外 事務の 處辦に 止まらず、 外務 全體 の處决 に 於ても、 內閣軍 
機處を 壓 服し、 遂に 其の 實權 ?: 奪つ て往 々淸國 の 最大 權を綜 攬 し、 事實上 中央 
政府の 觀 ある k 至つ た、 蓋し 淸國 政府 中 多年 外交の 衝に當 6 外人に 親 接し、 比 
較的 海外の 事情に 通曉 した ものは、 同衙門 大臣を 措いて 他に 之れ を 求め 得ざる 

笫八章  支  那  三 九 五 


支那に 於け る鐵道 利權 と列强 の 政策  三 九 六 

狀態 な-^ し爲に 、 衙門 は每に 新政の 顧問 府と なぅ、 法制 革新の 主樞 とな 6、 軍 
備、 財政、 敎 育、 鑛業 、郵電 、交通、 農 商の 事務に 至る 迄、 凡を 政府の 綜攬 すべき 一切の 事 
務 要務を 擧げ て斯 門の 處决に 任ずる の 始末で あつたので ある？ 

今鐵道 事務 {C 就て 之れ を 見る に、 英國の 上海 方面に 於け る佛國 の南淸 方面に 
於け る鐵道 敷設 權要 求を 手初めに、 鐵道 問題は 漸次に 起つ たが、 未だ 以て 特設 
官制 5: 施設す るに 至らず 一八 八 八 年 唐， 山 天津 間、 一八 九〇年 天津 楡營 間の 鐵道 
開通の 後、 一八 九 四 年 (光緖 二十 年) ま V は、 右衙 門は 隨起隨 辦の處 致を 採 6來 つ 
たので ある 〇  , 

(二) 外務 部 時代 

.一八 九 五 年 外務 部 內に路 鑛總局 (總 公司と も 云 ふ) を 設け、 特に 鑛山 及び 鐵 道の 
事務を 專門に 所管せ しめた、 同時 k 天津 楡營線 及び 天津 北京 線を 合して 關內外 
鐵道 (時に 長 城 內外北 淸鐵道 又は 山海 關邊疆 內外鐵 道) と稱 し， 同局の 管轄 下に 移 
した 〇 

又 此時鐵 路督辦 大臣を 設け、 鐵道 事務を 總括 せしめ、 最初 許景 澄を 以て 之れ 


(C 任じ， 後 盛 宣懷を 以て 繼承 せしめた 0 

(備考) 一八 九 七 年の 蘆 漢鐵道 合同 豫備 契約 rc 當つ ては、 盛宣懷 は總辦 として (總辨 は督 
辨と 同じく 督辦大 R*: の 意) 白 國シ ンヂヶ ート代 表 者と 協商し、 一八 九 八 年の 關 內外鐵 

道借彭 契約は、 順 天府 (北京) 尹 堂 胡が 山海 關內外 鐵 道督辦 大臣と して 英淸組 合と 契約 )# 
調印して ゐ るっ 

(三) 商 部 時代 

光緖 二十 七 年 (一九 〇 一年) 六月 敕 令を 以て 商 部を 設立し、 外務 部 等と 對立 する 
所謂 九 部の 一に 加へ、 以て 鐵道鑛 山に 關 する 事務を 兼轄 せしめた、 同 部は 當寺 
他の 八 部 R 比し 比較的 顯著な る 活動を 示し ^ 、 即ち 右 雨 種の 事務の 外、 商 

局郵電 局の 管理 權は固 ょぅ、 福 州の 造船 廠 湖北の 鐵 工廠を も 其 所轄の 下 ^ 置く 
の 勢力が あつた 〇 

思 ふ k 鐵道鑛 山 事務に 關し て、 外務 部對商 部の 所轄 換 への あつた 理由は、 一 
方鐡道 事故が 增 大した 結果、 從來餘 3 に 過大 ^ 失した 外務 部の 所管を 脫せ しめ 
た ^ あるけれ ども 他方 外務 部に 於け る 人材 罷免の 事 * 例 之 日 淸戰後 李 鴻章張 蔭 
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桓 等の 罷免の 如き) •か、 前者の 勢力を 漸次に 削ぎ 來つ たに 引換へ、 後者が 其內部 
に 新進 氣銳の 人物を 羅 致した 結果で ある。 

(蔺 考) 一 to 一 年に 於て 外務 部なる 名稱 あるに 到つ たので あるか、 其 後世 人は 一般に 
總理衙 門を 呼ぶ に 外務 部な ど X 稱す るが、 論者 も 亦 右 商 部の 說明 には 此の A-/ 聿 法を 用 
いたに 過ぎぬ 0 

而して 鐵道 事務は 商 部 中の 通藝 司に 屬し 、此 時代 初めて 鐵 道に 關 する 法規が 
生れ (法規は 略す)、 民業 獎勵利 權回收 策 も 自然 ^ 起つ た、 商 部の 制は 一九 〇 六 年 
迄績い たので ある。 

財 ほ 载路 督辦 大臣 制は 此間 にも 存 し、 盛宣懷 之れ に當 つた、 又 商 部は 督 if 大 
臣を して 海外 借款 訂結 をな さしめ ると 共に、 契約 調印 後は 寫本 一通を 外務 部 R 
保管せ しめ、 或は 外務 部を 通して 相手 國 公使に 借款 通知を なさし める 等、 當 8# 
の 如く 外債 事故 多き 時代に 於て は、 商部對 外務 部關 係は 鐵道 問題に 於て 殊に 密 
妾で あつたの みならず、 外國 租借地に 關聯 する 鐵道 契約の 如きは、 外務 部 自身 
こ昤て 契約 調印の 當事 者た る Z. とも あつた、 例へ ば 一九 〇六年 九 廣鐵道 契約の 
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如き 夫れ である、 又 重大なる 對外鐡 道 問題に 就ても、 商 部を 經ず して 政府 直接 
(多くは 外務 部) 折衝す る 場合 も あつた、 一九 〇二年 關外鐵 道 還 附に關 する 對露條 ， 
約の 如きを の 好例で ある、 更に 一九 〇四年 天津 電氣鐵 道 敷設に 就て は、 をの 許 
否の 全權 は當 時の 直隸總 賛袁世 凱) に 在つ た、 又 同年 山 東 省 小 淸河線 敷設 契約に 
は、 をの 契約の 淸國當 事 者は、 鐵 路督辦 でな くして 山 東 布 政 使 等が 之れ に 當つ 
て* Q る、 (此 等は 特殊 代理の 意味 も あるら し) 

(四) 郵傳部 時代 

一九 〇六年 郵傳部 設立せられ、 曩の商 部に 代つ て鐵道 事務を 管掌した、 同 部 
內 R 路政司 鐵路總 局、 鲁川漢 籌備處 及び 津浦鐵 路督辧 公所の 四 局を 置く、 路政司 
は商辦鐵道を、鐵道總局は官辦鐵道並に借款に依る鐵道を掌3、粤川漢籌備處 
及び 津浦鐵 道督辦 公所は、 上記 二者に 對 抗し獨 立機關 として 其 名の 示す 如く、 

各鐵 道の 建設 並 ^ 借款に 關 する 事務を 辦理 した- 但し 粤川漢 籌備處 は從 來の關 
係 上 湖廣總 督張之 洞を 以て 之れ が 督辦 たらしめ たが、 宣統 元年 (一九 〇九 年 A 月 
張 之 洞 死し、 同處の 事務は 上 it に 依ぅ、 同月 郵傳 直接 所管 (鐵 路總 n 5 に 移 5 れ た。 
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郵傳部 時代に 於ても、 外務 部との 鐵道 上の 密接なる 關係は 離れな かつた、 例 
之 一九 〇八 年に 於け る滬杭 甬鐵道 借款 契約は 兩 部の 名義を 以て 當事 者と な々、 
又津 浦鐵道 借款 契約は 外務 部 右侍郞 代理 梁敦彥 にょつ て 調印され て ゐる e 

本官 制は 一九 一一 年まで 續 き、 此間督 辦鐡路 大臣の 有する 乙とは 商 部 時代と 
同じで ある 0  ,  ダ 
(五) 交通 部 時代费 ' 

一九 一二 年 (民國 元年) 四月 交通 部 成立し、 其 下に 郵政 電政航 政 及び 路 政の 四 司 
を 設け、 鐵 道の 事務は 路政 司に 於て 處辧 し、 淸朝 郵傳部 時代の 路司 、總 局、 粤川漢 
籌備處 の 事務を 一括した、 同年 五月 司 長を 任命し、 八月 路政 司內に 總務 科、 營業 
科、 監理 科、 調査 科， 考 工科、 計 核 科の 六 科を 設け、 又 津浦鐡 •道 督辦 公所を 裁撤 して 之 
れを路 政 司に 屬せ しめ、 更に 公所 殘務 整理の 爲め辦 事處を 設置した が、 之は 同 
年 十一月 黃河鐵 橋の 完成と 同時に 廢 止した C  , 

同年 九月 九日 附大 總統 令を 以て、 鐵路總 公司なる もの 5: 組織し、 孫 逸 仙 5: 以 
て 總辦 とした、 然る R 袁孫二 氏の 不和ょ $、 袁は孫 文の 全權を 取消し、 總 公司 


條 令に 揭げ たる 事項 li 一切 交通 部に 於て 執行す る 乙と、 なつた 0 

又此外 大鐵 道に 關し ては、 多少 特種の 官を 設けた ので ある、 例 之粵川 漢鐵道 
對 しては 粵 in 漢鐵道 督辧を 任じ、 隴秦豫 海 及び 浦信鐵 道の 二者に 對して は、 
借款 契約 上の 規定 ^ 依 6、 工事 期限 中は 督雛を 特派して 總 公所を 設定す る 乙と 
、したる 如き 之れ である、 但し 此 等の 特種 官と雖 も 交通 部下に 屬 する 乙とは 云 
ふ 迄 もな SQ 

- 

其 後一 九 一四 年 (民國 三年) 七月 十日の 敎令に よつ て、 交通 部新官 a が 布 かれた、 
所謂 「修正 交通 部 官制」 がそれ である 0  ' 

(備考) 支那 自身の 鐵道 政策は 之れ を歷 史的に 見れば、 大凡 左の 如き 變遷が ある。 

-( 一 〕 鐵道 企業 壓 迫の 時代# * M 問題 惹起 以後 一八 八〇 年に 至る) 

(二)  鐵道 創建の， 時代 (一八 八 一年より 一八 九 四 年に 至る〕 

(三)  鐵 道利權 開放の 時代 (一八 九 五 年よ リー 九〇〇 年に 至る〕 

(四)  利 權回收 民業 奬勵 時代 (一九 〇 一年よ リ ー九 〇九年 に 至る) 

(五)  幹線 國有 主義の 時代 二 九一〇 年より 一九  一  I 年に 至る) 

(六)  借款 政策の 時代 (一九 一二 年 以後 今日に 至る〕 
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, 

.  第二 欵 企業 組織 

支那 鐡 道の 企業 組織は 頗る 複雑を 極め、 その 種類 凡そ 左 0 八 種に 渉る 0 
.二 管 款官辦 (一一〕 借款 官辦 (三) 商 款官辦 (四) 官 商合辦 (五) 商 款商辦 (六) 借款 商 

て 女  - •  / 

辦 (七) 中外 合辦 (八) 外 國承辦 

即ち 一般 鐵道 政策 上の 語を 借れば、 支那の 鐵道 制度は 彼の 混合 制度 k 屬 すべ 
きもので あるが、 特種な 發達 事情を 有する 支那 鐵 道の 制度に 對し ては、 今遽か 
に 之れ を 以て 一般 鐵道 政策の 條理 に訴 へ、 或は 國家 組織の 確立せ る諸國 制度の 
歸結に ょつ て 律 せん 乙とは、 頗る 困難な 問題で あるの みならず 今日 迄の 狀態 
に 對し 通ぅ 一遍の 說 明を 與 ふる 乙と が、 却つ て 世人に 對して 誤解を 惹起し ない 
丈け、 吾人の 意思に 副 ふ もの かも 知れない、 畢竟す るに 支那 k 於け る 該問題は、 
未だ 歐米 及び 日本に 於け るが 如き 高度 1: 示さず、 組織 制度に 對 する 觀念並 に 政 
策は、 今日 尙ほ K 級た るを 免 かれな S、  而して そが 果して 何れ 1: 中心として 確 


然 たる 制度に 達すべき かは 將來の 問題 R 屬 する ものと 見なければ ならな so 

.♦ 

今 左 ^ 現在 k 於け る鐵道 企業 組織 別 R よる 哩數を 表示 すれば 
企業 哩數 
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中  外  合、 辦 

商  款官辦 

官  商合辦 

組織  未  定 

計 

(備考) 右 表 中 線路 數は 幹線の 數 に ょる、 又 同 開業 哩數は 一九 一四 年の 調査に 係る も S 
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其. 後 多少の 增加は ある も大な る 相違は 起. らない 〇 

'  I  i  f 

第二 節 利 權回收  .  M 

〆  • 

第一 欵 回收 政策 

•  一** % 多 ". .  V  -  ./、 

.  第一 項. 回收熱 勃興の 經路 

其の  一  、 '  / ,- ■ 、 

時は 去來し 形. 勢は 急轉 した、 支那が 一八 九 五 年 日本と 締結した る 馬關條 約の 
屈讓が 、 斯 國の內 情を 遺憾な く 暴， i 路して 以來、 彼の 世界の 厄年と して 知られ / 2 
一八 九 八 年 ^ は、 殊に 重大なる 支那 國權の 外 溢を 來 し、 所謂 『條 約は 兩者に と 
久 匕 ずし も友淸 を 生ぜし め、 或はを の 存在を 保證す る ものに あらざる』 事實 


.  •丨，  «  ノ.  ^ 

，  麟 

•  ，  •  ノーノ  ^ 

は、 此 頃の 支那 對列 强の關 係に 於て 彌が 上に も 明かと な 6、 惰力 的價 値の 外 何 
物を も 有しない 中華 神 洲の誇 6 も 今やは かなく、 國 運の 衰微 1: 度外視して 泰平 
を 謳歌せ る 長夜の 迷夢から、 彼等は 否應な しに 目 醒めなければ ならな くな つた、 
幸か不幸か 彼の 嚴復の 天演論 (註 ごが、 支那の 識者に 熟讀 3 るべき 時運が 來たの 

である 0 

當時 列强の 行へ る 利權割 取の 形勢に 覺醒 し、 其 危局を 支へ 國 運を 旣墜に 挽回 
せんとした る光緖 皇帝が、 彼の 南海の 處士康 有爲を 登用し、 所謂 『自强 政策』 

を 行 はんとした 事は、 明かに 國權 擁護 利 權回收 熱 初期の 體現で あつたので ある、 

然る R その 頃廊 堂には、 政權 に 戀々 たる 西 太后 一派の 守 舊黨の 存在し ^ が 爲め 
に、光緖帝革新の政策も未だ花を着けざる前に破れて了つ为、史家の所謂『戊 
戍の政 變』 なる ものは 即ち 之れ であるが、 そは 單に 宮廷の 悲劇を 殘 したと 云 ふ 
以上に、 更ら に々々々 深甚の 意味が あつたので ある 〇 

かくする 內にも 外力の 侵入は 滔々 として 止まず、 古來 久しき に涉 つて 支 劳人 
の 宗敎的 哲學的 權 威を 3 へ 有する 風水の 迷信、 墳墓 崇拜の 思想の 蹂躪せられ た 
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乙と も 亦 甚だし い、 土地 租借 鑛山鐵 道の 諸關 係に 於. て、 されば 此の 點に 於て は 
國民 一般の 反 外 主義の 高騰は 必然の 勢と なう、 中華 尊大の 舊排 夷の 觀 念ょ 6 轉 
じて 利 權回收 の 意味を 十二分 k 加味した 新 滅洋の 思潮は、 今や 支那の 全土 ^ 浸 
潤せん とし、 各地に 於て 斯 主義に 基因す る 狂暴 的 運動 起う、 殊に 一九 〇〇 年の 
夏季 (C 及んで は、 山 東ょ $ 直隸に 延び 一擧 北京を 衝 き、 沿道 到る 處の 耶蘇 敎會 
堂を 毀ち 鐵道を 破壤 し、 北京に 於て は 各國 公使館を 燒 くが 如き 暴擧を 企てた る 
彼の 拳 匪の 亂なる ものが 現れた ので ある、 兎は 云へ か、 る 過激 無謀な 行動は、 

遂 k 其 目的を 達する 最良 手段で なかつ た 計う か、 却つ て 支那を 導いて 數 層の 窮 
地に 陷れ、 日淸戰 後の 瘡痍に 苦悶せ る斯國 をして、 新に 四 億 五 千 萬 雨の 賠償金 
と 各種 利權 の割讓 とを 列國の 前に 提供せ しめる に 至つ たので ある、 泣 面の 蜂と 
云 ふ も 愚な 話で ある、 支那は 再び 國步の 難局に 面接し、 蕭牆 の間旣 に禍亂 起^ N、 
罅 隙に 乘じて 外侮臻 る、 朝 命 未だ 革 ^ らず 、祖 國將に 氓び ん とする、 玆に 至つ 
て 彼等 R は 「如何に 裝 ふべき や」 の餘裕 はなく して 「如何 ^ . 生く ベ & や」 の考 
慮の みが 與 へられ、. 曩の 戊戌の 政變に 革新派を 壓 倒した る さしもの 颃固黨 も、 


遂 R 從來 の守舊 主義ょ $ 離脫 して、 何等かを こに 局面 更新の 政策を 採用し なけ 

一  • 

れ ば ならな くな つた。  \ 

果せる 哉 同年 (一九 〇〇 年) の 冬 十二月を 以て 變 法の 上 論は 發 せられ、 翌 一九 〇 
一：^ こ' 於て 劉坤 一張 之 洞の 聯合 上奏と なぅ、 西 太后 榮祿 等は 劉 張 二 氏 始め 四川 
の奎 俊兩廣 の陶模 等と 提携して、 第二次 變 法自强 策を 行 ふに 至つ た、 嘗て 我 近 
衛公が 「劉 張聯名 上奏文に 關 する 所懐」 の 中に 述べて 

曩に 朝廷の 屢發 せる 所の 上 論を 拜讃 し、 窃に をの 變法の 誠意 R 出づ ると を慶 
、した 6 しが、 今 此の 聯名奏 議を讀 むに 及び、 始めて 其 二 氏の 献替に 出 づるも 
の 多き を 知れ $、 果せる 哉 二 公 善く 一時の 變 局に 處 する のみならず、 亦將に 
百年の 長 計を 建てん とするな 6、 吁 此奏議 をして 庚 子 前に 行は れ しめば 盖 
し 拳 匪の 變と 兩宮西 狩の 厄な か 6 しならん、 然れ ども 羊 5: 喪 ふて 牢を補 ふ、 
未だ 必ずしも 晚 しとな さず、 今にして 果して 能く 之れ を决行 せんか、 盖し淸 
國の 興る と 日を 期して 待つべき に 庶幾 からん 云々。 

と 云へ る 如く、 該 政策は 先づ 時勢に 適應 する 堅實な る步 調に •ょつ て、 國 權の擁 
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護 並に 回復を 計れる も の、 實に利 櫂 回 收熱體 現の 第二 期 1: 書す る ものと 見られ 
たので ある 0  • 

(註 一) 福 建 人 巖復は 一八 九 四 年 (光緖 二十 年〕 日 淸戰爭 の •開始され たる 頃、 ハックス レ， 
の ^ 化 論を ii 譯 して、 之れ を天演 論と 名け て 刊行した、 此 本は 生物界の 生存 競爭至 
適 生存の 理を 人間界に 應 用した る 議論に 過ぎない が、 然も 舊慣 墨守の 支那に 於て、 
殊に 支那 國 勢の 一大 廻轉 期に 於て 刊行され た 結果と して、 その後 年の 影 S は 莫大な 
ものが あつたので あら 〇 

/  I  ■ 

〆  . ■  .  f 

其の 二 

露國が 大兵を 擁して 満洲に 占據 し、 北淸事 變鎭定 後も尙 その 撤兵の 約を 1斤 
せぬ 事は. 正に 之れ 東洋の 平和を 危ふ し、 單に 支那 一國 に對 する 利害 關係 0 重 
大な 計ぅ でな S、 延 S ては 日英 兩國の 利益に も 多大の 不安を 與ふる もので あつ 
7? 玆に 於て か 『日本 國 政府 及び 大 S 列廳國 政府は、 偏 k 極東 k 於て 現 ま 及び 
全局の 平和を 維持す るふを 希望し、 且つ 淸帝國 及び 韓帝國 の， 蜀 立と 領土保全と 


を 錐 持す ると 及び 該二國 に 於て 各國の 商工業を して 均等の 機會を 得せし むる と 
に 關し 、特に 利益 關 係を 有する 1: 以て、 玆に 左の 如く 約定せ 支 以下 六ヶ 條}』 と 
云 ふ 日英 同盟は 成立した、 實に 一九 〇二年 一月で ある。 

惟 ふ ^ 日英 兩國の 東洋に 於け る 勢力と、 支那に 對 する 利害 關係 とを 以て、 そ 
の 全力を 擧げて 之れ が 保全を なさん とする に 於て は、 此の 勢に 抗して 危害を 支 
那に加 へんと する ものは、 非常なる 危險を 胃す ものと 云は ねばならぬ、 當時何 
れの國 と雖も か、 る 危險を 胃して まで も， 敢て 指を 支那 問題に 染めん とする 程 
の决 心と 實力 とを 有する rJ とは、‘ 恐らくは 不可能で あつた R 相違ない、 されは 
該 同盟の 成立 當 時、 支那 政府の 國權 政策が 遽かに 强 硬の 態度に 出で、 或は 淸國 
は 露國に 對し滿 洲還附 に 關 する條 約を 締結す るの 必要なしと 論じ、 或は 新 別 約 
なる 露淸 銀行 條約 は滿洲 還附と 何等の 關係 なしと て 拒絕 し、 或は 露淸 銀行の 要 
求に 係る 讓興條 件の 調印 ^ 關し ては、 慶 親王の 斷乎穴 る 反對の あつ 穴 如き、 决 
して 偶然な 現象と 見る わけには 行かない 0  . 

フォッシュ、 ッ ァィッ ン グの當 時の 所論に 所謂 『是 れ 泰西の 强 國と黃 人種の 國 
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民との 同盟の 嚆矢な $、  本 協約は 實に 世界の 史上に 一新紀元を 劃す る ものと 見 
るを 得べき』 這般の 日英 同盟が、 他の 列強の 無遠慮 極まる 對支 .政策を 緩和す ベ 
き 偉大なる 效力を 有する R 付て は、 支那の 外交 策は 多大なる 利便と 深 S 暗示と 
を 感受し、 囘收 熱の 如き も 三度 勃 奥の 氣運 k 接した ので あつ 穴 〇 

支那の 囘收 熱が 斯 くして 漸次 高騰の 歩調を 取 3 つ、 あつた 時に、 此れは 又絕 
大なる 威力を 以て 彼等の 氣 勢を 激讓す べき 一新 時代が 生れて 來 た、 仑 れは 一九 
〇四年 同 五 年に 於け る 日露 戰爭 の‘ 結果と して 打開され たる 新ら しき 時の 世界で 
あつた、 日露 戰爭に 於て 日本が 海陸 共に 大勝を 博し、 •ホ ーッマ ス條 約の 締結に 
ょつ て、 極東 k 於け る 日 進 露 退の 蓮 命が 決定され た 事は、 支那に 對して 二つの 
大なる 影響を 與へ た。 

即ち 日本 帝 國の隆 興に ょつ て、 從來 -0 領土 主義 分割 主義の 實 行は r を の 到底 
不可能なる 乙 とを 知る に 至つ た 列強が、 玆 R 從來の 政策を 一變 して 經濟 主義 保 
全 主義に 傾 S た 結果、 土地 鐵道鑛 山 等に 關す るの 利權の 獲得 運動は 少なからず 
をの 强 硬の 程度を 减ず るに 至 A 影響の 一)、 亦 同時 R 支那は 日本の 新 彩 奕々 たる 


發展に 傚 ふて、 國家的 國民的 特立を 期せん とし、 爲に 知識 熱、 憲政 熱、 產業熱 、並に 
鐵道 熱の 油然た る發 展を來 したので あった (影響の 二)、 されば 右兩 面の 新 事象は、 
直ちに 馳せて 回收 熱の 高騰を 呼び、 往々 世人を して 該問題は、 日露 戰爭以 後の 
獨占な るかに 思惟せ しむる 迄に、 鐵 道に 鑛山に 海運に 將穴 金融に、 到る 處 その 
赤熱と 爛熱 とを 現ずる に 至っ た、 即ち 回收熱 勃興の 機會は 、かくして 四 度 置か 
れ たので ある 0 

(備考〕 一九 〇 三年ょ リー 九〇八 年末に 至る 六ヶ 年間に、 支那 人の みの 資本に ょって 設 
立せられ た 各種の 會社は 總計 二百 六十 五、 其 資本 總額約 一億 三千 八 百 三十 四 萬 弗を 
算す るに 至っ たが、 從來 一事 業に 對 する 出資額の 意想外に 貧弱なる 支那に 於て、 か 
かる 突飛 I-C 現象を 見た 事は、 單に當 時に 於け る 支那 政府の 自辦 優待 政策に のみ 結果 
した もので あらぅ か、 金錢的 利害の 打算を 無視して 事業を it 興し、 愛國的 熱情に 鼷 
られて 利 權囘收 を實 行せ る國 民の 背後 K: は、 當路の 政 ^, に 前 驅する 上記 (本文) の四大 
時機が あって、 囘收 熱を 潮 次に 1 § 成した の， てあった 〇  • 
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%  • 

第二 項 政策の 出現 

一九 〇 一年 淸國 兩江總 督劉坤 一湖 廣總督 張 之洞兩 名の 上奏 k か、 る變法 自彊 
策 中 •鐵道 及鑛山 に 關 する 意見 (註 一) に 日く 

中國の 鑛產は 富饒 蘊蓄に して 而して 未だ 開かず、 鐡 路の權 利は 兼 壇なる も遲 
疑して 未だ 辦ぜ ず、 二 事 久しく 外人 R 垂涎せ ら る、 近數年 來各國 は紛令 資本 
を 集めて 來 3、 我跄 等の 事務に 於て 尙定 章な く 外 國の情 形 R 關し 未だ 能く 盡 
さ  <  るを 知. CN、 機に乗じて 我を 愚に し、 利を 攘 a 權 1: 侵し、 或は 開鑛に 藉て 
鐵路 に攬 及し、 或は 鐵路に 因て 開 鑛に涉 及し、 此國 省に 於て 利益を 得れば、 彼 
國は 即ち 他 省に 於て 援 照均霑 し、 動もすれば 輙 ち某國 公司と 稱し 、漫に 數省 
の 地方を 指して 其界 限と なし、 祇だ豫 め 寬く地 段を 指 占す るを 知 何れの 
年 か 方に 能く 興辦 する を 知らず、 近年 佛は雲 貴に 獨は山 東に 英伊は 山 西 河南 
、に 於て 旣に 合同を 立て たれ ども、 章 程 紛岐に して 恐らくは 未だ 必ずしも 盡く 


妥善なる能はざら /L . 今回 和議なる 後は、 各 國の會 社は 更に 必ず 踵を 接し 1: 
來 6、 各省の 利權は 將に盡 く 奪 ぬれ 中 國は自 から 振 ふに 由な からむ、 且此後 
內地各 處鑛務 及び 鐵路 につき 處 となして 洋 人なら ざるな く、 地方 官の管 束 1: 
受ず 任意 乎 民を 欺壓 し、 地方 官は唯 保護 彈 壓の勞 養兵緯 捕の 費 あうて 利益の 
霧す ベ & なく 抵 制の 術な からむ、 一旦 百姓 欺 凌 ^ 堪 へず、 或は 事 端を 滋 くす 
れば、 將に多 人に 株 連し、 巨款を 賠償 せんとす、 害を 爲す何 ど 言 ふに 勝 ふべ 
けむ、 故に 必ず 須らく 著名の 律師を 聘 し、 各 國の辦 法を 採取し、 公平に 鑛山 
及鐵 道に 關 する 一書 章定を 定め、 己 R 開修を 承諾せ ると 然らざ ると を 問は ず、 
總て 之を 核定 し、 務めて 界址を して 限う あう、 資本を して 根據あ $ 擧辨 して 
*" F らしめ、 國 家の 應さに 享 くべき 權利を 保ち、 地方の 彈壓 保護を して 實あ 
らしめ、 華洋 商人を して 一樣に 均 霜せ しむべし、 洋人 等範圍 あれば 則ち 稍戢 
を歛む るを 知 3、 普通人 民 欺 侮を 免 かるれば 則ち 漸く 猜疑を 消减 せん、 事 端 
を 生じ 會社 R 於て 累を受 けたる 場合 ^ も、 原因の 有無を 區 別し 犯人を 罰 「し、 
賠償す る 乙 とに 就ても 亦須 らく 豫め限 制を 定む べし、 遮く は 中國 自然の 大利 
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中國 無窮の 大害 たるに 至らざる ベく、  最も 今日の 急務な 6、 又 互市以 來 商業 
の 大分は 全く 洋商に 係ぅ、 華商は 坐 賈零販 たるに 過ぎず、 其 故を 推す に 蓋し 
中外の 貿易 及び 機略 製造 均しく 一二 人の 財力の 能す る 所 k あらず、 凡て 洋行 
なる 者は 皆 勢力 雄 厚に して、 千 百 家を 集めて 會 社を 爲せる 者なる に 由れ 
と、 之れ 回收 なる 文字を 現は ^ ずして、 然も 囘收 の實を 擧げん としたる 政策の 

伏線で あつた、 澎湃 たる 政治 革新の 氣 蓮に 促されて、 淸國 政府は 同年を 以て 新 

-  . 

に 商 部を 設立し、 從來 外務 部に 屬 せる 鐵道 事務を 割いて 之が 管理に 委ね、 人材 

を 入れて 鐵 道自彊 策を 講ずる に 至つ た 事は、 囘收 政策 實 行の 第一歩た るを 示し、 

越て 一九 〇三 年に 於け る鐵路 法令の 發布 は、 その 第二 步に入 れ るを 語つ た、 思 
ふ k 之れ 聯名 上奏 JL 所謂 『一書 章 程を 定め 巳に 開修を 承 諸せ ると 然らざ ると 5: 
問は ず、 總て 之を 核定し 云々』 の條に 適應 せんとす る もので あつたので ある 〇 

(註 一〕 劉 張 二 氏の 上奏文は 三囘に 分れ、 第一 囘は (一) 文武 學 堂を 設く  (二〕 文科を 酌 改す 
(文官 登用 試驗 法改正) (三) 武科 停 II す ( 武官 試 驗法廢 止) (四： I 遊學 を奬勵 す、 第二 囘は c 一 ) 


〆  .  ，  1,,  ....  • 

<►  -  -  -  -  _  r  •  J  -  ノ 

•  -  0 

節 儉を崇 ぶ (一 W 常 格を 破る (三〕 捐納を 停む (獻 金に する 買 官位 制 停止) (四 )背 に 課し 祿 
を 重く す (五〕 書 吏を 去る (六) 差 役を 去る (雜 役人を 去る) (七〕 刑獄を 恤 む ^ へ 八) 選 法を 改 
む (九) 八 旗の 生を 計る  C 十〕 屯 衛を廢 す (十 一 ) 祿營 を廢す (十二〕 日 文法を 簡に す、 第 
三回は C 一 〕 廣く遊 歷を派 す C 官吏の 漫遊) (5 外國 操を 練る (三〕 軍 實を廣 ふす (廣く 軍器を 
製造す る) (四〕 農政を 修む (五) エ藝 を勸む (六) 鑛 律、 路 律、 商 律 交渉 刑律を 定む (七) 

銀 元を 用 ふ (銀貨 使用〕 (八) 印 花 税 を徵收 す (印紙税) (九〕 郵政を 推 行す (十〕 洋藥を 官收す 
(阿片 專寶 )( 十一 3 多く 東西‘ 各國の 書を 譯す Q 
右の 如くに して 鐵道 問題は 第三 囘の (六) 中 「略 律」 に 當る〇 

其 他 商 部は 會社條 例 及 十二 等 獎勵章 程を 奏定 して、 消極的 利權 擁護 策の 外、 

積極的 自辦 主義を 採つ たので ある、 されば 其 頃廣東 人が 『新廣 東』 なる 一書を 
著は し、 廣東 省は 廣東省 人を 以て 治 〇 ベく、 他人を して 干與 せし むべ からず、 

廣東 人の 廣東 たる 乙と ?: 得て、 始めて 支那 人の 支那た る Z. とを 得べ しと 唱へ穴 
る 民間 自主 獨 立の 絕 叫と 相呼應 して'  利 權囘收 政策は 實行 の步を 更に 進めた Q 
日露 戰爭の 後列 國の 利權 政策が 領土 主義ょぅ 經濟 主義に 變 化した 事は、 囘收 
政策 展 進の 原因た i 且つ 結果 7a る處で あるが、 そは 何れに する も 此の間 囘收政 
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策の 顯 著なる 實證が 置かれつ、 あつたので ある。 

* 

其 第一は 各省の 鐵 路自辧 主義で ある、 一 九 〇五年 粵漢鐵 道囘收 後の 三省 自辦 
R. 於け る、 安徽鐵 道の 安徽 省に 於け る、 同蒲鐵 道の 山 西 省に 於け る、 浙江鐵 道 
の浙江 省に 於け る、 新寧鐵 道の 廣東 省に 於け る、 一九 〇六年 漳厦鐵 道の 福 建 省 
に 於け る、 一九 〇八 、九 年 桂 全 及び 廣西鐵 道の 廣西 省に 於け る皆然 ぅ。 

其 第二は 完成 鐵 道の 買收 である、 一九 〇五年 粤漢鐵 道の 三 水 支線の 如 &、 

は 同年 道淸鐵 道の 如き 0  .  ,  ,  ' 

其 第三は 敷設. 及 經營權 の 囘收で ある、 一九 〇七年 津浦鐡 道 一九 〇八 年京漢 
鐵道 k 對 する 政策は 之を 語る (註 ご 

斯 くの 如くに して 回收 政策の fi£ 盛時. 代は、 一九 〇 一年ょ 3 一九 一〇 年の 間に 
あつた、 其 前後 ^ 於て 必ずしも 絕無 なぅ と 云 ふことは 出 來ない 、 然し 右の 時代 
程 旺盛では な S ので ある、 吾人は 此 期間の 政策を 指摘して、 敢て 前後の 時代 R 
於け る もの 1: 省 略 する 〇 

(註 一) 詳くは 「利權 移動」 の 項に 就て 參照〇 


或 


第三 項 囘收の 方策 

鐵道利 權囘收 の 方策は‘ 之を 左記の 二種れ 區分 する ^ と •か 出來る 0 

一、  一般 方策  . 

二、  特種 方策 

一般 方策とは、 支那 在來の 外交 策た る 依夷攻 夷の 手段に ょる もので、 即ち 强 
國 と强國 とを 相爭 はしめ、 其の 間に 乘じて 一度 外人の 手中に 歸 したる 利 權を囘 
收せん とする ものを 云 ふ、 彼の 露國の 南下 5: 阻止 せん •か 爲に 日英に ょ 6、 英の 
北進を 支障せ ん爲に 露佛に 傾き、 日本に 當るに 列國を 引き、 以て 國 運の 隆興國 
勢の 伸長を 期せる 外交 上の 慣用 手段は、 やがて 鐵道 問題 ^ も 現 はれて、 或は 南 
北 縦貫 線に 對 する 露佛の 野心を 恐れて 英米 1: 誘 a 、 長江 流域に 於け る英 國利權 
の 擴大を 惡んで 獨佛に 歡を 通じ、 日本の 南滿 利權を 抵 制せん が爲に 英米を して 
錦愛鐵 道の 敷設を 提起せ しめし 如き、 皆 之の 方途に 出 穴る ものである 〇 
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特種 方策とは 、持 k 鐵道 (又は 鑛山) 利權囘 收の爲 にな さる、 手段を 云 a 、  之は 
更 k 分れて 直接 及び 間接の 二と なる 0 

從來 支那 人は 法律の 觀 念に 乏しく、 紛爭は 多く 情義の 上よ 6 裁決を 下し、 法 
理の 如何を 以て 外國 に對抗 する 乙と がな かつた (寧る 知らな かつた)、 從つて 外國 
人の 支那と 條約を 結ぶ もの も、 歐米 諸國の 間に 締結 せらる、 もの、 如くに 精密 
でな く、 稍 も すれば 條 約の 正文に 對しず 注意を 怠れる や •の 傾向が あつたので あ 
る、 然るに 時勢の 展開は 支那を して 利 權囘收 問題を 惹起せ しめ、 且つ 條約 文に 
對して も嚴 正 ^ 之を 解釋 し、 不備 缺點 あれば 之を 指摘して 條 約の 廢棄 5: 主張せ 
しむる に 至つ ^ ので ある、 加 之條 約の 嚴 正解 釋の 後、 若し 之れ に 間然す る處な 
き 場合には、 何等かの 口實 によ 6  土民を 敎 唆して 暴動を 起し、 事業の 經營を 困 
難なら しめて 之が 利權を 囘收 せんとす る もの さへ あつた、 京漢鐵 道の 經營權 を 
露 白よ 6 回收 せる は 前者の 適例で、 滬杭 甬鐵道 敷設 權 を英國 よぅ 奪還せ るは 後 
者の 表象で ある、 而し て此 等は 所謂 直接 方策なる ものに 屬す る〇  , 

支那 k 於け る 外人 企業に 對抗 して 事業を 目 ti 見、 少く とも 旣設 事業に 打擊を 


與ふ るか、 左 もな くば 其 附近 地帶の 利權を 將來に 擁護 せんとす る 方策を 講じた 
もの、 例 之 彼の 滇緬鐡 .道に 於て 支那は 殊更に 孟定順 寧 南 安 線を 豫定 して 英國の 
企圖を 威嚇し、 徐ろに 騰越永 昌間大 理楚雄 線の 敷設 利權を 囘收 せる 如き、 また 
山 東に 於け る 煙 濰鐵道 並に 其 延長 線の 企畫 にょつ て 獨逸 勢力を 割かん とせる 如 
き、 之 等は 吾人の 間接 方策と 稱 する 處の ものである 〇 

第二 欵 政策の 决裂  • 

•  •  I 

第一 項 回 收 本願の 誤謬  ' 

一面ょう 見れば、 利 權回收 問題は 支那 國 民の 特殊性 癖の 產物で なくして、 寧 
ろ 人情 自然の 發露で ある'  奪 a n たる ものを 取う 還し、 奪 はれ / L とする ものを 
擁護 せんとす る 其處に 何等の 罪過は ない、 認 ■容の 値 乙を あれ 贬 罵の 謂れは ない 
ので ある、 實に 利權の 回收は その 社 會國家 及び 民衆に とうて は 義務 穴る と 同時 
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+ 乂那に 於け る鐡道 利 權 と列强 の 政策  -  四 二 〇 

に* 利た る もの、 若し 近世の 國家思 想よ 6 すれば、 攻勢な 帝國 主義の 跳梁に 對 
して 守勢な 利 權回收 策は、 當然豫 期し 得る 順理で ある、 見渡せば 何れの 國 何れ 
の 時代 此の 種の 聲 のない 毛の が あらぅ か、 吾人は 端的に 支那の 回 收熱に 對して 
之れ を 以て 斯國 一面の 覺醒と 云 ふ、 ^ 敢て 過當の 言、 たと も覺 ぇぬ 〇 

然るに 這は 一面の 見 k 過ぎぬ、 今 他 而の觀 察を 以てすれば、 をの 回收 の聲熱 
に その 回收の 政策 ^ 、 誤られた る 幾多 無數の 事實が あるので ある Q 

當時彼等は要求した、鐵道利權の全部を回收せん乙とを、又彼等は大聲疾呼 
した、 日く 外人を 悉く 鐡道 企業よ 3 排斥せ よと、 抑 も か、 る 無謀な 願望が 成就 
する もので あつたら ぅか、 然も 民國 大部の 本願は 之れ k あつた •輕擧 妄動 R 長 
じたる をの lil 民 性と、 低級なる 智識 力と k 左右 3 れて 、國 家の 爲 k 回收 する の 
か、 回 收の爲 に 回收 する のか 解ら なくなつ たこを 是非 もない、 一般の 回收思 想 
が 誤 まれる 理由は 左記の 二勲 R 最も 顯著 である Q 
一、 鐡 .道 企業に 對 する 能力の 缺乏を 顧みざる 事。 

•二、 回收 を口實 とする 一部 野心家の 煽動 R 附和 せる 事。 


當 時の 支那 國民が 鐵道 企業に 對 する 能力を 缺 け/るに 拘はら ず、 徒らに 回 收熱 
に夢中 >. 」なれる事は可憐と云はぐ可憐なれど、 亦實に 馬鹿々々 しき 滑稽の 沙汰 
と 評せざる を 得. な S、 變 法自彊 を 策せ る 識者の 僅少なる 一部を 除 S ては、 他は 
槪ね走 尸 行 肉の 徒た 6 しのみ ならず、 政府 當路の 政策 も無學 群衆の 心理に 共鳴 
して、 惡 用し 誤用され たる 變 法自彊 策の 末路を 見る R 至つ たので ある、 今 彼等 
の 能力を 檢す るに 

資力の 點は 如何、 利權回 收熱鐵 道布設 熱の 流行す るに 當つ て、 各将は 自資を 
以て 省 內の鐵 道を 敷設し、 决して 外人の 力を 借らざる 乙と 1: 主張し、 政府 も 亦 
所謂 各省 自辦 政策を 樹てた の. である、 然る ^ 支那の 如く 貧弱に して 流動資本の 
殊に 缺如 せる 邦に あつて は、 到底 省內の 資本を 集めて をの 敷設を. なし 得る 見込 
がな S、 玆 k 於て か 彼等は 巳む を 得ず 鐵道 敷地の 評價 額を 株式に 振替へ て 其 所 
有 者に 交附 し、 或は 技師 H 夫の 俸給 賃金を も 同じく 株式を 以て 支拂 a 、 或は 官 
衙の 公款を 流用し、 或は 增税を 起す 等 有 ゆる 無理算段を 盡す も尙ほ 所要 資金の 
收集 容易なら ざる 狀態で あつたので ある、 加 之 支那 人に 株式の 頭の なかつ た亭 
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が 加勢し V、 一層 資本 集中 難を 惹起 した 雲 鐵道 敷設 權回收 に 伴ふ兩 湖部自 
辦 力の 缺 裂の 如き、 更に 溯つ て 云へ ば 天津 檢營 線の 敷設に 當 う、 私的 自辦の 甚 
だ 敷 困難な 6 .し 結果と して、 關內 外鐵道 全線の 敷設は 之れ 1: 借款 官辧 とする -R 
至れる 如き、 各省 自辦 政策の 失敗は 寧ろ當 然の 因果と 云は ねばならぬ。 

技術の 點は 如何、- 例 之自辦 主義の 結果と して 生れた る 川漢鐵 道. の 敷設に 當 う、 
外人 技師を 使用せ ざる 方針と して、 技師 等の 多くは 無經驗 なる 書生 上 $ を 以て 
し ^ 結果、 エ事潞 滯を 極め 宜昌以 西十餘 里 1: 建設す るに も 少なからぬ 時日を 費 
したので ある、 固と 川漢線 敷設に 對し ては、 他 省の 自辦鐵 道ょ 6 も 比較的 潤澤 
な 資金の 供給 •かあつた ので あるが、 彼の 川 漢鐵路 有限 公司 部 內の亂 脈 ^ ょつ て、 
資金の 大部が 不明なる 使途に 吐き出された 爲 に 終に 自辦 主義は 敗れて 了つ た、 
然し 吾人は 思 ふ、' 若し 工事に して 着々 進埗 する の實が あつたなら ば、 少なから 
ず 資金 惡 用の チ H ックた 6 得た に 相違な く、 支那が 兒戯に 類す る斯國 技術者を 
使用した 事は、 工事 其 物の 進埗を 妨げた 計う か、 影響は 極めて 廣範 圍に涉 るで 
あらう と、 吾人は 津浦 鐵道黃 河の 大鐵 橋を 想 a 起す 時に、 其 支那 人に 依らず 獨 


. f 

r * 

人に 依 $ し 事を 支那の 爲に 喜ぶ ものである。 

經營 力は 如何、 吾人が II きに (利 權回收 熱 勃興の 經路 中) 述べ / 2 る 如く、 當時利 
權回收 の 目的を 以て、 i 人が 新たに— したる 各— 社の 資本 總 額は、 一億 
、三千 八 百 萬圓に 達する さへ あつたが、 然も 此 等は 資本の 固定に 伴 ふ 一般 I 疼界 
の沈滯 と、 彼等の 經營の 拙劣と に 基因して、 其 瘡痍は 久しく 癒ぇな 力つ たのて 
ある、 又 彼等が 無策の 大 膽を發 揮して 買收 したる 諸鐵 道、 例へ ば 六十 年後には 
無償に i 那 に歸屬 すべ I 淸鐵 道には 七 百萬圓 を支拂 ひ、 僅かに 三十 哩— 
設せ しに 過ぎ VD る粤漢 .鐵 道には 一千一 百 萬圓を 支拂 つたに 拘 はらず (甚だしき 高 
震 後 QHS 却つ V 困 f  事 f ある、 5S 那の 經營 
能力の 劣？ t とは、 Ifssf 堪 へ3處、 今日 2殆ん ど 全 S 
鐡道 用語が 支英— S— る sf 事實の 如 I、 一方 外力 浸潤の 程度を 
測る ベ i 徵た ると 同時に、 他方 支那 自身の 經營 力の 如何に 低級なる かを 證し 
て 餘 ぅ ある 事柄で ある •  3 れば當時完成鐵道の回收と云ひ、敷設權並.に經營權 
の. 回 收と云 ふ も、 &等 技術 上經營 上の 能力に して 貧弱なる 以上、 5 收 後の 成 

^  四 Z1 三 
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績に 見る に 足るべき 何物 もない 事は、 寧る 當然の 結果 ^ 過ぎな (〇 

更に 夫れ のみでない、 燎 原の 火の 如き 勢 1: 以て 利 權回收 各省 自辦を 絕 叫した 
事 も、 實は 黔驢 一朝の 假聲 R 過ぎざる 節は なかつ たらぅ か、 公共心に 乏しく  i 
利を 思 ふに 急なる 支那 人が、 火事場泥棒の 本性 1: 發 揮して、 回 收自辦 の 美名の 
下に、 或は 泡沫 會社を 組織して 資金の 大部を 着服し、 或は 無理算段して 蒐集し 
たる 公金を 私 消せし 事件の 如きは、 當時 南部 及 中部の 各省 k 於て 屢々 繰 返 3 れ 
たる 不祥事で ある、 彼の 川漢 鐡道國 有に 對 する 四川の 暴動は、 表面 借款 官辦主 
義 と自辦 主義との 衝突と して 傳 へらる、 が、 其 實從來 の 私曲の 暴露 1: 恐れた る 
一部の 徒 W が 名を 國有 主義 反對 ir . 藉 A  土民を 煽動して 彼等の 罪惡を 糊塗 亡ん 
とする 窮餘の 策の 結果 だと 云 ふでは ないか 〇 

第二 項回收 方策の 弊害. 

彼等の 回收 本願に 斯 くも 誤 ® あぅ 不純 あつて、 政策の 効果の 不滿 足ょ 寧ろ^ 


然の 勢な} し 乙と 1: 知れる 吾人は、 更らに 彼等が 政策の 實 行に 當つ 1: 採れ 5 方 
策 • に 於ても、 亦 重大なる 弊害 あ 6 し 事實の 存在 -5r l? め 得る のて ある 0 

支® は 嘗て 英佛 聯合 軍が 長驅 北京 ^ 入る に當 う、 露國の 力を 藉 6 て 之れ 1: 制 
せんとした 爲に 、，.烏 蘇 里 河の 東北 數 千里の 土地を 失 ひ、 英國 が緬甸 R 侵入す る 
や、 佛國を 引いて 之れ. か 牽制を 試みん としたが 爲に 、却つ て 緬甸を 失 ひしの み 
ならず 安 南 ?: も 併せ 失 ふの 不幸に 遭遇し、 更ら K 近くは 日淸戰 役に 際し、 同一 
の 筆法を 以て 露國に 倚賴 した 爲に 、<  列强 をして 國內に 侵入す るの 端を 開いた 如 
く、 歴史は 常に 活 事例 R 依； つて 依 夷攻夷 主義の 政策の 失敗を 示せる に拘 はらず、 
鐵道 問題に 關して も 依然として 斯 主義 R 出づる 方策を 蹈襲せ る Z1 と、 その 弊害 
の 程 も 想像し 得る と 思 ふ Q 

又 支那が 條約 文の 皮肉なる 解釋 によう、 或は 强て 土民の 暴擧 を挑發 し、 或は 
殊更に 對抗 企業を 書して 迄 も、 利權の 回收を 計らん とする は、 果して 堅實 なる 
方. 策と 云 CA 得べき か 否か、 彼等が 目して 巧妙な うとす る此 等の 方策に よう 或は 
當 面の 利權は 之れ を 回收し 得た 6 とする も、 然も 大局よう 見て かくして 得た る 
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交 那に 於け る 鐵道利 權と 列强の 政' 策  四 二,、 

回收の 實價は 甚だしく 减少 3 れ たものと して 殘 るので ある 0 
支那の 回收 方策が 產み 出した 弊害は 

一、  甘言を a て 支那を 籠 略し、 第三 國の 利權を 回收せ しむる 代ぅ、， 列 國は益 
+ 多大の 報酬 (利 權) を 要求す るに 至れる 事。 

二、  穩健な らざ る回收 たる 結果、 支那は 極めて 高價 なる 回 收费を 支拂は ざる 
べからざ6し事〇 

三、  列國旣 得の 權 利を 尊重せ ざる 結果と なれる 事 〇 

四 歹强は 回收の 不安 ^ 菊擊 せられて、 利權 獲得 上 一層 嚴密な ら ん を 願 ふ ^ 
至れる 事 〇 

五 國際 上の 情義を 减じ 權謀 5: 助長す る 傾向を 作る に 至れる 事 0 
畢竟す るに 支那は 列强の 人智が 彼等の 夫れ ょ $ も發 達せる ものなる ことを 3E 
分に會得しなかつたと同時 ^ 、 日本 國 力の 隆盛が 深き 根蒂の 上に 建てられた 事 
に氣 付かな かつ ^ 結果と し V、 一意 百度の 革新に 志し 坂 k 車を 押した ので あつ 
た 然も 記 臆せょ、 京漢に 失へ る 露國は 後年 海 蘭 R 獲た る露阈 たぅ、 滇 緬に讓 


れる 英國は 寧湘沙 興に 侵 出せる 英國 たぅ、 又 錦 愛に 不安を 感じた る 日本は 滿蒙 
五線を 諾 せしめた る 日本た る 事を、 一時の 虚勢は 遂に 何等の 權 威を 國 家の實 力 
に 附與 しないので ある C 

要するに 所謂 廟算に 遺る と 乙ろ 多く* 弊害 百出せ る 支. 那 の回收 政策は その 
特殊な ものを 除く の 外は、 以て 利權を 回收し 得た と 云 ふょ 6 も、 以て 利 權の移 
動を 起した と 云 ふに 過ぎな からぅ、 而し て此は 單に 過去の 事豸 たるに 終らす し 
て、 降 來こ對 し VJ も 深甚な 關係を 有すべき 事柄' て あるが 故に 五 u 人は 餘 -CN に 極 
端なる 回 收 主義の 實 行な からん Z: とを 一言 友邦の 爲に 望まざる を 得ぬ、 實に誤 
爻られ たる 保護 政策、. 囚はれ たる 閉鎖 主義は 國家及 _び國 民の 大敵で あるの だ 0 
f  *  ♦  • 

第三 欵 回收に ょる 利權の 移動 

回 仗 運動の 結果と して 移動せ る 主要なる 利權 を列擧 すれば 左の 如し 0 
第一 種回收 (外 國旣得 利權の 回收) 
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同 同 同 買 

I 

上上 上 收 


敷 經共經 敷 敷 經敷所 經敷敷 所 
設 f 塁 營設設 養設有 營設設 有 
權 設 權權權 權權權 權權權 權 


廣 南 湖 |1| 

、北 

廣、 

東 東 湖西 


英 獨讓步 
英 國讓步 
敷設 費支拂 
允許 取消 
英 國讓步 


一九 〇五 
同  上 


同 


上 


* 九 〇 七 
同  上 
一九 〇八 
同  上 
一九二 
未  詳 


買 收費一 部 英 借款 


て 


買 收費官 商 資金 


同 


^ 费 


敷設 費英獨 借款 


同 


英 借款 


資金 英佛日 借款 
敷設 費英 借款 
英 借款 優先 權保留 


福 公  司 
米國開 發會社 
同上 

日本 政府 

獨亞 銀行 (獨) 
英淸 組合 (英) 

英淸 組合 

白洱義 

シン チ ケート 

淸葡會 社 
英國 


利權 運動の 抵 制) 


對抗國 

T 3 \ 

« 、日、 

英 、日、 


企 


業 


者 


江 西 全 省鐵路 有限 公司 

潮汕 鐵路 公司 


企業 設立 年 I  備 


考 


一九 〇四 
同  上 


設立 以來 の狀態 不振 
同  稍 良好 


廣 

本 

• 

地 

回 

收 

國 

街 

泣 

廣 

南 

直 

河 

浙 

江 

rt 

滿 

東 

省 

方 

南 

Hi 

湖 

北 

江 

安 

Ul 

洲 

道  淸 
粵  漢 
廣  三 
新  奉 
津  浦 

M 杭甬 

京  漢 

廣  澳 

滇  緬 
笛 二 S 
鐵  道 

江  西 

潮  M 
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鐵道 


地方 


利權 種類 


舊 所有者 


回收 方法 


回 收 年月 


四 二八 

備 


考 


正 廣錦海 煙 京 江川 滇西同 福安浙 

胃 德西愛 龍 濰張蘇 漢蜀潼 蒲 建徽江 
^ 山 直 本 滿奉山 直 本 四 四 雲陝山 本本 本 

支 東隸省 洲天 東隸省 川 川 南西 西 省 省 省 

獨英日 日 獨露英 同 英英露 白露 日英 英 日英 
$  佛露  P 佛米 白 英米  米 


浙江全 省 鐵路 有限 公司 
安徽全 省鐵路 有限 公司 
閩路 公司 (有限) 

同 蒲鐵路 有限 公司 
西 渣鐵路 有限 公司 
瀵蜀 鐵路 有限 公司 
四川 鐵路 有限 公司 
蘇 省鐵路 有限 公司 


政 


府 


煙 濰鐵路 有限 公司 
地方 紳商 


政 


府 


廣西全 省鐵路 公司 
郵傳部 


一九 〇五 
同  上 
同  上 
同  上 
同. 上 
同  上 
一九 〇六 
同  上 
同  上 
一九 〇七 
同  上 
一九 〇七 
一九 〇八 
同  上 


同 

同 


不振 

同 


同  同 
同  同 
(今日は 同成鐵 道の 一部と 
なる) 

同  同 
(海 蘭鐵 道の 一部と なる) 

同  同 

同  同 

(街 辦 決定は 一九 〇 三年) 

同  同 

一九 〇 六 年 起工 成績 良 

設立 後の 狀態 不振 (民業 許 
可は 一九 〇四 年) 

同  同 
(對南 滿鐵道 策) 

同  同 
(英米の 後援 R ょる) 

同  同 

(其 後 却つ て 英佛 借款 說 起る) 

同  同 

四 二 九 


邊 

« 


疆 

淸 


支那に 於け る鐵道 利權と 列强の 政策 

I 蒙古、 新 


疆其他 
江  蘇 


露、 英、 
米、 獨‘ 


同.  上 
海 淸鐵路 有限 公司 


同  上 
一九 〇九 


四 三 〇 

計 書 不振 

設立 後の 狀態 不振 


第三 節 國有 主義 


第一 欵 政策 出現の 背景 

V  t 

日露 戰 後の 支那に 於て は、 外に 對 する 利 權回收 の 激烈なる 運動と 共に、 內に 
對 する 國會 開設の 熾烈なる 要求が 現 はれた、 それは 小國 たる 日本が 大國 たる 露 
S に戰 勝した 最大 原因の 一つは、 日本が 立憲 國 として 立派な 政治 組織を 有した 
から、 て、 支那 も 日本 ^ 傲 ふて 立憲を 行へ ば 必ずや 强國 とな A 得 ^ ものと 言 じた 
からで あつた、 そして 當 時の 政府 有力者 側に 於ても 這 般の顯 象を 看過せ ず. 實 
に國會 開設の 問題は 自强 自立の 上策た る 計 6 でな く、 兼て.， は 立憲を 實 行して 國 
内 不平の 徒を なから しめる m とは、 彼の 怖るべき 革命 黨撲 威の 良法 だと 考へ 2、 
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M 字 紙の 所謂 『一八 九 八 年の 支那に 於け る 有力なる 勢力は、 依然 十 年後に 於て 
有力なる 勢力なる も、 その 勢力を 指導せ る 政策は 根本的に 變 化』 せんとす る狀 
態が 置かれ 〇 、 あつたので ある 〇 

果然 端 方 以下 五 人の 出洋 考察 憲政 大臣は、 歐米 及び 日本に 派遣せられ、 歸來 
その 上奏の 結果は 遂に 一九 〇六年 九月 一日の 「立憲 準備の 詔勅」. となぅ、 西 太 
后は 支那 帝國が 將來 ^ 於け る 唯一の 希望は、 一に 憲政 設定に 懸る 事を 告白し、. 

次で 中央 官制の 大改 革を 行 ひ、 越へ て 一九 〇八年 八月 先の 上諭に 基き、 十 年の 
後 國會を 開設すべく、 之れ が 準備と して 每年 施行すべき 事項を 列擧 し、 同 十一 
月 上諭を 以て 必ず 期內 R 立憲政治を 實 施すべき 乙と を 嚴飭 したので ある、 然る 
に 同年の 秋を 以て、 光緖 皇帝 及び 西 太后 崩し、. 醇 親王 攝 政監國 となる に 及び、 

從前 威 5: 振へ る慶 親王 袁世凱 一派の 權勢頓 み K 衰へ、 袁は 北京を 逐はれ て 河南 
省 衛輝府 に 退き、 攝政 王の 兄弟た る 泡、 # 毓朗 及び 肅邸は 、.をの 賢愚を 問は ず齊 
しく 政府の 重職に 就き、 玆 に 所謂 『宗室 內閣』 を顯 現し、 軍機 處 大臣の 滿 人 三 
人 漢人 三人 制の 如き もを の藐視 する 所と な 6 、漢人に して 是れに 大臣と な i し 
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支那に 於け る鐵逍 利權と 列强の 政策  四 三 二 

ものは、 鹿 傳霖の 如き 老耄 爺に 非 ざれば、 -3t 郁生の 如ち」 黃口兒 に 過ぎず して、 
憲政 準備 事項の 遂行に 汲々 ^ るに 拘はら ず、 人物の 拂底 は蔽 ふに 由な く、 支那 
當 時の 局面に 注意す る 者の 齊 しく 憂慮な き 能は ぬ 所で あつた 〇 

その後 一九 一〇年 日露の 間に 協約 成う、 日韓の 間に合 邦の 議纏 るに 及び、 支 
那の 上下は 共に 國 家の 前途を 悲觀 し、 國會速 開運 動 所在に 起り、 國會を 開か ざ 
れば 朝鮮の 如き 運命 R 陷 るべき を 理由と して、 各省 督撫は 連署して 之れ が 上奏 
に 及んだ ので ある、 然るに 此 等の 重大問題に 一大 進埗を 與ふる ■•か 爲めの 最大 要 
件た る 人材の 黠 R 於て'  前述の 如く 甚だしき 缺陷 あう しが 爲 に、 之の 缺陷を 除 
かざる 限う 大業の 前途 も覺 束な く 見ぇた、 されば 從來 煢烈 孤立して 腹心な く 股 
肱な く、 常 k 他の 隱れた る 一勢 力に 牽制 3 れつ、 あつた 攝政王 も、 今や 時勢 k 
鑑み 斷乎 として 人材 登用の 政策を 採つ たので ある Q 
同年 二 九一〇 年) 陰曆七 月 十三 m 上諭 あ A、 日く 
蹿傳 部尙書 著唐紹 怡署现 .未到 任 以前 著 沈 雲沛暫 行署理 
と、 又 日く 


盛 宣懷著 赴 郵傳部 右 侍 郞任並 霜 辦度 支. 部 幣制 事宜 
と、 是よ A 先 盛 宣懷は 夙 (C 淸國 第一流の 財政 通を 以て 聞ぇ、 且つ 一九 〇八年 (明 
治 四十 一年) R は 日本に 遊び、 伊藤 公よう 憲法 制定 k 關す る敎を 受け、 又 之れ が 
爲め五 萬 哩の鐵 道を 敷設す るの 必要 ある 旨 1: 懇論 せられた 關係も あう、 旁 令 支 
那 刻下の 大間 題 R 對して も、 彼れ は 一大 新 智識と して 以て 自任して ゐた、 ^ れ 
ば 度 支部 尙書 載澤 公が 盛の 力を 借 i て 彼の 幣制 改革の 大事 業を 解决 せんとした 
も 偶然で なく、 又 彼の 郵傳 部が 一方に 於て 列强 の利權 獲得 運動、 と 樽俎の 間に 折 
衝 し、 他方 疾風 燎原の 勢力 あ 6 利 權回收 の 民論と 健鬪 する の、 必要 あるに 於て、 
盛の 右侍郞 は-同 部に 取うても 多大の 期待 1: 以て 迎 へられた ので ある、 宜な $ 盛は 
かくする 內再 び擧げ られて 郵 傳部尙 書と. な 6、 攝政 王の 信任に よつ てを の權熱 
は隆々 として 群を 拔き、 宛 も 北京 政界の 第一人者た るの 觀を呈 したので あつた Q 
顧み n ば 國內の 憲政 熱が 彌が 上に も 高騰し、 攝政王 も 輿論を 容れて W 分 開設 
速 進の 議を决 し、 豫定 よう 四 年を 短縮し、 宣統五 年 (一九 一三 年) を 以て 開催す ベ 
きを 聲 明し、 上下 之れ が 準備に 忙殺 せらる、 有樣で あつたが、 玆 k 憲政 實 行の 
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卜 父 那 に 於け る鐵道 利權と 列强の 政策  四 三 四 

基礎た るべき 鐵 道の 敷設は、 爾來偏 熱し 來れる 利權回 ■收 主義に 拘泥して 却つ て 
大局の 打算な く、  一九 〇九年 自國の 技師と 自國の 材料と にょつ て 起工せられ た 
る 京張鐵 道の 竣工は、 偶 冷 以て 自辦 主義者の 滿 心を 買 ふの 結果と な $、 大 幹線 
M フ 川漢自 辦築路 の現狀 は實に 溫 滯を 極め 〇 、 ある、 自辦 主義 回收 主義を 否認す 
るでは ない が、 然も 此 等の 主義の 極端なる 奔放は、 遂に 支那の 資本を 固定せ し 
め、 會社內 部の 經營も 多くは 常 1C: 失敗 5: 重ね、 人心 漸く 鐵路の 放資を 希は ず、 
今や 中央 地方 兩つ ながら 羅雀掘 鼠の 觀を呈 し、 財政の 支 細 又 如何と もす る 事は 
出來な い、 然らば 一九 〇八 年を 以て 政府の 發 表した る 鐵道計 書は、 とても 豫定 
の 十 ヶ年內 に 完成の 見込は ない ので ある、 即ち か、 る 難局に 立てる 政府 當路の 
花形 郵傳部 大臣 盛宣懷 は、 一方に 载澤 公と 結ん V 中央 借款を 遂行し、 以て 一般 
財政の窮乏を救ひ：他方幹線國有を斷行して鐵道交逋を一新せんとするの策に 
出 ^ ので ある 〇 


の 


第二 欵 國有 政策 

•  .  f 

一九 一一 年 盛 宣懷は 郵傳部 大臣と して 鐵道 幹線を 國 有に 決し、 內閣 大臣 全部 
一致を 得た が、 同年 陰曆 四月 十一 日には 左の 如き 上諭が 發せ られた 0 
中國 幅員 廣濶 邊疆 遼遠に して、 袤 延數萬 里に 涉 6、 程途 動もすれば 數閱 月の 
久しき を 需む 、朝廷 邊を念 ふ 每に輒 ち 宵 肝を 勞 す、 若し 控鑕に 資せん と 欲せ 
ば 惟 速 かに 鐵路を 造る の 一策 あるの み、 况んや 憲政の 諮 謀 軍 勝の 徵調 土產の 
運 S は 皆 交通の便 利に 賴 6 大局 始めて 轉機 あぅ、 熟籌再 四す るに 國家 必ず 四 
境 R 縱撗 する 諸 大幹路 あるを 得て、 方に 以て 行政に 資して 中央の 樞 紐を 握る 
に 足る となす、 惟 從前規 書 未だ 善から ず、 並. rc 一定の 辦法な きを 以て、- 全 國 
の 路政錯 亂紛岐 し 枝 幹を 分たず 民力 i: 量らず、 一 紙 呈請 すれば 報ち 商辦を 批 
準せ 久 乃ち 數年以 來粤 (廣 東) は 即ち 收股 (株式 拂込) 半に 及. ベと も造路 多き 乙と 
なし、川(四州)は即ち倒脹甚鉅にして參追すれども著するなし、湘赛湖南湖北) 
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は 即ち 開局 多年 走らに 生耗に 資す、 萬 民の 脂膏を 竭く すに 或は 虛糜を 以てし、 
或は 侵蝕を 以てす、 恐らくは 時を 曠く する 乙と 愈 久しくして 民 ra 糸 愈 深く、 上 
下 交々 害を 受けん、 誤を 遺す i 何ぞ設 想に 塔 へん や、 是を以 て 特に 明白 曉諭 
し 天下に 昭 示す、 幹路陂 均しく 國 有に 歸し 定めて 政策と 爲 す、 宣統 三年 以前 
各省 公司を 分設 し、 集 股商辦 せる 幹線は 延誤已 に 久しければ、 應に 即ち 國家 
ょ $ 之れ を 收回し 趕緊興 築すべし、 而して 枝 路は仍 ほ 商 民力を 量つ て 酌 行す 
る 乙 とを 准す を 除く 外、 其の 縱前 批准せ し 幹路各 案は 一律 之れ を 取銷 すべし、 
又 その 應に 如何に 收囘 すべきの 詳細 辧 法に 至つ ては、 度 支部 郵傳 部 ^ 著して、 
此旨 ^ 凛遵して悉心籌*し、迅速に旨を請ひ辦理せし0、該管大臣依違瞻顧 
し 一 誤 再 誤す る 乙と を 得る 母れ、 如し 大局を 顧みず 故意 路 政を 擾亂し 煽惑抵 
抗 する もの あら ば、 即ち 違 制に 照して 論ぜん、 此を將 つて 通論 之れ を 知らし 
む。  '  --  • 
と、 斯くて 先づ 政策 實 行の 第一 着手と して、 粵川 漢雨鐵 道の 問題を 解決すべく、 
持に 兩湖 地方に 民 a ある 端 方を 以て 之れ が督辦 大臣 k 任命した ので ある。 


尙右兩 路に對 する 國有 政策の 內容 如何は、 盛 自身の 告白 (註 一) を 引用す る 乙と 
にょ. C\ 一  層闡 明 S れるで あら ふ、 即ち 
(一) 政策の 目的 

セ 財政 困難の 時に 當ぅ 、民間を して 分外の 損失 ^ 遭は しむる は、 固ょ 6 理 
宜しから ず、 而して 國家 をして 鉅 萬の 損失を 負は しむる も 亦 宜しから ず、 
民力 國淸兩 つながら 之れ を 顧みざる ベから ず、 故に 各省の 爲國家 保 利の 株 
式を 領せん 事を 願 ふ、 此 次の 鐵道國 有 政策は、 鐵道 完成を 促す 爲に して、 
决して 人民と 利 1: 爭は ん とする にあらず、 故 R 一律 全額 相當の 株式と mr* 換 
r  一度 鐵道 完成す るを 待ちて、 民間 亦 均しく 其 利を 5 け、 利益の 分配に 
輿れ ^ 可な 6、 但し 現 銀を 得ん とする は、 未だ 朝廷の 德意を 體會 せざる も 
のた ぅ、 現に 財政 甚だ 困難なる のみならず、 各鐵 道は 缺 損の 有無 株式 幾何 
なる 等 未だ 明かなら ざれば、 辦 法を 釐定 する を 得ず 〇 

. 蓋し 所謂 國有 政策は、 公 官其權 を 握ぅ、 依て 籌書を 便 k する にあ 6、 

而して 民間の 利益 特に 已 集の 股に 附 すべから ず、 以後 應 募の 資に 乙れ 1: 附 
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せんとす るな 6、 昔時の 商 辦は 股款繼 かずして、 路エ或 は 中. 絕す るの 虞 あ 
$、  故に 國 有 R 改めて 民力 及ばざる の處は 官款を 以て 後援と なし、 四 省 同 
時に 完成し、 全路 不通の 處な からし 1/ るを 期す。 

- 對兩路 株金 方策 

粤路の 如きは 開辦以 來缺損 甚だ 多く 弊害 見ざる なし、 其 結果 株式 暴落し、 
今春の 如き 每元 二三 角に 當るに 過ぎ ざう しは 萬 人の 知る 所、 然る R 今 六角 
を 給す るは •多大の 恩惠 た う。 

又 川路に あ-^ ては 拂込 額と 同額の 保 利 株券を 與ふれ ば 商 辦と異 るな. きな う、 
而して 又 其 存款七 百 餘萬兩 も、 乙れ を 株 k 附 する や 否や 一に 人民の 便 否に 
從はん とするな 6、 四川 省 京 官內閣 侍 讀學士 甘 大璋は 四十 六 員聯名 禀請 
し 宣統四 年 四月 以” W' のガ路 の旣. r( 旣支 及び 現在の 款 未 ^ 納付せ ざるの 款 
は‘、 すべて 國 家の 鐵道 株に 換 へん 事を 願 出で たる も、 郵傳部 未だ 許可せ ざ 
る ものは、 此欵 は全蜀 人民の 負擔 なれば、 株主 會議を 待ちて 辦法を 定むる 
の至當 なれば な-^、 理由な きの 損失 金 二百 餘萬 雨は、 味 主の 擧 ぐる 所の 職 


員 其 人 R あら しが 爲 にして、 路エと 本 交渉な く、 商辦の 時と 雖も 正當 
の 支出に あらず、 故に 國家 亦此 莫大の 損失を 負擔 する 能は ず ◦ . 

又 湖南 湖北の 金 元 小票囘 收の爲 め立替 金は、 實は米 捐鹽捐 よ A したる もの 
こして、 各種の 集資及 株金と 同じから ざる もの あ § 、故に 未だ 償還 法を 定 
めざ 6 き'  今 朝廷 湖南 紳商の 請に よう、 特 R 一律 保 利鐵道 株と 交換す、 即 
ち 粵鄂兩 省の 金 元 小 票囘收 立替金 及 # 省の 虛糜經 費 四川 省の 宜昌開 辦經費 
成渝各 局 用 費 均しく 皆 保 利 株券と 換 ふる 乙と とせ 30 
) 本 (寧 川漢) 借款の 性質 及範圍  .. 

此 次の 借款 契約は、 幾度 か ® 商 1: 經 た る 結果、 z. n を 前囘の 借款に 比すれ 
M ffi 有利な う、 旣成各 路を査 する に 京奉漘 奪道淸 vt 路正 太廣九 等の 如き、 
全く 借款に よる ものな う、 然れ ども エ成 るの 日 も主權 我に あ 6、 路亡地 亡 
の 事な し、 即ち京漢鐵道は白耳義の借款によう作人し7も、 期に 及んで 定濟 
し 契約を 取消し / 2 る も、 未だ 比國 乙れ が爲 に爭 執せ しを 聞かず、 况 A や -ill 
省の 所謂 借款は'  只宜昌 よろ 夔州に 至る 六 百 里の 一段の みなる を や 該段 
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を査 する に 重 山 疊嶺西 人 測量して 世界 第二の 險エ となす、 淸國 技師を 專用 
し、 一度 貽誤 あら ば 成本歸 するな く、 罪は 力を 量らず 勢を 審か k せ f し 
に 歸せざ る 1: 得ず、 今經驗 ある 米國 技師を 招聘し、 責任を 以て 工事に 從は 
しむれば 極めて 安全な う、 又 借款 契約 中の 抵當は 全く 張 文襄の 提議せ る 所 
にして、 兩 湖の 大吏 紳商の 承諾せ る湘 鄂の貨 釐鹽釐 にして、 川 省の 收 入 ^ 
於て は 更に 關 するな し、 故に 敢て過 慮 lr 庸 ひ ざるな-^ 〇 

夔州以上成都に至る二千餘里は、今囘の契約に.借款の明文なし、若し資金 
ょく 募集し 得 ば 全く 自國の 資金に ょ 6 辦 すべし、 爾來川 省の 風潮 皆 口を 
外 款拒絕 完全 商辦 に藉る も、 其實は 一切 租股な う、 然れ ども 朝廷 王 護督の 
電陳に 照し、. 其 負擔の 力なき を 知う 一律 之を 止む、 成 夔の二 千餘里 未だ 借 
款の 事な し、 拒 款の說 を 須 a ざるな 

(註 一) 四川 1C 於け る國有 反對の 暴動 起る に 至つ て、 盛 宣懷は 自ら 粤川 漢鐵 道の 借款 並 
に 株金に 關 する 始末 記を 發 表して、 自己の 立場を 辯 じ 政策の 內 容を吿 白した、 右 本 
文中 記載の ものは、 その 株金 始末 記 中の 要 節を 採錄 した ものである、 伹し 「政策の n 


的 j と 云 ひ i m 路 株金 方策」 と 云 ふが 如き 見 ® しは 著者の 命題に か k る o 

第三 欵 政策の 頓挫 

粤 川漢鐵 道督辦 大臣に 任命せられ た 端 方は、 皇帝の 命を 奉じて 先づ 湖南 湖北 
に 談判して 國有說 I: 容れ しめ、 次で 廣 東に 協議して 成功した が、 獨ぅ 四川は 里 
程の 遠隔せ る爲に 後 廻に した、 然るにを の 後 廻に ^ れた 四川 乙 そは、 前者の 如 
く國有 策 R 對し て從 順では なかつ たので ある。 

抑 も ill 漢鐵 道は 光緖 二十 九年閏 五月 時の 四川 總督錫 良が、 該 線路に 對 する 列 
國の 覬覦を 恐れて 自辦を 思 CA 立ち、 湖 廣總督 張 之 洞と 商議し 上奏した る處 、始 
めは 官設と し 總辧沈 秉堃を して 之れ が 衝に當 らしめ たが、 三年を 經 過して 成績 
擧ら ず、 遂に 商 辦に 移し 川 漢鐡路 有限 公司 1: 創設し、 總督錫 良は 當時 新稅を 記 
してを の 本 收を會 社に 轉 貸し、 依つ て 事業み 遂行を 援助す るの 策を 採つ たが 爲 
に、 資金 問題の 如き も 彼の兩 湖 部所 管の粤 川漢鐵 道とは 大に その 事情を 異にし、 
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寧 .ろ 比較的 好 潮に 進み、 彼等は 三百 五十 萬 兩の拂 込 資金を 以て 工事の 著 手 ^ 取 
$ 掛つ たので ある、 然るに 會 社の 內部に 於. て 役員を の 他の 失態 多く、 僅々 宣昌 
以西 十餘 里の 土工を 經へた 時には、 早く も 資金の 三分の 一餘を 出費し、 剩へ重 
役 等は 比 年 巨額の 殘金を ば、 大部分 私設 又は 官設の 諸會社 或は その他の 諸事 業 
に 融通し、 今や 全く 損失に 歸せ る％ のさへ あつたので ある、 されば 此の 如き 失 
態の 發覺 と共に、 株主 間に 於け る 紛擾 百出す る {C 當ぅ 、政府が 張 之 洞の 死後、 

從 來行惱 みたる 四國 借款 契約を 成立せ しめ、 國有斷 行を な 3 ん とする に 就て は、 
何等か 多少 協定の 餘地 あるべく 期待 3 れ穴に 拘はら ず、 愚 味なる 多數の 株主は、 
彼等の 經營 せんとす る鐵 道を 國有 とする のみ か、 借款を 以て 之れ を 支辦 せ / L と 
する 乙とは、 畢竟 外債に よる 人民の 負擔を 增 加し、 且つ 鐵道を 擧げて 外人の 掌 
裡に歸 せし むる 恐れ あ $ とて 之れ に 反對 し、 會社 經營の 任に 當れる 一派は、 國 
有と 共に 自己の 失態の 暴露 せん 乙 と 1: 恐れ、 裏面に 廻つ て 反 對の氣 勢を 煽動し、 
又 一般 四川 省 民は 此次國 有に よる 鐵道會 社拂込 金の 處分 案が、 豫て 零碎 るな 資 
金 並に 新税 その他の 賦加に よつ て、 自己の 頭上 _ lc 課せられ 穴る 巨額の 資金を 失 


ふに 等しき 結果た るべき を 信じて 一 層の 激昂を 來 し、 遂に 同年 (一九 一一 年) 六月 
二十 一日 鐵道會 社を 中心とする 保路 同志 會なる もの 成立し、 玆に愈 A、 反 國有運 
動は 開始 S れた ので ある 〇 

斯 くの 如くして 端 方 未だ 四川に 到らざる 內、 旣に 同地の 反 對熱は 高潮し、 八 
月 二十四日の 川漢鐵 路會社 第二 囘の 株主 會に 於て は、 『川 人は 此後股 息を 以て 納 
稅に充 つべ く、  土地を 賣ら ず國 債を 負擔 せざる べき』 を 決議し、 更らに 『四川 
人の 反對は 新 內閣が 法律に ょらず して 外債： を 募集し、 且つ 鐵 道を 國有 として 根 
本 上ょぅ 憲法 破壤を 行 ふが 爲に して、 株主の 權 利の 如きは 抑 も 末な 6』 と聲明 
し、 此日を 以て 成 都 以下 重なる 府 縣の罷 市が 行 はれた、 然るに 政府 側に 於て は 
依然として 政策 遂行の 意志を 存 し、 若し 保路 同志 會等 にして 匪徒の 爲に 煽動せ 
られ 、罷 市を 行 ふ もの あるに 於て は、 宜しく 首 動 者を 嚴懲 すべし と 訓令し、 新 
四川 總督 趙爾豊 をして 同會の 頭目と 覺しき 諮議 局 議長 蒲 殿 俊 以下 五 人を 捕縛せ 
しめたが、 之れ ぞ遂に 四川 大 暴動 誘致の 直 1 動因と な 6'  平和の 裡に 協定 R 赴 
くべ か $ し 端 方は、 今や 隊 兵を 引 卒して 暴動の 査辦 k 當ら なければ ならな くな 
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つた 0 

思へ ば 盛 宣懷が 毅然として 自家の 所信を 斷 行した 事は、 却つ て 四川に 於け る 
反國有 熱を 高騰せ しめたが、 をの 民間 勢力の 增大は 同時に 政府 部內に 於け る 反 
盛 熱 5: 誘 a 、 四方 八面よ $ その 政策 實現 上の 支障は 蠭 起した ので ある、 例へ ば 
曩に御 史王寶 田が 盛 宣懷. の賣國 賣路に 關 する 二十 六 大罪を 數へて 之 れを彈 劾し 
たるに 尋いて 、 各. 省よ 6 の該 政策 反對の 上奏文 四十 餘 通の 多き に 及び、 彼の 端 
方の 如き さへ も 『湖北 湖南 兩 省の 鐡道國 有に 對 する 騷亂 今や 漸く 其の 勢を 收め 
たる 折 柄、 盛 宣懷が 更らに 新たなる 外債を 起して、 人民所有の 鐵道 株を 買收せ 
ん とする は、 其の 弊害 實に 測るべからざる 者 あ $』 とし、 其の 政策の 遂行に 反 
對の 意味の 電報を 政府 R 送致し、 又 四川 總督 臨時 代理 王 人文は、 上書 盛 宣懷を 
彈 劾し、 日く『朝廷立ど乙ろに乾綱を振ひ、 盛 宣懷を 以て 明らかに 典 刑を 正し、 
以て 天下に 謝せよ』 と、 加之當 時の 首相 慶親 王は 四川 西藏 間の 狹軌鐵 道 經營に 就 
て、 農工 商 大臣 » 貝 子は 郵傳 農工 商 二部 行政 事務の 整理に 就て、 又 度 支 大臣 載 
澤公 は陝甘 總督の 奏請に 係る 歸化 城よぅ 包頭鎭 に 至る 鐵道 敷設 费五百 萬兩を 外 


資に據 らんと する (C 就て、 共 k 盛 宣懷の 政策に 反對 し'  殊に 度 支部が 各省に 向 
ひ 以後 外債 借 入の 必要 ある 時は、 必ず 先づ度 支部の 認可を 經べ しと 命令せ るに 
對 し、 盛 宣懷が 此の 外債 借 入 制限に 關 する 槪括的 訓令に 異議を 挾み、 汽船 鐵道 
郵便 電信に 關 する 借款に 限ぅ、 度 支部を 經由 せず 直接 郵傳 部に その 許可を 申請 
せしめん 乙を 提議し ^ 爲に 、載 盛 二 氏の 間には 意外の 扞 格を 生じ 穴ので ある。 

盛 宣懷の 立場 旣 ^ 斯 くの 如くなる に 加へ て、 四 ; II に 於け る 趙總督 並に その 苗 
下穴る 地方 官等が、 稍 も すれば 官命に 口籍 して 惡虐の 政 多く、 人心を 失へ る、」 
との 甚だしき 結果と して、 省 民の 暴動は 彌 々その 度 1: 加へ'  今や 時局 收拾り 方 
策と しては、 彼れ 趙督 を嚴刑 して 川 人の 心を 服す るか、 盛 宣懷を 殺して 天下に 
謝する かの 二途 一途 • ?: 出て ずと なす 迄に 全國の 輿論は 沸騰し、 同年 十月 二十 五 
日の 第二 回 資政院 會_ 註 一) に： 於て は 

鐵道國 有は 一種の 法律案に して、 奏 定€ 商法に ょる も 鐵 道の 商 辦に歸 する は國 
法の 許す 所なる に、 盛 宣懷： 忽ち 國有に 回收 し、 又 資政院 の議决 を經ず 旣に 
成 法を 藐視 し又院 章を 蹂躪し、 君を 欺き 民を 虐 す、 其の 罪誅を 容さ ず、 資政 
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支那に 於け る鐵道 利權と 列强の 政策  '  四 四 六 

院若 し嚴に 彈 劾を 行； 3、 期 廷に謂 ふて 盛宣懷 に對し 明かに 典 刑 ^ 正さ ぐれば、 
資政院 は虛設 と 同樣な $ 云々 ゾ 

との 易宗 夔の演 舌は 満場の 熱狂 的 拍手に 迎 へられ、 績 いて 『彈劾 案は 須 らく 速 
かに 表决に 付し、 明日 上奏す るを 要す、 聞く 所に ょれば 盛 宣懷は 仑 の 運動力 最 
大な 6 と 云へ ば 若し 遅延せば 事 無効に 歸せん 恐れ あぅ』 との 動議に 對 し、 忽 
ち 全員 一致の 表決 ' i なぅ、 玆に彈 劾 案は をの 翌二 十六 日を 以て 入 奏せら る、 に 
至つ たので ある 0 

盛 宣懷は .遂に 失脚した、 同時に 幹線 鐵 道の 國有策 も 頓挫せ ざるを 得な かつた 0 

(註 一 ) 資政院 は將 ?:4 開設 さるべき 國會 に對 する 豫備 (豫 習) 會の 意味を 以て、 宣統二 年 ( 一 
九一〇 年〕 創開せられ、 一個の 諮詢 機關 に似て 實は 完全なる 立法の 機關 たるべき 性質 
の もので あつた、 その 權限 としては 歳出 人豫算 及び决 算に關 する 審議、 税法 公债に 
關 する 議決、 法典の 編制 並に その 修正 (但 し 憲法を 除外す 3 朝 旨を 以て 交附 したる 議案 
の 密議、 軍機 大臣 或は 各部 行政 位に 對 する彈 劾權、 人民 請願の 受理 等を 含み、 又 諮 
員は勅選及び互選の二種各百名を規定した〇 

資 政 ^ に 對し 地方 的の il 係に 立つ ものに !? F 議局が あつた、 是れ は宣統 元年 ( 一 九〇九 


年) を 以て 開 r-l ;l'J せられ、 其の 性質は 各省の 總督巡 撫の 諮 詢機關 に似て、 货 は # 省の 立 
法 部た る權 限を 有し、 資政院 互選 議員 百 名は 此の 諮議 局ょ 9 選出す る 規定で あつた 0 
(儸 考) 四川の 暴動は 端な くも 支那 大 革命の ■導火線と なり、 同年 十月には 旣に武 漢の地 
に 革命 旗が 樹 てられた 0 

第四欵 國有鐵 道の 現狀' 

上欵 記述の 如く、 盛宣懷 の國有 政策は 四川の 動亂 にょつ て 頓挫した が、 然も 
その後に 於け る 支那の 政策と しては、 幹線 國有 主義が 行は れてゐ るので ある、 
即ち 盛の 政策は 一時の 頓挫で 國有 政策 その物の 死滅では ない、 世界 各 國の鐵 道 
政策に 徵 する も、 幹線 國有 主義は 汎く實 行せられ 居る のみならず、 殊に 支那の 
如き 鐡 道の 建設 並に. 經營 上 R 人的 及び 財 的の 缺陷 多き 國柄 としては、 到底 斯主 
義の實 行を 齎らさず しては 止まない ので ある、 然らば 現在に 於け る 國有鐵 道の 
狀態 如何、 吾人は 簡略を 期し 民有の 夫れ と共に 左に 之れ を 表示す る 0 
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(一) 國有鐵 道 
鐡  道哩數  年月 
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七 
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驛 

數 
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上海 
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長 春 
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四、 五  C0、 80 、 
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一! 0 0 8 、〇 8 、 
100、 000 、〇 8 、 


三五、〇 8 、〇 〇〇、 

八〇、 00 〇 〇 〇〇、 
〇 〇、 〇〇〇 、〇 〇〇、 


兩 


三、六 0 0、〇〇〇 


同 
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同 

同 

同 
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四 
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上 
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三 五〇、 
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ニー 〇、 
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(備考) 右 k の大體 は民國 三年 三月 交 ia 部 路政司 調査の ものを 採リ、 新國 有線に じて m 
要なる もの 》 み を附 加し、 小鐵道 又は 資金 不明の もの 等は 略す 〇 

尙ほ右 表に 示す 如く 汴洛 鐵逍 は、 今日 國有營 業 線と して、 交通 部は 海蘭鐡 道と 引離 
し、 海 蘭 線 完成 迄は 單獨鐵 道の tn く取抆 へる 如し。 

2 ) 民有 鐡道 
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て 純 る 計 南 公江 辨兩が 千鐵公 款資廣 公 
特然 C 劃 淳司四 をを 其 萬路司 す 金澳司 
にた  屮鐵と 全 割 以後 兩資は  0 は鐵の 

有る  の 道 も 省 して 先を 佘最  英路前 

名 商 一 は云鐵 た 其 づ豫と 初  國公身 
で辦 部 全 ひ. 路 G —六 定し全  よ 司は 

あと  で鐵 所有 部 百して 省  現淸 

令し  あ 道 謂 限  開 萬た 四の  借在葡 


日 支 台 同の 商辦に 
て 運 炭 用の 輕使鐵 
道 0 

運 炭 鐵逍 、京 漢鐵 
道の 枝 線では ない 〇 

河南 省 安 陽 縣の石 
炭を 運祕 する 狭軌 
鐵 道、 

?縣 炭坑の 運 炭 用、 
七十 れ 萬 雨 (i 炭礦 
命 社 全 II の 資本金 
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支那 K: 於け る鐵道 利權と 列强の 政策  四 五 二 
(備考〕 企業 組縊の 漠然たる ものは 右 表 中 へず 〇 

第 四 節 鐵道 借款  . 

第一 欵 借款 高騰の 時代  ， ， 

吾人の 所謂 『鐵道 創建』 の 時代 以後、 支那に 於け る 鐵道史 の 何れ. め 页を繙 く 
も、 鐵道 借款の 起らぬ 時代は な S ので ある、 彼の 利 權回收 民業 奬勵 時代と して 
知らる、 一九 〇 一年ょ. 〇 一九 一〇 年に 至る 間に 於て さへ、 一九 〇三 年に 於け る 
正 太、 汗 洛 、滬 寧の 如き、 一九 〇五 年に 於け る 道 清の 如き、 一九 〇七 年に 於け る 九 
廣の 如き、 一九 〇八 、九 年に 於け る津 浦、 滬杭甬 、京 漢 その他の 如％/  皆從來 の關係 
或は 特種 事情の あると 否と に關 せず、 借款な くして は 敷設 又は 回收し 能は ざぅ 
し鐵道 共で ある、 况して 借款 築路の 止 〇 ベから ざるを 認 a し / C! る 時代は p'j 更ら 
，てあつた、 前 說の 如く 盛宣懷 の國有 主義 時代の 如 $ も、 實は 明かに 借款 主義し- 


阈有 主義との 併進 政策に 外なら なかつ たので ある •か、 然も 支那の 鐵道 政策 史上 
の區 別 k 於て は、 借款 政策の 時代とは、 特に 民 國 設立 以後 今日に 至る 迄の 時代 
を 指示す る ものと 解し なけ n ばなら な s ので ある、 之れ 問 ふ 迄 もな く、  此の 時 
代に 於て 殊に 著る しく 鐵道 借款の 高騰が 起つ たからで あるが、 その 高騰の 理由 
としては、 實に 左の 如き 事情の 伏在した が 爲 である 0  . 

曩に淸 朝が 歲 計の 不足を 塡 補す るの 底意を 以て、 名を 幣制 改革 並に 滿洲 企業 
费に籍 6、 四 國財團 と 協商せ る 一千 萬磅 借款は、 一九 一一 年 四月を 以て 契約 締 
結せられ たに 拘 はらず、 實際 現金の 受入は 四十 萬磅の 前渡金に 止ま 6、 續いて 
盛宣 懷の爲 せる 粤川 漢鐵道 一千 萬磅 借款 も、 內六百 萬磅を 交附 3れ たに 過ぎず 
とすれば、 兩者を 合する も 僅かに 六 百 四十 萬磅に して (鐵道 借款を 中央 政 費に 融 
通す ると. しても) 歲計 不足 額 七 千 九 百萬兩 (註 一) の塡 補に だ も當ら ない、 即ち 一九 
一一 年 (宣統 三年) の 支那の 財政 it は 旣に斯 くの 如き 龜裂が あつたので ある、 然る 
に 同年の 秋 十月を 以て 武漢の 地に 發し たる 大 革命の 變亂 は、 慘酷に も 支那 全土 
の經濟 組織を 紊亂 し、 國內の 金融 機 關を破 壤 した、 玆に 中央 地方 革 軍 官軍の 財 
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支那に 於け る鐵道 利 權と列 强の 政策 

政 運用は、 一に 懸つて 外國 銀行 
に 於て 左の 如き 借款 問題を 上下 
$ し 事に も 不思議は なかつ た 〇 
'借款  名  年次 


四： 九 四 


ょ 5 の 融通に あつた、 されば 當時 例へ ば 北京 側 
し、 所謂 戰費 借款の 調達に 吸々 たらざる を 得 ざ 


ゴ 


ツツ - ( 佛) 


張 家 口 鐵道擔 保 (米) 
四  國財團 
露  國 
英佛 白財團 
獨  國 
四  國財團 
開灤 炭坑 合併 

ス  コ  ダ (澳) 


一九二 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

一九二 一 
同 


元 


金 


六、 〇〇〇 、〇 〇〇 

一、  〇〇〇 、〇 〇〇 
一二、 〇〇〇 、〇 〇〇 

五、 〇〇〇 、〇 〇〇 
九〇 、〇 〇〇、 〇〇〇 
五、 〇〇〇 、〇〇 〇 
二〇、 〇〇〇 、〇 〇 〇 

二、  〇〇〇 、〇 〇〇 


備 


考 


佛國 政府 反 對の爲 め 不成立 

廣主ゥ 4 リヤム 、サロ マン 
の 不承諾 1C ょり 不成立 

不  成  立 
同 

假 契約 成立 
同. 

不  成  立 
成  立 


かくて 變亂 突發以 來五閱 月 


三 〇〇、 〇〇〇  同 

西 眩の 所謂 「妥協 革命」 略 ぼ 成立を 吿 r るに 當 


14111 —i  J1.J  m  Jf —  mi  ■  ^  I 

•  • 

う、 圖 々しく も 『予に 大總統 を 薦めら る、 も 不肖 敢て 之れ に 膺らず 、暫時 北方 
を鎭攝 する は 則ち 予の 職な $、 …… 政府の 統一す るを 待ちて 予は 即ち 田 里に 退 
き 長く 共和の 良民た らん』 など、 南方 側の 好漢 共を 愚弄し つ、 あ 6 し袁世 凱は 
一九 一二 年 三月 十日を 以て 中華 民國 臨時 大總統 の 椅子に 就 S たが、 如何に 多 謀 
多算の 彼れ と雖 も、 無 S 袖は 遂に 振る わけに 行かず、 革命の 齎らせる 對 列國賠 
款額數 千 萬 元 (註 二) の 調達を 必要と する へが 如きは 云 ふ も更ら なう、 民國 樹立 後に 
於け る 國內の 不安は、 容易に 袁 政府の 高枕を 許さず、 彼の 支那の 社會の 下層を 
流る、 危險な る 遊民、 匪徒、 流 賊 、秘密結社の 橫行 は、 革命 殘黨の 存在と* 共に、 從來 
ょ 6 も 一層 內政 上の 危惧を 導き、 M して 獨 3 「金力」 のみが 之 等に 對 する 唯一 
無二の 豫防 者懷柔 者彈壓 者た るの 實情 あると 同時に、 か、 る國 政の 不安を 觀て 
取れる 廟堂 者 流は、 一方に 於て 極端なる 財政 上の 融通 主義を 採う、 他方に 於て 
禍の 一 身に 及ばん 乙と を懼れ 早く 安全の 道を 求めん が爲 め、 そ Z1 R 國家 的觀念 
を 抛棄して、 護身 主義 役德 主義 5 ては 利 權賣却 主義に 出で た 結果は、 遂に 政治 
借款 並に 經濟 借款を 旺盛なら しめたので ある C 

第 八 章 支那  四 五 五 


支那に 於け る鐵道 利權と 列强の 政策  四 五，、 

加 之 革命 戰時 列强の 支那 (C 與へ たる 直接 間接の 援. 助に 因果して* 民國 政府は 
歹 3i のな せる 報償 的 利權の 要求を 容 るべき 自然の 弱味 ある 乙と、 並に 革命を 印 
用して 獨立 運動を 試み / 2 る 外 藩 間 題に 對して も、 支那は 列强に 向つ て 同情 ある 
協商を 願 ふの 必要 ある M と 等は、 引いて 列强 側の 貸款 主義 利權 主義を 高騰せ し 
め 又 彼の 六 國財團 そのもの、 專撗が 、 自ら 支那を 導いて 其の 專撗 牽制 策に 出 
てし め、 別個の 財團ょ A 比較的 容易に 借款 せんとす る 方策に 思 a 到らし める と 
共に 六國團 外の 財 團共も 亦 支那の か、 る 意嚮. に 先 廻ぅ して、 能 ふ. 限 6 借款 成 
立の 誘引 策を 講じ 來れ る內實 ある 乙とは、 愈々 借款 問題の 助 艮 たるに 至つ 一の 
である。 

即ち 借款 增大に 關 する 一般的 事情 右の 如くなる に當 ぅ、 特に 

1、新政府は兎も角も近代の產物なるが爲に、鐵道敷設に關しては淸期時代 
以上に その 必要と 速成と を 感じた る 結果、 借款 主義に ょつ て も築路 敢行の 
意思 あ 6 し 乙と 〇 

二、 鐵道 借款は 多くは 其の 額 巨大なる にょ 6、 支那 政府 侧の 融通 主義 M と 6 


1 ，.二：：：：！"  1  1 ■ 1?、 . . 1 ; ' '  \  J1. ■  /  r  ,  JJ  i ili  |,:!.-1 ,, 

、一 

利便 多 か 办 し 乙と 0 

三、 支那の 內變 R 乗じ、 列强の 政策が 强硬 となぅ 領土 主義と な-^  再び 鐡道 
割 據の狀 > 態 1: 現じ、 競 ふて 利權を 布植 したる 乙と 〇 
等は、 やがて 鐵道 借款を 彌が 上に も 躍進 狂 騰の狀 態に 置いた ので ある C 

(註 一〕 一九 一〇年 (宣統 二 年〕 資政院 に 提出せられ た 政府の 豫算 案は、 歳入に 於て 二 億 九 
千 六 百 萬 雨、 歳出に 於て 三 億 七 千 五 百 萬兩莲 引 歳計の 不足 額 七 千 九 百 萬兩を 示した、 
資政院 は 之れ を 修正し、 却つ て 三百 五十 萬兩の 餘剩を 計上した が、 その 實此は 所謂 
机上の 修正で、 到底 實 行を 期し 得べき 性質の ものではなかつた、 當時資 政 院豫筇 委 
員 長た U し 劉の 同院に 於け る 財政 報吿に ょつて 見る も、 歲計 不足は 以後 年々 六 七 千 
萬 雨を 下らない と 云は れ た、 何れに する も宜統 三年の 豫算 には 巨大な 缺陷の あつた 
事は 明かで ある 0 

(註 二) 列强に 支 拂 ふべき 革命 賠款 額は、 其の後 外交％ の 調査に 依れば 左記の 如き もの 
であつ た Q 

獨  逸  九、 七 八 九、 00 c5  日  本  九、 七 七 四、 00 ¢5 
佛  國  七、 一八 〇、 〇〇〇  露  國  二、 一七 九、 〇〇〇 
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英  國 
白  國 
伊  國 
埃  國 
西  國 

合 


、六 四 四、 〇〇〇 
五八 九、 〇〇 G 
ニー 〇、 〇〇〇 

同 

H 八、 〇〇〇 
'三 〇、 〇〇〇 


米 


蘭 

瑞 


國 

國 

國 

國 


元 


四 五八 

、二 〇 九、 〇〇〇 
四 六 一、 〇〇〇 
六 九、 〇〇 〇， 

三〇、 〇〇〇 


一一 3- 


三 三、 二〇二 、〇 〇〇 


第二 欵 鐵道 借款の 現狀 


官辧鐵 道 借款 


年  次 

一八 九 八 

1 九〇： 一 i 

同 


名稱 


京 奉 債 

正 太 債 

汴洛債 


利率 


五 

同 

同 


起債  額 


、三 〇〇、 〇〇〇 
、六 〇〇、 〇〇〇 

、六 四 0、 〇〇〇 


白 

露 

英 

債 

權 

者 

國 

國 

國 

九 一四 年末 未 償還 額 

I  -  ■  !  -  -  ■-1-1-  I  ■  I  I  ■  .  ■1-1■ ■*! »■ . 

一、 七 八 一 r 五 〇〇 
一、 五 二〇、 〇〇〇 
一、 五九〇 、〇 〇〇 


白米 佛、 $ 日 $ 同 日 琴英 同 同同英 
國國獨 本日  本 佛國獨  國 


二、 八 四 五、 七二〇 
一一 〇、 0 〇〇 
七 〇〇、 〇〇〇 
一、五 0 〇、〇〇〇 
九、 五 〇〇、 〇〇〇 
一、 五 〇〇、 〇〇〇 

五、  〇〇〇 、〇 〇〇 

三 二、 ood 
ニー 五、 〇〇〇 
六 七〇、 〇〇〇 
一、 〇〇〇 、〇 〇〇 

六、  〇〇〇 、〇 〇〇 
三 〇〇、 〇〇〇 

〇、 〇〇〇 、〇〇 〇 

四 五 九 


同 

一九 〇五 
同 

一九 〇七 
一九 〇八 
同 
同 


同 


九一〇 

九 二 


同 


九 一二 


同 


海 

蘭 

債 

滬 

杭 

甬 

債 

第 

ei 

粤 

川 

漢 

債 

郵 

傳 

債 

京 

漢 

債 

第 

S 

士 

長 

債 

新 

奉 

債 

京 

漢 

債 

滬 

杭 

甬 

債 

津 

浦 

債 

九 

廣 

債 

道 

情 

債 

tin 

粤 

漢 

債 

滬 

寧 

債 

五 

同 

同 

同 

五 同 

七 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

五 

四 

同 £ 

同 

同 

三、 一 五〇、 〇〇〇 
一、 一 〇〇、 〇〇〇 
七 〇〇、 〇〇〇 
一、 五〇〇 、〇 〇〇 
九、 五 〇〇、 〇〇〇 
一、 五 CO、 〇〇〇 

五、  ◦〇〇 、〇〇 0 

三 二、 〇〇 d 
ニー 五、 〇〇〇 
六 七〇、 〇〇〇 
一、 〇〇〇 、〇 〇〇 

六、  〇〇〇 、〇 〇〇 
三 〇〇、 〇〇〇 

一〇 、〇 〇〇、 〇〇〇 
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同 成 債 
浦 信 債 
沙輿債 


一九 一三 
同  . 

同 

同 

一九 一四 i 寧湘債 
合  計 ^ 率 五、 


问 

同 


II 債 


^  t— 

T 


分 


未詳 

分 

五 

分ノ 

二 


八 

〇 

〇 

七 

〇 

〇 

Ora 

八 
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〇 

6 

〇 

Or 

二 

31 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

6 

〇 

〇 

6 

〇 

Ola 

三 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

I 〇同 

_  ■■毚 

〇 

6 

〇 

〇 

〇 

〇 

◦同 

英 

獨 

英 

實表 
際 面 

英英 

及 

佛國 

同 

岡 

逸 

國 

0 


四 六 0 

〇、 〇〇〇 、〇〇 C) 
二 一、 〇〇〇 、〇 C 〇 
〇 、〇 〇〇、 〇〇〇 


二、 五 〇 cr 〇〇 C 

/ « 

司 


八、 〇〇〇 、〇 〇〇 
七 八、 七 六 五、 ニニ 〇 

償還を なせる ものは、 京 奉 
般 に 長き 結果で ある Q 


(備考) 右 表に 示す 如く 鐵道 借款に して 一九 一四 ¥ 末 元本の 
正 太、 ^ 洛 、滬寧 及び 粵漢の 五 債に 過ぎぬ、 之れ 琚 置 期限 一 
右表屮 浦 信 債 以下の ものは 現金 授受 未了で あると 云 ふ〕 

又 右 丧の 外欽渝 鐵道齋 愛鐵道 等は 借款 正 契約 あ リと傳 へられた が、 契約の 詳細 不明 
に fj-- き ^ く  〇  , 


(二) 商 辦鐵道 借款 


九 

一  • 

年 

次 

南 

名 

潯 

債 

稱 

ハ 

五* 

利 

率 

; 起 

五 

〇 

〇 

6 

〇 

〇® 

債 

額 

B 

本 

債 

權 

者 

五 

〇 

〇 

6 

〇 

〇 

九 

四 

年 

末 

未 

償 

還 

額 

1 

廣澳僮 

廣厦實 


七 分 

同 一 


is 六、 4 


三 五 〇〇 、〇〇 d 


M 


、五〇 0 、〇〇〇|英 
、五 〇〇 、〇〇 d 同 


國 


五 0 〇、 〇〇〇 


、五 〇〇 、〇〇 a 


同 


三、 五〇〇 、〇〇 a 


V 


四 六 一 


♦ 


支那に 於け ^ 鐡 M 刺 槪と列 强の 政策 


支那 疆 域の 內 外に 涉$ 縱橫四 達すべき 鐵道 敷設の 將來 あるとは、 寧ろ 支 到 國 
家の 盛衰 ?: 超越し、 列强 勢力の 移動に 高踏すべき 汎 人文 發達 上の 大勢ぞ は ある 
けれども、 然も 國家 主義 的 立場に 於て は、 到底 此 間の 利權的 推移に 枯淡なる を 
許さない、 彼の 一面 絕へ 間な き 支那 現下の 騷擾が 益 斯國の 財政 並に 鐵道 政策 e> 
動 搖を來 3 ん とし、 他面 戰 後の 列 强が國 家 的國民 的經濟 競爭の 新銳に 出 でんと 
する 恐るべき 傾向を 有する ある 乙とは、 やがて 次の 時代に 於け る利權 問題の 高 
潮と、 又 之れ に 伴 ふ 極東 不安の 增大 あるべき を 語る もの、 若しそれ千萬の辯觀 
畢竟 妥善な る 政策の 一 下に 若かず、 ホブソンの 分配 經濟論 遂に 國際權 謀の. 一齡 
に 迕濶だ とすれば、 誰か 大策實 行の 感慨な くして 止むべき か C 


支那 一 I 於 ケル 鐵道 利權卜 列强ノ 政策 終 

四 六 三 


, *  I  ^ 

ゾ ：  4.，.. 


4 


.  • 


/ 


鐵道 借款 明細 

一、 京 奉鐵道 公債 
年 次  一八 九 八 年 十月 十日。 

用 途關內 外鐡道 敷設 費 中 後 所 新 民 屯 間 敷設 營 口線 敷設 女兒 河南 票 間 
支線 敷設、 其 他 線路 改築 車輛 增加 等の 資金。 

債權者 香港 上海 銀行 Q 
§ 債臟— 0 

起債 額 二 百 三十 萬. 碌〇  て/:  ' 

手 取 額 九十 

■  ■九 S 至 九 -V 迄 引下げ 得。 

利 子年 五分 0 

| 子 眩 每年 二月  一 B  八月 一日。 

附  錄  一 


咻錄  二 

手數料 取扱 元利 千分の 二 半 

物  g 五ヶ 年。 

■梅 雌 一九 四 四 年 0 

g  _  毎年 八月 一日 五 萬 七 千 五 百 膀宛 を傻 却す、 f 月の 豫吿 にて 額面 價額 
を 二割 增 とし、 全部を 償還す る 乙と を 得 0 
擔 保  S 山海 關間 現存 鐵道 車輛 其 他  一 S 財産 及び 其 S 利益 新 線路 敷 
設後其 運賃 及び 利益 以上に 對 する 淸國 政府の 保證 、年賦 償還 延滯の 
場合には 完濟迄 以上 各 線路の 管理を 銀行に 歸 す、 本 公債 完濟迄 以上の 
擔保を 第二 擔保に 供す る 乙と を 得ず Q 
1  ㈣二本 公債 存續中 一切の 經營 管理を 英人 技師 長に 委任す る 事、 

(二) 本鐵 道は 决して 之を 他に 讓 渡し 又は 抛棄せ ざる 事 Q 

(備考) 一說に 依れば 本鐵遨 に對 する 借款と して 別に 南滿 鐵道會 社ょ リの二 萬 三千 磅 
あ 9 とも 云 ふ、 

二、 正 太鐵道 公債 


財赏  擔方償 還最 年据 拂利利 

华終  子 

源 還  保 法 還 度 償 限 置 日 支 子 


羊 次 
用 途 
債 * 者 

公債 發 
行  地 

起債 額 
手 取 額 


一九 〇三年 八月 C 
正 太鐵道 敷設 費〇 
露淸 銀行。 

巴 里、 聖 彼得堡 Q 
百 六十 萬磅 (四千 萬 法) 

九十。  ... 

年 五分。 

每年 九月 一日  三月 一日 C 

十ヶ 年。  •  、 ， 

一九 三 三年 G  ~ 

据置 期限 經過 後は 本 借款 全部を 償却し、 本契約 1: 解除す る t とを 得、 
二) 本鐵 道の 財產 全部 及び 其 收益〇 

(二) 淸國政 府は 其總收 入を 以て'  本 公債 元利 償却を 保證 す。 

山 西 省 人出 資〇 

咐  喙  三 


條特 


三、 


附錄  四 

個 露淸 銀行は 本 公債 存續 中、 本鐵 道を 經營 し、 其 間 報酬と して 純益 金 
6 本 公債 利子を 控除した る殘 高の 二割を 受取るべき ものと す 〇 
汴洛鐡 道 公債  、 


年次 
用途 
債 權 者 

公債 發 
行  地 

起債 額 
手 取 額 
利子 

利子 支 
拂  日 


棚 


置 

限 


償還 最 
終 年度 


償 

方 


難 


九〇 三年 十一月 (第一 回) 一九 〇七年 (第二 回) 


開封 河南 鐵道 敷設 費。  ' 

白 耳義シ ンヂケ —卜〇  '  - 
露佛 白。 

百 六十 四 萬磅、 即ち 佛貨二 千 五 百 萬 法 (第一 回) 千 六 百 萬 法 (第二 回) 
第一 回 八十、 第二 回 九十 五 半 〇  : 

年 五分。  •  ' 
每年 一月 一日  七月 一日 c  i  一 

十 ヶ年〇  ノ  . 

据置後 二十 年 C  , 

正 太 債 ^ 等し。 


11 J1  ' -a 1  4  J I - ..-1 

,  ■-■•  一'.  V  ..  ..  . 、 」 

.  ■  -  .〆  -'■、 •-» .  .•  :, 

i  -  _  V  -  •  '•-  ^  I 

•  .  /  •  .  *  .  : 

.  .  、 /  .  :  .  ’：  ■  :  . , 

擔保正 太 債と 同樣 C  . •  - 

鱗  騰本 公債 償還 中は 白國 、ゾ x デヶ r 卜は 本鐵 道を 管理 經營 し： K 間 報酬と 
して 純益 十分 0 二を 受 く、〕 

(備考) 本鐵 道は 一九 〇九年 一 H 仝 部 開通した が、 その 營業 成績 不良 •て、 爾後 铄年約 六 
十 萬 元の 缺損で ある、 本 公債は 九十 八 萬 八 千 七 百五ナ 榜丈 け發 行せられ 、残部は 新 
3 耳 義鐵 M 借款 (一九 一二 年) に 依 リ見代 へられるなら んと云 ふ、 

四、 滬寧鐵 道 公債 

年 次  一九 〇 三年 七月 九日 (第一 回) 一九 〇六年 (第二 回) ◦.  . 

.  、  v 

用 途 滬寧鐵 道 敷設 費〇  、  . 

« 權 者英淸 組合  ，  . 

脱 債 1 ! 偷敦〇  , 

起債 額 三百 十五 萬磅、 卽ち 第一 回 二百 二十 五 萬磅、 第二 回 九十 萬磅。 

手 取 額 兩回共 九十 0  ,  - 
利子 年 五分。 


附  錄  六 

1 子 g  每年 六月 一日 十二月 一日 0 
手數料 取扱 金額 千分の 二 半 G 

f  g  第一 回の 分 一九 一〇年 迄、， 第一 一回の 分 一九 一二 年 迄。 

賴. | 麟 第一 回の 分一汍 五 二 年、  第二 回の 分 一九 三 二 年。 

1  _  工事 完成 後一 一年、. 又は 公債 全部 或は 一部 拂込後 五 年を 經れ ば、 每年 ニー 
回 六 ヶ月每 に 元金を 償還し、 本 公債 發行後 十二 年を 經れば 、 六 ヶ月の 
豫吿 にて 公債 全部を 償還し 得、 但し 發行後 二十 五 年 以前は、 額面 全額 
に 二分 五 厘の 打步を 要す Q 
擔 保 (一) 本鐵道 線路 其 他 財産 全部 及び 其收 益。 

(二) 英淸 組合の 承諾を 經ず して、 右 財 產を內 外債 何れ R 關せず 之が 擔保 
として 提供す るを 得ず 〇  . 

(三、 淸國 政府は 其總收 入を 以て 元利 支拂 を保證 す .0 
1  |  本 公 «- 償還 中 敷設 工事 及び 營業は 下記 委員の 組織せ る滬寧 鐵道锪 管 3i. 
處の 下 R 之を 司る。.. 


(一)  督 辦鐵路 大臣 任命の 淸人 一名。 

(二)  地方 官憲と 協議の 上、 督 辦鐵路 大臣 任命の 淸人 一名。 

(三)  英淸 組合. 任命の 英人 二名〇 

(四)  英淸 組合の 指名に 基き、 辦 督鐵路 大臣 任命の 技師 長 一名 G 

本鐵道 純益 金の 二割を 英淸 組合の 所得と す、 借款 總額 五分の 一に 相當 
する 金額 迄、 利益 配當 券を 交 附す〇 

五、 粵漢鐵 道 公債 
年 次  一九 〇五年 十月 六日。 

用 途 米 *® 會社に 對 する 鐵道 敷設 權回收 賠償金 支 拂に俱 す。 

債權者 英國 香港 政廳 e 
起債 額  百 十萬碌 (湖南の 分) ◦ . 

手 取 額 額面 R 同じ Q  ,1  - - 

利子 四 分 五 厘。  ：  .  ‘  .！，： •. 

_ 子 g  毎年 五月 二十 七日 十一月 二十 七日 0 

附錄  .•..一-:  ':ぜ.'  七 


s 

s 


條特 

擔 

方位 終 償 

年 還 

件殊 

保 

法 還 度最 

一九 一 五 年 G 

一九 〇六 年を 第一 回と し、 每年 十一月 二十 七日 元金 十一 萬磅宛 償還 
但し 六 ヶ月 豫吿 にて 全部 償還し 得 0 

(一)  湖北 湖南 廣 東の 阿片 厘 金稅〇  . 

(二)  三省 督撫 支拂を 連 帶保證 す a 

本 借款に 對し 、英貨 債券を 在谨口 英國總 領事に 預け 置く、 此券は 本 借 
款 元利 總數と 同額に して、 券面には 湖 廣總督 の 官印を 捺印し、 漢口税 
關長 之に 署名す、 若 b 元利 返還 期に 香港に て 支拂は ざる 時は、 香港 度 
支 院使此 券を 以て 湖北 湖南 廣東 省內に 於て 厘金稅 納付に 用 ふる 事を 得、 
因 〇 て此 事に 關係 ある 三省 內 一切の 官吏 ' R 通告し 一般に 之を 遵奉せ し 
む 0 

本 借款に 對する 三省の， 負擔 割合は 廣東 湖南 各 七 分の 三、 湖北 七 分の 一、 


六、 道 淸鐵道 公債 
年次  一九 〇五年 七月 三日 C 


裔特  擔  方 償 終 償 年据 拂利利 

年 還  子 

件 種  保  法 還 度最 阪置日 支 子 


用 途 
債權者 
起債 額 
手 取 額 


鐵道 買收費 (六十 一 萬 四千 磅) 線路 修築 及び 利子 (八 萬 五 千 四百 磅 〇 

*  •  /r 

北京 シンデ ケ—卜 0 

七十 萬磅。 

九十 0 

年 五分 〇 

每年 一月 一日： 七月 一日 Q 
十ヶ年 Q 
一九 三 三年。 . 

据置 期限 後 北京 シンデ ヶ t 卜 所有 採鑛權 存續 中、 濫にを の鑛物 運賃を 
增 加し、 又は 其 事業， 1: 妨害せ ざる 限 6、 淸國 政府は 何時に て も 公債 全 
部を 償却し 得。  • 

二) 本鐵 道財產 全部 及び 其の 收 入。 

(二) 淸國 政府を の總收 入に て 元利 支拂 を保證 す ^ 〇 

本契約 調印 後 三十 年間 北京 シンデ ヶ I 卜は 、本鐵 道の 管理 經營權 を 有 

附錄  •  .•丸 


附 


錄 


*> ぐ 


し、 其 間 純益の 二割の 配 當を受 く C 
七、 九 廣鐵道 公債 


年次 
用 途 
債權者 

公債 發 
行  地 

起 額 債 


麟 


術 


利子 支 

拂  日 

手數料 


if 

年 


0 

限 


償還 最 

終 年度 


，一九 〇七年 三月 三日。 

本鐵道 布設費 及び 工事中 利子 支拂ハ 

英淸 組合 〇 

偷敦。 

百 五十 萬磅 C  . 


手 取 額 九十 四， 


-0O 


利 子年 五 分、 


每年 六月 一日  十二月 一日 C 
元利 取扱 高 千分の 二 半。 

十 ニケ 年 半。  、 

一九 五 七 年 C 


施  g  据置 期限 後六ヶ 月の 豫吿 と、 二分 五 厘の 打步 とに て 全部 償却し 得、 二 
十五 年後は 打 步を 付せ ず。 

鴨 種 S  (二 本鐵道 工事 及經營 事業は、 廣 東總督 任命の 淸人 理事長 一名 英淸組 

合 選任の 英人 技師 長 並に 會計 監督の 三 名 協議 之を 決す。 

(二 X 事代辦 報酬と して 三 萬 五千磅 を英淸 組合に 交附 す。 

(三) 本線 諸接續 支線 布設 借款は 先づ 英淸 組合に 交渉す C 

(備考) 本鐵 道の 九 龍 租借地 以外の 線路は 英國 ょリ右 記の 如く 借款して、 淸國側 の 敷設 
した ものである、 

八、 津浦鐵 道 公債 

年 次 一九 〇八年 一月 十三 旦第 一回) 一九 〇九年 (第二 回 一 一九 一〇年 九月 二 
十八 日 (第三 回)。 

用 途本鐵 道 敷設 費 及び 工事中 公債 利子 支拂〇 
債權者 獨亞 銀行、 支那 中央 鐵道會 社 0 
脱 債 I  伯林、 倫敦〇 


方 償 終 償年据  手  拂利ネ lj 價發 

年 還  數  子 

法 還 度最限 置  料  n 支 子 額 行 


起債 額 
手 取 額 


附  錄 :r 』 

九 百 五十 萬磅〇  ， 

第一 次發行 三百 萬磅は 九十 三、 第二次 發行 二百 萬磅は 發行價 額ょぅ 額面 
價 額の 五分 五 厘を 引 去ぅた る殘額 第三 次 四百 五十 萬磅は 發行價 額と PJ 
•一、 但し 發行價 額 九十 四、 五 以上なる V」 得す 〇 
第一 回 九十 八 四 分の 三〇 
年 五分 〇 

第} 又び 第二 回 分は 四月 一日 及び 十 ルー 日、 第三 回 分は 五月 一日 及び 
十一月 一日 〇 

銀行 手 數料每 年取 扱 金高 千分の 二 半、 材料 買 入手 數 料は 買入價 額の 五 
分。 

十ケ 年。 . '  . 、  ： 

公債 發 行の 日ょ 6 三十 ヶ 年後 0 

据置 期限 後 二十 年 目 迄は 六 ヶ月 豫吿と 額面 價額 二分 五 厘の 打步 を II し 
定額 以上 又は 全額を 一時に 支拂； 5 得、 二十 年後は 打步も 付せ ず。 


條持 


擔 


保 (一) 直 隸釐金 及び 地方税 二、 二 〇〇、 〇〇〇  . 

(二)  山 東 同上  二， 九 〇 〇、 〇〇〇 

(三)  江 蘇 淮南關 同上  二〇〇 、〇 〇〇. 

(四)  江 寧 釐金局 同上  一、 五〇 〇、〇 〇〇 

(五)  安徽 同上  七 〇〇、 〇〇〇 
合計  七、 五 〇 〇、 〇〇〇 

(六)  借款 存續中 本鐵道 及び 其收 入を 他の 擔保 となす Z. とを 得ず。 

、(七) 淸國 政府 元利 支 拂を保 證す〇 

_  (一 ) 敷設 及び 管理 權は 淸國 政府に 屬す〇 

(二)  工事中 南北 兩段 R 英獨の 技師 長、 竣工 後 借款 存續中 歐洲人 技師 長 1: 

任用す 〇 

(三)  工事 用 外國諸 材料は 債權 者ょぅ 供給す C 

(四)  本鐵道 支線 借款は 先 づ債權 者に 商議す。 

(五 第一 回發行 公債ょ i 二十 萬镑を 報酬と して 債權 者に 支拂 ふ。 


附錄  一四 
(備考) 本鐵 道は 一九 一二 年 十二月 全線 開通 

九、 滬杭 甬鐵道 公債 
年 次  一九 〇八年 三月 六日。 

-  * 

用 途  i 嘉興寧 波間 鐵道 敷設。 

« 權 者英淸 組合。  ^ 

*  -  ^  9 

欣債職 偷敦〇 
起債 額  百 五十 萬磅 Q 

手 取 額 九十 三、 但し 續 借の 場合には 發行價 額ょぅ 額面 價 額の 五分 五 厘を 引 去 
、  れる殘 額 0 

發  行  L  4- 匕〇 
價  額ブ 叶 力 

利子 年 五分 G 

1 子 眩 毎年 六月 一日 十二月 一日 0 
手數料 元利 取扱 料 百磅に 付き 五分 0 


稍 酿十ヶ 年 0 

織 f  公債 發行 日よ $ 三十 年間 Q 
■  皤 津浦鐵 道 公債と 同樣〇 

擔 保 (一) 關內 外鐵道 (現 京 奉 線 但し 新 奉よ A 遼河以 東 線を 除く莉 益金よ 6 京 奉 

•鐵道 公債 元利 償還 金 控除 殘額 Q 

(二)  本 鐵 道の 收益及 び 京奉鐵 道の 收入 にて 償却 0 

(三)  淸國 政府が 適當と 思考す る 財源よ $ 支出 〇 

|  f  . (一) 敷設 經營權 は淸國 政府に 屬 す。.. 

(二)  工事中 英人 技師 長を 任用す、 竣工 後 本 公債 存續冲 亦 同 r 

(三)  本 公債 募集 報酬、 六 萬 七 千 五百镑 Q 

(四)  工事中 材料 供給 權を 有す、 此 報酬 三 萬 五千碌 〇 

(備考..」 本 公債 利子 支拂の 爲 、淸國 は 京 奉線收 益 剩餘の 外、 淅 江、 江 蘇 兩省附 加鹽銳 を 支 
出した 〇 

十、 京漢鐵 道買收 公債 〇 


附錄  一六 

年 次  一九 〇 八 年 十月 八日。 

用 途 京漢鐡 道囘收 資金 及び 實業 エ藝 基金。 

債權者 香 上 銀行、 印度支那 銀行 〇 
欣偾歷 偷敦巴 里。 

起債 額 五 百萬磅 (內 四百 萬磅は 一九 〇八年 十二月 十日 迄、 殘額は 翌年 二月 五日 
迄に 引渡す 〇 

手 取 額 九十 四〇  ^ 

殿 術 九十 七。  .  •  . :  / 

利 子年 五分、 十六 年 以後 四 分 五 厘。 

■弗 肝 每年 四月 五日、 十月 五日。 

手數料 元利 取扱 高 千分の 二。 

棚  _ 十ヶ 年。  ： 

飧賴關 公債 發行 日よぅ 三十 年間。 

嫌  g  第 十一 年 目よ 6 毎年 二十 五 萬磅宛 二十 ヶ牟に 償却、 但し 十六 年 目よ $ 


附 


保 


第廿 三年 迄 六 ヶ月 豫吿と 二分 五 厘打步 を附 し、 定額 以上 又は 全部 償還 
し 得、 第二 十三 年 以後 打 步を附 せず Q 


下記 擔 保に 第一 抵當權 設定 ハ 


(一)  浙江 家屋 質屋 酒 地券稅 

(二)  浙江新 舊官鹽 價額增 加 

(三)  江 蘇 官鹽新 價額增 加 

(四)  江 蘇 家屋 稅 

(五)  湖北 川 淮鹽新 舊增加 

(六)  湖北 烟酒糖 地 家屋 稅 

(七)  直隸煙 酒雜稅 

(八)  直 隸鹽運 使 庫均價 

(九)  直 隸官鹽 新 附加税 
合 訐 

新 奉鐵道 公債 a 


四〇 〇、〇 〇〇 
三 〇〇、 〇〇〇 
七 〇 〇、 〇〇〇 
三〇〇 、〇 〇〇 
六 〇〇、 〇〇〇 
四 〇〇、 〇〇〇 
八〇〇 、〇 〇〇 
二〇 〇、 〇〇〇 
二 五 〇、 〇〇〇 
四、 二 五 〇、 〇〇〇 


錄 


年次 

in 途 

債權者 

公  債 
i^. fr lt 

起債 額 

手 取 額 

利子 

利  子 
仕拂日 

償 M 最 
終 年度 


㈣ 


CHe- 

0 

件 


一九 〇九年 九月 〇 
本鐵道 改築 費 G 
南滿 鐵道會 社。 

奉 天に て 現金 受授 Q 
三 萬 二千變 三十 二 萬圓) 。 

九十 三。  、* 
年 五分 〇 

每年 三月 三十 一日、 九月 三十日 0 
十八 ケ年〇 


擔 保本鐵 道財產 及び 收 入。 

U) 本 公 债存續 中 本鐵道 技師は 日本人 〇 

(二)  元利 月 割 額は每 月 一日 指定 銀行. 預入〇 

(三)  京 奉鐵道 全線 月末 收支 計算書 及び 年末 决算 英文 報吿提 出 A 
十二、 吉長鐵 道 公債 Q  、 


條特擔 


年 次  一九 〇九年 九月。 

用 途本鐵 道 改築 費。 

債權者 南滿鐵 道會社 Q 
起債 額 二十 一 萬 五 千磅三 百 十五 萬圓 0 

手 取 額 九十 三 Q 
利子 年 五分 0 

g 拂肝 毎年 三月 三十 一日、 九月 三十日 0  ‘ 

羱  g  五ヶ 年。  ，  、 . 

雜賴 一二 十 五ヶ 年。  . 

償  |  5 ハ 年 目ょ 土 一十 年間 金額を 四十 均分 五 萬 三千 七 百 五十 圓 宛、 f 三 
月 三十 一日、 九月 三十日 利子と 共 R 償却 0 

保 本鐵 道財產 及び 收入 Q 
帽二) 本鐵道 日本 技師 長は 淸國 政府ょ $、 

任 相互 協議の 上 淸國 政府 任命す C 

附  錄 


同日 本人 會計 主任は 滿鐵 ょぅ 選 

一九 


十三、 

年 次 
用 途 
僙權者 

公  債 
發行地 

起 W 者 
手 取 額 


發 

價 


行 

餌 


利子 

利  子 
支 拂日 


附  錄  '  二 〇 

一二、 鲁業收 益は 吉 長橫濱 正金銀行 支店に 預金し. その 中よぅ 經費を 差 引 

き殘額 中よ 3 木 公債 元利 六 ヶ月 分を 存置し、 剩餘 は淸网 政府 任意 使用 
する Z. と 1: 得 〇 

第二 囘 京漢鐵 道買收 公債 C  . 

一九 一〇年 八月。  ， 

京 漢鐵道 買 收 資金の 一部 0 

输敦シ チ！ アンド •ミッドランド； ンク 、橫濱 JE 金® 行 0 

偷敦。  .  - 

六十 七 萬磅 (シ丨 4 ム 銀行は 五 百 萬 弗、 正金銀行は 二百 五十 萬 弗、 出資、) 
九十 七 半。  - 

一 〇八磅 . ° . 

年 七 分。  : 

每年シ ！ エ ム 銀行へは 三月  一 n、 九月  一 ■日、 金 正 銀行へ よ 五 月 五日、 十一 


置 年限 

償還 最 
終 年度 


償 

方 


1  し 


五ケ 年 

一九二 0 年。 :■• .  / 

一九 一六 年 二 月 .is ょぅ 一九二 〇年 十二’ 月 三 0 に 至る 五ケ 年間に 年賦 
償 S す。  ^  - 


十四、 郵傳部 公債 a 
年 次 。  一九 一一 年 三月 二十四日 〇 
用 途鐵道 借款 償還 及び 中央 政 S 財政 不足 補助。 
債權者 橫濱 正金銀行 Q 
起債 額  一 百萬磅 (一千 萬圓 〇 
九十 八〇 
手 取 額 九十 五？ 


鍵 


酣 


利 子年 五分。 

J  發行 日ょ & 六 ヶ月 每年 二回 ( 

手數料 元利 取扱 金高 千分の 二 半。 

.供  錄 


支 拂 


t  二 


附  錄  -  ニニ 

十 •ヶ 年。 

一九 三 五年〇 

据置 期 K 後十ヶ 年間は 六 ヶ月の 豫吿と 二分 五 厘の 打步を 附して 定額以 
上 又は 全部 . 5: 償還し 得〇 

擔 保  一九 〇八 年淸國 政府 五分 利 金貨 公債 及び 同年 京 漢鐵道 S 公債の 本 利 
を 差 引きた る 以後に 於け る京漢 鐵道收 入。 

若し 上記の 收入 不足の 埸合 には、 淸國 政府は 同上 目的に 使用す るに 適 
當な 6 と 思惟す る收 入ょ $ 支拂 ふ。 

十五、 粵川 漢鐵道 公債。 

年 次. 一九二 年 五月 二十日。 

用 途二) 米. 國合興 公司に 對 する 末 償還 米 *® 賡券計 二百 二十 萬 二 千 弗 並に 打步 
二 分 五 厘 及び 利子の 償還。 

三) 武昌 宜昌間 (川漢 湖北 部) 及び 武昌岳 州 間 (粤 漢鄂湘 部) 鐵道 敷設。 • 

債 li 者 (一) 香 上 銀行 (二) 獨亞 銀行 (三) 印度支那 銀行 (四) 米國 資本 團 (紐 育乇ル ガ 


抿  置 
班  狠 

RMI 

償還 最 
終牢度 

償  還 
方  法 


ン會 社、 響 マンて ブ會 社、 S 第一 國立 銀行、 5S 市民 銀 

行 〇  -  . 

歡行職 偷敦 、巴 里、 伯林、 紐 育。 

起債 額 六 百萬磅 C  、  • 

手 取 額 九十 五 C  . 

»  •  -  *  ，  <  v  钃 

利 子年 五分。  _ 

_  ; 子 發 行 H ょ 6 六 ヶ月 召 毎年 二回 〇 

手数料 元利 取扱 金高 千分の 二 半。 

十ヶ年 C 
一九 五一 年。 

据置 期限 後 第 十七 年 目 迄淸國 政府は 六ケ月 豫吿と 二分 i 厘の 打 步を附 
し 定額 以上 又は 全部 償還し 得、 第 十七 年 以後は 打 步を附 せず。 

二、 〇  OQOO QI 


擔 保 下記 擔 保に 第一 抵當權 設定。 
二) 湖北 厘金稅 年額 

附  錄 


据  置 
年  限 

慎 還最 
終 年度 

償  還 
方-法 


# 


條特 


附  錄 

(二)  湖北 川 淮鹽局 江 防經費 年額 

(三)  湖北 川 淮鹽新 加 二文楫 年額 


(六)  湖南 鹽厘 金郵 傳部收 入部 分 年額 
合計 

(七)  若し 期日 R 元利 末 償却の 時は、 

め k 處分 せらるべし 0 

_  二 ) 工事中 技師 長は 粤漢 部 R 英 人、 
くは 獨人 一名を 任用す 〇 


二 四 

四〇 〇、〇 〇〇 
三〇 〇、〇 〇〇 
二五〇 、〇〇 0 
一、 〇〇〇 、〇 〇〇 
二 五 〇、 〇〇〇 


上記 諸收 入は 公債 所有者の 利益の S 
川 漢 部に 獨 人、 全線 會計官 に 英人若 


(四)  兩湖地 方 輸入 米穀 內地稅 湖北 收入 部分 

(五)  湖南 厘金税 年額 


五、 二 〇〇、 〇〇〇 


E) 竣工 後 本 公債 存續中 歐米人 一名 1: 技師 長に 任用す 0  . 

(三)  銀行 團は 工事 會計 監督に 檢査官 を 任用、 必要に 應じ 帳簿 其 他を 兹閱 
せし む 0  , 

身 

(四)  本 公債 存續 中本鐵 道財產 及び 其の 收入を 他の 擔保に 供す るを 得ず 0 


(五) 工事費 不足の 時は 銀行 圑は 本契約と 同一の 條件 にて 四百 萬磅以 内の 
第二次 借款に 應 じ、 本鐵道 延長 等の 外債には 銀行 團は 之が 優先 權を .有 

(六 X 事 材料は 粤漢線 は 英淸會 社、 川漢 線は 獨亞 銀行 供 r し n つ P 一 
品質 及價 格の ものは 英米 獨佛は 優先 權を 有す (材料 買 入 代理者の 手數 
料は 買 入 代價の 五分と す 0  .‘  '  * 

(備考〕 本 公債を 歐洲 市場に て賣 出しの 際恰 かも 支那の 動亂 に # し、 基 だ 不結果. てぁつ 
たと 云 ふ 0 

十六、 南 潯鐵道 公債 Q 
年 次  一九二 一年 五月 一.. 一十三 日〇 
用 途九江 南昌間 工事費 及び 舊債 償還 R 充當〇 
債權者 (日本) 東亞 興業 株式 會社〇  . 

起債 額 五十 萬碌 (五 百 萬圓) C 
手 取 額 額面の 通 

附錄  二 五 


錄 


二 六 


Mu 

禾 

和 

+ 乂拂 
据 


子 

子 

nr 

置 

限 


筒 還最 
終 平 度 


抓 


S 


擔保 

十七、 


年 六 分 五厘〇 
每年二 回〇 
午 ヶ年 C 
一九二 七 年〇 

据置後 五ケ 年. 間 年賦 償却 ハ 
本 鐵道財 產及び 營業 收益ヾ 
滬杭 甬鐵道 公債 C 


年 次  一九 一二 年 五月。 

用 途 上海 寧波鐵 道中 嘉奧杭 州 間 敷設 费 a 
偵 權者  米國 ダラ 1 商 會 Q 
起愤額 三十萬 « 0, 

利 子 


年 六分〇 
十五 ヶ年〇 

擔保 本鐵 道の 財産 全部 


償 

151 


S 


# 


» 


手 支 利 利 手起發 2 債 
數拂  取 債行權 

料 日子 子 額 額 地 債 者 


十八、 海 蘭鐵道 公 . 1 朧秦豫 海鐵道 公債 0 
年次 一九 一二 年 九月 二十四日 〇 

用 途 (一) 西甘肅 省々 城 蘭 州 府と東 楊子 江 北部の 海岸と を 聯絡す る 主. 要 線の 建 
設及 設備費 〇 

(二) 汴洛鐵 道 借款 四千 r 百 萬 法の 贖囘 資金。 

(三.) 終點の 設備費 G  , 

(四) 借款 期間 中の 利子 支拂 並に 建設 期間 中の 作業費 用。 

白 耳義シ ン •チ ヶート 。 

ブラ ツセ， 〇  一.  . 

一千 萬磅三 億 五 千 萬 法 CD :  • 

九十 〇  .  ■ . - 

-  - / 

年 五分 〇  •  V  ‘  :  „ 

每年六 ヶ月 毎。 

千分の 二 半 C 


擔 


方赏 期 潰： 年据 


二 / V 


期限 前 償還を なす 場 八：： には、 

十七 年 前 迄は 證書 額面の 二分 半の 打步を 附し 且つ 六 ヶ月 前に 會 社に 對 
し豫吿 する 事 0 

保 本. 鐵 道の 財産 全部 及其收 益。 

(備考) 本鐵 道の 經營は 支那に 屬 し、 技師 長は KI 國人 又は 佛國 人た るべき 規定、 何 本 借 
款 額！ 千 萬磅の 內百二 十 萬磅は 旣に 引渡され 殘額は 引渡 準備中 歐洲戰 乎に 入る 0 

十九、 同 成 鐵道 公債。  . 

年 次  一九一三年八月因日〇 
用 途 大同 成 都 問鐵道 敷設 0  , 

債權者  白 耳' 義シン デ ヶ； 卜〇  ——  .  ‘ 

起債 額  一千 萬磅 (二 億 五 千 萬 法)  s  '、  一： '/ : 
瓣  _  (ご 本 公債 未 償還 中 S 人 技師 長を 任用す る 事。 


m  錄 

置  rr  E.O 

限  i ク与 

_  四十 ヶ年 Q 

1  元金 据置 期限 後ょ 6 年賦 償還 あるべ く 


、(二) 外國 製材 料を 用 ふべき 場合には 同一 價格 同一 品質た る 以上は、 白 耳 
義シ ンヂヶ ートの 手を 經て 購入すべき 事。 

擔 保 本鐵 道財產 全部 及び 收 益。  . 

(備考〕 利子並に償邊條件等は皆海蘭鐵道公僙に同じ、 玆には 略す 0 

二十、 浦 信鐵道 公債 〇 
年次  一九 一三 牟 十一 乃 十四日。 

用 途浦口 信 陽 問鐵道 敷設费 、並に 敷設 期間 内に 於け る 借款 利子の 支拂。 


債權者 
起債 額 
利子 

利  子 
支 拂日 

手数料 


据 

年 

償 

期 


置 

限 


_ 


附 


英淸 組合。 

三百， 萬 0 0 
年‘ 五分 0 一 

借款 發 行の 日ょ i 起算？ 
千分の 二半〇 
十 ケ_ 年0 
四十 ケ年〇 

錄 


六 ヶ月 每 R 支 拂( 


二 九 


M  通 三十 ヶ年 々賦拂 なれ ども、 据置 期限 滿了 後は 第二 十 年 目 迄は 六 ヶ月の 
豫吿と 二分 五 厘の 打步を 付し 定額 以上を 一時 支拂ひ 得、 第二 十 年 目 後 
は 打步を 要せず C 

擔 保 本鐵道 一切の 財産 及び 收 益。 

餅  _  (】 H-..* 央人技 S 任用 リ •  、  • 
(二) 將 來本鐵 道と 連絡す る 枝 線を 敷設し、 又は 本線を 延長せ /L とする 場 
合には、 支那 政府は 自己の 資金を 以て 自ら 敷設すべく、 若し 外阈 資金 
を 用 ふる 場合は 先づ 組合に 優先 權を與 ふ 0 

(備考〕 本線は 調印 後 六 ヶ月內 に 起 -X し、 11 1 ヶ年內 に 竣 H の 契約であった C 

二 十一、 沙興鐵 道 公債 〇  - 
年 次  一九二 二 年 十二月 十八 日〇 

用 途 沙市興 義間鐵 道 敷設 費〇  . 

債權者  •ホ 丨リ ング商 會 (英 )。 

起債 額  一千 萬磅 C  >  V ' - ::, : 


條特利 
件 種 T- 


二十 二. 
年 次 
用途 
債權者 
起債 額 

特  種 
條  件 


年 五分 〇 

二) 技師 長 及び 會計 主任は 英 人を 以てし 監督 技師を 支那 側ょ^ '採る 事、 
(二) 常 德 ょ-^ 益 陽 V」 經 *< 長沙に 達する 支線 布 設の豫 約權。 

高韓 及び 濟順鐵 道 公債。 

一九 一三 年 十二月 三十 一日 0 

高密 韓莊間 及び 濟南順 德間鐵 道 敷設 費。 

獨逸 政府。 

三百 五十 萬 費 二 線に 對し 0 :、  '  :: 

(ご 建築 材料は 獨 逸よう 供給。  ' 

(二)  技師 長は 獨 逸人。 

(三)  技師 長は 工事中は X 事總 監督と して 在任し、 X 事 完成 後は 借款 償却 
終了 迄 監督者と して、 執務す C 


二十 三、 寧 湘鐵道 公債。  - 
年次  一 九 一四 年 五月 三十 一日。 

附錄  .三 一 


用 途  5 小 長 沙間鐵 道 敷設 費〇 
僙權者 英淸 組合 〇 
起債 額 八 百萬磅 G 
利子 年 五分 a 
物  g 十 五ヶ 年〇 
腿  職 • ㈣ 十五 ヶ年 

擔 保本鐵 道財產 全部 及び 收 益、 f 支那 政府の 保證 
1  ご 技師 長 及び 會計 監督は 英人聘 用 0 

(二) 借款 前渡金は 三百 磅 とし、 英京 偷敦 k 於て 支拂 Q 

(備考〕 其 他の 借款 條件は 浦 信鐵逍 の ものに 因る 0 

二十 四 廣溥鐵 道 債 Q 
年 次  一九 一三 年 十月 〇  • 

用 途 廣東澳 門 間鐵道 敷設 費 a 

债權者 香港 上海 銀行 〇  : 


起 偵 額 百 五十 萬磅〇 

利子 年 七分〇  . 

麵 隨十五 ヶ年〇 
二 十五、 廣厦鐵 道債〇 
年 次  一九 一三 年 十月 〇 
用 途廣東 厦門 間鐵道 敷設 費。 

債權者 •香 上 銀行 G 

起債 額 百 五十 萬® 〇 

利 子年 七 分 0 

纖關十 五ヶ 年 0 

擔 保 本鐵 道の 財產 全部 及び 收 益。 

附錄終 

附  錄  三 三 


I 


大正 六 年 八月 二十 五日 印刷 
大正 六 年 八月 二十 八日 發行 


11 

| 不許 | 
| 複製 | 


東京 市 芝 區三田 松 坂 町 四十 一番 地 
著作 兼發 行者  山本修 

東京 市 神 田 區三崎 町 三 丁目 一番 地 
印刷者  加  藤 

東京 市 神 田區三 崎 町 三 丁目 一番 地 

印 IliJ 所  文  明 


發賣元 


東京 日本 橋 區本町 
振替 東京 二四〇番 
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